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は  じ  め  に 

 

東京医療保健大学は平成 17 年度に開学し、医療及び保健の現場に役立つ専門職

教育を第一の理念とし、横断性と専門性とを調和したケア、医学的栄養科学教育、

デジタル化時代に対応できる情報教育、リスクマネジメント及び感染制御に関す

る教育、治療達成度評価に必要な統計学的及び免疫学的教育などに力を入れ、国

際交流やコミュニケーションに必要な英語教育などの充実を図っております。 

本学のこのような教育への真摯な取り組みを含め、開学以降の教育研究等に係

る取り組みを明らかにするため完成年度を迎えた平成20年度に開学後初の自己点

検・評価を実施いたしました。自己点検・評価の項目は、今後、認証評価を受審

する予定の財団法人大学基準協会が定める主要な 15 の自己点検・評価項目に基づ

いて行っております。 

このたびの自己点検・評価を行うことによって、大学創設の原点に立ち返り、

本学の建学の精神及び教育理念に基づき、医療分野において特色ある教育研究を

実践することで時代の求める豊かな人間性と教養を備え、これからの社会が抱え

る様々な課題に対して新しい視点から総合的に探求し解決することのできる人材

の育成を目指すとともに、本学の一層の充実・発展を図ることといたします。 

本学においては、今後も継続的に自己点検・評価を行い、その結果を公表する

ことにより学校法人として社会への説明責任を果たすとともに、学生にとって魅

力ある大学となるよう努力してまいりますので、今後ともどうぞよろしくお願い

いたします。 

 

東京医療保健大学長 小林寬伊 
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1.大学・学部の理念・目的及び学科・研究科の使命・目的・教育目標 

 

（1）大学・学部の理念･目的 

 

「現状及び点検・評価」 

① 本学は、「科学技術に基づく正確な医療保健の学問的教育・研究及び臨床活動」、「寛容と

温かみのある人間性と生命に対する畏敬の念を尊重する精神」を建学の精神及び教育理

念とし、医療分野において特色ある教育研究を実践することで時代の求める豊かな人間

性と教養を備え、これからの社会が抱える様々な課題に対して新しい視点から総合的に

探求し解決することのできる人材の育成を目的として、平成 17 年 4 月 1 日に開学した。 

 

② この建学精神・教育理念に基づき医療保健学部に看護学科（入学定員 100 人）、医療栄養

学科（入学定員 100 人）、医療情報学科（入学定員 80 人）を設置したが、3 学科共通の

教育理念として、「ますます高度化する医療保健活動に対応し、グローバルな視点で活動

できる高度な知識・技術を持った専門職の育成」、「医療保健活動のチーム化を踏まえ、

他の専門職と協調して医療保健活動を遂行できる人材の育成」、「医療保健活動の原点と

も言うべき「現場」に根付き、「現場」に興味を持ち、「現場」を愛する専門職の育成」

の 3項目を掲げている。 

 

③ これらの教育理念の実現においては、優れた実習教育病院を持つことが重要であるが、

主に五反田キャンパスに隣接する NTT 東日本関東病院の全面的協力に基づいて実習教育

を実施していることは高く評価できる。 

同病院は診療システムの全面的電子化を我が国で初めて行い、画像の電子化によるフィ

ルムレスシステム、早期より導入したクリティカルパスをも含む患者中心のサービスと

動線、アメニティーを考慮し、かつ感染制御を十分に配慮した建築設備を有するととも

に、質の高い倫理面を重視した我が国有数の高度医療を行っていることから、教育実習

施設として最良の病院であり、今後も同病院との連携協力のもと円滑な実習教育を行う

ことが望まれる。 

 

④ また、大学の建学精神及び教育目標の周知を図ることが重要であることから、高等学校

教員説明会、高校訪問、オープンキャンパス等において、大学側の教員や担当者が説明

を行うとともに、五反田及び世田谷キャンパス玄関に建学精神及び教育目標を明記掲示

し、大学案内、ウェブサイト、学報「こころ」に掲載するなど教職員、学生、社会一般

への周知を図っていることは評価できる。今後、公開講座実施時に配布する資料にも建

学精神及び教育目標を掲載するなど広報媒体を通して広く周知を図ることが求められる。 
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（2）看護学科の使命・目的・教育目標 

 

「現状及び点検・評価」 

① 看護学科は「生命への畏敬、思いやり、人の絆、愛を持った医療人の育成」という大学

の基本理念のもと、教育課程の特色を豊かな人間性として「生命」を大切に感じられる

感性を育てることを目的とし、「いのち・人間の教育」、「医療のコラボレーション教育」、

「専門職の教育」の 3分野により教育を行っている。 

 

② 具体的な教育目標としては、「看護の専門職者である前に 1人の人間として豊かな人間性

を身につけ、人間理解・生命の畏敬・生涯学習を継続し社会の変化に対応できる専門職

者としての自立を促す」、「社会の期待に応えるために必要な知識・技術の修得や国内外

の情報への対応ができ、専門職者として高い実践能力を身につけ現場に強い看護師の育

成」、「医療関連機関・地域社会・企業機関･学校等で連携し、共同活動による健康づくり

を提案・実践できる専門職業人として社会貢献ができる教育」を目指している。 

 

③ このような教育方針のもと、現在の多様化、複雑化した医療現場に対応するため、本学

科では実践的なトレーニングによる「チーム医療」をコンセプトとして「現場を大事に

する看護師」の育成を行っているところであり、平成 21 年 3 月には初の卒業生を社会に

送り出すことになるが、その活躍が期待されるところである。 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

臨床現場に強い看護師の育成を図るため、今後とも教育内容・方法の質の向上を図っていく

こととする。 

 

（3）医療栄養学科の使命・目的・教育目標 

 

「現状及び点検・評価」 

① 本学は、医療の分野において、時代の求める豊かな人間性と教養を備え、これからの社

会が抱えるさまざまな課題に対して新しい視点から総合的に探求し解決することのでき

る人材の育成を目指すことを、建学の精神としているが、生活習慣病の急増を背景とし

た健康増進法の制定や「健康日本 21」に基づく食生活の見直しなどに表われているよう

に、国民の健康維持・増進の観点から健康と食生活の関係を深く探求するとともに、食

の安全性についても研究を進めることが益々重要となっている。 

 

  ② こうした状況を背景に、広く食生活全般にかかわる栄養指導の人材、特に高い専門知識

と技能を有するスペシャリストの育成は極めて重要であり、今日、医療現場におけるチ

ーム医療において他の関連専門職とともに的確に責務を果たせる知識、技能、経験を供

えた人材の育成は急務である。 

 



 3

③ このため、本学科の学生には常に人間とは何か、いのちとは何かということを問いかけ、

医療現場における食事の実態を見学し、他の専門職とのコミュニケーションを図り体験

するなどのカリキュラムを編成している。なお、医療栄養学科の卒業生には、管理栄養

士国家試験の受験資格が与えられるので、受験者の全員が合格できるように、きめ細か

い指導を行っている。 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

本学は平成 20 年度に完成年度を迎え、平成 21 年 3 月には初の卒業生が管理栄養士国家試験

に挑戦するので、その結果を踏まえて、教育職員の構成及びカリキュラムなど詳細に検討し、

必要な改善・改革の措置をとることとしたい。 

 

（4）医療情報学科の使命・目的・教育目標 

 

「現状及び点検・評価」 

① 医療情報学科は、本学の理念である「寛容と温かみのある人間性と生命に対する畏敬の

念を尊重する精神」を基に、高度化する医療保健の現場に対応し、グローバルな視点で

活動できる情報技術の専門家を育成することを使命としており、実践に必要な基礎的情

報技術の実験・演習を通した修得と実習、インターンシップを重視した実践的教育を目

的とする。また、日々、激しく変化する社会のニーズに対応できる情報技術の能力と意

欲をもった人材の育成を目指している。 

 

② 多くの学生が意欲的に授業に取り組む中、大学の専門教育に不可欠な数学（コンピュー

タサイエンスとしての情報を理解するために必須な数学）の科目が高校で未履修の学生

がいる。また履修した学生の中でも、習熟度に相当の差異があるという 2 点の改善すべ

き現状がある。 

 

③ 1 点目については、基礎数学の補講の実施、2点目については、各専門科目の教員が授業

内容を必要に応じて、より初歩、基礎から行うことによって対応しているが、補講は学

力向上の成果はあるものの履修者自体が少ないという問題がある。専門科目をより初歩

から行うことは、落ちこぼれ防止には役立つが、学力のある学生の勉強意欲を損なう危

険がある。一方、高校までの学力を問わない 1、2 年次の医療関連科目は好評であるが、

3、4年次の専門科目の学力向上、診療情報管理士の資格試験受験に結びつかないという

問題がある。 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

  高校までの学力を問わない医療関連科目が好評である点を踏まえて、情報系科目でもゼロス

タートできる科目（データベース作成、システム実験、ネットワーク実験）を早い時期にも

ってくることによって、学生の意欲、自発的取り組みを促す。また適宜、資格試験の問題を

紹介することで、実際にどのような勉強が必要であるかを認識させる。 
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（5）大学院医療保健学研究科の使命・目的・教育目標 

 

 「現状及び点検・評価」 

① 本大学院は、「科学技術に基づく正確な医療保健の学問的教育・研究及び臨床活動」、 「寛

容と暖かみのある人間性と生命に対する畏敬の念を尊重する精神」 を建学の精神及び教

育理念とし、全人格的理解を基盤として、学際的・国際的な視点から医療保健学を教授

し、臨床現場における卓越した実践能力及び研究・教育・管理能力を持つ高度専門職業

人を育成するとともに、教育・研究を通して医療保健学の発展に寄与することを目的と

し、平成 19 年 4 月 1 日に大学院医療保健学研究科（修士課程）を設置した。 

 

② この教育理念に基づき、医療保健学研究科に看護マネジメント学、感染制御学、医療栄 

養学及び医療保健情報学の 4領域（入学定員 20 名）を設置し、4領域の教育目標を次の

とおり定めている。 

○高度な知識・技術と卓越した実践能力を持つ高度専門職業人の育成。 

○現場の質向上に寄与する研究・教育・管理能力を持つ高度専門職業人の育成。 

○国際的視野を持って、臨床現場における医療保健学を探求しつづける人材の育成。 

○医療保健学の学問的発展に貢献できる研究者・教育者の育成。 

 

③ これらの教育理念及び教育目標の実現のため、大学院生は、現場経験を持った社会人に

限定し、連休・夏季休暇などにおける集中講義を必修科目にあて、更に夜間及び土曜日

に開講することにより、社会人が働きながら学修できるように配慮している。 

 

④ 大学院生は個人データの保護等の見地から個人所有のノート型パソコンを使用している。

また社会人が働きながら学習できる環境を整えるため、院生個人所有のノート型パソコ

ンを学内情報システムと繋ぎ、学内情報システムには勤務地、自宅を含めてどこでもア

クセス可能としたこと、CINAHL on Ovid 及び MEDLINE のデータベースを導入し外国文献

の検索を可能にしたことは高く評価できる。 

 

⑤ また、建学の精神及び教育目標の周知を図るため、個別相談会、オープンキャンパス等

において、大学院専任教員等が説明を行うとともに、大学院案内、ホームページ及び公

開講座実施時の配布資料に大学院の概要を掲載するなど教職員、院生及び社会一般への

周知を図っていることは評価できる。今後、本大学院の 4 領域（看護マネジメント学、

感染制御学、医療栄養学及び医療保健情報学）を医療・保健施設、教育研究機関及び企

業等に対して広報媒体を通して広く周知を図ることが求められる。 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

本学大学院の人材養成に対する喫緊の課題として、水準の高い創造的問題解決能力を有

する高度専門職業人でありかつ感染対策チームの中心となる人材及び医療の現場におい

て高度専門職として医療の要となる人材の育成が強く求められている。 
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このため、平成 21 年 4 月 1 日から博士課程（感染制御学）を設置することとし、設置認

可申請を行ったところであり、これにより我が国の感染制御学分野の一層の充実発展を図

るとともに有為な人材の育成に寄与することができるものと期待される。 
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㸦3㸧ࡢࡽࢀࡇᩍ⫱◊✲ᐇ㊶⤌⧊ᇶ࡙ࠕࡁ௦ࡢồ࡞㇏ࡿࡵே㛫ᛶᩍ㣴ࢆഛࢀࡇࠊ࠼

ゎỴࡋ᥈ồⓗྜ⥲ࡽどⅬ࠸ࡋ᪂ࠊ࡚ࡋᑐㄢ㢟ࡢ་⒪㛵ಀ࡞ࠎᵝࡿ࠼ᢪࡀ♫ࡢࡽ

ᖹᡂࠊࡾ࠾࡛ࢇ⤌ࡾྲྀ࡚ࡋᩍ⫱┠ᶆࢆᡂࠖ⫱ࡢேᮦࡿࡁ࡛ࡢࡇࡿࡍ 21 ᖺ 3 ᭶ࡣ

Ꮫ㒊Ꮫ⏕ཬࡧᏛ㝔ࡶ➨ 1 ᮇ⏕ࡀᕢ❧ࠊࡀࡓࡗᮏᏛࡢᩍ⫱⌮ᛕཬࡧᩍ⫱┠ᶆࡾࡼᏛ

 ࠋࡿ࠸࡛ࢇᮃࢆࡇࡿࡍ࡛ά㌍♫ࠊከᩘࠊᚋࡀேᮦ࡞᭷Ⅽࡔࢇ

 

㸦4㸧ᮏᏛࠕࠊࡣ࡚࠸࠾ᩍ⫱ࠊ◊✲ཬࡧᐇ㊶యไ㛵ࡿࡍ㡯 ࡿࡍ㛵㐠Ⴀࡧཬ⧊⤌ࠕࠊࠖ

㡯ࠖࠊࡣ࡚࠸ࡘᑗ᮶ᵓጤဨ㸦Ꮫ⤒Ⴀ㆟࡚࠸࠾௵ࡿࡍᑓ௵ᩍဨ 8 Ꮫࠊྡ

⤒Ⴀ㆟ᐊ㛗ࠊົᒁ㛗 ィ 10 ྡ࡛ᵓᡂ㸧࡚࠸࠾ᑂ㆟ྛࠕࠊࡶ࠺⾜ࢆᏛ⛉㛫ࡢ

ᩍ⫱◊✲ಀࡿ㐃⤡ཬࡧㄪᩚࠖࠊࡣ࡚࠸ࡘᏛ⛉㛗㆟㸦Ꮫ㛗ࠊᏛ⛉㛗 3 Ꮫ⤒Ⴀࠊྡ

㆟ᐊ㛗ࠊົᒁ㛗➼࡛ᵓᡂ㸧ࠕࠊᏛ㝔ಀࡿᩍ⫱◊✲ಀࡿ㔜せ࡞つ⛬ࡢไᐃཪࡣᨵ

ᗫ㛵ࡿࡍ㡯ࠖࠊࡣ࡚࠸ࡘ◊✲⛉㛗㆟㸦◊✲⛉㛗ࠊᏛ⛉㛗 3 Ꮫ⤒Ⴀ㆟ᐊࠊྡ

㛗ࠊᏛ㝔ົ㛗➼࡛ᵓᡂ㸧ࢀࡒࢀࡑ࡚࠸࠾ᑂ㆟ࠋࡿ࠸࡚ࡋࡇ࠺⾜ࢆ 

 

㸦5㸧ࡢࡽࢀࡇᑂ㆟ࢆ㋃࠼ࡲ 㡯ࠖࡿࡍ㛵タ⨨ᨵᗫࡢ⧊⤌タ࣭࡞㔜せࡢࡑ⛉Ꮫ㒊࣭Ꮫࠕ࡚

⪅ࡿࡍᣦྡࡀ㛗⌮ࡽ୰ࡢホ㆟ဨࡧཬ⌮ࠊᏛ⤒Ⴀ㆟㸦⌮㛗ࠊࡣ࡚࠸ࡘ 4 ࠊྡ

ᩍᤵᵓᡂဨࡢ୰ࡽᏛ㛗ࡴྵࢆ⌮㛗ࡀᣦྡࡿࡍ⪅ 4 ྡ ィ 9 ྡ࡛ᵓᡂ㸧࡚࠸࠾ᑂ

㆟ࡓࡗ⾜ࢆᚋࠊ⌮ཬࡧホ㆟ဨࡢᑂ㆟࣭ᢎㄆࠊࡽࡇࡿ࠸࡚ࡋࡇࡿ⤒ࢆᩍ⫱

◊✲ᐇ㊶⤌⧊ࡢጇᙜᛶ᳨ࢆドࡿࡍ⤌ᩚࡣ➼ࡳഛࡿ࠸࡚ࢀࡉゝࠋࡿ࠼ 
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 ࠖ⟇᪉ࡓࡅྥᨵၿ࣭ᨵ㠉ࡢᚋࠕ

① ᮏᏛࡣ㛤Ꮫ 5 ᖺ┠ࡢ᪂࠸ࡋᏛ࡛ࡣ࡚࠸࠾ࢫࣃࣥࣕ࢟ࠊࡾ࠶άẼྛࠊࢀ⁄Ꮫ⛉➼

⤌㊶ᩍ⫱◊✲ᐇࠊࡁ⥆ࡁᘬࡶᚋࠊࡀࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀᴟⓗ✚㊶ᩍ⫱◊✲ᐇࡶ࡚࠸࠾

 ࠋࡿࡍࡇࡿࡵດᐇ࣭Ⓨᒎࡢ⧊

 

ᖹᡂࠊࡓࡲ ② 22 ᖺᗘࠊࡣ࡚࠸࠾⊂❧⾜ᨻἲேᅜ❧㝔ᶵᵓࡢ㐃ᦠ༠ຊྠࡶࡢᶵᵓ

ᚊᛶ⮬࡚ࡋ⫋ᑓ㛛ࡽࡀ࡞࠼ぢᤣࡃᖜᗈࢆ௦ࡿࡍኚࠊ࡚ࡋ⏝άࢆᗋ⌧ሙ⮫࡞ᐩ㇏ࡢ

┳ࡿ࠺ࡋ㐀ࢆㆤ┳ࡢᮍ᮶Ⓨᒎⓗ࡚ࡗᣢࢆᐇ㊶⬟ຊࡢㆤ┳࡞☜ࠊࡋᗋุ᩿⮫ࡕᣢࢆ

ㆤ⫋ࢆ⫱ᡂࡵࡓࡿࡍᮾୣࡀ┳ㆤᏛ㒊┳ㆤᏛ⛉㸦ධᏛᐃဨ 100 ྡ㸧ࢆ┠㯮༊ᮾࡿ࠶ୣࡀ

ᅜ❧㝔ᶵᵓࢫࣃࣥࣕ࢟タ⨨ࠊࡶࡿࡍ㧗ᗘᐇ㊶┳ㆤᖌࢆ⫱ᡂࡵࡓࡿࡍᏛ㝔┳

ㆤᏛ◊✲⛉ಟኈㄢ⛬㸦ධᏛᐃဨ 20 ྡ㸧࡚ࡏేࢆタ⨨ࡾࡼࢀࡇࠊࡾ࠾࡚ࡋࡇࡿࡍ

ᩍ⫱◊✲ᐇ㊶⤌⧊୍ࡢᒙࡢᐇⓎᒎࡀᅗࡢࡶࡿࢀࡽᮇᚅࠋࡿࢀࡉ 
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3.Ꮫኈㄢ⛬ࡢᩍ⫱ෆᐜ࣭᪉ἲ➼ 

┠ᶆ 

1.ᮏᏛࡢᘓᏛࡢ⢭⚄ࠊࡾ๎་⒪ಖࡢศ㔝࡚࠸࠾⌧ሙ࡛ά㌍ࡢࡵࡓࡿࡍ≉Ⰽࡿ࠶ᩍ⫱◊

ࡀ♫ࡢࡽࢀࡇࠊ࠼ഛࢆຊ⬟ࠊᩍ㣴ࠊே㛫ᛶ࡞㇏ࡿࡵồࡢ௦ࠊ࡛ࡇࡿࡍ㊶ᐇࢆ✲

ᢪࡿ࠼ᵝ࡞ࠎㄢ㢟ᑐࠊ࡚ࡋ᪂࠸ࡋどⅬࡽ⥲ྜⓗᑐᛂࠊࡋゎỴ࡛ࡿࡁேᮦࢆ⫱ᡂࡿࡍ

ࡘయ⣔ⓗ࡚࠸࠾⛉Ꮫྛࢆ⛬ᩍ⫱ㄢ࡞ᚲせࡵࡓࡿࡍ㐩ᡂࢆᩍ⫱┠ᶆ࣭ᩍ⫱┠ⓗ࠺࠸

ຠᯝⓗ⦅ᡂࠋࡿࡍ 

 

2.ඃ࣒࣮ࢳࡓࢀ་⒪ேࡢ⫱ᡂࢆᅗ࣭ࡕࡢ࠸ࠕࠊࡵࡓࡿே㛫ࡢᩍ⫱ศ㔝ࠖཬࠕࡧ་⒪࣎ࣛࢥࡢ

 ࠋࡿࡍᡂ⦆ࢆ⛬ᩍ⫱ㄢ࠺ࡼࡿࡁᒚಟ࡛ࡀ┠⛉ࡿࡍ㛵ศ㔝ࠖࣥࣙࢩ࣮ࣞ

 

3.Ꮫ⏕ࡢᏛಟពḧࢆ㧗ࠊࡵࡓࡿࡵ㐺ษ࡞ᒚಟᣦᑟࠋ࠺⾜ࢆ 

 

4. Ꮫ⏕ࡢᏛಟࡢάᛶࢆᅗࠊࡵࡓࡿᩍဨࡢᤵᴗෆᐜ࣭᪉ἲࡢᨵၿࡢ⤌⧊ⓗࡳ⤌ࡾྲྀ࡞

㸦FD㸧ࠊࡶ࠺⾜ࢆᤵᴗホ౯ࢺ࣮ࢣࣥ⤖ᯝࢆά⏝ࠊ࡚ࡋᣦᑟἲ➼ࡢᨵၿດࠋࡿࡵ 

 

㸺Ꮫኈㄢ⛬ࡢᩍ⫱ෆᐜ㸼 

㸦1㸧ᩍ⫱ㄢ⛬ 

 

 Ⅼ᳨࣭ホ౯ࠖࡧཬ≦⌧ࠕ

① Ꮫኈㄢ⛬ࡿࡅ࠾ᩍ⫱ㄢ⛬ࠊࡣ࡚࠸ࡘᮏᏛࡢᘓᏛ⢭⚄࡛ࠕࡿ࠶⛉Ꮫᢏ⾡ᇶ࡙ࡃṇ

ᗋάື⮫ࡧᏛၥⓗᩍ⫱࣭◊✲ཬࡢ་⒪ಖ࡞☜ ⏕ே㛫ᛶࡿ࠶ࡢࡳ ᐶᐜࠕࠊࠖ

⚄⢭ࡿࡍᑛ㔜ࢆᛕࡢᩗ⏽ࡿࡍᑐ ✲◊⫱ᩍࡿ࠶Ⰽ≉࡚࠸࠾ศ㔝ࡢ་⒪ಖࡾ๎ࠖ

࠼ᢪࡀ♫ࡢࡽࢀࡇࠊ࠼ഛࢆᩍ㣴ே㛫ᛶ࡞㇏ࡿࡵồࡢ௦ࠊ࡛ࡇࡿࡍ㊶ᐇࢆ

ࢆேᮦࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍゎỴࡋ᥈ồⓗྜ⥲ࡽどⅬ࠸ࡋ᪂ࠊ࡚ࡋᑐㄢ㢟࡞ࠎᵝࡿ

⫱ᡂ࠺࠸ࡿࡍ┠ⓗ࣭ᩍ⫱┠ᶆࢆ㐩ᡂࡿࡍほⅬࡽ⦅ᡂࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

② ᩍ⫱ㄢ⛬ࠊࡣᏛ⛉ඹ㏻ࡢᤵᴗ⛉┠ཬྛࡧᏛ⛉ࡢᑓ㛛ⓗ࡞ᤵᴗ⛉┠ࢆయ⣔ⓗࡘຠᯝ

ⓗ⦅ᡂࠊࡾ࠾࡚ࡋ⮫ᗋࡢ⌮ゎᐩࡴேᮦࡢ⫱ᡂࢆᐇ㊶ⓗ≉࠺ࡼ࠺⾜㝔

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㔜どࢆ⩦ᆅᐇ⮫ࡓࡋάࢆ㐃ᦠࡢ

 

ᑓ௵ᩍဨ⛉Ꮫྛࠊࡵࡓ࠺⾜ࢆᣦᑟຓゝ࡞㐺ษ࡚ࡌᛂ➼ᒚಟ┦ㄯࡢࡽ⏕Ꮫࠊࡓࡲ ③

ࠊࡵࡓ࠺⾜ຠᯝⓗࢆ➼ಟᏛᣦᑟࡢ⏕Ꮫࠊࡶࡿࡅタࢆไᗘ࣮ࢨࣂࢻࡿࡼ

ᾐ㏱ࡢ⫱ሗᩍࠊ᭦ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㏦ࢆᡂ⦼㏻▱᭩⪅ಖㆤࡢ⏕Ꮫࡈ࣮ࢱࢫ࣓ࢭ

⏕Ꮫࠊࡵࡓࡿᅗࢆ 1 ே 1 ࡚ࡏࡉ⏝άᏛ⩦άືࡢᅾᏛ୰ࠊࡋ㈚ࢆࣥࢥࢯࣃࡢྎ

 ࠋࡿ࠸

 

④ Ꮫ㒊ࡿࡅ࠾ᩍ⫱ࡢ㐠ႠࠊࡣᏛඹ㏻ࡢᩍ⫱ࡣ࡚࠸ࡘᩍົ㒊ཬࡧᩍົጤဨྛࠊࡀ

Ꮫ⛉ࡢᑓ㛛⛉┠ྛࡣ࡚࠸ࡘᏛ⛉ࡢᩍᤵࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡀᮏᏛࠊࡣ㛤Ꮫ 5 ᖺ┠ࢆ㏄࠼

 㐍ࢆᤵᴗࠊࡾ࠶࡛ࢁࡇ࠸࡞࠸࡚ࡗ⾜ࢆཎ๎ኚ᭦ࡣ࡚࠸ࡘ⛬ᩍ⫱ㄢࡢ㛫ࡢࡇࠊࡀࡓ
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ࠊᏛ⛉㛗㆟ࡾㅎᩍົጤဨࠊࡣሙྜࡓࡌ⏕ࡀ➼㡯ࡿࡍせࢆ୰࡛ᨵၿࡃ࠸࡚ࡵ

Ꮫ⤒Ⴀ㆟ࡢ㆟ࢆ⤒࡚ᨵၿࢆᅗࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗᩍ⫱ᨵၿࡢ⤌⧊ⓗࡳ⤌ࡾྲྀ࡞㛵

ࡿࡍጤဨ㛗ࢆᏛ㛗ࠊࡣ࡚ࡋ FD ጤဨࡀ୰ᚰࠊࡾ࡞ᖹᡂ 18 ᖺᗘࡽẖᖺᗘᏛ⏕

⫱ᩍࠊࡶࡿࡍ⾲බ࡚࠸࠾Ꮫෆࢆᯝ⤖ࡢࡑࠊࡋᐇࢆࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗホ౯ࡿࡼ

 ࠋࡿ࠸࡚࡚❧ᙺୖྥࡢ㉁ࡢ

 

㸦ඹ㏻⛉┠㸧 

ᮏᏛ࡛ࠊࡣᏛ⛉ඹ㏻࣭ࡕࡢ࠸ࠕࠊ࡚ࡋ┠⛉ࡢே㛫ࡢᩍ⫱ศ㔝  ࢩ࣮ࣞ࣎ࣛࢥࡢ་⒪ࠕࠊࠖ

ࣙࣥศ㔝ࠖࢆ┠⛉ࡢ㛤ㅮࠊࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋᩍ⫱ⓗ࠸≻࡞ཬࡧ≉Ⰽࡣḟࠋࡿ࠶࡛ࡾ࠾ࡢ 

○Ꮫඹ㏻⛉┠ࡣࠖࡕࡢ࠸ࠕࠊࢆఱࠊ࠼⪄ࢆ♫࣭⮬↛࣭ᩥࢆᏛ࣭ࡕࡢ࠸ࠕࡪே㛫

ᩍ⫱ศ㔝ࠖࡢ 3 Ꮫ⛉ඹ㏻ࡢ་⒪ࡢᴫᛕࡸ⌮ㄽཬࡧᇶ♏▱㆑ࢆ⌮ゎࠕࡿࡍ་⒪ࣛࢥࡢ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋูศ㔝ࠖࣥࣙࢩ࣮ࣞ࣎

㸦⾲ 1 ඹ㏻⛉┠୍ぴ㸧 

○ឤᛶࠕࠊ࡚ࡋࡢࡶࡿ࡚⫱ࢆᚰ⌮Ꮫ ᩍ᐀Ꮫဴࠕࠊࠖ ᚲࢆᴫㄽࠖࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠕࠊࠖ

ಟ⛉┠࡚ࡋ㓄⨨ࠊ≉ࠊࡋ⮫ᆅᐇ⩦ࡸ༞ᴗᚋ་⒪ಖࡢ⌧ሙ࡛ᝈ⪅ᵝ➼ࡢ᥋ゐࡢ

㝿ᙺ❧ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞┠⛉ࡘ 

○ሗࡢᑐᛂࠕ࡚ࡋሗ࣮ࣜࢩࣛࢸ ┠⛉ᚲಟࡢ⛉Ꮫࢆࠖࢫ࢚ࣥࢧࢱ࣮ࢹࠕࠊࠖ

ࡀ⏕Ꮫࠊࡋ㈚ࢆࣥࢥࢯࣃࠊࡣᮏᏛࠋࡓࡋ 1 ᖺ๓ᮇ⤊୍ࡣ࡛ࡲᐃࣞࣃ࡛ࡲࣝ࣋

ࢆᡂᯝ⩦ᏛࡢᏛ⏕ಶேࡸሗఏ㐩ࡢᏛෆࠊࡽࡇࡿ࡞࠺ࡼࡿࡁస࡛᧯ࢆࣥࢥࢯ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡆ࠶

○ᅜ㝿ࡢᑐᛂࠕࠊࡣ࡚ࡋⱥㄒㅮㄞ࣭グ㏙ ⱥヰⅠࠕࠊࠖ ྛࠊࡋᚲಟࢆⱥヰⅡࠖࠕࠊࠖ

ࢆㅮேᩘཷࡢࢫࣛࢡ 25㹼30 ேࠕࠋࡿ࠸࡚ࡋⱥヰϪࠖࢺ࣓ࣥࢫࣞࣉࠊࡣ࡚࠸࠾

ᑓ㛛ࡢ⛉Ꮫྛࠊࡣᑓ㛛ⱥㄒࠖࠕࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆᡂ⦆ࢫࣛࢡຊู⬟ࡋᐇࢆࢺࢫࢸ

ⓗ࡞▱㆑ࢆᚓࡢࢢࣥࢸࣛࢢࣥࢹ࣮ࣜࢡࢵ࣑ࢹ࢝ࡢࡵࡓࡿᡭἲࡢࡑ⬟ຊࡢ

ࠊ᭦ࠋࡿ࠸࡚ࡋᤵᴗෆᐜࡓࡋ㓄៖ࢆ2㠃ࡢⱥヰ⬟ຊྥୖࡿࡅ࠾ᗋሙ㠃⮫ୖྥ

ᤵᴗ௨እ࡛ࠊࡶᮏᏛദࡢᾏእ◊ಟࡢཧຍዡບࠊTOEIC ཬࡧᐇ⏝ⱥㄒᢏ⬟᳨ᐃࡢ࡞

ཷ㦂ࢆ✚ᴟⓗࠋࡿ࠸࡚ࡵ່ 

ᩍ⫱ศ㔝ࡢே㛫࣭ࡕࡢ࠸ࠕ○ ࠊࠗࠖࢆ ே㛫࣭ࡕࡢ࠸ ࠊ࠘ࠗ ♫⛉Ꮫ ࠊ࠘ࠗ ⮬↛⛉Ꮫ ࠊ࠘ࠗ እᅜㄒ ࠊ࠘

ࠗሗ⛉Ꮫ࠘༊ศࠊࡋ࡚ࡋ 1࣭2 ᖺḟࡢ࡛ࡲ㑅ᢥ⛉┠࡚ࡋᖹᡂ 21 ᖺᗘධᏛ⏕

ࡽ 1 ࠸⾜ࢆቑࡢ┠⛉ 27  ࠋࡿ࠸࡚ࡋᡂ⦆ࢆ┠⛉

ࡿࡍゎ⌮࡚࠸ࡘ➼ᗣࠊ⬟ᶵࡸᵓ㐀ࡢேయࠊࡣศ㔝࡛ࠖࣥࣙࢩ࣮ࣞ࣎ࣛࢥࡢ་⒪ࠕ○

ලయⓗࠋࡿ࠸࡚ࡋᡂ⦆ࢆ┠⛉ⓗ┠ࢆࡇࡿᅗࢆࣥࣙࢩ࣮ࣞ࣎ࣛࢥࡢ⛉Ꮫྛࡶ

ࠊࠗࡣ ධ㛛࠘ࠕ࡚ࡋయࡢ⤌ࡳാࡁⅠ࣭Ⅱࠖ➼ 5 ࠊࠗ┠⛉ Ⓨᒎ࠘ࠕ࡚ࡋ་Ꮫ࣭

་⒪ᴫㄽࠖ➼ 3 ࠊࠗ┠⛉ ᐇ㊶࠘ࠕ࡚ࡋ༠ാᐇ㊶₇⩦ࠖ➼ 2 ᡂ⦆࡚ࡋ┠⛉ᚲಟࢆ┠⛉

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

○ඹ㏻⛉┠ࡢ 1㹼3 ᖺḟࡢ࡛ࡲᏛ⛉ᚲಟ⛉┠ࡿࡅ࠾ᡂ⦼ࡢ≧ἣࠊࡣᖺᗘูࡢᡂ⦼ホ౯

࠾ධᏛࠊࡣࢀࡇࠊࡀࡿࢀࡽࡅぢཷࡀ␗ᕪࡢⱝᖸࡣู⛉Ꮫࠊࡃ࡞ࡀ␗ᕪ࡞ࡁ

⛉Ꮫࡧᖺᗘูཬࠊ࡚࠸࠾┠⛉㑅ᢥࡓࡲࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡢࡶࡿࡼᕪࡢᇶ♏Ꮫຊࡿࡅ

ࡢࡶࡿࡼᡂ⦆ࡢ㛫ࡢᖺᗘྛ࡚ࡋ⏤⌮ࡿࡓࡢࡇࠊࡀࡿ࠶ࡀ␗ᕪ⋠㑅ᢥู

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄
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㸦⾲ 2 ඹ㏻⛉┠ࡢᏛ⛉ᚲಟ⛉┠ࡢᖺᗘูᡂ⦼ホ౯㸧 

㸦⾲ 3 ඹ㏻⛉┠ࡢ㑅ᢥ⛉┠ᖺᗘู࣭ศ㔝ูࡢᒚಟ⋡㸧 

 

 ࠖ⟇᪉ࡓࡅྥᨵၿ࣭ᨵ㠉ࡢᚋࠕ

࡞ᑡࡀᩘ⪅ᒚಟ࡚࠸࠾┠⛉ࡢᩍ㣴⯡୍≉ࠊࡣ࡚࠸࠾ᩍ⫱ศ㔝ࠖࡢே㛫࣭ࡕࡢ࠸ࠕ

᪂ࠊࡶࡿࡍᨵၿෆᐜ┠⛉ࡿ࠶ࡢ㨩ຊࡾࡼ࡚ࡗ⏕Ꮫࠊࡽࡇࡿ࠶ࡀ┠⛉࠸

タࢆඹ㏻⛉┠ᑓ㛛ጤဨࡶࡢᩍົጤဨࠊ࡞ࡿࡍ㏣ຍࢆ┠⛉ࡢ᪂つࡽどⅬ࡞ࡓ

୍ࠊ࡚࠸࠾ⱥㄒ᳨ᐃヨ㦂࡞බⓗࠊࡣ࡚࠸࠾⫱ⱥㄒᩍࠊ࠾࡞ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆウ᳨ࡋ⨨

ᐃỈ‽௨ୖࡢᡂ⦼ࢆࡓࡵᏛ⏕ᑐࠊ࡚ࡋⱥㄒ⛉┠ࡢ༢ㄆᐃ᳨ࡢウ࠺⾜ࢆᚲせࠋࡿ࠶ࡀ 
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⾲ 1 ඹ㏻⛉┠୍ぴ 

 ⫱ᩍࡢே㛫࣭ࡕࡢ࠸○

㛤ㅮᏛᖺ 
ᢸᙜ 

ᩍဨ 分 

類 

⛉ ┠ ྡ ༢ᩘ 

1 ༢

ᙜ 

㛫ᩘ 1
年 

2
年 

3
年 

4
年 

Ꮫ⛉

ᚲಟ 専
任 

兼
任 

ഛ ⪃ 

ᚰ⌮Ꮫ 2 15 ○    ○ ○   

ဴᏛ᐀ᩍ 2 15 ○    ○ ○   ┳ㆤᏛ⛉ࡣ 3ᖺḟ 

ᩥᏛ 1 15  ○     ○   ་⒪ሗᏛ⛉ࡣ 4ᖺḟ 

⏕⌮Ꮫ 1 15 ○      ○    

い
の
ち
・
人
間 

་⒪ே㛫 2 15 ○        ○  

ࡣ⛉ᴫㄽ 2 15 ○    ○   ○ ་⒪ሗᏛࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ 3ᖺḟ 

⤒῭Ꮫ 2 15 ○       ○ ་⒪ሗᏛ⛉ࡣ 3ᖺḟ 

♫Ꮫ 2 15 ○        ○ ་⒪ሗᏛ⛉ࡣ 3ᖺḟ 

ἲᏛ 2 15 ○        ○ ་⒪ሗᏛ⛉ࡣ 3ᖺḟ 

Ṕྐ 2 15 ○      ○   ་⒪ሗᏛ⛉ࡣ 4ᖺḟ 

ᅜ㝿㛵ಀㄽ 1 15  ○      ○ ་⒪ሗᏛ⛉ࡣ 4ᖺḟ 

ㄆ▱⛉Ꮫ 1 15 ○        ○ ་⒪ሗᏛ⛉ࡣ 4ᖺḟ 

ே㛫㛵ಀㄽ 1 15  ○       ○ ་⒪ሗᏛ⛉ࡣ 4ᖺḟ 

ᐙ᪘♫Ꮫ 1 15  ○       ○ ་⒪ሗᏛ⛉ࡣ 4ᖺḟ 

ࡣ⛉ㄽ 1 15  ○       ○ ་⒪ሗᏛ࣮ࢲ࢙ࣥࢪ 4ᖺḟ 

社
会
科
学 

ẚ㍑ᩥㄽ 1 15  ○       ○ ་⒪ሗᏛ⛉ࡣ 4ᖺḟ 

⏕≀Ⅰ 1 15 ○      ○    

⏕≀Ⅱ 1 15 ○        ○ ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉ࡣᚲಟ 

ࡣ⛉་⒪ሗᏛ   ○ ○    ○ 15 2 ࢫ࢚ࣥࢧࢱ࣮ࢹ 2ᖺḟ 

ᇶ♏ᩘᏛ 1 15 ○        ○  

≀⌮Ꮫ 1 15 ○        ○  

ᏛⅠ 1 15 ○        ○  

ᏛⅡ 1 15 ○        ○ ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉ࡣᚲಟ 

    ○    ○ ○ ○ Ꮫ 1 15⛉ࢶ࣮࣏ࢫ

自
然
科
学 

    ○    ○ ○ ○ ᐇ⩦ 1 30ࢶ࣮࣏ࢫ

ⱥㄒ㉎ㄞ࣭グ㏙ 2 15 ○    ○ ○ ○  

ⱥヰⅠ 2 15 ○    ○ ○ ○  

ⱥヰⅡ 2 15 ○    ○ ○ ○  

ⱥヰϪ 2 15  ○     ○ ○  

ᑓ㛛ⱥㄒ 2 15   ○      ○ ་⒪ሗᏛ⛉ࡣ 2ᖺḟ 

  ○        ○ ㄒ 2 15ࢫࣥࣛࣇ

外
国
語 

୰ᅜㄒ 2 15 ○        ○  

ሗࣜ15 2 ࣮ࢩࣛࢸ ○    ○  ○  

ሗ⛉Ꮫ 2 15 ○       ○ ་⒪ሗᏛ⛉ࡣᚲಟ 
情
報 

科
学 

ሗ㏻ಙಖ་⒪ 2 15  ○     ○  
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○་⒪ࣥࣙࢩ࣮ࣞ࣎ࣛࢥࡢᩍ⫱ 

㛤ㅮᏛᖺ 
ᢸᙜ 

ᩍဨ 分 

類 

⛉ ┠ ྡ ༢ᩘ 

1 ༢

ᙜ 

㛫ᩘ 1
年 

2
年 

3
年 

4
年 

Ꮫ⛉

ᚲಟ 専
任 

兼
任 

ഛ ⪃ 

యࡢ⤌ࡳാࡁⅠ   2 15 ○    ○ ○ ○  

యࡢ⤌ࡳാࡁⅡ 2 15 ○    ○ ○ ○  

බ⾗⾨⏕Ꮫ 2 15  ○   ○   ○  

ᰤ㣴Ꮫ⥲ㄽ 2 15 ○    ○ ○    

入
門 

་⒪Ᏻ⟶⌮Ꮫ 2 15  ○   ○ ○    

་Ꮫ࣭་⒪ᴫㄽ 1 15 ○    ○ ○    

⮫ᗋ⸆⌮Ꮫ 2 15 ○    ○   ○ ་⒪ሗᏛ⛉ࡣ 3ᖺḟ 発
展 

་⒪ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ㄽ 1 15   ○  ○   ○ ┳ㆤᏛ⛉ࡣ 2ᖺḟ 

༠ാᐇ㊶₇⩦ 1 30    ○ ○ ○    

ㄽ 1 15 ○    ○   ○  実ࢸࣥࣛ࣎
践 

άື 1 30 ○        ○ ᖹᡂࢸࣥࣛ࣎ 17 ᖺᗘࡳࡢᚲಟ⛉┠ 

 

⾲ 2 ඹ㏻⛉┠ࡢᏛ⛉ᚲಟ⛉┠ࡢᖺᗘูᡂ⦼ホ౯ 

※ホ౯ᩘ್㸦Ⅼ㸧㸸⣲Ⅼࡢᖹᆒ㸦ᑠᩘⅬ௨ୗࡣᅄᤞධ㸧 
ᖹᡂ 17 ᖺᗘ㸦Ⅼ㸧 

㸦※7 ⛉┠㸧 

ᖹᡂ 18 ᖺᗘ㸦Ⅼ㸧 

㸦※7 ⛉┠㸧 

ᖹᡂ 19 ᖺᗘ㸦Ⅼ㸧 

㸦※8 ⛉┠㸧 

ᖹᡂ 20 ᖺᗘ㸦Ⅼ㸧 

㸦※8 ⛉┠㸧 ࣭ࡕࡢ࠸ே㛫ࡢᩍ⫱ 
78 81 80 79 

※ᖹᡂ 17࣭18 ᖺᗘࡣᩘ┠⛉ࡢ 1 ᖺḟࡢᚲಟ⛉┠⥲ᩘࠊᖹᡂ 19 ᖺᗘࡣᩘ┠⛉ࡢ 1࣭3 ᖺḟࡢ 

ᚲಟ⛉┠⥲ᩘ࡛ࠋࡿ࠶ 

 
ᖹᡂ 17 ᖺᗘ㸦Ⅼ㸧 

㸦※7 ⛉┠㸧 

ᖹᡂ 18 ᖺᗘ㸦Ⅼ㸧 

㸦※10 ⛉┠㸧 

ᖹᡂ 19 ᖺᗘ㸦Ⅼ㸧 

㸦※10 ⛉┠㸧 

ᖹᡂ 20 ᖺᗘ㸦Ⅼ㸧 

㸦※10 ⛉┠㸧 ་⒪ࣥࣙࢩ࣮ࣞ࣎ࣛࢥࡢᩍ⫱ 
80 77 79 78 

※ᖹᡂ 17 ᖺᗘࡣᩘ┠⛉ࡢ 1 ᖺḟࡢᚲಟ⛉┠⥲ᩘࠊᖹᡂ 18࣭19 ᖺᗘࡣᩘ┠⛉ࡢ 1࣭2 ᖺḟࡢ 

ᚲಟ⛉┠⥲ᩘࠊᖹᡂ 20 ᖺᗘࡣᩘ┠⛉ࡢ 1࣭2࣭4 ᖺḟࡢᚲಟ⛉┠⥲ᩘ࡛ࠋࡿ࠶ 

 

⾲ 3 ඹ㏻⛉┠ࡢ㑅ᢥ⛉┠ᖺᗘู࣭ศ㔝ูࡢᒚಟ⋡ 
ᖹᡂ 17 ᖺᗘ㸦㸣㸧 

㸦※18 ⛉┠㸧 

ᖹᡂ 18 ᖺᗘ㸦㸣㸧 

㸦※25 ⛉┠㸧 

ᖹᡂ 19 ᖺᗘ㸦㸣㸧 

㸦※26 ⛉┠㸧 

ᖹᡂ 20 ᖺᗘ㸦㸣㸧 

㸦※26 ⛉┠㸧 

 看 

護 

学 

科 

医
療
栄
養
学
科 

医
療
情
報
学
科 

計 

看 

護 

学 

科 

医
療
栄
養
学
科 

医
療
情
報
学
科 

計 

看 

護 

学 

科 

医
療
栄
養
学
科 

医
療
情
報
学
科 

計 

看 

護 

学 

科 

医
療
栄
養
学
科 

医
療
情
報
学
科 

計 

 ே㛫 㸦3⛉┠㸧 67 68 88 74 46 46 44 46 19 33 49 34 54 46 68 56࣭ࡕࡢ࠸

♫⛉Ꮫ   㸦10 ⛉┠㸧 12 34 64 25 19 30 43 31 19 30 45 31 16 24 47 29 

⮬↛⛉Ꮫ     㸦8 ⛉┠㸧 17 67 26 36 14 72 33 38 12 71 38 40 13 67 41 36 

እᅜㄒ       㸦4 ⛉┠㸧 5 30 41 18 14 20 23 19 21 21 48 30 14 10 35 20 

ሗ⛉Ꮫ    㸦1 ⛉┠㸧 9 23 100 44 1 45 100 49 12 100 100 71 18 99 100 72 

※ᖹᡂ 17 ᖺᗘࡣᩘ┠⛉ࡢ 1 ᖺḟࡢ㑅ᢥ⛉┠⥲ᩘࠊᖹᡂ 18 ᖺᗘࡣᩘ┠⛉ࡢ 1࣭2 ᖺḟࡢ㑅ᢥ⛉ 

ᖹᡂࠊᩘ⥲┠ 19࣭20 ᖺᗘࡣᩘ┠⛉ࡢ 1࣭2࣭3 ᖺḟࡢ㑅ᢥ⛉┠⥲ᩘ࡛ࠋࡿ࠶ 
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㸦┳ㆤᏛ⛉㸧 

 

 Ⅼ᳨࣭ホ౯ࠖࡧཬ≦⌧ࠕ

① ┳ㆤᏛ⛉ࡢᩍ⫱┠ᶆࠊࡣ➨ 1 ࡢ࡚ࡋ⫋ᑓ㛛ࠊࡸᛕࡢᩗ⏽ࡿࡍᑐ⏕ࡸே㛫⌮ゎࠊ

⮬ᚊ࡞㇏ࡍಁࢆᩍ㣴ࢆ㌟ࠊࡇࡿࡅࡘ➨ 2 ᛂⓗᮇᚅ♫࡚ࡋ⫋ᑓ㛛ࡢㆤ┳ࠊ

⫱ࢆேᮦࡢㆤ┳ࡿࡁᑐᛂ࡛ࡶሗ࣭ᅜ㝿ࠊࡸಟᚓࡢᏛⓗ▱㆑⛉࡞ᚲせࡵࡓࡿ࠼

ᡂࠊࡇࡿࡍ➨ 3 ࠊβࡋ㐃ᦠ⫋ᑓ㛛ࡢࡿࡍάື࡛࡞Ꮫᰯࠊᴗࠊᆅᇦࠊ㝔ࠊ ࠎ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡇࡍᣦ┠ࢆㆤ┳ࡿࡵ㧗ࢆ㉁ࡢά⏕ࡢࠎேࡿ࠶ࣝ࣋ᗣࣞ࡞

 

② ᮏᏛ⛉ࡢᩍ⫱ㄢ⛬3ࠊࡣ Ꮫ⛉ඹ㏻࣭ࡕࡢ࠸ࠕࡢே㛫ࡢᩍ⫱ศ㔝ࠖࠕࠊ་⒪࣮ࣞ࣎ࣛࢥࡢ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᩍ⫱ศ㔝࡛ࠖᵓᡂࡢ⫋ᑓ㛛ࠕࡧᩍ⫱ศ㔝ࠖཬࣥࣙࢩ

 

ᖹᡂࠊࡣᩍ⫱ศ㔝ࠖࡢ⫋ᑓ㛛ࠕ③ 20 ᖺᗘධᏛ⏕ࠕࡣ࡛ࡲᑓ㛛ᇶ♏ࠖࠕࠊᐇ㊶ᇶ♏ࠖࠕࠊᐇ㊶

ᛂ⏝ࠖࠕࠊ༞ᴗ◊✲ࠖཬࠕࡧᐇ㊶ࡢᒎ㛤ࠖࡢ 5 ᖹࠊࡀࡓ࠸࡚ࡋᵓᡂࢆ┠⛉ࡽ༊ศࡢࡘ

ᡂ 21 ᖺᗘධᏛ⏕ࠊࡣࡽ┳ㆤᖌ㣴ᡂᣦᐃつ๎ࡢኚ᭦కࠕ࠸ᑓ㛛ᇶ♏ࠖࠕࠊᐇ㊶ᇶ♏ࠖ

ࡢᐇ㊶ᒎ㛤ࠖࠕࠊࠖ⏝ᐇ㊶ᛂࠕ 4 ༊ศ⦅ᡂࠊࡶ࡚ࡋࢀࡎ࠸ࠋࡓࡋᑓ㛛⛉┠ࡀ 1 ᖺ

ḟࡾࡼẁ㝵ⓗᏛ⩦࡛࠺ࡼࡿࡁ㓄⨨ࠕࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᐇ㊶ᇶ♏୍ࠖࠊࡣேࡦ

ࠖ⏝ᐇ㊶ᛂࠕࠊࡋ⨨㓄ࢆ┠⛉ࡍᣦ┠ࢆ⇍ᡂ㛗࣭ᡂࡵࡓࡿࡍ㊶ᐇࢆㆤ┳࠸㧗ࡢ㉁ࡀࡾ

࡚ࡋ⨨㓄ࢆ┠⛉ࡢࡵࡓࡿࡍᑐᛂㆤၥ㢟┳ࡢᐃ≉ࡵࡓࡿࡍ㣴ᡂࢆᐇ㊶⬟ຊ࡞㧗ᗘࠊࡣ

ࡁᑐᛂ࡛ᰂ㌾࡚࠸࠾ሙࡢ㊶ᐇࢆᐇ㊶⬟ຊࡓࡗᇵࠊࡣ┠⛉ᐇ㊶ᒎ㛤ࠖࠕࠊ᭦ࠋࡿ࠸

࠺ࡼࡿ 1 ᖺḟࡽ 4 ᖺḟ࡛ࡲẁ㝵ⓗ㓄⨨ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

④ ᤵᴗ⛉┠ࠊࡣᚲಟ⛉┠㑅ᢥ⛉┠࡛ᵓᡂࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᖹᡂ 20 ᖺᗘධᏛ⏕ࡢ࠸ࠕࠊࡣ࡛ࡲ

ࢀࡒࢀࡑࡀᩍ⫱ศ㔝ࠖࣥࣙࢩ࣮ࣞ࣎ࣛࢥࡢ་⒪ࠕᩍ⫱ศ㔝ࠖࡢே㛫࣭ࡕ 16 ༢ࠕࠊᑓ

㛛⫋ࡢᩍ⫱ศ㔝ࠖࡀ 88 ༢ୖࠊグ 3 ศ㔝ࡢࡽ㑅ᢥ⛉┠ࡀ 6 ༢ࡢ 126 ༢ࡀ༞ᴗせ

ᖹᡂࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞௳ 21 ᖺᗘධᏛ⏕ࠕࠊࡣࡽᑓ㛛⫋ࡢᩍ⫱ศ㔝ࠖࡕ࠺ࡢᚲ㡲⛉┠ࢆ 1

༢ῶୖࠊࡋࡽグ 3 ศ㔝ࡢࡽ㑅ᢥ⛉┠ࢆ 1 ༢ቑࠊࡣࢀࡇࠋࡓࡋࡸᏛ⏕ࡢ⮬⏤ពᛮ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡵࡓࡿࡍᙉࡾࡼࢆࡧᏛࡿࡼ

 

ཎ๎ࡣᤵᴗࡢᩍ⫱ศ㔝ࠖࡢ⫋ᑓ㛛ࠕ ⑤ 2 ศࣉ࣮ࣝࢢᩘ᭦ࡣ➼⩦ᢏ⾡₇ࠊࡋไࢫࣛࢡ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ⫱ᑡேᩘᩍࠊࡋᐇ࡚ࡅ

○ᖹᡂ21ᖺᗘࡢࡽ᪂ࡢ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝≉ᚩࡀࠗࡘ୍ࡢ ┳ㆤྜ⤫ࡢᐇ㊶Ⅰ㹼Ϫ࡛࠘ ࠋࡿ࠶

యⓗࡾࡼࡇࡿࡍල⌧ࢆⓗ┠ࡢࡧᏛࠊࡋࢪ࣮࣓ࢆᕫീ⮬ࡢࡽ⮬ࠊࡣ┠⛉ࡢࡇ

ࡓࢀඃᐇ㊶⬟ຊࠊ࡚ࡋぢฟࢆㄢ㢟ࡢᕫ⮬ࡽ୰ࡢࡧᏛࠊࡓࡲࠊ࠺ࡼࡿ࠼⾜ࢆ⩦Ꮫ࡞

ᑓ㛛⫋ࡢ⫱ᡂࢆ┠ⓗ࡚ࡋ㛤ㅮࠊ࡛ࡢࡶࡓࡋ┳ㆤᏛ⛉ࡢᩍဨࡀᢸᙜࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

○⮫ᆅᐇ⩦1ࠊࡣ ᖺḟࡾࡼ 4 ᖺḟ࡚ࡋ⥆⥅࡛ࡲᏛ࠺ࡼࡿ㓄⨨ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᐇ⩦

タࡣ⾲ 8 ࡗΏከᒱ࡞Ꮫᰯࠊయ⮬ࠊᴗࠊタ♴⚟ࠊࡵጞࢆ㝔ࠊࡾ㏻ࡍ♧

ࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞⬟ྍࡀ⩦ᐇࡢ㡿ᇦ࡛࠸ᖜᗈࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡀㆤάື┳ࠊࡾ࠾࡚

ྠ୍タࡀ┠⛉ᩘ「ᐇ⩦ࠊࡾࡓࡋᐇ⩦タഃࡀᏛᩍ⫱ࡀࡇࡿࡅཷࢆጞ࠸࡚ࡵ

ᐇࡣ࡛⛉ᮏᏛࠋ࠸࡞ࡃ࡞ᑡࡀሙྜ࡞ᚲせࡀ㐃⤡ㄪᩚ࡚࠼㉸ࢆ㡿ᇦ┠⛉ࠊࡃከࡶタ࠺

⩦ጤဨࠊࡋ⧊⤌ࢆᐇ⩦タഃࡢ㐃⤡ㄪᩚࡸᮏᏛࡢᩍ⫱ࡢ࡚࠸ࡘ⌮ゎࢆᅗࡵࡓࡿ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆࡳ⤌ࡾྲྀࡢ
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○㡿ᇦูᐇ⩦ࠊࡣᖹᡂ 20 ᖺᗘධᏛ⏕ࡣ࡛ࡲ 3 ᖺḟ๓ᮇࠊࡀࡿࡍࢺ࣮ࢱࢫࡾࡼᖹᡂ 21 ᖺᗘ

ධᏛ⏕ࡣࡽ 3 ᖺḟᚋᮇࠊࡣࢀࡇࠋࡿ࡞ࢺ࣮ࢱࢫࡢࡽ㡿ᇦูᐇ⩦㛤ጞࡢ࡛ࡲ‽ഛᮇ

㛫ࢆᐇࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿࡏࡉ⌮ㄽᐇ㊶ࡾࡼࡀྜ⤫ࡢຠᯝⓗ࠺ࡼࡿ࠼⾜ኚ᭦ࡶࡓࡋ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢ

ࡣ࡚࠸࠾ᩍ⫱ศ㔝ࠖࡢ⫋ᑓ㛛ࠕ○ 2 ᅔ㞴࡛ࡀᡂ⦆ࡢ㛫ࡵࡓࡿ࠸࡚ࡋᑟධࢆไࢫࣛࢡ

ᑓࠕࠊࡋࡋࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉࡀᤵᴗ㐠Ⴀࡃ࡞ࡶၥ㢟࡞ࡁ≉ࡣ࡚࠸࠾Ⅼ⌧ࠊࡀࡿ࠶

㛛ᇶ♏ࠖ⛉┠ࡣ࡚࠸࠾㠀ᖖㅮᖌࡀᢸᙜࡀ┠⛉ࡿ࠸࡚ࡋከࠊࡵࡓ࠸ㅮᖌࡢ☜ಖࡸᤵᴗ

㛫ࡢタᐃ➼ၥ㢟࠸ࡍࡸࡌ⏕ࡀ≧ἣࠋࡿ࠶Ᏻᐃⓗ࡞ㅮᖌ☜ಖᑐ⟇ࡸ㛫ኚ᭦ࡢ

㐃⤡యไࢆ࡞ᙉࡃ࠸࡚ࡋᚲせࠋࡿ࠶ࡀ 

 

⑥ ᖹᡂ 20 ᖺࠊ┳ㆤᖌᏛᰯ➼ᣦᐃつ๎ࡀᨵṇࡇࡓࢀࡉక࠸ᩍ⫱ㄢ⛬ࡢぢ┤ࡓࡗ⾜ࢆࡋ

 ࠋࡓࡵ␃ᨵṇࡢᚲせ᭱ప㝈ࠊࡎࢃ⾜ࡣಟṇ࡞ᖜࡵࡓࡓࡗ࠶Ꮫᖺ㐍⾜୰࡛ࡣᮏᏛࠊࡀ

○࡞ࡁᨵṇⅬࠕࠊࡀࡘ୍ࡢ༞ᴗ◊✲ࠖࢆᗫṆࠕࠊࡋ┳ㆤྜ⤫ࡢᐇ㊶Ⅰ㹼Ϫࠖࢆ᪂ࡓ㛤

タࠊࡣ┠⛉ࡢࡇࠋࡿ࠶࡛ࡇࡓࡋᏛ⏕ࡀ 4 ᖺ㛫ࡢᏛಟࢆ༢༞ᴗせ௳ࡶࡢࡵࡓࡍࡓ‶ࢆ

ࡋᡂ⫱ࢆศ⮬㌟⮬ࡢ࡚ࡋ⫋ㆤᑓ㛛┳࠸ࡀᏛ⏕⮬㌟ࢆࡧᏛࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢ

ࡀᩍဨࢫࢭࣟࣉࡢࡑࠊ࠺࠸ࡃ࠸࡚ 1㹼4 ᖺḟ࡛ࡲ⥅⥆ⓗ㛵ࡾࢃᨭࡢࡶࡿࡍ

ࡀࡢ࠺࠸࠺ࢁᅗࢆᡂ⫱ࡢ⫋ᑓ㛛ࡓࢀඃᐇ㊶⬟ຊࡸၥ㢟ゎỴ⬟ຊࠊ࡚ࡗࡼࢀࡑࠊ࡛

 ࠋࡿ࠶࡛࠸≻

○ᚑࠊ࡚ࡗ⌧Ⅼ࡚᭱࠸࠾⤊ホ౯ࠊࡀ࠸࡞ࡁ࡛ࡣᏛ⏕ࡸᩍဨࡢホ౯ࢆぢ࡚ࡿࡳධᏛᚋ

1ࠊࡸࡇࡿࡍᙉࢆᚿྥᛶࡢ⫋ㆤ┳ࡿ࠸࡚ࢀࢃゝ࠸ࡍࡸࡋᣑᩓ ᖺḟࡽᩍဨ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋホ౯ࡢࡶࡿ࠸࡚ࡆୖࢆᡂᯝࡢᐃ୍ࡣ࡚࠸ࡘຠᯝࡢࡇࡿࢃ㛵ࡀ

  

⑦ ᆅᇦ┳ㆤᏛᐇ⩦ࡣ 4 ᖺḟ㞟୰࡚ࡋᐇࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋㅮ⩏⤊ࡽᐇ⩦࡛ࡲ 1 ᖺ㛫ࡢ

ᖹᡂࠋࡓࡗ࠶ࡀၥ㢟ᛶ⥆⥅ࡢ⩦Ꮫࠊࡾ࠶ࡀࢡࣥࣛࣈ 21 ᖺᗘࡢධᏛ⏕ࡣࡽࡢ┳ㆤᏛ

㡿ᇦྠᵝ 3 ᖺḟᚋᮇࡽᐇ⩦㛤ጞࡢࡇࡵࡓࡿ࡞ၥ㢟ࡣゎᾘࡢࡶࡿࡍᛮࠋࡿࢀࢃ 

ᖹᡂࠊࡋࡔࡓ   23 ᖺᗘධᏛ⏕ࡾࡼಖᖌᩍ⫱ࡢ㑅ᢥไࠊࡸࡇࡓࡗ࡞⬟ྍࡀᮾி㒔≉ู 

༊ࡢಖᡤࡾࡼᐇ⩦Ꮫ⏕ཷࡅධࢀேᩘࡢไ㝈ࡅཷࡸධࢀᖺᗘࡢไ㝈ࡀ࡞ᥦ♧࠸࡚ࢀࡉ

 ࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀウ᳨ࡣ࡚࠸ࡘ᪉ࡾ࠶ࡢ⩦ᆅᇦ┳ㆤᏛᐇࡢᚋࠊࡽ➼ࡇࡿ

  

⑧ ⮫ᆅᐇ⩦㛵ࠊࡣ࡚ࡋᐇ⩦ጤဨࢆ୰ᚰ࡚ࡋᐇ⩦࠺ࡼࡿ࠼⾜ࡀᵝࡳ⤌ࡾྲྀ࡞ࠎ

1ࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡀ ᐇ⩦Ꮫࡣ㆟ࡢࡇࠋࡿ࠶ᐇ⩦㐠Ⴀ㆟࡛ࡿࡍ㛤ദᖺᗘᮎࡣࡘ

タഃࡢሗࢆ┠ⓗ㛤ദࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋᮏᏛࡢᩍ⫱⌮ᛕࡸᩍ⫱ㄢ⛬ࢆ⌮ゎࡽࡶ࡚ࡋ

Ꮫࡶ⟇ឤᰁᑐࡢ➼ࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥࡣᙜጤဨࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ᡭẁ࡞᭷ຠࡢ࠺

⏕ᨭ࣮ࢱࣥࢭ༠ാᩚࡢࡑ࡚ࡋഛ㈉⊩ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

 ࠖ⟇᪉ࡓࡅྥᨵၿ࣭ᨵ㠉ࡢᚋࠕ

ࡶᚋࡣ࡚࠸ࡘ┠⛉ᙜヱࠊࡵࡓࡃ࠸࡚ࡋࡽ᫂ࢆᩍ⫱ຠᯝࡢ┠⛉ࠖྜ⤫㊶ᐇࠕ ① 

◊✲ⓗࡢࡑࠊࡳ⤌ࡾྲྀᡂᯝࡸㄢ㢟ࢆ᫂ࠊࡋࡽᩍ⫱᪉ἲࡢᨵၿᫎࠋࡃ࠸࡚ࡏࡉ 

 

② ᆅᇦ┳ㆤᏛᐇ⩦㛵ࠊࡣ࡚ࡋᮏᏛࡿࡅ࠾ᆅᇦ┳ㆤᏛࡾ࠶ࡢ᪉ࢆᏛ⛉య᳨࡚ࡋウࠊࡋ

Ꮫ⏕┈࠺ࡼ࠸࡞ࡌ⏕ࡀᑐฎࠋࡿࡍ 

 

③ Ꮫ⛉ෆࡢᩍົጤဨົᒁࡀ༠ാ࡚ࡋ㠀ᖖㅮᖌࡢ㐃⤡యไᙉ⟇᳨ࢆウࠊࡋၥ㢟

 ࠋ࠺⾜ࢆࡾࡃయไ࡙࡞࠺ࡼࡿࡁᑐฎ࡛᪩ᮇࠊࡣ࠸ࡿ࠶ࠊ↛ᮍࢆ⏕Ⓨࡢ
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④ ᖹᡂ 21 ᖺᗘ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡢᨵṇࠊࡣᏛᖺ㐍⾜୰࡛᭱ࡵࡓࡓࡗ࠶ᑠࡢኚ᭦ࠊࡀࡓࡵ␃

ᚋ᳨࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࠊウጤဨࢆ୰ᚰ࡚ࡋᢤᮏⓗ᳨࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝࡞ウࡴ⤌ࡾྲྀ‽ഛ

 ࠋ࠺⾜ࢆ

㸦⾲ 4 2008 ᖺᗘධᏛ⏕┳ㆤᏛ⛉ ᑓ㛛⛉┠୍ぴ㸧 

㸦⾲ 5 2009 ᖺᗘධᏛ⏕┳ㆤᏛ⛉ ᑓ㛛⛉┠୍ぴ㸧 

㸦⾲ 6 ┳ㆤᏛ⛉࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝㸦Ꮫᖺ㐍ᗘ㸸ᖹᡂ 20 ᖺᗘࡢ࡛ࡲධᏛ⏕㸧㸧 

㸦⾲ 7 ┳ㆤᏛ⛉࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝㸦Ꮫᖺ㐍ᗘ㸸ᖹᡂ 21 ᖺᗘධᏛ⏕㸧㸧 

㸦⾲ 8 ᖹᡂ 21 ᖺᗘ┳ㆤᏛ⛉⮫ᆅᐇ⩦タ୍ぴ㸧 
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⾲ 4 2008 ᖺᗘධᏛ⏕┳ㆤᏛ⛉ ᑓ㛛⛉┠୍ぴ 

༢ᩘ 㓄ᙜᖺḟཬࡧ༢ᩘ 

分
類 

区
分 

⛉ ┠ 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

㸯༢ 

ᙜࡢࡾࡓ

㛫ᩘ 

ཎᚤ⏕≀Ꮫ 2   2       15 

ែ⏕⌮Ꮫ 2   2       15 

⒪Ꮫ⥲ㄽ 1   1       15 

⒪ㄽⅠ㸦྾࣭ᚠ⎔࣭⭈Ἢᒀჾ⣔㸧 2     2     15 

⒪ㄽⅡ㸦㦵᱁࣭➽࣭⚄⤒࣭ෆศἪ⣔㸧 2     2     15 

⒪ㄽϪ㸦ឤぬ࣭ච࣭ᾘჾ⣔㸧 2     2     15 

⏕άᗣ⛉Ꮫ 2   2       15 

専
門
基
礎 

♫⚟♴ㄽ 2     2     15 

┳ㆤ⌮ㄽᴫㄽ 2   2       15 

┳ㆤᑐ㇟ㄽᴫㄽ 2   2       15 

ᇶ♏┳ㆤᢏ⾡Ⅰ㸦⏕άຓᢏ⾡㸧 1   1       30 

ᇶ♏┳ㆤᢏ⾡Ⅱ㸦⒪క࠺ຓᢏ⾡㸧 1   1       30 

ᇶ♏┳ㆤᢏ⾡Ϫ㸦┳ㆤ㐣⛬ࡢᒎ㛤㸧 1     1     30 

ᇶ♏┳ㆤᏛᐇ⩦Ⅰ㸦┳ㆤᇶ♏ᐇ⩦㸧 1   1       45 

ᇶ♏┳ㆤᏛᐇ⩦Ⅱ㸦⏕άຓᐇ⩦㸧 2     2     45 

┳ㆤ◊✲ᴫㄽ 1       1   15 

┳ㆤ◊✲᪉ἲ 1       1   30 

ᐙ᪘┳ㆤㄽ 1     1     15 

ᆅᇦ┳ㆤᏛᴫㄽ 2   2       15 

ᆅᇦ┳ㆤάືㄽⅠ㸦ᆅᇦ┳ㆤ᪉ἲㄽ㸧 2   2       15 

ᆅᇦ┳ㆤάືㄽⅡ㸦ᆅᇦ┳ㆤᏛ₇⩦㸧 2     2     15 

ᆅᇦ┳ㆤάືㄽϪ㸦ᆅᇦ┳ㆤάືㄽ㸧 2     2     15 

ಖ་⒪⚟♴⾜ᨻᏛ 2     2     15 

Ꮫ࣭ಖ⤫ィㄽ 2     2     15 

ᆅᇦ┳ㆤᏛᐇ⩦ 4         4 30 

⢭⚄ᶵ⬟ㄽ 1     1     30 

⢭⚄ಖㄽ 1     1     30 

⢭⚄┳ㆤຓㄽ 1     1     30 

⢭⚄┳ㆤᏛᐇ⩦ 2       2   45 

ᶵ⬟┳ㆤᏛⅠ㸦㺜㺷㺪㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢㸧 1   1       30 

ᶵ⬟┳ㆤᏛⅡ㸦㺕㺊㺶㺏㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢㸧 1     1     30 

ᶵ⬟┳ㆤᏛϪ㸦⤌⧊㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢㸧 1       1   30 

ᶵ⬟┳ㆤᏛϫ㸦㺢㺍㺪㺽㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢㸧 1         1 30 

┳ㆤሗᏛ 1     1     30 

専
門
職
の
教
育 

実
践
基
礎 

┳ㆤሗᏛ₇⩦ 1     1     30 
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༢ᩘ 㓄ᙜᖺḟཬࡧ༢ᩘ 

分
類 

区
分 

⛉ ┠ 必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

㸯༢ 

ᙜࡢࡾࡓ

㛫ᩘ 

ᑠඣ┳ㆤᑐ㇟ㄽ 1   1       15 

ᑠඣ┳ㆤຓㄽⅠ㸦ᗣ⏕άຓㄽ㸧 1     1     30 

ᑠඣ┳ㆤຓㄽⅡ㸦⮫ᗋ┳ㆤຓㄽ㸧 1     1     30 

ᑠඣ┳ㆤᏛᐇ⩦ 2       2   45 

ẕᛶ┳ㆤᑐ㇟ㄽ 1   1       15 

ẕᛶ┳ㆤຓㄽⅠ㸦ᗣ⏕άຓㄽ㸧 1     1     30 

ẕᛶ┳ㆤຓㄽⅡ㸦⮫ᗋ┳ㆤຓㄽ㸧 1     1     30 

ẕᛶ┳ㆤᏛᐇ⩦ 2       2   45 

ᡂே┳ㆤᑐ㇟ㄽ 1   1       15 

⮫ᗋ┳ㆤຓㄽⅠ㸦㺜㺷㺪㺗㺏ㄽ㸧 1     1     30 

⮫ᗋ┳ㆤຓㄽⅡ㸦࿘ᡭ⾡ᮇ┳ㆤㄽ㸧 1     1     30 

⮫ᗋ┳ㆤຓㄽϪ㸦㺖㺶㺡㺆㺔㺷㺗㺏ㄽ㸧 1     1     30 

⮫ᗋ┳ㆤຓㄽϫ㸦㺶㺨㺩㺼㺶㺡㺎㺚㺌㺻┳ㆤㄽ㸧 1     1     30 

⮫ᗋ┳ㆤຓㄽϬ㸦⤊ᮎᮇ㺗㺏ㄽ㸧 1     1     30 

⮫ᗋ┳ㆤᏛᐇ⩦Ⅰ㸦㺜㺷㺪㺗㺏ᐇ⩦㸧 2       2   45 

⮫ᗋ┳ㆤᏛᐇ⩦Ⅱ㸦࿘ᡭ⾡ᮇ┳ㆤᐇ⩦㸧 3       3   45 

⮫ᗋ┳ㆤᏛᐇ⩦Ϫ㸦㺖㺶㺡㺆㺔㺷㺗㺏ᐇ⩦㸧 1       1   45 

⮫ᗋ┳ㆤᏛᐇ⩦ϫ㸦㺶㺨㺩㺼㺶㺡㺎㺚㺌㺻┳ㆤᐇ⩦㸧 2       2   45 

⪁ᖺ┳ㆤᑐ㇟ㄽ 1   1       15 

⪁ᖺ┳ㆤຓㄽⅠ㸦ᗣ⏕άຓㄽ㸧 1     1     30 

⪁ᖺ┳ㆤຓㄽⅡ㸦⮫ᗋ┳ㆤຓㄽ㸧 1     1     30 

実
践
応
用 

⪁ᖺ┳ㆤᏛᐇ⩦ 2       2   45 

 ㄽ   1     1  15ࣥࣙࢩ࣮ࢮࢡࣛࣜ

་⏝ᶵჾᴫㄽ   1     1  15 

ᅜ㝿┳ㆤㄽ   1       1 15 

ᑓ㛛┳ㆤ≉ㄽ㸸15 1       1   ࢇࡀ 

ᑓ㛛┳ㆤ≉ㄽ㸸ឤᰁ⟶⌮   1       1 15 

ᑓ㛛┳ㆤ≉ㄽ㸸WOC   1       1 15 

ᑓ㛛┳ㆤ≉ㄽ㸸ࣜࣥࢰ࢚┳ㆤ   1       1 15 

ᑓ㛛┳ㆤ≉ㄽ㸸ICU㺃CCU   1       1 15 

専
門
職
の
教
育 

実
践
展
開 

௦᭰་⒪ㄽ   1       1 15 

  ༞ᴗ◊✲ 4         4 30 
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⾲ 5 2009 ᖺᗘධᏛ⏕┳ㆤᏛ⛉ ᑓ㛛⛉┠୍ぴ 

༢ᩘ 㓄ᙜᖺḟཬࡧ༢ᩘ 

分
類 

区
分 

⛉ ┠ 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

㸯༢ 

ᙜࡢࡾࡓ

㛫ᩘ 

ཎᚤ⏕≀Ꮫ 2   2       15 

ែ⏕⌮Ꮫ 2   2       15 

⒪Ꮫ⥲ㄽ 1   1       15 

⒪ㄽⅠ㸦྾࣭ᚠ⎔࣭⭈Ἢᒀჾ⣔㸧 2     2     15 

⒪ㄽⅡ㸦㦵᱁࣭➽࣭⚄⤒࣭ෆศἪ⣔㸧 2     2     15 

⒪ㄽϪ㸦ឤぬ࣭ච࣭ᾘჾ⣔㸧 2     2     15 

⏕άᗣ⛉Ꮫ  2  2       15 

専
門
基
礎 

♫⚟♴ㄽ 2     2     15 

┳ㆤᏛᴫㄽ 2   2       15 

┳ㆤᑐ㇟ㄽ 2   2       15 

ᇶ♏┳ㆤᢏ⾡Ⅰ㸦┳ㆤ㐣⛬ࡢᒎ㛤㸧 2   2       15/30 

ᇶ♏┳ㆤᢏ⾡Ⅱ㸦⏕άຓᢏ⾡㸧 1   1       30 

ᇶ♏┳ㆤᢏ⾡Ϫ㸦⒪క࠺ຓᢏ⾡㸧 1     1     30 

ᇶ♏┳ㆤᏛᐇ⩦Ⅰ㸦⏕άຓᐇ⩦㸧 1   1       45 

ᇶ♏┳ㆤᏛᐇ⩦Ⅱ㸦┳ㆤ㐣⛬ᐇ⩦㸧 2     2     45 

┳ㆤ◊✲ 1       1   15 

ᐙ᪘┳ㆤㄽ 1   1       15 

ᆅᇦ┳ㆤᏛᴫㄽ 2   2       15 

ᆅᇦ┳ㆤάືㄽⅠ㸦ᆅᇦ┳ㆤ᪉ἲㄽ㸧 2    2      15 

ᆅᇦ┳ㆤάືㄽⅡ㸦ᆅᇦ┳ㆤᢏ⾡ㄽ㸧 2     2     15 

ᆅᇦ┳ㆤάືㄽϪ㸦ᆅᇦ┳ㆤᒎ㛤ㄽ㸧 2      2    15 

ಖ་⒪⚟♴⾜ᨻᏛ 2     2     15 

Ꮫ࣭ಖ⤫ィㄽ 2     2     15 

ᆅᇦ┳ㆤᏛᐇ⩦ 4       4 45 

⢭⚄ಖㄽ 2     2     15 

⢭⚄┳ㆤຓㄽ 1     1     30 

⢭⚄┳ㆤᏛᐇ⩦ 2       2  45 

ᶵ⬟┳ㆤᏛⅠ㸦㺜㺷㺪㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢㸧 2   2       15 

ᶵ⬟┳ㆤᏛⅡ㸦㺕㺊㺶㺏㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢㸧 2     2     15 

ᶵ⬟┳ㆤᏛϪ㸦⤌⧊㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢㸧 2       2   15 

ᶵ⬟┳ㆤᏛϫ㸦㺢㺍㺪㺽㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢㸧  1        1 15 

┳ㆤሗᏛ  1     1     30 

実
践
基
礎 

┳ㆤሗᏛ₇⩦  1     1     30 

ᑠඣ┳ㆤຓㄽⅠ㸦ᗣ⏕άຓㄽ㸧 2     2     15 

ᑠඣ┳ㆤຓㄽⅡ㸦⮫ᗋ┳ㆤຓㄽ㸧 1      1    30 

ᑠඣ┳ㆤᏛᐇ⩦ 2       2 45 

専
門
職
の
教
育 

実
践
応
用 

ẕᛶ┳ㆤຓㄽⅠ㸦ᗣ⏕άຓㄽ㸧 2     2     15 
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༢ᩘ 㓄ᙜᖺḟཬࡧ༢ᩘ 

分
類 

区
分 

⛉ ┠ 
必
修 

選
択 

１
年
次 

２
年
次 

３
年
次 

４
年
次 

㸯༢ 

ᙜࡢࡾࡓ

㛫ᩘ 

ẕᛶ┳ㆤຓㄽⅡ㸦⮫ᗋ┳ㆤຓㄽ㸧 1      1    30 

ẕᛶ┳ㆤᏛᐇ⩦ 2       2 45 

⮫ᗋ┳ㆤຓㄽⅠ㸦ᛴᛶᮇ┳ㆤຓㄽ㸧 2     2     15/30 

⮫ᗋ┳ㆤຓㄽⅡ㸦៏ᛶᮇ┳ㆤຓㄽ㸧 2     2     15/30 

⮫ᗋ┳ㆤຓㄽϪ㸦⤊ᮎᮇ┳ㆤຓㄽ㸧 1      1    15 

⮫ᗋ┳ㆤᏛᐇ⩦Ⅰ㸦ᛴᛶᮇ┳ㆤᐇ⩦㸧 4       4 45 

⮫ᗋ┳ㆤᏛᐇ⩦Ⅱ㸦៏ᛶᮇ┳ㆤᐇ⩦㸧 4       4 45 

⪁ᖺ┳ㆤຓㄽⅠ㸦ᗣ⏕άຓㄽ㸧 2     2     15 

⪁ᖺ┳ㆤຓㄽⅡ㸦⮫ᗋ┳ㆤຓㄽ㸧 1     1     30 

実
践
応
用 

⪁ᖺ┳ㆤᏛᐇ⩦ 2       2 45 

 ㄽ   1     1  15ࣥࣙࢩ࣮ࢮࢡࣛࣜ

་⏝ᶵჾᴫㄽ   1     1  15 

ᅜ㝿┳ㆤㄽ   1       1 15 

ᑓ㛛┳ㆤ≉ㄽ㸸15 1       1   ࢇࡀ 

ᑓ㛛┳ㆤ≉ㄽ㸸ឤᰁ⟶⌮   1       1 15 

ᑓ㛛┳ㆤ≉ㄽ㸸WOC   1       1 15 

ᑓ㛛┳ㆤ≉ㄽ㸸ࣜࣥࢰ࢚┳ㆤ   1       1 15 

ᑓ㛛┳ㆤ≉ㄽ㸸ICU㺃CCU   1       1 15 

௦᭰་⒪ㄽ   1       1 15 

┳ㆤྜ⤫ࡢᐇ㊶Ⅰ㸦┳ㆤᐇ㊶ᇶ♏₇⩦㸧 1   1       30 

┳ㆤྜ⤫ࡢᐇ㊶Ⅱ㸦┳ㆤᐇ㊶ᛂ⏝₇⩦㸧 1    1  30 

専
門
職
の
教
育 

実
践
展
開 

┳ㆤྜ⤫ࡢᐇ㊶Ϫ㸦┳ㆤᐇ㊶ᒎ㛤₇⩦㸧 2     2 30 
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⾲ 6 ┳ㆤᏛ⛉࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝㸦Ꮫᖺ㐍ᗘ㸸ᖹᡂ 20 ᖺᗘࡢ࡛ࡲධᏛ⏕㸧 

1 ᖺḟ 2 ᖺḟ 3 ᖺḟ 4 ᖺḟ  ᮇ 

ศ㔝 ๓ᮇ ᚋᮇ ๓ᮇ ᚋᮇ ๓ᮇ ᚋᮇ ๓ᮇ ᚋᮇ 

ᚰ⌮Ꮫ    ဴᏛ᐀ᩍ    い
の
ち
・

人
間 ⏕⌮Ꮫ ་⒪ே㛫  ᩥᏛ     

⤒῭Ꮫ 
㺘㺮㺋㺤㺗㺎㺚㺌㺻 

ᴫㄽ 
 ᐙ᪘♫Ꮫ     

♫Ꮫ   ᅜ㝿㛵ಀㄽ     

Ṕྐ 

(་⒪ྐ) 
ㄆ▱⛉Ꮫ ே㛫㛵ಀㄽ ẚ㍑ᩥㄽ     

社
会
科
学 

ἲᏛ  㺚㺼㺈㺻㺞㺼㺎ㄽ      

㺡㺼㺎㺞㺙㺐㺒㺻㺛        

⏕≀Ⅰ/Ⅱ        

 ≀⌮Ꮫ       

ᏛⅠ/Ⅱ        

ᇶ♏ᩘᏛ        

       Ꮫ(ኟᮇ㞟୰)⛉ࢶ࣮࣏ࢫ

自
然
科
学 

       ᐇ㊶(ኟᮇ㞟୰)ࢶ࣮࣏ࢫ

ⱥヰⅠ ⱥヰⅡ ⱥヰϪ   ᑓ㛛ⱥㄒ   

 
ⱥㄒ㉎ㄞ㺃 

グ㏙ 
      

外
国
語 

        ㄒࢫࣥࣛࣇ

い
の
ち
・
人
間
の
教
育 

情
報 

科
学 ሗ㺶㺡㺵㺚㺎 ሗ⛉Ꮫ       

యࡢ⤌ࡳ 

 Ⅰࡁാ

యࡢ⤌ࡳ 

 Ⅱࡁാ
බ⾗⾨⏕Ꮫ      

入
門 

 ᰤ㣴Ꮫ⥲ㄽ 
་⒪Ᏻ 

⟶⌮Ꮫ 
     

発
展 

་Ꮫ㺃་⒪ 

ᴫㄽ 
⮫ᗋ⸆⌮Ꮫ 

་⒪㺭㺦㺚㺼 

㺰㺻㺢ㄽ 
     

医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育 

実
践 

㺬㺼㺵㺻㺡㺆㺏ㄽ      
༠ാᐇ㊶ 

₇⩦ 
 

 ཎᚤ⏕≀Ꮫ ⒪ㄽⅠ      

 ែ⏕⌮Ꮫ ⒪ㄽⅡ      

 ⒪Ꮫ⥲ㄽ ⒪ㄽϪ      

専
門
基
礎 

⏕άᗣ⛉Ꮫ  ♫⚟♴ㄽ      

┳ㆤ⌮ㄽ 

ᴫㄽ 

ᇶ♏┳ㆤ 

ᢏ⾡Ⅰ 

ᇶ♏┳ㆤ 

ᢏ⾡Ϫ 
     

┳ㆤᑐ㇟ㄽ 

ᴫㄽ 

ᇶ♏┳ㆤ 

ᢏ⾡Ⅱ 
      

 
ᇶ♏┳ㆤᏛ 

ᐇ⩦Ⅰ 
 

ᇶ♏┳ㆤᏛ 

ᐇ⩦Ⅱ 
    

  ᐙ᪘┳ㆤㄽ      

 
ᆅᇦ┳ㆤᏛ 

ᴫㄽ 

ᆅᇦ┳ㆤ 

άືㄽⅡ 

ᆅᇦ┳ㆤ 

άືㄽϪ 
   

 
ᆅᇦ┳ㆤά

ືㄽⅠ 
 

ಖ་⒪ 

⚟♴⾜ᨻᏛ 
   

専
門
職
の
教
育 

実
践
基
礎 

   
Ꮫ㺃ಖ 

⤫ィㄽ 
  

ᆅᇦ┳ㆤᏛ

ᐇ⩦ 
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1 ᖺḟ 2 ᖺḟ 3 ᖺḟ 4 ᖺḟ  ᮇ 

ศ㔝 ๓ᮇ ᚋᮇ ๓ᮇ ᚋᮇ ๓ᮇ ᚋᮇ ๓ᮇ ᚋᮇ 

  ⢭⚄ᶵ⬟ㄽ 
⢭⚄┳ㆤ 

ຓㄽ 
  

  ⢭⚄ಖㄽ  

⢭⚄┳ㆤᏛᐇ⩦ 

  

ᶵ⬟┳ㆤᏛⅠ  ᶵ⬟┳ㆤᏛⅡ ┳ㆤሗᏛ  ᶵ⬟┳ㆤᏛϪ  ᶵ⬟┳ㆤᏛϫ 

   
┳ㆤሗᏛ 

₇⩦ 
    

     
┳ㆤ◊✲ 

ᴫㄽ 
  

実
践
基
礎 

     
┳ㆤ◊✲ 

᪉ἲ 
  

 
ᑠඣ┳ㆤ 

ᑐ㇟ㄽ 

ᑠඣ┳ㆤ 

ຓㄽⅠ 

ᑠඣ┳ㆤ 

ຓㄽⅡ 
ᑠඣ┳ㆤᏛᐇ⩦   

 
ẕᛶ┳ㆤ 

ᑐ㇟ㄽ 

ẕᛶ┳ㆤ 

ຓㄽⅠ 

ẕᛶ┳ㆤ 

ຓㄽⅡ 
ẕᛶ┳ㆤᏛᐇ⩦   

 
ᡂே┳ㆤ 

ᑐ㇟ㄽ 
 

⮫ᗋ┳ㆤ 

ຓㄽⅠ 
⮫ᗋ┳ㆤᏛᐇ⩦Ⅰ   

   
⮫ᗋ┳ㆤ 

ຓㄽⅡ 
⮫ᗋ┳ㆤᏛᐇ⩦Ⅱ   

   
⮫ᗋ┳ㆤ 

ຓㄽϪ 
⮫ᗋ┳ㆤᏛᐇ⩦Ϫ   

   
⮫ᗋ┳ㆤ 

ຓㄽϫ 
⮫ᗋ┳ㆤᏛᐇ⩦ϫ   

   
⮫ᗋ┳ㆤ 

ຓㄽϬ 
    

実
践
応
用 

 
⪁ᖺ┳ㆤ 

ᑐ㇟ㄽ 

⪁ᖺ┳ㆤ 

ຓㄽⅠ 

⪁ᖺ┳ㆤ 

ຓㄽⅡ 
⪁ᖺ┳ㆤᏛᐇ⩦   

卒
業 

研
究       ༞ᴗ◊✲ 

     
㺶㺵㺖㺜㺼㺎㺚㺌㺻 

ㄽ 
 ᅜ㝿┳ㆤㄽ 

     ་⏝ᶵჾᴫㄽ  
ᑓ㛛┳ㆤ≉ㄽ 

㸸ࢇࡀ 

       
ᑓ㛛┳ㆤ≉ㄽ 

㸸ឤᰁ⟶⌮ 

       
ᑓ㛛┳ㆤ≉ㄽ 

㸸WOC 

       
ᑓ㛛┳ㆤ≉ㄽ 

㸸ࣜࣥࢰ࢚ 

       
ᑓ㛛┳ㆤ≉ㄽ 

㸸ICU㺃CCU 

専
門
職
の
教
育 
実
践
展
開 

       ௦᭰་⒪ㄽ 
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⾲ 7 ┳ㆤᏛ⛉࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝㸦Ꮫᖺ㐍ᗘ㸸ᖹᡂ 21 ᖺᗘධᏛ⏕㸧 

1 ᖺḟ 2 ᖺḟ 3 ᖺḟ 4 ᖺḟ  ᮇ 

ศ㔝 ๓ᮇ ᚋᮇ ๓ᮇ ᚋᮇ ๓ᮇ ᚋᮇ ๓ᮇ ᚋᮇ 

ᚰ⌮Ꮫ    ဴᏛ᐀ᩍ    い
の
ち
・

人
間 ⏕⌮Ꮫ ་⒪ே㛫  ᩥᏛ     

⤒῭Ꮫ 
㺘㺮㺋㺤㺗㺎㺚㺌㺻 

ᴫㄽ 
      

♫Ꮫ  ᐙ᪘♫Ꮫ ᅜ㝿㛵ಀㄽ     

Ṕྐ 

(་⒪ྐ) 
 ே㛫㛵ಀㄽ ẚ㍑ᩥㄽ     

社
会
科
学 

ἲᏛ  㺚㺼㺈㺻㺞㺼㺎ㄽ      

 㺡㺼㺎㺞㺙㺐㺒㺻㺛       

⏕≀Ⅰ/Ⅱ        

 ≀⌮Ꮫ       

ᏛⅠ/Ⅱ        

ᇶ♏ᩘᏛ        

       Ꮫ(ኟᮇ㞟୰)⛉ࢶ࣮࣏ࢫ

自
然
科
学 

       ᐇ㊶(ኟᮇ㞟୰)ࢶ࣮࣏ࢫ

ⱥヰⅠ ⱥヰⅡ ⱥヰϪ  ᑓ㛛ⱥㄒ    

 
ⱥㄒ㉎ㄞ㺃 

グ㏙ 
      

        ㄒࢫࣥࣛࣇ

外
国
語 

୰ᅜㄒ        

い
の
ち
・
人
間
の
教
育 

情
報 

科
学 ሗ㺶㺡㺵㺚㺎 ሗ⛉Ꮫ       

యࡢ⤌ࡳ 

 Ⅰࡁാ

యࡢ⤌ࡳ 

 Ⅱࡁാ
බ⾗⾨⏕Ꮫ      

入
門 

 ᰤ㣴Ꮫ⥲ㄽ 
་⒪Ᏻ⟶ 

⌮Ꮫ 
     

発
展 

་Ꮫ㺃་⒪ 

ᴫㄽ 
⮫ᗋ⸆⌮Ꮫ 

་⒪㺭㺦㺚㺼 

㺰㺻㺢ㄽ 
     

㺬㺼㺵㺻㺡㺆㺏ㄽ      

医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育 

実
践 

     άື㸦ኟᮇ㞟୰㸧ࢸࣥࣛ࣎

༠ാᐇ㊶ 

₇⩦ 
 

 ཎᚤ⏕≀Ꮫ ⒪ㄽⅠ      

 ែ⏕⌮Ꮫ ⒪ㄽⅡ      

 ⒪Ꮫ⥲ㄽ ⒪ㄽϪ      

専
門
基
礎 

⏕άᗣ⛉Ꮫ  ♫⚟♴ㄽ      

┳ㆤ⌮ㄽᴫㄽ 
ᇶ♏┳ㆤ 

ᢏ⾡Ⅰ 

ᇶ♏┳ㆤᢏ

⾡Ϫ 
     

┳ㆤᑐ㇟ㄽ 
ᇶ♏┳ㆤ 

ᢏ⾡Ⅱ 
      

 
ᇶ♏┳ㆤᏛ

ᐇ⩦Ⅰ 
 

ᇶ♏┳ㆤᏛ

ᐇ⩦Ⅱ 
    

 ᐙ᪘┳ㆤㄽ       

 
ᆅᇦ┳ㆤᏛ 

ᴫㄽ 

ᆅᇦ┳ㆤά

ືㄽⅠ 

ᆅᇦ┳ㆤά

ືㄽⅡ 

ᆅᇦ┳ㆤά

ືㄽϪ 
ᆅᇦ┳ㆤᏛᐇ⩦  

専
門
職
の
教
育 

実
践
基
礎 

   
Ꮫ࣭ ಖ⤫

ィㄽ 

ಖ་⒪⚟

♴⾜ᨻᏛ 
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1 ᖺḟ 2 ᖺḟ 3 ᖺḟ 4 ᖺḟ  ᮇ 

ศ㔝 ๓ᮇ ᚋᮇ ๓ᮇ ᚋᮇ ๓ᮇ ᚋᮇ ๓ᮇ ᚋᮇ 

   
⢭⚄┳ㆤ 

ຓㄽ 
  

  ⢭⚄ಖㄽ  

⢭⚄┳ㆤᏛᐇ⩦ 

  

ᶵ⬟┳ㆤᏛ

Ⅰ 
 

ᶵ⬟┳ㆤᏛ

Ⅱ 
┳ㆤሗᏛ  ᶵ⬟┳ㆤᏛϪ  ᶵ⬟┳ㆤᏛϫ 

   
┳ㆤሗᏛ 

₇⩦ 
    

    
┳ㆤ◊✲ 

 
   

実
践
基
礎 

        

   
ᑠඣ┳ㆤ 

ຓㄽⅠ 

ᑠඣ┳ㆤ 

ຓㄽⅡ 
ᑠඣ┳ㆤᏛᐇ⩦  

   
ẕᛶ┳ㆤ 

ຓㄽⅠ 

ẕᛶ┳ㆤ 

ຓㄽⅡ 
ẕᛶ┳ㆤᏛᐇ⩦  

     ⮫ᗋ┳ㆤᏛᐇ⩦Ⅰ  

  
⮫ᗋ┳ㆤ 

ຓㄽⅠ 

⮫ᗋ┳ㆤ 

ຓㄽⅡ 

⮫ᗋ┳ㆤ 

ຓㄽϪ 
⮫ᗋ┳ㆤᏛᐇ⩦Ⅱ  

       

       

       

実
践
応
用 

  
⪁ᖺ┳ㆤ 

ຓㄽⅠ 

⪁ᖺ┳ㆤ 

ຓㄽⅡ 
 ⪁ᖺ┳ㆤᏛᐇ⩦  

    
㺶㺵㺖㺜㺼㺎㺚㺌㺻 

ㄽ 
  ᅜ㝿┳ㆤㄽ 

    ་⏝ᶵჾᴫㄽ   
ᑓ㛛┳ㆤ≉ㄽ 

㸸ࢇࡀ 

       
ᑓ㛛┳ㆤ≉ㄽ 

㸸ឤᰁ⟶⌮ 

       
ᑓ㛛┳ㆤ≉ㄽ 

㸸WOC 

       
ᑓ㛛┳ㆤ≉ㄽ 

㸸ࣜࣥࢰ࢚ 

       
ᑓ㛛┳ㆤ≉ㄽ 

㸸ICU㺃CCU 

       ௦᭰་⒪ㄽ 

専
門
職
の
教
育 

実
践
展
開 

┳ㆤࡢ⤫ྜ

 ᐇ㊶Ⅰ
    

┳ㆤࡢ⤫ྜ

 ᐇ㊶Ⅱ
┳ㆤྜ⤫ࡢᐇ㊶Ϫ 
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⾲ 8 ᖹᡂ 21 ᖺᗘ┳ㆤᏛ⛉⮫ᆅᐇ⩦タ୍ぴ 

⛉┠ྡ 㓄⨨Ꮫᖺ༢ ⮫ᆅᐇ⩦タྡ 

NTT ᮾ᪥ᮏ㛵ᮾ㝔 
ᇶ♏┳ㆤᏛᐇ⩦Ⅰ 1 ᖺ⏕ᚋᮇ 1༢ 

᳃㉥༑Ꮠ㝔 

NTT ᮾ᪥ᮏ㛵ᮾ㝔 
ᇶ♏┳ㆤᏛᐇ⩦Ⅱ 2 ᖺ⏕ᚋᮇ 2༢ 

᳃㉥༑Ꮠ㝔 

NTT ᮾ᪥ᮏ㛵ᮾ㝔 
ẕᛶ┳ㆤᏛᐇ⩦ 3 ᖺ⏕๓ᮇ࣭ᚋᮇ 2 ༢ 

ᮾிᏛ་Ꮫ㒊㝃ᒓ㝔 

ᮾி㏴ಙ㝔 

᳃㉥༑Ꮠ㝔 ᑠඣ┳ㆤᏛᐇ⩦ 3 ᖺ⏕๓ᮇ࣭ᚋᮇ 2 ༢ 

ရᕝ༊ෆಖ⫱ᅬ 

NTT ᮾ᪥ᮏ㛵ᮾ㝔 
⮫ᗋ┳ㆤᏛᐇ⩦Ⅰ 3 ᖺ⏕๓ᮇ࣭ᚋᮇ 2 ༢ 

ᮾி㏴ಙ㝔 

NTT ᮾ᪥ᮏ㛵ᮾ㝔 
⮫ᗋ┳ㆤᏛᐇ⩦Ⅱ 3 ᖺ⏕๓ᮇ࣭ᚋᮇ 3 ༢ 

ᮾி㏴ಙ㝔 

⮫ᗋ┳ㆤᏛᐇ⩦Ϫ 3 ᖺ⏕๓ᮇ࣭ᚋᮇ 1 ༢ NTT ᮾ᪥ᮏ㛵ᮾ㝔 

NTT ᮾ᪥ᮏ㛵ᮾ㝔 
⮫ᗋ┳ㆤᏛᐇ⩦ϫ 3 ᖺ⏕๓ᮇ࣭ᚋᮇ 2 ༢ 

ᮾி㏴ಙ㝔 

♫⚟♴ἲே୕ᚨ ရᕝ༊❧ᡞ㉺ྎ≉ู㣴ㆤ⪁ே࣒࣮࣍

♫⚟♴ἲே୕ᚨ ≉ู㣴ㆤ⪁ே࣒࣮࣍ᡂᖾ࣒࣮࣍ 

♫⚟♴ἲே࣮ࣝࣃ ≉ู㣴ㆤ⪁ே࣮ࣝࣃ࣒࣮࣍௦ᐁᒣ 

♫⚟♴ἲேᗣ ≉ู㣴ㆤ⪁ேஂ࣒࣮࣍ᡃᒣᅬ 

 ࣮ࢱࣥࢭୡ⏣㇂ㆤண㜵࢙ࣝ࢘ࣝࢸ

ရᕝ༊ෆᅾᏯ࣮ࢱࣥࢭࢫࣅ࣮ࢧ 

⪁ᖺ┳ㆤᏛᐇ⩦ 3 ᖺ⏕๓ᮇ࣭ᚋᮇ 2 ༢ 

ရᕝ༊ෆᅾᏯㆤᨭ࣮ࢱࣥࢭ 

NTT ᮾ᪥ᮏ㛵ᮾ㝔 

㒔❧ᯇἑ㝔 

ရᕝ༊⢭⚄㞀ᐖ⪅ඹྠసᴗᡤࡵࡶ➨୍ᕤᡣ 

ရᕝ༊⢭⚄㞀ᐖ⪅ඹྠసᴗᡤࡵࡶ➨ᕤᡣ 

ရᕝ༊⢭⚄㞀ᐖ⪅ඹྠసᴗᡤࡵࡶ➨୕ᕤᡣ 

♫⚟♴ἲே ᷫ ࡁࡸࡅᕤᡣ 

㹌㹎㹍ἲேࡤ࠾࠶⚟♴࣭㹌㹎㹍ἲேࣈ࢚ࣝ 

⢭⚄┳ㆤᏛᐇ⩦ 3 ᖺ⏕๓ᮇ࣭ᚋᮇ 2 ༢ 

≉ᐃ㠀Ⴀάືἲே ႚⲔ Ⰽࡘࡨࢇ࠼ 

≉ู༊ෆಖᡤ࣭ಖ࣮ࢱࣥࢭ 

ゼၥ┳ㆤࣥࣙࢩ࣮ࢸࢫ 

ᴗ 
ᆅᇦ┳ㆤᏛᐇ⩦ 4 ᖺ⏕๓ᮇ 4༢ 

ရᕝ༊❧ᑠᏛᰯ 
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㸦་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉㸧 

 

 Ⅼ᳨࣭ホ౯ࠖࡧཬ≦⌧ࠕ

① ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉ࡣᰤ㣴ኈ࣭⟶⌮ᰤ㣴ኈࢆ㣴ᡂࡿࡍᏛ⛉࡛ࠊࡾ࠶ᰤ㣴ኈἲཬྠࡧἲ⾜つ๎

ࡋࡓ‶ࢆ௳༞ᴗせࡿࡵᮏᏛ࡛ᐃ᭦ࠊࡋಟᚓࢆつᐃ༢ࡢ⛬ᰤ㣴ኈ㣴ᡂㄢ⌮⟶ࡿࡵᐃ

࡚༞ᴗࠊࡣ⪅ࡓࡋᰤ㣴ኈචチドࡀࠊࡶࡿࢀࡽ࠼⟶⌮ᰤ㣴ኈᅜᐙヨ㦂ཷࡢ㦂㈨

᱁ࡀㄆࡿࢀࡽࡵ㸦⟶⌮ᰤ㣴ኈᅜᐙヨ㦂ᐇࡣ࡛⾜⌧ࠊࡣẖᖺ 3 ᭶㸧ࠋ 

 

② 㛤タᤵᴗ⛉┠ᩘ࣭ࡕࡢ࠸ࠕࠊࡣே㛫ࡢᩍ⫱ศ㔝 6ࠖ9 ༢ࠕࠊ་⒪ࣥࣙࢩ࣮ࣞ࣎ࣛࢥࡢᩍ⫱

ศ㔝ࠖ17 ༢ཬࠕࡧᑓ㛛⛉┠ࠖ100 ༢࡛ࠊ㛤ㅮ༢ᩘᑐࡿࡍᑓ㛛⛉┠ࡢྜࡣ

59.2㸣࡛ࠋࡿ࠶ 

○4 ᖺḟࠊࡣᰤ㣴Ꮫ㛵㐃⛉┠ࢆ⦅ᡂࡾࡼࠊࡋᑓ㛛ᛶࡢ㧗࠸㡿ᇦࡢ㛵ᚰࢆᣢ࡚ࡗయⓗ

ᩍ⫱ࠖศ㔝ࡢே㛫࣭ࡕࡢ࠸ࠕࠊ࠾࡞ࠋࡿ࠸࡚ࡋᡂ⦆ࡃከࢆ┠⛉㑅ᢥ࡞࠺ࡼࡿࡵ⤌ࡾྲྀ

1ࠊࡣ┠⛉ࡢ ᖺḟࡽ 4 ᖺḟ࡛ࡲ㛤ㅮࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

○༞ᴗせ௳༢ᩘࠊࡣᮏᏛᚲಟ⛉┠ 108 ༢ࠊ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉ᚲಟ⛉┠ 2 ༢ࠊ㑅ᢥ⛉┠

16 ༢௨ 㸦ୖ7 ༢௨ୖࡣᑓ㛛⛉┠ࡢ㑅ᢥ⛉┠ࡽ㑅ࡪ㸧ྜࡢィ 126 ༢௨ୖ࡛ࠋࡿ࠶ 

 

⾲ 9 ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉༞ᴗせ௳ 

༞ᴗᚲせ༢ᩘ 
༊   ศ 

㛤ㅮ⛉┠ 

༢ᩘ ᚲಟ⛉┠༢ᩘ Ꮫ⛉ᚲಟ⛉┠༢ᩘ 㑅ᢥ⛉┠༢ᩘ 

 ே㛫   8    4    0࣭ࡕࡢ࠸

♫⛉Ꮫ 16    2    0 

⮬↛⛉Ꮫ 10    2    2 

እᅜㄒ 14    6    0 

 ࣭ࡕࡢ࠸

ே㛫ࡢ 

ᩍ⫱ศ㔝 

ሗ⛉Ꮫ   4    2    0 

་⒪ࣥࣙࢩ࣮ࣞ࣎ࣛࢥࡢᩍ⫱ศ㔝 17 16    0 

ᑓ㛛⛉┠ 100 76    0 

16 ༢௨㸦ᑓ㛛⛉┠ 

ࡽ 7 ༢௨ୖ㸧 

ྜ ィ 169 108    2 16 ༢௨ୖ 

༞ᴗᚲせ༢ᩘ 126 ༢௨ୖ 

 

○ᑓ㛛⛉┠ࠊࡣᖹᡂ 14 ᖺᗘ⾜ᨵṇᰤ㣴ኈἲ࡚ࡗ๎ᑓ㛛ᇶ♏ศ㔝ᑓ㛛ศ㔝༊ู

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ

㸦⾲ 10 ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉ ᑓ㛛⛉┠୍ぴ㸧 

࣭ᑓ㛛ᇶ♏ศ㔝 3 㡿ᇦࠕࠊࡣ♫࣭⎔ቃᗣ ❧ࡾᡂࡢࡧᶵ⬟ཬᵓ㐀ࡢேయࠕࠊࠖ

ࡕ ཬࠖࠕࡧ㣗≀ᗣ࡛ࠖ ᑓ㛛ศ㔝ࠊࡾ࠶ 6 㡿ᇦࠕࠊࡣᇶ♏ᰤ㣴Ꮫ ᛂ⏝ᰤ㣴Ꮫࠕࠊࠖ ࠊࠖ

ᰤ㣴ᩍ⫱ㄽࠕ ᗋᰤ㣴Ꮫ⮫ࠕࠊࠖ ࡢࡇࠋࡿ࠶㣗⤒Ⴀ⟶⌮ㄽ࡛ࠖ⤥ࠕࡧබ⾗ᰤ㣴Ꮫࠖཬࠕࠊࠖ

9 㡿ᇦࡣᅜᐙヨ㦂ฟ㢟㡿ᇦ༊ศ࡛ࡢࡇࠊࡾ࠶ࡶ 9 㡿ᇦ₇ྜ⥲ࠕࠊࡢ⩦Ⅰ࣭Ⅱࠖཬ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⨨㓄ࢆᆅᐇ⩦Ⅰ࣭Ⅱࠖ⮫ࠕࡧ

࣭㐍⣭ุᐃ 

㐍⣭せ௳≉ࠊࡣ࡚࠸ࡘᐃࠊࡀ࠸࡞࠸࡚ࡵᒚಟࡓࡗ࡞ሙྜࠊࡣḟᖺᗘࡢᚲಟ⛉

ࡣሙྜࡢࡇࠋࡿࡇ㉳ࡶࡇ࠸࡞ࡁᒚಟ࡛࡚ࡋ「㛫ୖ㔜┠ 4 ᖺ㛫࡛༞ᴗ࡛࡞ࡁ

ᚓྲྀᖺḟ࡛☜ᐇࡿ࠸࡚ࢀࡉ㛤ㅮࡣᒚಟ༢ࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡿࡃฟ࡚ࡶᛶ⬟ྍࡿ࡞ࡃ

⾲㸦ࠊࡾ࠶ࡀ┠⛉ࡿ࠶ࡢ௳ᒚಟ᮲ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆᒚಟᣦᑟ࠺ࡼࡿࡍ 11 ཧ↷㸧

 ࠋ࠸࡞ࡁᒚಟ࡛ࡣሙྜ࠸࡞࠸࡚ࡋࡓ‶ࢆ௳ᒚಟ᮲ࡶ࡚ࡋᥦฟࢆᒚಟᒆࠊࡣሙྜࡢࡇ
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  ⾲ 11 ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉࡚࠸࠾ᐃ┠⛉ࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵᒚಟ᮲௳ 

⛉┠ 㛤ㅮᖺḟ ༢ ᒚಟ᮲௳ 

⊩❧సᡂ₇⩦ 2 ᖺ๓ᮇ 1 ㄪ⌮Ꮫᐇ⩦Ⅰ࣭Ⅱᒚಟ῭ࡳ 

ᛂ⏝ᰤ㣴Ꮫᐇ⩦Ⅱ 3 ᖺ๓ᮇ 1 ᛂ⏝ᰤ㣴Ꮫᐇ⩦Ⅰᒚಟ῭ࡳ 

⮫ᗋᰤ㣴Ꮫᐇ⩦Ϫ 4 ᖺ๓ᮇ 1 ⮫ᗋᰤ㣴Ꮫᐇ⩦Ⅰ࣭Ⅱᒚಟ῭ࡳ 

 

○ᑓ㛛⛉┠ࡢ㑅ᢥ⛉┠ࠊࡣ⮫ᗋࡢ▱㆑ࠕࡿࡵ῝ࢆ⮫ᗋᰤ㣴Ꮫᐇ⩦Ϫࠊ⮫ᗋ᳨ᰝᏛࠊ⸆

≀⒪ἲᏛࠊែ⏕Ꮫࢢࣥࣜࢭࣥ࢘࢝ࠊㄽ 㣗ရࠊ㣗ရᏳᏛࠕࡿࡵ῝ࢆ㆑▱ࡢ㣗ရࠊࠖ

ᶵ⬟Ꮫࠊㄪ⌮Ꮫᐇ㦂ࠊ㣗ရὶ㏻ㄽࢺࢫࣜࣕࢩ࣌ࢫࢻ࣮ࣇࠊㄽ࣮ࢿࢹ࣮ࢥࢻ࣮ࣇࠊ

ㄽࢺ ᛂ⏝ᰤ㣴Ꮫᐇ㦂Ⅱࠊ⩦సᡂ₇❧⫣ࠕࡿࡵ῝ࢆゎ⌮ࡢ⌮ㄪᰤ㣴ࠊࠖ ࡶࡢࡑࠊࠖ

㣗ᩥㄽࠊ㣗⫱ㄽࠊ༞ᴗ◊✲ࢆ㓄⨨ࡶࢀࡎ࠸ࠊࡾ࠾࡚ࡋᮏᏛ⛉ࡢ≉Ⰽࡿ࠸࡚ࡋ⾲ࢆ⛉

 ࠋࡿ࠶࡛┠

 

③ ᮏᏛ⛉࡛ࠊࡣᮏᏛタ❧ࡢ㊃᪨࡛࣒࣮ࢳࠕࡿ࠶་⒪୍ࠖࡢဨࠊ࡚ࡋ⮫ᗋࡢ⌧ሙᑐᛂ࡛

2003ࠊࡽࡉࠋࡿ࠸࡚ࡋᣦ┠ࢆᡂ⫱ࡢᰤ㣴ኈ⌮⟶࠸ᙉᗋ⮫ࠊࡿࡁ ᖺᗣቑ㐍ἲไᐃ

కࠊ࠸⟶⌮ᰤ㣴ኈࡀ♫ᯝࡍࡓࡣࠊࡃࡁ⮫ᗋࡢ⌧ሙࢫࣝ࣊ࠊࡎࡽࡲࡅࡔ

ᰤ㣴ኈචチ࣭⟶⌮ᰤ㣴ኈᅜࠊࡵࡓࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᮇᚅࡶ⫣㈉ࡢศ㔝࡛ࣥࣙࢩ࣮ࣔࣟࣉ

ᐙヨ㦂ཷ㦂㈨᱁ࠊࡢ㣗ရ⾨⏕⟶⌮⪅ཬࡧ㣗ရ⾨⏕┘どဨ㸦ࡶࢀࡎ࠸௵⏝㈨᱁㸧ࠊ

⛉ࡢᡤせ࠺ࡼࡿࡁᚓ࡛ྲྀࡀ✀୍➨≦ᰤ㣴ᩍㅍචチࠊ㸦ㄆᐃ㈨᱁㸧ࢺࢫࣜࣕࢩ࣌ࢫࢻ࣮ࣇ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⨨㓄ࢆ┠

 

④ ᭦ୖグ㈨᱁ࢆᚓࠊࡣࡵࡓࡿ༞ᴗᚲಟ⛉┠ࢺࢫࣜࣕࢩ࣌ࢫࢻ࣮ࣇࡢ㸦ㄆᐃ㈨᱁㸧

ㄽࢺࢫࣜࣕࢩ࣌ࢫࢻ࣮ࣇࠕࠊࡣ ㄽࢺ࣮ࢿࢹ࣮ࢥࢻ࣮ࣇࠕࠊࠖ ㄪ⌮⛉Ꮫᐇ㦂ࠕࠊࠖ 㣗ရࠕࠊࠖ

ᶵ⬟Ꮫ ࡢ㣗ရὶ㏻ㄽࠖࠕࠊࠖ 5 ᩍ⛉(㑅ᢥ⛉┠)ࢆᒚಟࠊࡓࡲࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡃ࡞ࡋ᪥ᮏࣇ

ࢩ࣌ࢫࢻ࣮ࣇ᪥ᮏࠊࡾࡼࡇࡿࡍ᱁ྜㄆᐃヨ㦂ࡿࡍᐇࡀ༠ࢺࢫࣜࣕࢩ࣌ࢫࢻ࣮

 ࠋࡿࢀࡉࡀ㈨᱁ㄆᐃドࠖࢺࢫࣜࣕࢩ࣌ࢫࢻ࣮ࣇࠕࡽ༠ࢺࢫࣜࣕ

࣭ᰤ㣴ᩍㅍචチ≧୍✀ࠊࡣ࡚࠸ࡘ㸦⾲ 12 ཧ↷㸧17 ࡍᒚಟࢆ┠⛉ࡢࡵࡓࡢᩍ⫋ྲྀᚓࡢ┠⛉

ࢆᏛࡢᏛኈࠊࡣᇶ♏㈨᱁ࡢࡵࡓࡿࡍᚓྲྀࢆ≦ᰤ㣴ᩍㅍ୍✀චチࠊࡓࡲࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡿ

᭷ࡘࠊࡇࡿࡍ⟶⌮ᰤ㣴ኈࡢචチࡣࡓࡲࠊࡇࡿ࠸࡚ࡅཷࢆ⟶⌮ᰤ㣴ኈ㣴ᡂㄢ⛬ࢆಟ

ࡋᰤ㣴ኈࡢචチࢀࡑࠊ࡛ࡇࡿ࠸࡚ࡅཷࢆຍ࠼Ꮫ࡚࠸࠾ᚲせ༢ࢆಟᚓࡓࡋሙ

ྜྲྀᚓ࡛ࠋࡿࡁ 

࣭㣗ရ⾨⏕⟶⌮⪅ཬࡧ㣗ရ⾨⏕┘どဨ㸦ࡶࢀࡎ࠸௵⏝㈨᱁㸧ࠊࡣ⟶⌮ᰤ㣴ኈᚲಟ⛉┠࠺ࡢ

27ࠊࡕ ⛉┠ 42 ༢ྲྀࡢᚓࡀᚲಟ࡛ࢀࡇࠊ௨እࠕᏛⅠ 㣗ရᶵ⬟Ꮫࠕࠊࠖ 㣗ᏳᏛࠖࠕࠊࠖ

ࡢ 3 ᩍ⛉㸦㑅ᢥ⛉┠㸧ࢆᒚಟࡿࡍᚲせࠋࡿ࠶ࡀ 
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⾲ 12 ᰤ㣴ᩍㅍ୍✀චチ≧ྲྀᚓࡢࡵࡓࡢᚲせ⛉┠ཬࡧ༢࡚࠸ࡘ㸦20 32ࠊ┠⛉ ༢㸧 

つᐃ⛉┠  㛤 ㅮ ⛉ ┠ 
ᒚಟ 

᪉ἲ 
༢ 

㛤ㅮ 

ᖺḟ 

ᩍ⫋ࡢព⩏➼㛵ࡿࡍ⛉┠ ᩍ⫋ࡢ㐨 ㅮ⩏ 2 2 ᖺ๓ᮇ 

ᩍ⫱ཎ⌮ ㅮ⩏ 1 2 ᖺᚋᮇ 

ᩍ⫱ᚰ⌮Ꮫ ㅮ⩏ 2 2 㞟 
ᩍ⫱ࡢᇶ♏⌮ㄽ㛵ࡿࡍ 

⛉┠ 

ᩍ⫱ไᗘㄽ ㅮ⩏ 1 2 㞟 

Ꮫ⩦ᣦᑟㄽ ㅮ⩏ 2 2 㞟 

㐨ᚨᩍ⫱ࡢ◊✲ ㅮ⩏ 1 3 㞟 ᩍ⫱ㄢ⛬㛵ࡿࡍ⛉┠ 

≉ูάືࡢᣦᑟἲ ㅮ⩏ 1 3 ᚋᮇ 

⏕ᚐᣦᑟㄽ ㅮ⩏ 2 4 㞟 
⏕ᚐᣦᑟཬࡧᩍ⫱┦ㄯ 

Ꮫᰯᩍ⫱┦ㄯ ㅮ⩏ 2 3 㞟 

⥲ྜ₇⩦ ⥲ྜ₇⩦㸦ᩍ⫋㸧 ₇⩦ 2 
3 ᚋᮇ 

4 ๓ᮇ 

ᰤ㣴ᩍ⫱ᐇ⩦๓࣭ᚋᣦᑟ ᐇ⩦ 1 4 
ᰤ㣴ᩍ⫱ᐇ⩦ 

ᰤ㣴ᩍ⫱ᐇ⩦ ᐇ⩦ 1 4 

᪥ᮏᅜ᠇ἲ ㅮ⩏ 2 3 ᚋᮇ 

Ꮫ㸨 ㅮ⩏ 1 1⛉ࢶ࣮࣏ࢫ 㞟 

ᐇ⩦㸨 ᐇ⩦ 1 1ࢶ࣮࣏ࢫ 㞟 

ⱥヰⅠ㸨 ㅮ⩏ ᚲ 2  

ⱥヰⅡ㸨 ㅮ⩏ ᚲ 2  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᩍ⫱⫋ဨ 

චチἲ 

ᐃࡿࡵ⛉┠ 

ᩍ⫱⫋ဨචチἲ⾜つ๎ 

➨ 66 ᮲ࡢ 6  ┠⛉ࡿࡵᐃ

ሗ࣮ࣜࢩࣛࢸ㸨 ㅮ⩏ ᚲ 2  

Ꮫᰯᰤ㣴ᩍ⫱ㄽ ㅮ⩏ 2 3 㞟 ᰤ㣴ಀࡿ 

⛉┠ 

ᰤ㣴ಀࡿᩍ⫱㛵ࡿࡍ 

⛉┠ Ꮫᰯᰤ㣴ᩍ⫱ᐇ㊶₇⩦ ₇⩦ 2 3 㞟 

       ྜ   ィ 32 ༢㸦ࡕ࠺ᚲಟ༢  㸧ࡴྵࢆ6

㸨༳௨እࡣ┠⛉ࡢ༞ᴗᚲせ࡞༢ࠋ࠸࡞ࢀࡲྵ 

㞟㸸㞟୰ㅮ⩏㸦ኟఇࠊࡳఇࡳᮇ㛫୰ᚲせ㛫ᩘࢆ㛤ㅮ㸧ࠋ 

 

⑤ ᤵᴗࠊࡣ࡚࠸࠾ㅮ⩏࣭₇⩦࣭ᐇ⩦࣭ᐇ㦂ࠊ࠸⾜ࢆᏛ⏕ࡢ⌮ゎᗘࢆ㧗ࡿࡵ㓄៖࠸࡚ࡋࢆ

ࡢᗋ⮫ࠊࡋ㔜どࢆ⩦ᆅᐇ⮫ࡓࡋάࢆ㐃ᦠࡢ㝔ࠊ࡚ࡋᏛࡢ་⒪⣔≉ࠊࡀࡿ

⌮ゎᐩࡴேᮦࡢ⫱ᡂࢆᐇ㊶ࠋࡿ࠸࡚ࡋ་⒪㛵㐃ㅮᗙࠊࡣ⮫ᗋ⤒㦂ᩍ⫱⤒㦂㇏ࡢ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㓄ࢆᩍဨ࡞

○Ꮫ⏕ 1 ே 1    ሗ㛵ࠊࡶࡿᅗࢆᾐ㏱ࡢ⫱ሗᩍࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ㈚ࢆࣥࢥࢯࣃྎ

 㐃ㅮᗙࢆ✚ᴟⓗά⏝ࠊࡋᴗ➼࡛ࡢᐇົࡿࡏ࡞ࡇࡶேᮦࢆ⫱ᡂࠋࡿࡍ 

○Ꮫ⏕ࡢయⓗ࡞⮬ᕫᏛ⩦ࡸయ㦂ⓗᏛ⩦ࡢࡵࡓࡢ㛫ࢆ☜ಖ࡛࠺ࡼࡿࡁ⪃៖ࡶࡿࡍ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㓄៖≉ࢆࡇࡿᅗࢆୖྥࡢᇶ♏Ꮫຊࠊ

○ᐇ㊶ࢆ㔜どࡿࡍほⅬࡽ᪩ᮇᐇ⩦ࢆ✚ᴟⓗࡾྲྀධࠊࢀㅮ⩏࣭₇⩦࣭ᐇ⩦ࡀ᭷ᶵⓗ
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ࡎࡽ೫ࡅࡔᑓ㛛ࠊࡶࡿࡵ῝ࢆ⩦ᐇ㊶Ꮫࡋᡂ⦆࠺ࡼࡴ㐍ࡀ⩦Ꮫ࡛ࣝࢡࢧ࡞

ᗈࡃᩍ㣴ࢆ㌟࠺ࡼࡿࢀࡽࡅ㓄៖1ࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋ ᖺḟ2ࠊ ᖺḟ࡛ࡢᚲಟᒚ

ಟ༢ࢆከ3ࠊࡋࡃ ᖺḟ๓ᮇᰯࡣෆᐇ⩦ࡢୖࡢࡆᮇ⨨࡙ࠊᰯࡅ ෆᐇ⩦ࢆ✚ᴟⓗ

3ࠊࡾ࠾࡚ࢀධࡾྲྀ ᖺḟᚋᮇࡽ 4 ᖺḟ๓ᮇࡣ⮫ᆅᐇ⩦ࢆ㓄⨨ࠊࡋᐇ⩦ᑓᛕ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ࠺ࡼࡿࡁ࡛

 

⑥ ⮫ᆅᐇ⩦࣭⥲ྜ₇⩦Ⅰ࡚࠸ࡘ 

3 ᖺḟࡽ⮫ᆅᐇ⩦ࡀ㛤ጞࠊࡀࡿࢀࡉ⮫ᆅᐇ⩦Ⅰ࡛ࠊࡣࠕ⤥㣗ࡢ㐠Ⴀࠖ㛵ࡿࡍᐇ

㣗⤒Ⴀ⟶⌮ㄽ⤥ࠕ⩦ ࡣᆅᐇ⩦Ⅱ࡛⮫ࠊ࠸⾜࡛ࡏࢃྜࡳ⤌ࡿࡍ㛵බ⾗ᰤ㣴Ꮫࠖࠕࠖ

⛉㛵㐃ࡢ௨ୗࠊࡣᆅᐇ⩦ཷㅮ⮫Ⅰ⩦₇ྜ⥲ࠋ࠺⾜ࢆ⩦ᐇࡿࡍ㛵ᗋᰤ㣴Ꮫࠖ⮫ࠕ

 ࠋࡿ࡞௳ཎ๎ᚲせ᮲ࡀࡇࡿ࠸࡚ࡋಟᚓࢆ༢ࡢ┠

 

⾲ 13 ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉⮫ᆅᐇ⩦ཷㅮせ௳ 

⛉┠ྡ ⮫ᆅᐇ⩦ඛ ༢ಟᚓࡁࡍ㛵㐃⛉┠ྡ 

Ꮫᰯࠊᴗᡤࠊ♫⚟♴タ 
⤥㣗⤒Ⴀ⟶⌮ㄽⅠ࣭Ⅱ 

⤥㣗⤒Ⴀ⟶⌮ㄽᐇ⩦ 

ಖᡤ 
බ⾗ᰤ㣴Ꮫᐇ⩦ 

බ⾗ᰤ㣴ᏛⅠ ⮫ᆅᐇ⩦Ⅰ࣭Ⅱ 

㸦3࣭4 ᖺḟ㸧 

㝔 

⮫ᗋᰤ㣴ᏛⅠ 

⮫ᗋᰤ㣴Ꮫᐇ⩦Ⅰ 

⤥㣗⤒Ⴀ⟶⌮ㄽⅠ࣭Ⅱ 

⤥㣗⤒Ⴀ⟶⌮ㄽᐇ⩦ 

 

 ➼ෆᐜࡢࠖ⩦ᆅᐇ⮫ࠕ⑦

○⮫ᆅᐇ⩦ࡢෆᐜ 

ᅗࢆྜ⤫ࡢ⾡ᢏࡸᑓ㛛ⓗ▱㆑ࠊ࡚ࡋ㏻ࢆ⩦ᐇࡿࡅ࠾ሙࡢᐇ㊶άືࠊࡣࠖ⩦ᆅᐇ⮫ࠕ

 ࠋࡿ࠶࡛┠⛉࡞㔜せࡢࡵࡓࡿࡅࡘ㌟ࢆᐇ㊶⬟ຊࡢ࡚ࡋᰤ㣴ኈ⌮⟶ࡘࡘࡾ

㸦⾲ 14 ᖹᡂ 20 ᖺᗘ⮫ᆅᐇ⩦ᐇ≧ἣ㸧 

࣭ᮏᏛ࡛ࠕࠊࡣ⮫ᆅᐇ⩦Ⅰ࡛ࠖࠕࠊࡣ⤥㣗ࡢ㐠Ⴀ බ⾗ᰤ㣴Ꮫࠖࠕࡧ㣗⤒Ⴀ⟶⌮ㄽࠖཬ⤥ࠕࠊࠖ

ᴗົୖᐦ᥋ࢆ⩦ᐇࡢᗋᰤ㣴Ꮫࠖ⮫ࠕࡶ࠾ࠊࡣᆅᐇ⩦Ⅱ࡛ࠖ⮫ࠕࠊ࠸⾜ࢆ⩦ᐇࡿࢃ㛵

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᐇ࡚ࡏࢃྜࡳ⤌ࡶ㣗⤒Ⴀ⟶⌮ㄽࠖ⤥ࠕࡿ࠶ࡢ㛵㐃࡞

࣭ᐇ⩦ᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓᐇ⩦ᕼᮃタㄪᰝࠊタࡢ΅ࠊᐇ⩦ᐇタࡢㄪᩚỴᐃࠊ

ᐇ⩦౫㢗ᐇ⩦ෆᐜࡢㄪᩚࠊᐇ⩦ඛゼၥࠊ๓ᣦᑟ㸦๓ࢫࣥࢲ࢞➼㸧ࠊᐇ⩦ඛᕠᅇ

ᣦᑟࠊᐇ⩦⤒㐣ࡸ⤖ᯝࡢᢕᥱࡽࢀࡑᑐᛂࡓࡋᣦᑟࠊᐇ⩦ඛࡢᣵᣜ┦ㄯࠊᚋ

ᣦᑟ㸦ᐇ⩦ሗ࿌➼㸧ࠊ࡞ணᐃ࡛ࢇ⤌ࢆィ⏬ⓗࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ 

࣭ᖹᡂ 20 ᖺᗘࠊࡣ⮫ᆅᐇ⩦Ⅰࢆ 3 ᖺḟࠊࡋࡇ࠺⾜⮫ᆅᐇ⩦Ⅱ࡛ࡿ࠶㝔ᐇ⩦ࡣ 3

㐌㛫ᐇ⩦3ࠊࡋ ᖺḟࡢᖺᗘᮎࡽ 4 ᖺḟࡢ๓ᮇࠋࡓࡗ⾜࡚ࡅ㝔࡛࢝ࢽࣜࢡࠊࡣ

ࡢ㣗࡞ከ✀ከᙬࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉࣉࢵ࣮ࣛࣂ࣮࢜ࡃࡼ⛬ࡀࢫࣅ࣮ࢧࢻ࣮ࣇࢫࣅ࣮ࢧࣝ

ㄪᩚࠊᥦ౪ࡢ࡛ࢻࢧࢻࢵ࣋ࡽᰤ㣴⟶⌮ࠊ࡛ࡲࡿ⮳ᖜᗈࡃ┤᥋㛵ࡁ࡛ࡀࡇࡿࢃ

యࡶ㒊ศࡢ࡞ᴗົጤクࠊ⌮⟶ேࠊ⌮⟶ࢺࢫࢥࠊࢇࢁࡕࡶࡣ་⒪࣒࣮ࢳࠊࡓࡲࠋࡿ

㦂ࠊ⌮ゎ࠸ࡍࡸࡋ⎔ቃ୍ࡕࢃ࡞ࡍࠋࡿ࠶タ࡛⥲ྜⓗ⟶⌮ᰤ㣴ኈᴗົࡀయ㦂࡛ࡁ

 ࠋࡿࢀࢃᛮࡿࡁຮᙉ࡛ࡃࡼ⋠ຠ࡚ࡗ⏕Ꮫࠊࡾ࠶㨩ຊ࡛ࡀࡢࡿ

࣭㝔࡛ࡢᐇ⩦ࢆᐇ≉ࠊࡵࡓࡿࡍࡢࡶࡓࡋ་⒪㛵ࡿࢃᩍ⛉ࠊࡣ࡚࠸࠾Ꮫ⏕
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୍ேࡢࡾࡦ▱㆑ࠊᢏ⾡➼ࢆ㧗ࠊࡋࡋࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡵ㝔ᐇ⩦ࡶࡾࡼࡢ

タࡢᐇ⩦ࡾࡼ㛵ᚰࡿ࠶ࡀᏛ⏕ࡢᑐᛂࡶ⪃៖ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ 

○ᐇ⩦ඛࡢ㑅ᐃ 

㐃ᦠ㝔࡛ࡿ࠶ NTT ᮾ᪥ᮏ㛵ᮾ㝔ࠊ࡚ࡋࡵࡌࡣࢆᅜ❧㝔ྠࠊ㝔ᶵᵓࠊ⚾❧

Ꮫ㝃ᒓ㝔ࠊࡢ≉ู㣴ㆤ⪁ேࠊ࣒࣮࣍ᑠ࣭୰Ꮫᰯࠊಖᡤྛࠊ✀ᴗᡤࡕ࠺ࡢ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㑅ᐃࢆタࡿࢀࡽࡵㄆຠᯝⓗࡶ᭱ࠊࡽ

࣭ᐇ⩦୰ࡢᩍ⫱⫋ဨࡿࡼᑐᛂࠊࡣ࡚࠸ࡘᐇ⩦タࡢᕠᅇᣦᑟࠊၥ㢟Ⅼࡾྲྀࡁ⪺ࡢ

ࡢሗ࿌ࡸ┬ࡿࡅ࠾ᐇ⩦タࠊᣦᑟ㸧ࡸᑐᛂ㸦┦ㄯࡢㄢ㢟ࡢᐇ⩦୰ࠊᑐᛂ

ཧຍ➼ࠊࡀࡿ࠶ࡀᐇ⩦ᢸᙜᩍ⫱⫋ဨࡢᤵᴗ➼ࡢ㛵ಀ࡛ᐇ⩦タ࣮ࣝࣗࢪࢣࢫࡢㄪᩚ

ࡣ⏕Ꮫࠊࡀࡿࢀࡽぢࡀᕪࠖࠕタࡢࢀࡒࢀࡑࠊ࡚࠸࠾ᐇ⩦ෆᐜࠊࡓࡲࠋ࠸ࡋ㞴ࡀ 1

ࣨᡤࡢタࡋయ㦂࡛ࠊࡽࡇ࠸࡞ࡁᐇ⩦Ꮫ⏕ࡢ㛫ᕪࠊࡣࡇࡿࡌ⏕ࡀᙜ↛࡛࠶

ࡢタࡓࡗ࡞ࡁ࡛ࡢ⩦ᐇࠊࡋ㛤ദࢆሗ࿌ࡵ㞟ᇽ୍ࢆ⏕Ꮫࡢタྛࠊࡋࡋࠋࡿ

≧ἣࡶ⌮ゎ࠺ࡼࡿ࡞ࡃࡍࡸࡋ㓄៖ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

○⮫ᆅᐇ⩦ࡢࡵࡓࡢᣦᑟ 

࣭๓ᣦᑟࠊ࡚ࡋ⮫ᆅᐇ⩦ඛࡢ⟶⌮ᰤ㣴ኈࡿࡼᐇ⩦ඛ❧ࡢ࡚ࡗㅮ⩏ᩘࢆᅇ࠾㢪࠸

ࠊࡵࡓࡿࡲ῝ࡶゎ⌮ࡢ࠺ࢁ࠶࡛ࡃᑗ᮶ᑵࠊྠࡃࢃࡀᐇ⩦ពḧࠋࡿ࠸࡚ࡋ

Ꮫ⏕ࡣዲホ࡛ࠋࡿ࠶ 

࣭Ꮫ⏕ホ౯ࠊ࡚࠸࠾ᐇ⩦ඛࡿࡼホ౯ࡣࡇ࠸࡞ࡁ୍࡛⤫ࢆ㞴Ⅼ࡛ࡢࡑࠊࡀࡿ࠶ᐇ⩦

ඛࡿࡼホ౯Ꮫෆ࡛ࡢホ౯㸦๓࣭ᚋᤵᴗ࡛ࡢホ౯ࠊᏛᰯഃࡀᢕᥱ࡛ࡿࡁᐇ⩦୰

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆホ౯ྜ⥲ࡢࡾࡦᏛ⏕୍ேࠊ࡚ࢀධࡳ⤌ࢆホ౯㸧ࡢ➼ែᗘࡢ

 

⾲ 14 ᖹᡂ 20 ᖺᗘ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉⮫ᆅᐇ⩦ᐇ≧ἣ 

⛉ ┠ ᐇ⩦༊ศ ᐇ  ᪥ 
ᐇ⩦ 

㛫 

ᐇ⩦ 

タᩘ 
Ꮫ⏕ᩘ 

⮫ᆅᐇ⩦Ⅰ㸦3ᖺ⏕㸧 

 

 

 

ᑠ࣭୰Ꮫᰯ 

ᴗᡤ 

♫⚟♴タ 

ಖᡤ 

ᖹᡂ 20 ᖺ 9 ᭶  8 ᪥㹼10 ᭶ 31 ᪥ 

ᖹᡂ 20 ᖺ 8 ᭶ 18 ᪥㹼8 ᭶ 29 ᪥ 

ᖹᡂ 20 ᖺ 8 ᭶ 18 ᪥㹼12 ᭶ 2 ᪥ 

ᖹᡂ 20ᖺ 10᭶  7᪥㹼10᭶ 31᪥ 

45 

45 

45 

45 

11 

   5 

10 

  4 

15 

40 

35 

25 

⮫ᆅᐇ⩦Ⅱ㸦3ᖺ⏕㸧 㝔 ᖹᡂ 21 ᖺ 2 ᭶ 16 ᪥㹼3 ᭶ 30 ᪥ 135 11 46※ 

⮫ᆅᐇ⩦Ⅱ㸦4ᖺ⏕㸧 㝔 ᖹᡂ 20ᖺ 5᭶ 12᪥㹼11᭶ 21᪥ 45    2 104 

※3 ᖺ⏕ࡢ 69 ேࡣᖹᡂ 21 ᖺ 5 ᭶ࡾࡼ㝔ᐇ⩦㸦135 㛫㸧ࢆᐇࠋ 

 

⑧ ་⒪㛵ࡿࢃᐇ⩦ࠊ࡚ࡋ㝔ࡸㆤ㧗㱋⪅タࠊࡣ࡚࠸࠾࡞་⒪ไᗘࡸಖ㝤ࡢ

㧗㱋ࠊࡾ࠶ᚲせ࡛ࡀゎ⌮࡞ⓗྜ⥲ࡣព⩏㸦㝔ࡢ⩦ᗋᰤ㣴Ꮫᐇ⮫ࠊ≦⌧ࡴྵࢆ࡞ࡳ⤌

⪅タ࡛ࡃࡣᄟୗᅔ㞴⒔〟ࠊ㸦࠺ࡑࡃࡻࡌ㸧ࠊㄆ▱ࠊ㧗㱋➼ࡢࠎᑐᛂࡀᚲせ㸧ࠊ

ᰤ㣴⟶⌮ࡢᇶᮏ➼ࡢ࡚࠸ࡘ➼ࡇ࡞༑ศ࡞๓ᣦᑟ₇ྜ⥲ࠊࢆ⩦Ⅰ㸦ᐇ⩦ࡢ๓ᣦᑟ㸧

 ࠋ࠺⾜࡚

○ྛᐇ⩦タྛࡣᐇ⩦タࡀணᐃࡿ࠸࡚ࡋᐇ⩦ࠊ࣮ࣝࣗࢪࢣࢫᙜ᪉ࡀᮃࡴᐇ⩦ෆᐜ

ࡢ⩦㸦ᐇࡿ࠸࡚ࡋ࠺ࡼࡿ࠼ᩚලయⓗࢆᐇ⩦ෆᐜࠊࡋㄯ᳨࣭ウ┦࠸࠾ࢆヲ⣽ࡢ

๓ᣦᑟ㸧ࠋ 

○⮫ᆅᐇ⩦ሗ࿌ࢆᐇࠊࡾࡼࡇࡿࡏࡉᏛ⏕㛫ࠕࡢᕪࠖࢆᑡࡶ࡛ࡋゎᾘ࡛࠼⪄ࡿࡁ

 ⟆㉁ᛂࠊࡀࡿࡏࡉ⾜Ꮫ⏕୰ᚰ࡛㐍ࠊࡣලయⓗࠋ࠺⾜Ⓨ⾲ᙧᘧ࡛ࡶᚋࠊ࡛ࡢࡿ

㛫ࢆ༑ศࠊࡾ㓄ᕸ㈨ᩱࢆᐇࠊࡏࡉᩍ⫱⫋ဨࡢゎㄝࡶ㐺ᐅ⧊ࡾࡿ࠸࡚ࡐ㸦ᐇ
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 ࠋᚋᣦᑟ㸧ࡢ⩦

 

⑨ ᰤ㣴ᩍㅍㄢ⛬ࠊࡣ᪥ࠕࡿࡅ࠾㣗ࠖࡢ㔜せᛶࡢㄆ㆑ࢆ⫼ᬒᖹᡂ 17 ᖺ 4 ᭶タࡉ

ࡍ㛵➼㣗࣭ᰤ㣴࣭ᗣࡿ࡞♏ᇶࡢົ⫋ࡢᰤ㣴ᩍㅍࠊࡳ㚷㊃᪨ࡢᰤ㣴ᩍㅍไᗘࡓࢀ

㣗ࠖࠕࡣ᭦ࠊ࠼ഛࢆ㆑ぢ࠸῝ࠊᐇ㊶ⓗ㈨㉁ࠊᑓ㛛▱㆑ࡿࡍ㛵⫱ᩍࠊୖࡢᑓ㛛ᛶࡿ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᣦ┠ࢆ㣴ᡂࡢᩍဨࡓࡅࡘ㌟ࡶࢆⓗどⅬ♫ࡢㅖၥ㢟࡞ᗈ⠊ࡃᕳࡾྲྀࢆ

○ᰤ㣴ᩍㅍㄢ⛬ࡢᤵᴗࡣᖹᡂ 18 ᖺᗘࡽ㛤ጞࠊࡋἲ௧ࡢつᐃࢆ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡿࡍ 2 ᖺḟ

ᖹᡂࠋࡿ࠸࡚ࡋ⛣᥎ᅾ㡰ㄪ⌧ࠊࡾ࠾࡚ࡏࡉᒚಟࡽ⏕ 18 ᖺᗘᙜึཷࡢㅮ⪅60ࠊࡣ

ྡవࠊࡀࡓࡗ࠶࡛ࡾᖹᡂ 20 ᖺᗘ࡛ࡣ 25 ពḧ࣭㐺ᛶࡸ⪅ᡂ⦼ࠊࡣࢀࡇࠋࡿ࠶࡛ྡ

࠸ࡘ᪉ࡾᅾࡢᩍဨ㣴ᡂ࣭චチไᗘࡢᚋࠕࠊࡾ࠶ᯝ࡛⤖ࡓࢀࡉῈửࡀ⪅ࡿ࠶ࡢၥ㢟

 ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄ࡢࡶࡓࡗἢࡶ㊃᪨ࡢ⏦⟆୰ᩍᑂࡢ࡚ࠖ

○ᩍ⫋⛉┠ࡢከࠊࡣࡃ⌧ᅾࠊᑓ௵ᩍဨࡢᤵᴗࢆ㝖ࠊࡁኟᏘఇᬤ୰ࡢࡑࡸࡢᮇ㞟୰

ㅮ⩏࡚ࡋᐇࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉᏛ⏕ࡣ࡚ࡗᒚಟୖᚲࡶࡋࡎዲ㒔ྜ࡛ࡽ࠼⪄࠸࡞ࡣ

ࡔࡓࠋࡿ࠶≦⌧ࡿ࠸࡚ࡋ౫Ꮡ㠀ᖖㅮᖌࡢᏛእࢆᤵᴗࡢ┠⛉ࡢࡃከࠊࡓࡲࠋࡿࢀ

⏕Ꮫࠊࡾ࠾࡚ࢀࡲྵࡶ⪅✲◊ࡢᅜᒅᣦࡀᡃ࡚࠸࠾ᙜヱศ㔝ࠊࡣ㠀ᖖㅮᖌࠊࡋ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᥦ౪ࢆᶵ࠸ᚓ㞴࡚ࡗ

○Ꮫᰯᰤ㣴ᩍ⫱ᐇ⩦ࡶ㡰ㄪ㐍⾜୰࡛ࠕࠋࡿ࠶ᰤ㣴ᩍ⫱ᐇ⩦ཷㅮ㈨᱁ࠖࢆᐃ┿ࠊࡵពḧ

㏻ࢆㄳ⏦ࡢᮾி㒔ᩍ⫱ጤဨࠋࡿ࠸࡚ࡵດ࠺ࡼࡍฟࡾ㏦⩦ᐇࢆ⏕Ꮫࡿ࠶ࡢຊ㔞

ࡣᩍ⫱ጤဨ࡛ࠊࡵࡓ࡞ᅔ㞴ࡀᐇ⩦ᰯ☜ಖ࡞༑ศࠊࡀࡿ࠸࡚ࡵດಖ☜ࡢᰯ⩦ᐇ࡚ࡌ

Ꮫ⏕ࡢฟ㌟ᆅ࡛ࡢᐇ⩦ࡃࡿ࡞ࡣ㑊࠺ࡼࡿࡅᣦᑟࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉఱேࡣᆅඖ࡛ࡢ

ᩍ⫱ᐇ⩦࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡃ࡞ࡋࢆ≧ἣࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ᩍ⫱ᐇ⩦ࡣᏛ⏕࡞ࡁᙳ㡪ࢆ

ᚑἲ௧ࡣ⩦ᐇࡢᏛᰯ࡛ࠊᅾ⌧ࠋࡿࢀࡽࡵㄆࡿ࠸࡚ࡵ㧗ࢆពḧ㛵ᚰࡢ⫋ᩍࠊ࠼

࠸ 1 㐌㛫 1 ༢ࢆᒚಟࠊࡀࡿ࠸࡚ࡏࡉᐇ⩦ᰯཬࡧᐇ⩦⏕ࡢ᪉ࡢࡿࡂࡍ▷ࡽពぢ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡏᐤࡃከࡀ

 

 ࠖ⟇᪉ࡓࡅྥᨵၿ࣭ᨵ㠉ࡢᚋࠕ

① ᖹᡂ 21 ᖺ 3 ᭶㛤Ꮫᚋึࡢ༞ᴗ⏕ࢆ㏦ࡾฟࠊࡋ ⟶⌮ᰤ㣴ኈྜࡢ᱁⪅ࡣ 65 ࡓࡗ࠶࡛ྡ

⫋ᑵ⨬㒊ࡢ㝔௨እࡀ⏕Ꮫࡢࡃከࠊࡃ࡞ᑡ࡚ࡵᴟࡣồேࡢᰤ㣴ኈ⌮⟶ࡿࡅ࠾㝔ࡀ

ࡃᙉࢆᨵၿࡢሙ⫋ࡿࡍά㌍ࡢᰤ㣴ኈ⌮⟶ࠊࡣ࡚ࡋᑐ㝔ࠋࡿ࠶࡛≦⌧ࡀࡢࡿ࠸࡚ࡋ

ᮇᚅࠋ࠸ࡓࡋ 

 

② ་⒪㛵ࡿࢃᐇ⩦ࠊࡣ࡚࠸࠾་⒪ไᗘࡸಖ㝤ࡢ⤌ࠊ≦⌧ࡴྵࢆ࡞ࡳ⮫ᗋᰤ㣴ᐇ⩦

ࡻࡌ⒔㸦〟ࠊᄟୗᅔ㞴≉ࡣ㧗㱋⪅タ࡛ࠊࡾ࠶ᚲせ࡛ࡀゎ⌮࡞ⓗྜ⥲ࡣព⩏㸦㝔ࡢ

ᣦᑟ࡞༑ศࡢ࡚࠸ࡘ➼ᇶᮏࡢ⌮⟶ᰤ㣴ࠊᚲせ㸧ࡶᑐᛂࡢࠎ➼㧗㱋ࠊㄆ▱ࠊ㸧࠺ࡑࡃ

 ࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡃ࠸࡚ࡏࡉᐇࡶᚋࢆ

 

③ ⮫ᆅᐇ⩦ඛࡢ㑅ᐃᙜ࡞⬟ྍࠊࡣ࡚ࡗࡓ㝈ࡾᏛ⏕ࡢᐇ⩦タࡢᕼᮃࢆ⪃៖ࠋࡿࡍ 

 

④ ྛᐇ⩦タྛࡣᐇ⩦タࡀணᐃࡿ࠸࡚ࡋᐇ⩦ࠊ࣮ࣝࣗࢪࢣࢫᏛࡀᮃࡴᐇ⩦ෆᐜࡢ

ヲ⣽࠾ࢆ࠸┦ㄯ᳨࣭ウࠊࡋᐇ⩦ෆᐜࢆヲ⣽ලయⓗࠋࡿࡍࡇࡿ࠼ᩚ 

 

⑤ ᰤ㣴ᩍㅍㄢ⛬ࡣ࡚࠸ࡘ㠀ᖖㅮᖌ㞟୰ㅮ⩏ࡢ౫Ꮡࡢ㏴ῶࡀㄢ㢟࡛ࠊࡾ࠶ᢸᙜࢱࢫ

ࡵ㐍ࢆᨵၿࡢ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡵࡌࡣࢆ᪉ࡵ㐍ࡢ⩦ᩍ⫱ᐇࠊᚋࠊඹࡿᅗࢆᐇࡢࣇࢵ

 ࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡿ
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⾲ 10 ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉ ᑓ㛛⛉┠୍ぴ 

㓄ᙜᖺḟ ⛉┠ ᢸᙜᩍဨ ศ

㢮 
⛉┠ྡ ༢ᩘ 

1 ༢ᙜ

㛫ᩘ 1ᖺ 2ᖺ 3ᖺ 4ᖺ ᚲಟ 㑅ᢥ ᑓ௵ ව௵ 

ᗣ⟶⌮ᴫㄽ 2 15 ○       ○   ○   

♫⚟♴⥲ㄽ 2 15 ○       ○     ○ 

㣗⫱ㄽ 1 15   ○       ○ ○   

㣗ᩥㄽ 1 15 ○         ○   ○ 

㐠ື⏕⌮Ꮫ 1 15     ○   ○   ○   

⌮Ꮫ 2 15   ○     ○   ○   

⏕ᏛⅠ 2 15   ○     ○   ○   

⏕ᏛⅡ 2 15   ○     ○   ○   

ᚤ⏕≀Ꮫ 2 15   ○     ○   ○ ○ 

ゎ๗⏕⌮Ꮫ≉ㄽ 2 15     ○   ○     ○ 

ゎ๗⏕⌮Ꮫᐇ㦂Ⅰ 1 45 ○       ○   ○ ○ 

ゎ๗⏕⌮Ꮫᐇ㦂Ⅱ 1 45   ○     ○   ○ ○ 

⏕Ꮫᐇ㦂 1 45   ○     ○   ○   

ᚤ⏕≀Ꮫᐇ㦂 1 45   ○     ○   ○ ○ 

⸆≀⒪ἲᏛ 1 15       ○   ○   ○ 

ែ⏕Ꮫ 1 15       ○   ○ ○   

⮫ᗋ᳨ᰝᏛ 2 15       ○   ○   ○ 

㣗ရᏛⅠ 2 15 ○       ○   ○   

㣗ရᏛⅡ 2 15   ○     ○   ○ ○ 

㣗ရ⾨⏕Ꮫ 2 15   ○     ○   ○   

㣗ᏳᏛ 2 15       ○   ○ ○   

ㄪ⌮Ꮫ 2 15 ○       ○   ○   

㣗ရᏛᐇ㦂Ⅰ 1 45 ○       ○   ○   

㣗ရᏛᐇ㦂Ⅱ 1 45   ○     ○   ○   

㣗ရຍᕤᏛᐇ⩦ 1 45     ○   ○   ○ ○ 

㣗ရ⾨⏕Ꮫᐇ㦂 1 45   ○     ○   ○   

ㄪ⌮Ꮫᐇ⩦Ⅰ 1 45 ○       ○   ○   

ㄪ⌮Ꮫᐇ⩦Ⅱ 1 45 ○       ○   ○ ○ 

㣗ရᶵ⬟Ꮫ 1 15     ○     ○   ○ 

ㄪ⌮⛉Ꮫᐇ㦂 1 45   ○       ○ ○ ○ 

㣗ရὶ㏻ㄽ 2 15     ○     ○   ○ 

   ○ ○     ○     ㄽ 2 15ࢺࢫࣜࣕࢩ࣌ࢫࢻ࣮ࣇ

専 

門 

基 

礎 

 ○   ○     ○     ㄽ 2 15ࢺ࣮ࢿࢹ࣮ࢥࢻ࣮ࣇ

ᇶ♏ᰤ㣴Ꮫ≉ㄽ 1 15   ○     ○   ○   基
礎 

栄
養
学 

ᰤ㣴⏕⌮Ꮫᐇ㦂 1 45     ○   ○     ○ 

ᛂ⏝ᰤ㣴ᏛⅠ 2 15   ○     ○   ○   

ᛂ⏝ᰤ㣴ᏛⅡ 2 15   ○     ○   ○   

ศᏊᰤ㣴Ꮫ 2 15     ○   ○     ○ 

ᛂ⏝ᰤ㣴Ꮫᐇ⩦Ⅰ 1 45   ○     ○   ○   

応
用
栄
養
学 

ᛂ⏝ᰤ㣴Ꮫᐇ⩦Ⅱ 1 45     ○     ○ ○   
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㓄ᙜᖺḟ ⛉┠ ᢸᙜᩍဨ ศ

㢮 
⛉┠ྡ ༢ᩘ 

1 ༢ᙜ 

㛫ᩘ 1ᖺ 2ᖺ 3ᖺ 4ᖺ ᚲಟ 㑅ᢥ ᑓ௵ ව௵ 

ᰤ㣴ᩍ⫱ㄽⅠ 2 15   ○     ○     ○ 

ᰤ㣴ᩍ⫱ㄽⅡ 2 15   ○     ○   ○   

ᰤ㣴ᩍ⫱ㄽϪ 2 15     ○   ○   ○   

ᰤ㣴ᩍ⫱ㄽᐇ⩦Ⅰ 1 45   ○     ○   ○   

ᰤ㣴ᩍ⫱ㄽᐇ⩦Ⅱ 1 45     ○   ○   ○   

栄
養
教
育
論 

 ○   ○   ○       ㄽ 1 15ࢢࣥࣜࢭࣥ࢘࢝

་⒪ᰤ㣴ᏛᴫㄽⅠ 2 15   ○     ○   ○   

་⒪ᰤ㣴ᏛᴫㄽⅡ 2 15   ○     ○     ○ 

⮫ᗋᰤ㣴ᏛⅠ 2 15     ○   ○   ○   

⮫ᗋᰤ㣴ᏛⅡ 2 15     ○   ○   ○   

⮫ᗋᰤ㣴Ꮫᐇ⩦Ⅰ 1 45     ○   ○   ○   

⮫ᗋᰤ㣴Ꮫᐇ⩦Ⅱ 1 45     ○   ○   ○   

臨
床
栄
養
学 

⮫ᗋᰤ㣴Ꮫᐇ⩦Ϫ 1 45       ○   ○ ○   

බ⾗ᰤ㣴ᏛⅠ 2 15     ○   ○   ○   

බ⾗ᰤ㣴ᏛⅡ 2 15       ○ ○   ○   

ᗣ⟶⌮ᴫㄽ 2 15 ○    ○  ○  

公
衆
栄
養
学 

බ⾗ᰤ㣴Ꮫᐇ⩦ 1 45     ○   ○   ○   

⤥㣗⤒Ⴀ⟶⌮ㄽⅠ 2 15   ○     ○   ○ ○ 

⤥㣗⤒Ⴀ⟶⌮ㄽⅡ 2 15   ○     ○   ○ ○ 

⤥㣗⤒Ⴀ⟶⌮ㄽᐇ⩦ 1 45   ○     ○   ○   

給
食
経
営
管
理
論 ⊩❧సᡂ₇⩦ 1 30   ○       ○ ○   

⥲ྜ₇⩦Ⅰ 1 30       ○ ○   ○   
総
合 

演
習 

⥲ྜ₇⩦Ⅱ 1 30       ○ ○   ○   

⮫ᆅᐇ⩦Ⅰ 2 45     ○   ○   ○   
臨
地 

実
習 

⮫ᆅᐇ⩦Ⅱ 2 45       ○ ○   ○   

 

 ༞ᴗ◊✲ 4 30       ○   ○ ○   
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㸦་⒪ሗᏛ⛉㸧 

 

 Ⅼ᳨࣭ホ౯ࠖࡧཬ≦⌧ࠕ

་⒪ሗᏛ⛉࡞㇏ࠊࡣே㛫ᛶࡍࡲࡍࡲࠕୖࡢ㧗ᗘࡿࡍ་⒪ಖάືᑐᛂࣟࢢࠊࡋ

ࡢᏛ⛉ඹ㏻࠺࠸ᡂࠖ⫱ࡢ⫋ᑓ㛛ࡓࡗᣢࢆ⾡ᢏࠊ㆑▱࡞㧗ᗘࡿࡁどⅬ࡛άື࡛࡞ࣝࣂ࣮

㛤Ꮫ⌮ᛕࢆᐇ⌧ࠋࡓࡁ࡛ࢇ⤌ࡾྲྀࠊࡃࡍ㧗ᗘࡿࡍ་⒪ᑐᛂ࡛ࡿࡁሗᢏ⾡ࠊࡣ་⒪

⌧ሙࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢඛ➃ⓗ࡞ ICT(Information Communication Technology)㛵㐃ᴗ࡚࠸࠾

ࡋ┠⛉ᑓ㛛ࡢ་⒪ࠋࡿ࠶࡛⾡ᢏࡿࢀࡉᚲせࡶ ♏ಖ་⒪ᇶࠕ࡚ ♏ᗋ་Ꮫᇶ⮫ࠕࠊࠖ ་ࠕࠊࠖ

⒪⟶⌮Ꮫࠖࠊ┠⛉ࡢሗࡢᑓ㛛⛉┠ࠕ࡚ࡋሗᇶ♏ ⏝ሗᛂࠕࠊࠖ ࡢ㛵㐃ሗ⛉Ꮫࠖࠕࠊࠖ

ࡋ┠⛉ᑓ㛛ࡿࡍ᥋㛵㐃┤ሗ་⒪᭦ࠊ┠⛉ ✲◊⏝ᛂࠕ࡚ ࠊࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋ㛤ㅮࠖࢆ

ᩍ⫱ⓗࡸ࠸≻࡞≉Ⰽࡣḟࠋࡿ࠶࡛ࡾ࠾ࡢ 

㸦⾲ 15 ་⒪ሗᏛ⛉ ᑓ㛛⛉┠୍ぴ㸦ᑓ㛛⫋ࡢᩍ⫱㸧㸧 

 

♏ಖ་⒪ᇶࠕ ① ♫ࠕࡵࡓࡿࡍゎ⌮ࢆ➼ไᗘࡢ♴⚟ಖ࣭ࡃᕳࡾྲྀࢆ་⒪ࠊࡣ࡚࠸࠾ࠖ

⚟♴⥲ㄽ Ꮫࢆ㆑▱ࡢ⫋ᑓ㛛ࡢࡿࡅ࠾་⒪ᶵ㛵᭦ࠊࡋ⨨㓄ࢆᗣ⟶⌮ᴫㄽࠖࠕࠊࠖ

ᗋ᳨ᰝ⥲ㄽ⮫ࠕࡵࡓࡪ ▱࠸ᖜᗈࡿࢃ㛵♴⚟ಖ࣭་⒪࣭ࠊࡋ⨨㓄ࢆㆤᴫㄽࠖ┳ࠕࠊࠖ

㆑ྲྀࢆᚓࠊࡏࡉᑵ⫋άືࡿࡅ࠾⫋ᴗほࡢ⫱ᡂ㈉⊩ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

ࡋ⨨㓄ࢆᗋ་ᏛྛㄽⅠ㹼ϯࠖ⮫ࠕࡧᗋ་Ꮫ⥲ㄽࠖཬ⮫ࠕࠊࡣ࡚࠸࠾ࠖ♏ᗋ་Ꮫᇶ⮫ࠕ ②

デ᩿ࡸ⒪㛵ࡿࡍᇶᮏⓗ㡯ࢆ⩦ᚓࠋࡿࡏࡉ 

 

་⒪⟶⌮ㄽⅠ㸤Ⅱ࡛ࠖ་⒪ࠕ࡚ࡋ⫋ᑓ㛛ົࡿࡅ࠾་⒪ᶵ㛵ࠊࡣ་⒪⟶⌮ㄽ࡛ࠖࠕ ③

ᶵ㛵ࢆ⌮⟶⧊⤌ࡢᏛࠕࠊࡧデ⒪ሗ⟶⌮ㄽ ศ㢮ἲ⥲ㄽࠕࠊࠖ ศࠕࡧศ㢮ἲ₇⩦Ⅰࠖཬࠕࠊࠖ

㢮ἲ₇⩦Ⅱ࡛ࠖ デ⒪㘓ࡢ➼ࢢࣥࢹ࣮ࢥࡸ⌮⟶ࡢデ⒪ሗ⟶⌮ኈࡢ࡚ࡋᑓ㛛▱㆑ᢏ

 ࠋࡿࡏࡉᚓ⩦ࢆ⾡

 

࣮ࣗࣆࣥࢥࡢࢺࣇࢯࡧཬࢻ࣮ࣁ࡚࠸࠾࣒ࠖࢸࢫࢩࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥࠕࠊࡣ࡛ࠖ♏ሗᇶࠕ ④

ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ㏻ಙࠕࠊࡋᩍᤵࢆᵓᡂࢱ ࡍ⏝άࢆࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ࡞ㄽࠖࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࠕࠊࠖ

ᐇ㦂࣒ࢸࢫࢩሗࠕࠊࡋ⨨㓄ࢆ┠⛉♏ᇶࡢࡵࡓࡿ ᐇ㦂ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿሗࠕࠊࠖ ࢱ࣮ࢹࠕࠊࠖ

ᐇ☜ࠊ࡛ࡇࡿࡏࡉయ㦂ࢆෆᐜࡔࢇᗙᏛ࡛Ꮫࠊࡾࡼ┠⛉⩦₇ࡧᐇ㦂ཬࡢࠖ⩦₇ࢫ࣮࣋

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᡂຌࡇࡿࡏࡉᚓ⩦࡚ࡋ㆑▱࡞

 

࡛ࠖ⏝ሗᛂࠕ ⑤ ࡋ♏ᇶࡢࡵࡓࡿࡍ㛤Ⓨࢆ࣒ࢸࢫࢩሗࠊࡣ ゝㄒⅠ࣒ࣛࢢࣟࣉࠕ࡚ ࣉࠕࠊࠖ

ࡅタࢆ┠⛉⩦₇ྠࡵࡓࡿࡍ㆑▱࡞ᐇ☜ࢆᗙᏛࠊࡋ⨨㏻ᖺ࡛㓄ࢆゝㄒⅡ࣒ࠖࣛࢢࣟ

㛤ⓎㄽⅠ࣒ࢸࢫࢩሗࠕ᭦ࠋࡿ࠸࡚ ᵓ⠏࣒ࢸࢫࢩ㛤ⓎㄽⅡ࡛ࠖሗ࣒ࢸࢫࢩሗࠕࠊࠖ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⩦Ꮫ࡚࠸ࡘᡭἲࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡸ⌮⟶ࢺ࣓ࣥࣗ࢟ࢻࡢ㝿ࡢ

 

㛵㐃ሗ⛉Ꮫ࡛ࠖࠕ ⑥ ሗᩘᏛࠕࡿ࡞♏ᇶࡿࡍゎ⌮ࢆ┠⛉ࡢሗ㛵㐃ࠊࡣ ሗ⌮ㄽࠕࠊࠖ ࠊࠖ

ᕤᏛࢹ࣓ࢳ࣐ࣝࠕ᭦ࠊࡋ⨨㓄ࢆពᛮỴᐃㄽࠖࠕ ⌮ಙྕฎࣝࢱࢪࢹࠕࠊࠖ ゝ↛⮬ࠕࠊࠖ

ㄒฎ⌮ࠖࢆࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ࡞ᛂ⏝ࡓࡋᢏ⾡㛵ࡿࡍ▱㆑ࢆㅮ⩏ࠊ࡛ࡇࡿࡍሗฎ⌮ࡢ

ᑐ㇟ࡿࡍ㡿ᇦࡢᗈࢆࡉឤࠊࡏࡉࡌᵝ࡞ࠎศ㔝⯆ࢆᢪࢆ┠⛉ࡿࡏ㓄⨨ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

㆑▱ࡔࢇᗙᏛ࣭₇⩦➼࡛ᏛࡢᏛ࡚࠸࠾ࠖ⩦ᴗᐇ⩦࣭㝔ᐇࠕࠊࡣ࡛ࠖ✲◊⏝ᛂࠕ ⑦

≻ࢆࡇࡿࡏࡉᚓ⩦࡚ࡋ㆑▱࡞☜ࡾࡼࠊࡋㄆ☜࡚࠸࠾ሙ⌧ࡢ㝔ࡸᴗࢆ⾡ᢏࡸ
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⩦₇ࡸ⩏ㅮࡿࡼࣉ࣮ࣝࢢࡢᑡேᩘࡣ࡚࠸࠾࣑ࠖࢮ་⒪ሗࠕࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ࠸

άືࡾࡼ᭦ᑓ㛛ⓗ࡞་⒪ሗࡢ▱㆑ࡸᢏ⾡ࢆ⩦ᚓࠋࡿ࠸࡚ࡋ࠸≻ࢆࡇࡿࡍ 

 

⑧ ᖹᡂ 19 ᖺᗘࠕࠊࡣᴗᐇ⩦࣭㝔ᐇ⩦ࠖࡢ⛉┠࡛㝔ཬࡧᴗࢆࢀࡒࢀࡑ 2 㐌㛫ᐇ⩦ࠊ

ࢆࡽࡕࡢ㝔ࡣࡓࡲᴗࡣࡓࡲ 4 㐌㛫ᐇ⩦࡚ࡋᐇࠋࡓࡋᐇ⩦ࠊࡣࡢ┠⛉ࡢㅮ

⩏ᮇ㛫୰ᐇ4ࠊࡵࡓࡿࢀࡉ 㐌㛫ࡢ㛗ᮇ㛫ᐇ⩦࡛ࡣ┠⛉ࡢᨭ㞀ࠊࡽࡇࡿࡎ⏕ࡀ

ᖹᡂ 20 ᖺᗘࠕࠊࡣᴗᐇ⩦࣭㝔ᐇ⩦Ⅰࠖࡢ 2 㐌㛫ᐇ⩦ࠕࠊᴗᐇ⩦࣭㝔ᐇ⩦Ⅱࠖࡢ 4

㐌㛫ᐇ⩦ࡢ 2 ⛉┠ᵓᡂ2ࠊࡋ 㐌㛫ᐇ⩦ࢆᇶᮏࠊ࡚ࡋᩍ⫱ୖࡢᚲせᛂ࡚ࡌ 4 㐌㛫ᐇ

 ࠋࡓࡋᐇࢆ⩦

 

⑨ 㝔ᐇ⩦㛵ࠊࡣ࡚ࡋᖹᡂ 20 ᖺᗘࠊࡣཎ๎ 2 㐌㛫ᐇ⩦ࠊࡓࡲࠋࡓࡋᏛ⏕ࡢᐇ⩦ෆᐜ

ࠊࡀࡓࡋῶᑡࡣ་⒪ᶵ㛵ᩘࡢᐇ⩦ඛࡾࡼᖹᡂ19ᖺᗘࠊࡋ៖⪄ࢆ࡞౽ࡢ㏻ࡸᕼᮃࡢ

Ꮫ⏕ࡀᕼᮃࡿࡍᐇ⩦ඛཬࡧ㒊㛛࡛ࡢᐇ⩦ࢆᐇࠋࡓࡋ 

㸦⾲ 16 ་⒪ሗᏛ⛉ 㝔ᐇ⩦ࡢ≧ἣ㸧 

 

⑩ ᴗᐇ⩦㛵ࠊࡣ࡚ࡋᖹᡂ 20 ᖺᗘࡣཎ๎ 2 㐌㛫ᐇ⩦ࠋࡓࡋᖹᡂ 19 ᖺᗘẚࡅཷࠊ

ධࢀᴗᩘࡣኚࠊࡀ࠸࡞ࡽࢃᐇ⩦⏕ࡣᩘࡢ 2/3 ⛬ᗘࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞ᐇ⩦ᮇ㛫ࡗ࡞ࡃ▷ࡶ

ࡿ࠸࡚ࡋᫎࢆࡇࡿ࠸࡚ࢀ⨨ࡀᴗἣ≦῭⤒ࠊໃ♫࠸ࡋཝࠊࡣࢀࡇࠋࡿ࠸࡚

ᐇ⩦๓ᣦᑟࡢ⏕Ꮫ࠺ࡼࡍ⏕ศࢆᶵ࠸࡞ࡓࡲࡶ࡚ࡋᏛഃࠋࡿࢀࡽ࠼⪄

 ࠋࡓࡗ⾜༑ศࢆ

㸦⾲ 17 ་⒪ሗᏛ⛉ ᴗᐇ⩦ࡢ≧ἣ㸧 

 

⑪ ༞ᴗせ௳༢ᩘࡣ 126 ༢࡛ࠋࡿ࠶ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠㸦་⒪ࣥࣙࢩ࣮ࣞ࣎ࣛࢥࡢศ㔝ࡴྵࢆ㸧

㛤ㅮࡣ 120 ༢୰ࠊᚲಟ 87 ༢୍ࠊ⯡ᩍ㣴ⓗ⛉┠ࡣ㛤ㅮ 38 ༢୰ࠊᚲಟ 12 ༢ࠊእ

ᅜㄒ⛉┠ࡣ㛤ㅮ 14 ༢୰ࠊᚲಟ 6 ༢࡛ࠋࡿ࠶༞ᴗせ௳༢ᩘᑐࡿࡍᚲಟ⛉┠ࡢ

ࡣྜ 83.3㸣࡛ࡸࡸࡾ࠶㧗ࠋ࠸㑅ᢥ⛉┠ࡢ༢ᩘࠊࡣᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠ 33 ༢୍ࠊ⯡ᩍ㣴ⓗ

⛉┠ 26 ༢ࠊእᅜㄒ⛉┠ 8 ༢࡛ࡸࡸࠊࡾ࠶ᑓ㛛⛉┠ࡢ㑅ᢥ⛉┠ࡀᑡ࠸࡞ゝࠋࡿ࠼ 

 

⑫ ᑓ㛛⛉┠㸦་⒪ศ㔝ሗศ㔝㸧ࡢ 1㹼3 ᖺḟࠊࡢ࡛ࡲᚲಟ⛉┠ࡿࡅ࠾ᡂ⦼ࡢ≧ἣࠊࡣ

་⒪ศ㔝ሗศ㔝࡚࠸࠾ᡂ⦼ホ౯࡞ࡁᕪ␗ࠋ࠸࡞ࡣሗศ㔝ࡢ㑅ᢥ⛉┠ࡣᚲಟ

⏕Ꮫࡢᑡᩘࡿࡍᚓពࢆศ㔝ࡢࡑࡀ⪅ᒚಟࠊࡣ⏤⌮ࠋࡿ࠶ഴྥ࠸Ⰻࡀ⦼ᡂࡾࡼ┠⛉

㝈1ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡵࡓࡿࢀࡽ ᖺḟࡢᡂ⦼ࡢ⤒ᖺࢆࢱ࣮ࢹศᯒࠊࡿࡍ་⒪ศ㔝ࡢᚲಟ

࡚ࡋపୗࡣ⦼ᡂࡢ┠⛉ᚲಟࡢሗศ㔝ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋୖྥࡽ㛤Ꮫึᖺᗘࠊࡣ⦼ᡂࡢ┠⛉

2ࠊࡋࡋࠋࡿࢀྲྀࡳㄞࡀࡇࡿ࠸ ᖺḟ௨㝆ᡂ⦼ࢆぢࠊࡿሗศ㔝ࡶ་⒪ศ㔝ࡌྠ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋୖྥࡣ⦼ᡂ࠺ࡼ

㸦⾲ 18 ་⒪ሗᏛ⛉ ᑓ㛛⛉┠ࡢᡂ⦼㸦་⒪ศ㔝ሗศ㔝㸧㸧 

 

 ࠖ⟇᪉ࡓࡅྥᨵၿ࣭ᨵ㠉ࡢᚋࠕ

① ᑓ㛛⛉┠ᩍ⫱ࠊࡣ࡚࠸࠾ேయᵓ㐀ࡸᶵ⬟་⒪ሗฎ⌮ࡢ㛵㐃࡛ࡀ┠⛉ࡢᑡࠊࡃ࡞

⮫ᗋ་Ꮫ㛵ಀࡢ┠⛉ࡢ⌮ゎࡀ༑ศ࡛ࠊࡓࡲࠋ࠸࡞ㄽ⌮ⓗᛮ⪃➼ࡢࡵࡓ࠺⾜ࢆᇶ♏Ꮫຊࡀ

㊊ࠊࡋሗࡢᑓ㛛⛉┠ࡢ⌮ゎࡀ༑ศ࡛ࠋ࠸࡞ 

 

② ᚋࠊࡣ⏕యᕤᏛ⣔ࡢᇶ♏ⓗ₇࡞⩦ཬࡧ་⒪ሗ⥲ྜ₇⩦ࢆ┠⛉ࡢ࡞㏣ຍࠊࡋ་⒪

ሗࠊࡸྜ⼥ࡢᗈ⠊ᅖ࡞་⒪ሗࡢ⯆ࢆᣢ࡛ࡇࡿࡏࡓᑓ㛛⛉┠ࡢ⌮ゎᗘࡉୖྥࢆ
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⛉ᑓ㛛ࡢሗ་⒪࡞ⓗྜ⥲ࡓࡋᑐᛂ㈨᱁ヨ㦂ࠊࡸ┠⛉ሗᑓ㛛࡞ᇶ♏ⓗ᭦ࠋࡿࡏ

 ࠋࡿࡍࡇ࠺≻ࢆୖྥࡢᑓ㛛ᇶ♏Ꮫຊࠊࡋ㏣ຍࢆ┠

 

③ ᴗཬࡧ㝔ࡢᐇ⩦࡛ࠊࡣᐇ⩦ᮇࡸ๓࣭ᚋᣦᑟࡢෆᐜࡢ┦㐪➼຺ࢆࠕࠊࡋ

ᴗᐇ⩦ ศ࠸ࡋ⃭ࡀᅜ㝿ࡶ་⒪ࡶሗࠊࡓࡲࠋࡿࡍ┠⛉ࡢಶูࡓࡋࠖ⩦㝔ᐇࠕࠖ

㔝࡛ࠊࡵࡓࡿ࠶ᑓ㛛ⱥㄒࡢᙉࢆᅗࠊࡾᾏእ◊ಟ➼ࡢཧຍ➼ࡶ✚ᴟⓗ㐍ࡇࡿࡵ

 ࠋࡿࡍ
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⾲ 15 ་⒪ሗᏛ⛉ ᑓ㛛⛉┠୍ぴ㸦ᑓ㛛⫋ࡢᩍ⫱㸧 

㓄ᙜᖺḟ ⛉┠ ᢸᙜᩍဨ ศ

㢮 
⛉┠ྡ ༢ᩘ 

1 ༢ᙜ 

㛫ᩘ 1ᖺ 2ᖺ 3ᖺ 4ᖺ ᚲಟ 㑅ᢥ ᑓ௵ ව௵ 

♫⚟♴⥲ㄽ 2 15 ○       ○     ○ 

ᗣ⟶⌮ᴫㄽ 2 15     ○   ○   ○   

┳ㆤᴫㄽ 1 15     ○   ○   ○   

⮫ᗋ᳨ᰝ⥲ㄽ 1 15 ○       ○     ○ 

㝔ሗ⟶⌮ᴫㄽ 1 15     ○   ○   ○   

保
健
医
療
基
礎 

་Ꮫ⏝ㄒ 1 15   ○     ○     ○ 

⮫ᗋ་Ꮫ⥲ㄽ 2 15 ○       ○     ○ 

⮫ᗋ་ᏛྛㄽⅠ 1 15 ○       ○   ○   

⮫ᗋ་ᏛྛㄽⅡ 1 15 ○       ○   ○   

⮫ᗋ་ᏛྛㄽϪ 1 15 ○       ○     ○ 

⮫ᗋ་Ꮫྛㄽϫ 1 15   ○     ○     ○ 

⮫ᗋ་ᏛྛㄽϬ 1 15   ○     ○     ○ 

⮫ᗋ་Ꮫྛㄽϭ 1 15   ○     ○   ○   

⮫ᗋ་ᏛྛㄽϮ 1 15   ○     ○     ○ 

臨
床
医
学
基
礎 

⮫ᗋ་Ꮫྛㄽϯ 1 15   ○     ○     ○ 

་⒪⟶⌮ㄽⅠ 2 15 ○       ○     ○ 

་⒪⟶⌮ㄽⅡ 2 15     ○   ○     ○ 

デ⒪ሗ⟶⌮ㄽ 2 15   ○     ○     ○ 

ศ㢮ἲ⥲ㄽ 2 15   ○     ○     ○ 

ศ㢮ἲ₇⩦Ⅰ 1 30     ○   ○     ○ 

医
療
管
理
学 

ศ㢮ἲ₇⩦Ⅱ 1 30     ○   ○     ○ 

   ○   ○       ○ Ⅰ 2 15࣒ࢸࢫࢩࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ

 ○     ○       ○ Ⅱ 2 15࣒ࢸࢫࢩࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ

 ○     ○       ○ 15 2 ࣒ࢬࣜࢦࣝᵓ㐀ࢱ࣮ࢹ

㏻ಙ15 2 ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ   ○     ○   ○   

ሗࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿᐇ㦂 1 45   ○     ○   ○   

ᩘ್ィ⟬ἲ 2 15 ○       ○     ○ 

UNIX ᴫㄽ 2 15   ○     ○   ○   

ሗ࣒ࢸࢫࢩᐇ㦂 1 45   ○     ○   ○   

  ○   ○     ○   ㄽ 2 15ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ

  ○   ○   ○     30 2 ⩦₇ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ

་⒪ሗᏛ 2 15 ○       ○   ○   

情
報
基
礎 

 ○     ○       ○ 30 1 ⩦₇ࢹ࣓ࢳ࣐ࣝ
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㓄ᙜᖺḟ ⛉┠ ᢸᙜᩍဨ ศ

㢮 
⛉┠ྡ ༢ᩘ 

1 ༢ᙜ 

㛫ᩘ 1ᖺ 2ᖺ 3ᖺ 4ᖺ ᚲಟ 㑅ᢥ ᑓ௵ ව௵ 

   ○   ○     ○   ゝㄒⅠ 2 15࣒ࣛࢢࣟࣉ

   ○   ○     ○   ゝㄒⅠ₇⩦ 2 30࣒ࣛࢢࣟࣉ

   ○   ○     ○   ゝㄒⅡ 2 15࣒ࣛࢢࣟࣉ

   ○   ○     ○   ゝㄒⅡ₇⩦ 2 30࣒ࣛࢢࣟࣉ

ሗ࣒ࢸࢫࢩᴫㄽ 2 15   ○     ○   ○   

ሗ࣒ࢸࢫࢩ㛤ⓎㄽⅠ 2 15   ○     ○   ○   

ሗ࣒ࢸࢫࢩ㛤ⓎㄽⅡ 2 15     ○   ○   ○   

ሗ15 2 ࢸࣜࣗ࢟ࢭ     ○   ○     ○ 

ሗ࣒ࢸࢫࢩ㐠⏝⟶⌮ㄽ 2 15     ○   ○     ○ 

情
報
応
用 

ᆅᇦ་⒪ሗ࣒ࢸࢫࢩㄽ 2 15   ○     ○     ○ 

ሗᩘᏛ 2 15 ○         ○   ○ 

ᛂ⏝ᩘᏛ 2 15   ○       ○   ○ 

ሗ⌮ㄽ 2 15   ○       ○   ○ 

  ○ ○     ○     ᣦྥゝㄒ 2 15ࢺࢡ࢙ࢪࣈ࢜

  ○ ○     ○     ᣦྥゝㄒ₇⩦ 2 30ࢺࢡ࢙ࢪࣈ࢜

Web   ○ ○         ○ 30 1 ⩦₇࣒ࢸࢫࢩ

་⏝ᕤᏛᴫㄽ 2 15       ○   ○   ○ 

⏬ീฎ⌮ᕤᏛ 2 15     ○     ○ ○   

 ○   ○     ○     ᕤᏛ 2 15ࢹ࣓ࢳ࣐ࣝ

 ○   ○   ○       ಙྕฎ⌮ 2 15ࣝࢱࢪࢹ

ពᛮỴᐃㄽ 2 15       ○   ○   ○ 

⮬↛ゝㄒฎ⌮ 2 15       ○   ○   ○ 

関
連
情
報
科
学 

ඛ➃ሗฎ⌮≉ㄽ 1 15       ○   ○   ○ 

་⒪ሗ࣑ࢮⅠ 1 30     ○   ○   ○   

་⒪ሗ࣑ࢮⅡ 1 30     ○   ○   ○   

ᴗᐇ⩦࣭㝔ᐇ⩦Ⅰ 2 45     ○     ○ ○   

応
用
研
究 

ᴗᐇ⩦࣭㝔ᐇ⩦Ⅱ 4 45     ○     ○ ○   
 

༞ᴗ◊✲ 4 45       ○   ○ ○   

 



 38

⾲ 16 ་⒪ሗᏛ⛉ 㝔ᐇ⩦ࡢ≧ἣ    

ᖹᡂ 19 ᖺᗘ ᖹᡂ 20 ᖺᗘ 
ᖹᡂ 21 ᖺᗘ 

㸦ணᐃ㸧 ᐇ⩦ඛ་⒪ᶵ㛵ྡ 

ཧຍ⪅ᩘ ཧຍ⪅ᩘ ཧຍ⪅ᩘ 

NTT ᮾ᪥ᮏ㛵ᮾ㝔 18 21 13 

Ἑ⥲ྜ㝔     3     2     1 

Ṋⶶ㔝㝧㝔     4     4     2 

ᮾி⮫ᾏ㝔     3     2 㸫 

Ọ⏕㝔     1 㸫 

 

㸫 

ᶓປ⅏㝔     2     2     2 

ⲡຍᕷ❧㝔     2 㸫 㸫 

㔛◊✲ᡤ㝔     6 㸫 㸫 

ఀ㑣୰ኸ㝔    㸫 

 

    1 㸫 

ᮾி㏴ಙ㝔 20* 28 18 

ᴬཎグᛕ㝔 6*     4     4 

ᮾி་⛉ṑ⛉Ꮫ㝔 3* 2**     2 

బࠎ⥲ྜ㝔 1*     2     2 

༓ⴥ୰ኸ࣓1 ࣮ࢱࣥࢭࣝ࢝ࢹ* 㸫 㸫 

ᑠ༓㇂⥲ྜ㝔 1* 㸫 㸫 

ᮾ㑥Ꮫ᳃་⒪࣮ࢱࣥࢭ 㸫 

 

㸫 

 

    2 

Ꮫ㝔 㸫 

 

㸫 

 

    2 

ᶓ༡ඹ῭㝔 

 

㸫 

 

㸫 

 

    1 

ᶓᰤඹ῭㝔 㸫 

 

㸫 

 

    2 

ᮾᇸ⋢⥲ྜ㝔 㸫 

 

㸫 

 

    2 

῭⏕ᕝཱྀ⥲ྜ㝔 

 

㸫 

 

㸫 

 

    1 

ᮾ㝔 

 

㸫 

 

㸫 

 

    1 

㟷᳃┴❧୰ኸ㝔 㸫 

 

㸫 

 

    1 

㛗㔝ᕷẸ㝔 㸫 

 

㸫 

 

    1 

ྜ    ィ 71 

㸫 

68 

㸫 

57 

*:ᐇ⩦ᮇ㛫ࡀ 4 㐌㛫ࠊ**㸸3 㐌㛫ࠊ↓༳ࡣ 2 㐌㛫ࠋ 
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⾲ 17 ་⒪ሗᏛ⛉ ᴗᐇ⩦ࡢ≧ἣ 

ᖹᡂ 19 ᖺᗘ ᖹᡂ 20 ᖺᗘ 
ᖹᡂ 21 ᖺᗘ 

㸦ணᐃ㸧 ᐇ⩦ඛᴗ➼㛵ྡ 

ཧຍ⪅ᩘ ཧຍ⪅ᩘ ཧຍ⪅ᩘ 

ᮾி4     4     6     ࣖࣛࢧ 

 5     5     12 ࣥࢯࣥࣙࢪ㸤ࣥࢯࣥࣙࢪ

 7     4     9     ࢣࢫ࣒࢚࣮ࣝ࣊ࣜࢫ

 3ࠊ3 3     3     ࢡࢵࢸࣥࣇࣛࢡࢧࠊ⢭ᶵࣛࢡࢧ

᪥ᮏග㟁     5 2%     2 

 2     3     3     ࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥࢻࣥࣛ

 㸫 %%3 **4 ࢪ࣮ࢸࣥ

 3     2     2     ࢙࣮࢘࢟

ྜྷ⏣〇⸆     3     3     4 

 㸫 㸫 2     ࣮ࣗࣇࢿ㸤ࢫ࣑ࢫ

Ỉ㔝⸆ᒁ 2* 㸫     5 

ᮾி⸆ᖌ     1 㸫 

 

㸫 

 ᪥❧〇సᡤ     2 㸫 㸫 

ᮾ㑥⸆ရ     2 㸫 㸫 

 㸫 㸫 2     ࣝ࢝ࢹ࣓࣒ࢺ

NPO  㸫 㸫  1 ࠸࠶ࡅࡍࡓࣈࣛࢡࢸࣜࣅ

 㸫 ࣒ࢥࢫࢩ࣮࣮࣐ࣜࣗ࢟

㸫 

    1 㸫 

 㸫 ࢻࢵ࣋ࢺ࣐ࣥ࢘ࣛࣃ

㸫 

    2 㸫 

 㸫 ࢥ

㸫 

    2     1 

ṇᐩᒣ〇⸆ 㸫 

㸫 

5%%% 㸫 

 㸫 ࢡࢵࣟࢳࢵ࣐

㸫 

    1 㸫 

 㸫 ࢙࢘ࢫ࢚ࣥࢪࣛ

㸫 

    1 

 

    1 

 㸫 㸫     2 ࣝ࢝ࢹ࣓ࢠ࣍

 ࣥࢯࣥࣙࢪ㸤ࣥࢯࣥࣙࢪ

DePuy ᩚᙧእ⛉㒊㛛 
㸫 㸫     2 

⍞✑་⛉ᕤᴗ 㸫 㸫     3 

 㸫 㸫     1 ࢹ࣭ࢫࢺ࢚ࣜࢡ

⚄ዉᕝ┴ᗇ⚟♴タ 㸫 㸫     1 

ྜ    ィ 59 41 

41 

48 

*:ᐇ⩦ᮇ㛫ࡀ 4 㐌㛫7:%ࠊ ᪥㛫5:%%ࠊ ᪥㛫3:%%%ࠊ ᪥㛫ࠊ↓༳ࡣ 2 㐌㛫 
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⾲ 18 ་⒪ሗᏛ⛉ ᑓ㛛⛉┠ࡢᡂ⦼㸦་⒪ศ㔝ሗศ㔝㸧    

ᖹᡂ 17 ᖺᗘ ᖹᡂ 18 ᖺᗘ ᖹᡂ 19 ᖺᗘ ᖹᡂ 20 ᖺᗘ   

  1 ᖺḟ⏕ 1 ᖺḟ⏕ 2 ᖺḟ⏕ 1 ᖺḟ⏕ 2 ᖺḟ⏕ 3 ᖺḟ⏕ 1 ᖺḟ⏕ 2 ᖺḟ⏕ 3 ᖺḟ⏕ 4 ᖺḟ⏕ 

་⒪ศ㔝 
   Ⅼ 

68.3  

Ⅼ 

72.6  

Ⅼ 

78.4  

Ⅼ 

74.2  

Ⅼ 

83.8  

Ⅼ 

78.8  

Ⅼ 

73.5  

Ⅼ 

83.2  

Ⅼ 

75.5  

Ⅼ 

㸫  

㸦⛉┠ᩘ㸧 㸦6⛉┠㸧 㸦6⛉┠㸧 㸦9⛉┠㸧 㸦6⛉┠㸧 㸦9⛉┠㸧 㸦6⛉┠㸧 㸦6⛉┠㸧 㸦9⛉┠㸧 㸦6⛉┠㸧 㸦0⛉┠㸧 

ሗศ㔝 

㸦ᚲಟ㸧 
82.2  77.4  75.6  75.8  76.4  82.1  73.3 70.3 83.4 㸫 

㸦⛉┠ᩘ) 㸦6⛉┠㸧 㸦6⛉┠㸧 
㸦12 ⛉

┠㸧 
㸦6⛉┠㸧 㸦12⛉┠㸧 㸦6⛉┠) 㸦6 ⛉┠㸧 㸦12⛉┠㸧 㸦6⛉┠㸧 㸦0⛉┠㸧 

ሗศ㔝 

㸦㑅ᢥ㸧 
77.4  86.4  87.8  86.2  84.7  79.9  85.4 72.7 73.2 79 

㸦⛉┠ᩘ㸧 㸦2⛉┠㸧 㸦2⛉┠㸧 㸦2⛉┠㸧 㸦2⛉┠㸧 㸦2⛉┠㸧 㸦5⛉┠㸧 㸦6⛉┠㸧 㸦2⛉┠㸧 㸦2⛉┠㸧 㸦6⛉┠㸧 

    

㸦2㸧ࡿࡅ࠾࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝㧗࣭ࡢ᥋⥆ 

 

 Ⅼ᳨࣭ホ౯ࠖࡧཬ≦⌧ࠕ

㸦ඹ㏻⛉┠㸧 

① ᮏᏛࡿࡅ࠾㧗࣭ࡢ᥋⥆ࠊࡣ࡚࠸ࡘᏛ⛉ࡿࡅ࠾Ꮫ⛉ࡢᑓ㛛⛉┠ࡢ㛵㐃࡛ࠊ་⒪

ᰤ㣴Ꮫ⛉ࠕࠊࡣ࡚࠸࠾⏕≀ⅡࠖཬࠕࡧᏛⅡࠖࢆᚲಟ⛉┠࡚ࡋ㓄⨨ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

ᚲ㡲ࡀࡇࡿࡍゎ⌮ࢆ♏ᇶࡢ㛵㐃࡛ᩘᏛࡢ┠⛉ᑓ㛛ࠊࡣ࡚࠸࠾⛉་⒪ሗᏛࠊࡓࡲ ②

ᖹᡂࠊࡽࡇࡿ࠶࡛ 19 ᖺᗘ࣭20 ᖺᗘࡣᇶ♏ᩘᏛࡢ≉ู⿵ㅮࢆᐇࠊࡀࡓࡋཧຍ⪅ࡀ

ᑡ࡛ࡢ࠸࡞ᖹᡂ 21 ᖺᗘࡣ୰Ṇࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

ࠊ࡚ࡋᐇࡢ⫱ሗᩍࡿࡅ࠾㧗ᰯࠊࡣ࡚࠸࠾࣮ࢩࣛࢸሗࣜࡢᏛ⛉ᚲಟࠊ࠾࡞ ③

Ꮫ⏕ࡢ⩦⇍ᗘ┦ᙜࡢᕪ␗ࠊࡽࡇࡿ࠶ࡀᤵᴗෆᐜࢆሗึࡢṌ࣭ᇶ♏ࡽᐇ࡚ࡋ

 ࠋࡿ࠸

 

ࡓࢆ⏕Ꮫࡓࡗ࡞࠸࡚ࡋᒚಟࢆ┠⛉♏ᇶࡢ➼㧗ᰯ࡛⏕≀࣭Ꮫ࣭≀⌮࣭ᩘᏛࠊࡢࡑ ④

Ⅰ࣭Ⅱ≀⏕ࠕࠊ㇟ᑐࡿ ᏛⅠ࣭Ⅱࠕࠊࠖ ࡋ┠⛉㑅ᢥࢆᇶ♏ᩘᏛࠖࠕࡧᏛࠖཬ⌮≀ࠕࠊࠖ

࡚㓄⨨ࡣ࡛≦⌧ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋᒚಟ⪅ࡀᑡࠊࡃ࡞ᚲࡶࡋࡎᏛഃࡀពᅗࡓࡋ≧ἣ࡚ࡗ࡞

 ࠋ࠸࡞࠸

 

㸦┳ㆤᏛ⛉㸧 

ᮏᏛࡢᏛ⏕ࡣ AO ධヨࠊᣦᐃᰯ᥎⸀ࠊබເไ᥎⸀୍ࠊ⯡ධヨ㑅ᢤ࣮ࢱࣥࢭࠊ⏝ヨ㦂➼ࡢከ

ᵝ࡞᪉ἲ࡛ධᏛࠊࡾ࠾࡚ࡋ┳ㆤࢆᏛࡪᇶ♏▱㆑࡚ࡋᚲせ࡞⏕≀ᏛࠊᏛࠊ≀⌮Ꮫࢆ⩦ᚓ

ධᏛ๓ࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋᅾᏛࡶ⏕Ꮫ࠸࡞࠸࡚ࡋ 3 Ꮫ⛉ඹ㏻ࡢ⿵⩦ㅮ⩏࠺ࡼࡿࡅཷࢆ

Ꮫ⏕ࠋࡿ࠸࡚ࡵ່ 

 

㸦་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉㸧 

① ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉࡛ࠕࠊࡣ⏕≀ࠖཬࠕࡧᏛࠖࡣ⟶⌮ᰤ㣴ኈㄢ⛬ᑓ㛛⛉┠ࡢ⌮ゎᚲせ࡞⛉

Ⅱ≀⏕ࠕࠊ࡚ࡋ┠⛉ࡢࡵࡓ࠺⾜ࢬ࣮࣒ࢫࢆᑟධࡢ➼┠⛉ᑓ㛛ࠊࡾ࠶࡛┠ Ꮫࠕࠊࠖ

Ⅱࠖࢆᚲಟࠋࡿ࠸࡚ࡋ 
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② ᭦ࠊᏛධᏛ࡛ࡲᚲࡶࡋࡎ⏕≀࣭Ꮫ➼ࡢ་⒪⣔ᇶ♏⛉┠ࢆᏛ࠸࡞࠸࡛ࢇᏛ⏕࠸ࡶ

Ⅰ≀⏕ࠕ࠸࡞࠸࡚ࡗ࡞┠⛉ᚲಟࡣᮏᏛ࡛ࠊࡣᅾ⌧ࠊࡽࡇࡿ ࡚ࡋᑐᏛⅠࠖࠕࠊࠖ

⫱ᩍࠊᛕ⌮ࡢᮏᏛᘓᏛࠊࡋㄝ᫂ࢆ⩏ពࡪᏛࡸᚲせᛶࡢ⩦Ꮫ࡛࡞ࢫࣥࢲ࢞ධᏛࠊࡶ

┠ⓗࡢ㊃᪨ἢࠊ≀⏕࡛ࢇࡍࡍࠊࡃ࠺Ꮫ⌮ゎࡵ῝ࢆ⯆ࡸ㛵ᚰࢆᣢ࠺ࡼࡿࡏࡓᣦ

ᑟࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 

 

㸦་⒪ሗᏛ⛉㸧 

① ་⒪ሗᏛ⛉ࡿࡅ࠾㧗࣭ࡢ᥋⥆ࠊࡣ࡚࠸࠾ඹ㏻⛉┠グ㏙ࠊࡾ࠾ࡓࡋᇶ♏ᩘᏛ

㓄࡚ࡋ┠⛉㑅ᢥࢆᛂ⏝ᩘᏛࠖࠕࡧሗᩘᏛࠖཬࠕࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋᐇࢆㅮ⿵ู≉ࡢ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗᅗࢆᏛຊྥୖࡢᏛᩘ࡚ࡋᣦ┠ࢆゎྥୖ⌮ࡢ㒊୍ࡢ┠⛉ᑓ㛛ࠊࡋ⨨

 

② ᩥ⣔㐍Ꮫᕼᮃ⪅ࡀ་⒪ሗᏛ⛉ධᏛࠊࡋධᏛᚋᇶ♏ᩘᏛࡢᚲせᛶࢆㄆ㆑ࢫ࣮ࢣࡿࡍ

ࡁຮᙉ࡛࡚ࡗᣢࢆ⯆Ⓨⓗ⮬ࡀᏛ⏕⮬㌟ࠊࡶ࠺⾜ࢆㅮ⿵ࠊࡌᛂᚲせࠋࡿ࠶ࡀ

ࡗࡼぢᏛࡸ⩦ᐇࠊࡋ㐺ᐅᤵᴗ࡛⤂ࢆၥ㢟ࡢ㈨᱁ヨ㦂ࠊࡣලయⓗࠋࡿࡍᣦᑟ࠺ࡼࡿ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᶵࡿ࠼⪄ࢆᏛ⏕⮬㌟࡛㐺ᛶࡓࡲࠊࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀຮᙉ࡞࠺ࡼࡢࠊ࡚

 

 ࠖ⟇᪉ࡓࡅྥᨵၿ࣭ᨵ㠉ࡢᚋࠕ

㸦ඹ㏻⛉┠㸧 

① 㧗࣭ࡢ᥋⥆࠺࠸ほⅬࠊࡣࡽᏛࡿࡅ࠾Ꮫ⩦ࡢ᪉ἲࡸᏛ⏕άࡾ࠶ࡢ᪉➼ࡺࢃ࠸

1ࠊࡕ❧ㄆ㆑ࡢࡿ࠸࡚ࡗࡲ㧗ࡀᚲせᛶࡢ⫱ᖺḟᩍึࡿ ᖺḟ๓ᮇᏛࡢᚲಟ⛉┠

 ࠋࡿ࠶ウㄢ㢟᳨࡛ࡀࡇ࠺⾜ᙧᘧ࡛⩦₇ࠊ࡚࠸ࡘ

 

ࡢ⪅ࡢ㧗ᰯ࡛ᮍᒚಟࠊ༢ࠊࡣ࡚࠸ࡘ┠⛉♏ᇶࡢ➼Ꮫᩘࠊ⌮≀ࠊᏛࠊ≀⏕ࠊࡓࡲ ②

⿵ㅮⓗෆᐜࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔᏛᩍ⫱࠸ࡋࢃࡉࡩ㨩ຊࡿ࠶ࡢෆᐜࢆຍࡓࡋᤵᴗෆᐜࠊࡋ

Ꮫ⏕ࡾࡼࡀ✚ᴟⓗᒚಟ࡛ࡿࡁᤵᴗ⛉┠࠺ࡼࡿ࡞ᨵၿࢆᅗࠋࡿࡍࡇࡿ 

 

㸦┳ㆤᏛ⛉㸧 

ධᏛᚋࡢᏛ⏕ࡢ㏣㊧ㄪᰝࡣᐇࠊࡀ࠸࡞࠸࡚ࡋᚋཷࡣ㦂᪉ἲࠊධᏛ๓⿵⩦ཷࡢㅮࡢ᭷

 ࠋࡿࡍࡇࡿࡍࡽ᫂ࢆၥ㢟࣭ㄢ㢟ࠊࡋㄪᰝࢆ㛵ಀࡢᒚಟ≧ἣࡢධᏛᚋࠊ↓

 

㸦་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉㸧 

① ᮏᏛ⛉࡛ࡣධᏛࡓࡋᏛ⏕ဨࠊ࠸⾜ࢆࢺࢫࢸࢺ࣓ࣥࢫࣞࣉࠖ≀⏕ࠕᵝ࡞ࠎᙧែ࡛ධ

ᏛࡓࡋᏛ⏕ࠊ࡚࠸ࡘ⟶⌮ᰤ㣴ኈᅜᐙヨ㦂ᑐືࡿࡍᶵࡸࡅᏛ⩦ពḧୖྥࡢཬࡧධᏛ

ᚋࡢᏛຊ㏣㊧➼ࢆ⥅⥆ⓗᐇࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋᚋࡢࡑࠊࡣ㏣㊧ㄪᰝ⤖ᯝ➼ࢆཧ⪃ࠊ㛵

㐃ᩍ⛉ᢸᙜᩍ⫱⫋ဨࢆ୰ᚰ࡚ࡋ㐃ᦠࠊࡾࢆᨵၿࢆᅗࠋࡿࡍࡇࡿ 

 

② Ꮫタ⨨ᇶ‽ᨵṇ➼ࡢᑐᛂࠊ࡚ࡋᩍ㣴ᩍ⫱ࡢᐇึࡸᖺḟᩍ⫱᭦ࡣᨻ⟇ㄢ㢟ᑐ

ᛂࠊ┠⛉ࡢࡵࡓࡿࡍ᪂つ⛉┠ࡢ㛤ㅮࠊ࡞⌧ᅾࢆ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡢぢ┤ࠊࡵࡓࡍ᪂ࡓᑓ

㛛ጤဨ➼ࢆタ⨨᳨࡚ࡋウࠋࡿࡍࡇ࠺⾜ࢆ᭦ࠕࠊࡣ࡛࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡢ⾜⌧ࠊ⏕≀

ⅠࠖཬࠕࡧᏛⅠࠖࡀᚲಟ⛉┠࡛ࠕࠊࡃ࡞ࡣ⏕≀ⅡࠖཬࠕࡧᏛⅡࠖࡀᚲಟ⛉┠ࡗ࡞

ࡉୖྥࡽࡉࢆᩍ⫱ຠᯝ࡚ࡋウ᳨ࡶ࡞㐺ṇᛶࡢ┠⛉㑅ᢥ┠⛉ᚲಟࠊ࡞ࡇࡿ࠸࡚

 ࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡏ
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㸦་⒪ሗᏛ⛉㸧 

ᇶ♏ᩘᏛࡢ⿵ㅮࢆᐇࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋಶࡢࠎᩍဨࡀᤵᴗෆᐜᕤኵࠊࡋࡽࡇࢆ㐺ᐅࠊㄽ⌮ⓗ

ᛮ⪃⬟ຊࢆ㧗ࡢࡵࡓࡿࡵᇶ♏ᩘᏛⓗ࡞ㄢ㢟ࢆฟࠋࡿ࠸࡚ࡋᚋࠊࡣᏛ⏕ࡀ་⒪ሗ⯆

᭦ࠋࡿࡍ㏣ຍࢆ┠⛉⩦་⒪ሗ⥲ྜ₇ࡿࡍ⩦Ꮫⓗྜ⥲ࢆ་⒪ሗศ㔝࠺ࡼࡿࡏぢฟࢆ

ࠊⓎ⾲࣭⫈ㅮཧຍࡢᏛࠊᾏእ◊ಟࠊ᪉୍࡛ࡿࡵດᙉ⿵ࡢᇶ♏Ꮫຊࡶ୰࡛ࡢ࣑ࢮࠊ

ᑓ㛛ㄅࡢᢞ✏ࡢᶵࢆసࠊࡶࡿᏛ⏕ࡢど㔝ࢆᗈࡿࡆ࠶ࢆࣥࣙࢩ࣮࣋ࢳࣔࠊࡆດຊ

 ࠋࡿࡍࡇ࠺⾜ࡁ⥆ࡁᘬࢆ

 

⾲ 19 ་⒪ሗᏛ⛉ࡿࡅ࠾ᇶ♏ᩘᏛࡢ⿵ㅮᐇ≧ἣ 

⿵ ㅮ ᐇ  ᮇ 㛫 ᐇᅇᩘ ே  ᩘ 

ᖹᡂ 19 ᖺᗘ ๓ᮇ 5/11 㹼 7/20 11 ᅇ 20 㹼 30 ྡ 

ᖹᡂ 20 ᖺᗘ ๓ᮇ  4/15 㹼 6/30 10 ᅇ 5 㹼 12 ྡ 

 

⾲ 20 ་⒪ሗᏛ⛉ࡿࡅ࠾ᴗ࣭ᕤሙ࣭㝔ぢᏛࡢᐇ≧ἣ 

ぢ Ꮫ ᐇ  ᪥ ぢ  Ꮫ  ඛ 
ேᩘ

(ྡ) 
ഛ     ⪃ 

ᖹᡂ 19 ᖺ 10 ᭶ ୰ኸ࣒ࢸࢫࢩᢏ◊ᰴᘧ♫   5 ་⒪ᶵჾ㛵㐃〇ရࡢ㛤Ⓨᕤ⛬ぢᏛ 

ྠ 12 ᭶ 
ᮾⰪఫ㟁་⒪ሗࢬ࣒ࢸࢫࢩ 

ᰴᘧ♫ 
  5 ྠ   ୖ 

ྠ  8 ᭶ 24 ᪥ ࣝ࢝ࢹ࣓࣒ࢺᰴᘧ♫   3  

ྠ  12 ᭶ 7 ᪥ 
NTT  ࣒࣮࣮ࣝࣙࢩࣉ࣮ࣝࢢ

 NOTEࠖࠕ
  7  

ྠ   8 ᭶ 17 ᪥ 
 ࣥࣃࣕࢪࢡࢵࢸࣥࣇࣛࢡࢧ

ᰴᘧ♫ 
  5  

ᖹᡂ 20 ᖺ   3 ᭶  6 ᪥ ୡ⏣㇂༊㧗㱋⪅タ ᪂ᶞⱌ   9  

ྠ   3 ᭶ 12 ᪥ ᇸ⋢┴ᑠඣ་⒪2   ࣮ࢱࣥࢭ  

ྠ   4 ᭶ 24 ᪥ 㞀ᐖ⪅タ ࡢࢫࢱࣜ࢝ᐙ   4  

ྠ   5 ᭶ 29 ᪥ ῭⏕ ᰩᶫ㝔   3  

ྠ  7 ᭶  1 ᪥ 
NTT  ࣥࣙࢩ࣮ࣗࣜࢯ࣮ࣂࢧ

⥲ྜ◊✲ᡤ 
21  

ྠ  7 ᭶ 18 ᪥ NTT ᮾ᪥ᮏ㛵ᮾ㝔 71  

ྠ  7 ᭶ 24 ᪥ ᪥ᮏ་⛉Ꮫ 㝔ぢᏛ   7 㑇ఏⓗᝈࡢ┦ㄯ᳨ᰝࠊ⒪࡚࠸ࡘ 

ྠ  9 ᭶ ᅜ❧࣮ࢱࣥࢭࢇࡀᮾ㝔<᯽>   8 

ᨺᑕ⥺㒊㛛㸦⏬ീデ᩿ᶵჾࠊᨺᑕ⥺⒪

ჾࠊ㔜⢏Ꮚ⥺⒪ჾ➼㸧ࠊ࡚࠸࠾デ᩿

㆑▱ࡢ་⒪ᶵჾ✀ྛࡿࢃ㛵⒪ࡽ

 ࡿࡍయᚓࢆᐇ㝿㸦⮫ᗋ⌧ሙ㸧

ྠ 12 ᭶  5 ᪥ ῭⏕ᕝཱྀ⥲ྜ㝔   6 ་⒪ሗࡢ࣒ࢸࢫࢩぢᏛ 

ྠ 12 ᭶ 16-22 ᪥ ᮾி㒔⏘ᴗᢏ⾡◊✲5   ࣮ࢱࣥࢭ Solid works ◊ಟ 

ྠ 12 ᭶ ᐩኈ࣒ࣝࣇᰴᘧ♫ᮏ♫   8 

་⒪ศ㔝࡛≉㌍㐍ࡀⴭ࠸ࡋᴗ࡛࠶

ࠊ࡚᭱࠸࠾ओ࣒ࣝࣇᐩኈࡿ ࡉ┠ὀࡶ

ᐇ㝿ࡀࡽ⮬⏕Ꮫࢆ⾡ᑓ㛛ᢏࡿ࠸࡚ࢀ

ぢ࡚ࠊ࡚࠸⪺ࠊ⌮ゎࠊࡋ☜ㄆࡿࡍ 

ᖹᡂ 21 ᖺ 1 ᭶ 19 ᪥ ட⏣⥲ྜ㝔   4  

ྠ 5 ᭶ 17-20 ᪥ 㭯ᒸᕷ❧Ⲯෆ㝔   7 㝔◊ಟᆅᇦ㐃ᦠࡢᏛ⩦ࡵࡓࡢ 

ྠ 5 ᭶ 29-30 ᪥ 
ᮾிᏛ 

ඛ➃⛉Ꮫᢏ⾡◊✲࣮ࢱࣥࢭ 
 ࣎ࣛࣥࣉ࣮࢜ 6  

ྠ 6 ᭶  1 ᪥ ୡ⏣㇂༊㧗㱋⪅タ ᪂ᶞⱌ  ぢᏛ 

ྠ 6 ᭶  2 ᪥ ⊂❧⾜ᨻἲே⏘ᴗᢏ⾡⥲ྜ◊✲ᡤ   5 ◊✲ᡤぢᏛ 

ྠ 6 ᭶  3 ᪥ ᰴᘧ♫2   ࢺࣥࢹࣅࣟࣉ ㏻ಙࡢ࣒ࢸࢫࢩぢᏛ 

ྠ 7 ᭶ 16 ᪥ 㭯ᕳ Ἠࣜࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁ㝔   5 
㝔ぢᏛࠊᆅᇦ㐃ᦠࢫࢩࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࠊ

 ぢᏛࡢ࣒ࢸ
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⾲ 21 ་⒪ሗᏛ⛉ࡿࡅ࠾Ꮫࡢᘬ⋡ཧຍ≧ἣ 

ᐇ   ᮇ Ꮫ    ྡ 
ཧຍ 

ேᩘ 
㸦ྡ㸧 

ᖹᡂ 17 ᖺ 11 ᭶ 24 ᪥㸫26 ᪥ ➨ 25 ᅇ་⒪ሗᏛ㐃ྜ 93 

ᖹᡂ 18 ᖺ  3 ᭶  4 ᪥ 
 Ꮫࢺ࣮࣏ࢧࣇࣛ

ேᢏ⾡ࢆᨭࡿ࠼ᢏ⾡࣒࣮࢛ࣛࣇ 2006 
  5 

ྠ 10 ᭶ 21 ᪥ 㟁Ꮚሗ㏻ಙᏛ ➨ 4ᅇ QOS  2   ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡

ᖹᡂ 19 ᖺ  3 ᭶  3 ᪥ 
 Ꮫࢺ࣮࣏ࢧࣇࣛ

ேᢏ⾡ࢆᨭࡿ࠼ᢏ⾡࣒࣮࢛ࣛࣇ 2007 
  6 

ྠ  5 ᭶ 25 ᪥ ་⒪ᶵჾᏛᒎ♧ 14 

ᖹᡂ 20 ᖺ  3 ᭶ 22 ᪥ ་⒪ไᗘ◊✲   4 

ྠ  4 ᭶ 26㸫27 ᪥ ་⒪ไᗘ◊✲   5 

ྠ  5 ᭶  8㸫10 ᪥ ᪥ᮏ⏕య་ᕤᏛ㸦Ⓨ⾲㸧   1 

ྠ  5 ᭶ 28㸫30 ᪥ ᪥ᮏ་⒪ᶵჾᏛ㸦Ⓨ⾲㸧  1 

ྠ 5 ᭶ 29 ᪥ ་⒪ᶵჾᏛᒎ♧ 10 

ྠ  6 ᭶  7 ᪥ ་⒪ไᗘ◊✲ࠕᚋᮇ㧗㱋⪅་⒪ไᗘ4   ࡚ࠖ࠸ࡘ 

ྠ  7 ᭶ 17 ᪥ ᅜ㝿ࣔ58 2008࣮ࣙࢩࣝࢱࣆࢫ࣍ࣥࢲ 

ྠ  8 ᭶  9 ᪥ ་⒪ไᗘ◊✲ࡢࢡ࣮࣐ࣥࢹࠕ་⒪ㆤࡢᐇែࠖ   3 

ྠ 10 ᭶ 1 ᪥ World automation congress 2008㸦Ⓨ⾲㸧   1 

ྠ 10 ᭶ 28㸫30 ᪥ GS1 healthcare ᅜ㝿㆟㸦Ⓨ⾲㸧   4 

ྠ 11 ᭶ 5㸫 7 ᪥ ᪥ᮏබ⾗⾨⏕Ꮫ㸦Ⓨ⾲㸧   1 

ྠ 11 ᭶ 13 ᪥ HOSPEX2008 15 

ྠ 11 ᭶ 22㸫25 ᪥ ་⒪ሗᏛ   3 

ྠ 11 ᭶ 24 ᪥ 
ᮾி㒔་ᖌ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ  

 ࠖࠖ⏕་⒪ࠕࡽ་⒪ᔂቯࠖࠕࠕ
  3 

ྠ 12 ᭶  9 ᪥ ࣘࢫࢱ࢟ࣅሗ⎔ቃ་⒪࣒ࢸࢫࢩ◊✲㸦Ⓨ⾲㸧   1 

ᖹᡂ 21 ᖺ  2 ᭶  7 ᪥ 
᪥ᮏ་⒪ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐Ꮫ➨ 9 ᅇᮾிᨭ㒊Ꮫ⾡㞟㸦Ⓨ⾲㸧ࠊ

⫈ㅮ 

 1 

  8 

ྠ  3 ᭶ 12 ᪥ BME on Dementia㸪᪥ᮏ⏕య་ᕤᏛ ᑓ㛛ู◊✲ 10 

       ྠ 3 ᭶ 13 ᪥ ࢬ࣮ࣕࢩࢵࣞࣇⓎ⾲㸪ィ ⮬ືไᚚᏛ  3 

       ྠ 3 ᭶ 16㸫18 ᪥ 㟁Ꮚሗ㏻ಙᏛ ⥲ྜ㸦Ⓨ⾲㸧   1 

ྠ  4 ᭶ 23㸫25 ᪥ ᪥ᮏ⏕య་ᕤᏛ㸦Ⓨ⾲㸧   3 

ྠ  5 ᭶  9 ᪥ 
་⒪ไᗘ◊✲ 

་⒪ᨾㄪᰝไᗘࠕ 4  ࠖࡿࡍド᳨ࢆẸඪࡽどⅬࡢࡘ
10 

ྠ  5 ᭶ 14 ᪥ ࣓ࣥࣃࣕࢪ࣮ࣙࢩࣝ࢝ࢹ 㸤 15 2009 ࣏ࢫ࢚࢟ࢫࢿࢪࣅ 

ྠ  5 ᭶ 16 ᪥ ࢡࢵࣇࢩࣃࢪ◊✲   9 

ྠ  5 ᭶ 24 ᪥ IT  Ꮫ㸦Ⓨ⾲㸧   2ࢣࢫࣝ࣊

ྠ  7 ᭶  4 ᪥ ་⒪ไᗘ◊✲   8 
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㸦3㸧࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ᅜᐙヨ㦂 

 

㸦┳ㆤᏛ⛉㸧 

 

 Ⅼ᳨࣭ホ౯ࠖࡧཬ≦⌧ࠕ

① ᮏᏛ⛉࡛ࡣ 4 ᖺ㛫ࡢᩍ⫱ㄢ⛬ࢆಟ࡛ࡇࡿࡍ┳ㆤᖌࠊಖᖌࡢᅜᐙヨ㦂ཷ㦂㈨᱁ࡀ

ྲྀᚓ࡛ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡇࡿࡁᚑ࡚ࡗᮏᏛ⛉ࡢᩍ⫱ㄢ⛬ࡣಖᖌຓ⏘ᖌ┳ㆤᖌἲཬࡧ

ಖᖌຓ⏘ᖌ┳ㆤᖌᏛᰯ㣴ᡂᡤᣦᐃつ๎ࢆ㑂ᏲࠊࡶࡿࡍᮏᏛࡢ⌮ᛕࠊᩍ⫱┠

ⓗ࣭┠ᶆࢆ㋃ࠊ࠼ࡲ┳ㆤᏛ⛉ࡢ࡚ࡋ≉ᚩࡢ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡿ࠶య⣔ࢆᅗࠋࡿ࠸࡚ࡗ 

 

② ⌧ᅾࠊከᵝ࡞་⒪⌧ሙ࡛㧗ᗘ࡞་⒪ࡸ㉁ࡢ㧗࠸┳ㆤࢆᥦ౪࡛ࡿࡁ▱㆑ᢏ⾡ࢆᣢࡓࡗ

┳ㆤᖌཬࡧಖᖌࡢ㣴ᡂࡀᮃࡾࡼࠊࡽࡇࡿ࠸࡚ࢀࡲⰋ࠸ேᮦࢆ♫㏦ࡾฟࡓࡍ

ࡿࡏࡉᚓྲྀࢆචチࡏࡉ᱁ྜࢆᏛ⏕ဨࡿࡍ㦂ཷࢆಖᖌᅜᐙヨ㦂ࡧㆤᖌཬ┳ࡶࡵ

 ࠋࡿ࠶ᩍ⫱┠ᶆ࡛࡞㔜せࡶࡇ

 

③ ᮏᏛ⛉࡛ࡢึࠊࡣ༞ᴗணᐃ⪅ࠊࡀᖹᡂ 21 ᖺ 2 ᭶ᅜᐙヨ㦂ཷࢆ㦂2ࠊࡀࡓࡋ ᖺ๓ࡢᖹ

ᡂ 19 ᖺᗘࡽ┳ㆤᏛ⛉ᅜᐙヨ㦂➼ጤဨࢆタ⨨ࠊ࡚ࡋᙜヱጤဨᏛ⛉ࡢᩍဨཬࡧ

Ꮫ⏕ᨭࡢ࣮ࢱࣥࢭ༠ຊ࣭㐃ᦠࠕࠊࡶࡢᅜᐙヨ㦂ྜ᱁ 100㸣ࠖࢆ┠ᶆ࡚ࡋᨭయไ

 ࠋࡓࡋᵓ⠏ࢆ

ලయⓗࠊࡣ┳ㆤᖌཬࡧಖᖌᅜᐙヨ㦂ཷ㦂࡚ࡅྥᏛ⏕ࡀయⓗᏛ⩦ࡵ⤌ࡾྲྀ

ሗᥦ౪ࡢ⏕Ꮫࠕࠊⓗ┠ࢆࡇࡿ ഛᩚࡢᏛ⩦⎔ቃࠕࠊࠖ ᯝ⤖ᐇࡢᶍᨃヨ㦂ࠕࠊࠖ

ࡢᐇࠖࡢㅮ⿵ࠕࡧཬ࣮࢛ࠖࣟࣇࡢ 4 㡯┠ࢆᰕ࡚ࡋᐇࠋࡓࡋ 

○Ꮫ⏕ࡢሗᥦ౪ᰯࠊࡣ⯋ෆᅜᐙヨ㦂㛵㐃ሗࡢᥖ♧ሙᡤࢆ☜ಖࠊࡋእ㒊࣑ࢭࡢ

 ࠋࡓࡋᐇࢆࢫࣥࢲ࢞Ꮫᖺྛࠊࡵດᥦ౪ࡢᅜᐙヨ㦂ᑐ⟇ሗࡢ➼ሗ࣮ࢼ

○Ꮫ⩦⎔ቃᩚࡢഛ 

ᅜᐙヨ㦂ᑐ⟇⏝ᅗ᭩ࠊ࡚ࡋᅜᐙヨ㦂㛵㐃ᅗ᭩ᩚࡢഛ㺃ᐇࢆᅗࠊࡾᅗ᭩㤋ෆᅜᐙ

ヨ㦂㛵㐃ᅗ᭩ࢆ࣮ࢼ࣮ࢥタ⨨ࠊࡋᏛ⏕ࡶ࡛ࡘ࠸ࡀ⏝࡛࠺ࡼࡿࡁᏛ⩦⎔ቃᩚࢆഛ

 ࠋࡓࡋ

○ᶍᨃヨ㦂ࡢᐇ⤖ᯝ࣮࢛ࣟࣇࡢ 

࣭┳ㆤᖌཬࡧಖᖌࡢᅜᐙヨ㦂ᶍᨃヨ㦂ྛࢆᏛᖺィ⏬࣭ᐇࠋࡓࡋ 

࣭ᖹᡂ 20 ᖺᗘࡣ 4 ᖺḟ⏕㔜ࠊࡁ⨨ࢆࡁ┳ㆤᖌᶍヨ 6 ᅇࠊಖᖌᶍヨ 5 ᅇᐇࠋࡓࡋ

2࣭3 ᖺḟ⏕ࡣᖹᡂ 21 ᖺࡢ 1 ᭶ྛ 1 ᅇᐇࠋࡓࡋ 

ಶู㠃᥋ᣦᑟᨭࡢᩍဨࠊࡋ㑅ูࢆ⏕せᨭᏛࡽ⦼ᡂࡸ㦂≧ἣཷࡢᶍᨃヨ㦂ࡓࡲ࣭

 ࠋࡓ࠼ᩚࢆయไࡿࢀࡽᚓࡀ

○⿵ㅮࡢᐇ 

࣭⿵ㅮࢆᐇࡿࡍᙜࡿࡼࢺ࣮ࢣࣥࠊࡣ࡚ࡗࡓᏛ⏕ࡢせᮃࠊࡸᶍᨃヨ㦂⤖ᯝࡾࡼ

ศᯒࡓࡋᮏᏛࡢᏛ⏕ࡢᙅⅬᑐ⟇➼ࢆཧ⪃⿵ㅮෆᐜ᳨ࢆウࠋࡓࡋ 

࣭⿵ㅮ6ࠊࡣ ᭶ 6 ᪥9ࠊ ᭶ 24 ᪥㹼11 ᭶ 25 ᪥1ࠊ ᭶ 14࣭15 ᪥ࡢ 3 ᅇศ࡚ࡅᐇࠋࡓࡋ

1ࠊ࠾࡞ ᭶ࡣಖᖌᅜᐙヨ㦂ᑐ⟇࡚ࡋᐇࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋ 

 ࠋࡓࡋᐇࢆຮᙉู≉㇟ᑐࢆ⏕せᨭᏛࠊࡢࡑ࣭

 

④ ௨ୖࡢ⤖ᯝ4ࠊ ᖺḟ⏕ࡢᶍᨃヨ㦂㛵ࡢᩘ「ࠊࡣ࡚ࡋᴗ⪅ࡢᶍᨃࢆᑟධࠊࡸࡇࡓࡋ

ᕼᮃ⪅ࡳࡢᐇࠊࡵࡓࡓࡋẖᅇཷ㦂࠸࡞ࡋᏛ⏕ࡶከࠊࡽࡇࡓࡗᶍヨᴗ⪅ࢆ⢭

㑅ࠊࡶࡿࡍᏛ⏕ࡢព㆑ࢆࡅᙉࡃ࠸࡚ࡋᚲせࠊࡓࡲࠋࡿࢀࡉุ᩿ࡓࡗ࠶ࡀ
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2࣭ 3 ᖺḟ⏕㛵ࡣ࡚ࡋᶍᨃヨ㦂ࡢᮇࡀᐃᮇヨ㦂㞄᥋ཷࡵࡓࡓ࠸࡚ࡋ㦂⏕ࡀᑡ࡞

 ࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍウ᳨ࢆᐇᮇࠊࡽࡇࡓࡗ

ᖹᡂࠊ࠾࡞ 20 ᖺᗘᅜᐙヨ㦂ྜ᱁⋡ࠊࡣ┳ㆤᖌ 95.0㸣ࠊಖᖌ 96.0㸣࡛ࠋࡓࡗ࠶ 

 

 ࠖ⟇᪉ࡓࡅྥᨵၿ࣭ᨵ㠉ࡢᚋࠕ

① ᪩ᮇࡢࡽᅜᐙヨ㦂ᑐ⟇ᑐࡿࡍᏛ⏕ࡢព㆑࡙ࡢࡅᚲせᛶ 

1 ᅇ⏕ࡢ≧ἣࢆཧ⪃ࡢࢫࣥࢲ࢞ࠊࡋᮇࡸᅇᩘࠊ᭦ࡿ࡞ෆᐜ᳨ࡢウࠊࡶㅮ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡅព㆑࡙࡚࠼ᤊࢆᶵࡿࡺࡽ࠶➼⩦ᐇࡸ⩏

 

② ᶍᨃヨ㦂ཷࡢ㦂⋡ࡢࡵࡓࡿࡆୖࢆ᪉⟇ 

○ᶍヨᴗ⪅ࢆ┳ㆤᖌᶍヨࡣᮾிࠊ࣮࣑ࢹ࢝ಖᖌᦼヨࣝ࢝ࢹ࣓࣮ࢱࣥࡣᐃ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ࠺ࡼ࠸ࡍࡸ࡚❧ࡀ⟇ᑐࠊࡋᕫⅬ᳨⮬ࢆᏛ⩦ᡂᯝࡀᏛ⏕⮬㌟ࠊࡵ

○ᶍᨃヨ㦂ࡣཎ๎ဨཷࡀ㦂ࠊࡋࡇࡿࡍ᭦ࠊᶍヨ⤖ᯝࡀฟࡅࡔࡿࡁ࡛ࡽࡓ᪩ࡃ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ࠺ࡼࡿࡁ࡛⏝ά⟇ᑐࡢᚋࡢࡑࠊࡋ㏉༷⏕Ꮫ

○ᶍヨḞᖍ⪅ࡸ᪤༞⪅ࡢࡑࠊࡣ㒔ᗘࠊணഛᰯ➼࡛ཷࡢ㦂ࡢ᭷↓ࢆ☜ㄆࠊࡋဨཷ㦂

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ᥎㐍ࢆ

 

③ Ꮫෆᅜᐙヨ㦂ᑐ⟇ㅮ⩏ࡢᐇ 

ᖹᡂ 20 ᖺᗘࡣ࡚࠸࠾⿵ㅮ࡚ࡋᐇࠊࢆࡢࡶࡓ࠸࡚ࡋᖹᡂ 21 ᖺᗘࠊࡣ࡚࠸࠾ 

ᑐ⟇ㅮ⩏ࡋཧຍືࡢᶵࢆᙉ࠺ࡼࡿࡵᕤኵࠊ࠸⾜ࢆኟᏘఇᬤ୰ࡢ 8 ᭶ 1 㐌㛫ᐇࡋ

ᢸࡀ㠀ᖖㅮᖌࡣ࡚࠸ࡘ┠⛉♏ᇶࠊࡀᏛෆᩍဨࡣ࡚࠸ࡘ┠⛉ㆤᑓ㛛┳ࡣㅮᖌࠋࡓ

ᙜࠋࡓࡋḟᅇࠊࡣ࡚ࡋಖᖌᑐ⟇࡚ࡋᖹᡂ 22 ᖺ 1 ᭶ᐇࡿࡍணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

 

④ ᅜᐙヨ㦂ྜ᱁ࣛࣥ௨ୗࡿ࠶Ꮫ⏕ࡢᨭ⟇ࡢᚲせᛶ 

Ꮫ⏕ࡢᏛຊࡢಶேᕪࡣࠊࡃࡁᅜᐙヨ㦂ྜ᱁ࣛ࠸࡞ࡓ‶ࣥᏛ⏕ࡢᨭࡀ᪩ᛴᚲ

せ࡛࡞࠺ࡼࡢࡑࠋࡿ࠶せᨭᏛ⏕ࡣ༴ᶵព㆑ࠊ࠸ⷧࡀᏛ⩦᪉ἲྍ࠸࡞࠸࡚ࡋ❧☜ࡀ

⬟ᛶࠊ࠼⪄ࡿ࠶ࡀᶍᨃヨ㦂ࡢ⤖ᯝࠊࢆ༞ᴗ◊✲ᣦᑟᩍဨࡀᢕᥱࡋᣦᑟ࠺⾜ࢆᨭయ

ไࢆᙉࠋࡓࡋ 

㸦⾲ 22 ┳ㆤᏛ⛉ᅜᐙヨ㦂ᨭయไ㸧 

 

⑤ ๓ᖺᗘྜ᱁⪅ᑐࡿࡍᨭࡢᐇ 

๓ᖺᗘᅜᐙヨ㦂ྜ᱁ࡓࡗ࡞ࡋ༞ᴗ⏕ࠊࡣ࡚࠸ࡘ༞ᴗⅬࡾࡼᅜᐙヨ㦂ᑐ⟇ጤဨ

Ꮫ⩦ᨭಶูࠊࡶ࠺⾜ࢆࣥࣙࢩ࣮ࢸ࢚ࣥࣜ࢜ࡢ㦂‽ഛᨭཷࠊ࠸⾜ࢆ㠃᥋ࡀ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

 



⾲22 ┳ㆤᏛ⛉ᅜᐙヨ㦂ᨭయไ

ᩍ ဨ

Ꮫ ⏕

┳ㆤᏛ⛉ᅜᐙヨ㦂➼ጤဨ

ᅜᐙヨ㦂➼ጤဨ Ꮫ⏕ᨭ䝉䞁䝍䞊

ᅜᐙヨ㦂䛻㛵䛩䜛ሗᥦ౪
ᶍᨃヨ㦂⤖ᯝሗ࿌
ᑐ⟇ㅮ⩏౫㢗

Ꮫ⏕䛾Ꮫ⩦
≧ἣ䛻㛵䛩
䜛ሗ

国
家
試
験
受
験
に
関
す
る
事
務
手
続
き

模
擬
試
験
受
付

国
家
試
験
受
験
手
続
き

模
擬
試
験
申
込
み

ᅜᐙヨ㦂ཷ㦂䞉ᶍᨃヨ㦂➼
䛻㛵䛩䜛㐃⤡ㄪᩚ

科
目
担
当
者
と
し
て
、
各
科
目
の
学
習

支
援
（質
問
対
応
・必
要
時
対
策
講
義
の
実
施
）

卒
業
研
究
担
当
学
生
へ
の
学
習
支
援

（学
習
の
相
談
・助
言
等
）

連
絡
・調
整
・報
告

国
家
試
験
に
関
す
る
諸
連
絡

学
習
支
援

・模
擬
試
験
企
画
、
実
施

・対
策
講
義
企
画

・学
習
環
境
整
備

・個
別
支
援

質
問
・相
談

䛆ྛᩍဨ䛾ᅜᐙヨ㦂ᑐ⟇ᨭ䛇

䠍䠊⛉┠ᢸᙜ⪅䛸䛧䛶䚸ྛ⛉┠䛾Ꮫ⩦ᨭ
䞉Ꮫ⏕䛛䜙䛾㉁ၥᑐᛂ
䞉ᅜᐙヨ㦂ᑐ⟇ㅮ⩏䛾ᐇ

䠎䠊༞ᴗ◊✲ᢸᙜᏛ⏕䜈䛾ᨭ
䞉ᢸᙜᏛ⏕䛾┦ㄯ❆ཱྀ䛸䛺䜚䚸ᅜᐙヨ㦂ᑐ⟇䛻㛵䛩䜛ຓゝ䜢⾜䛖
䞉ᢸᙜᏛ⏕䛾ᶍᨃヨ㦂ཷ㦂≧ἣཬ䜃ᡂ⦼⤖ᯝ䚸Ꮫ⩦ィ⏬➼䛻䛴䛔䛶ᢕᥱ䛧䚸ಶูᣦᑟ䜎䛯䛿
䜾䝹䞊䝥ᣦᑟ䜢⾜䛖

䞉せᨭᏛ⏕䛻䛴䛔䛶䛿䚸ᅜᐙヨ㦂➼ጤဨ䛸㐃ᦠ䛧Ꮫ⏕䛾Ꮫ⩦ᨭ䛻䛒䛯䜛

ᅜᐙヨ㦂➼ጤဨ ᢸᙜᩍဨ

ᅜᐙヨ㦂䞉ᶍᨃヨ㦂➼䛻㛵䛩䜛ሗᥦ౪ → Ꮫ⏕䜈䛾㐃⤡䞉ᣦᑟ
せᨭᏛ⏕䛾ᢕᥱ䛸Ꮫ⩦ᨭ ← Ꮫ⏕䛾Ꮫ⩦䞉ᣦᑟ≧ἣ䛾ሗ࿌

Ꮫ⏕
ᑐ⟇ጤဨ

46



47 

㸦་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉㸧 

 

 Ⅼ᳨࣭ホ౯ࠖࡧཬ≦⌧ࠕ

① ⟶⌮ᰤ㣴ኈ㣴ᡂㄢ⛬ࠊࡣᖹᡂ 14 ᖺ 4 ᭶⾜ࡢᨵṇᰤ㣴ኈἲ࡚ࡗ๎ᩍ⫱ෆᐜ┠ᶆ

⫱ᩍࠊࡶࡿ࠼ࡲ㋃ࢆෆᐜࡢࡽࢀࡇࡣ⛬ᩍ⫱ㄢࡢ⛉ᮏᏛࠊ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵᐃࡀ

┠ᶆᇶ࡙ࡁᰤ㣴Ꮫศ㔝ࡢ㧗ᗘᑓ㛛⫋࣒࣮ࢳࠕࠊࡓࡲࠊ࡚ࡋ་⒪୍ࠖࡢဨࠊ࡚ࡋ

⮫ᗋࡢ⌧ሙᑐᛂ࡛ࠊࡁ⮫ᗋᙉ࠸⟶⌮ᰤ㣴ኈࡢ⫱ᡂࢆᅗࠋࡿ࠸࡚ࡋࡇࡿ 

 

② ᵝ࡞ࠎศ㔝࡛㧗ᗘ࡞ᑓ㛛▱㆑ཬࡧᢏ⬟ࢆᣢࡓࡗ⟶⌮ᰤ㣴ኈࡢ㣴ᡂࡀᮃࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡲ

ᮏᏛ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉ࡾࡼࠊࡣከࡢࡃᏛ⏕ࢆ⟶⌮ᰤ㣴ኈᅜᐙヨ㦂ྜ᱁ࠊࡏࡉ⟶⌮ᰤ㣴ኈ

චチྲྀࢆᚓࡏࡉ་⒪ࡢ⌧ሙ㏦ࡾฟࡶࡇࡍᩍ⫱┠ᶆࡢ 1  ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄ࡘ

○ᮏᏛ⛉࡛3ࠊࡣ ᖺ㛫Ꮫࡢࡇࡓࡁ࡛ࢇ⥲⩦⟶⌮ᰤ㣴ኈᅜᐙヨ㦂ྜ᱁4ࠊ࡚ࡅྥ

ᖺḟ๓ᮇ₇ྜ⥲ࠕࡾࡼ⩦ϩࠖࢆ㛤タࠋࡿ࠸࡚ࡋᏛ⛉ᑓ௵ᩍ⫱⫋ဨࢆ୰ᚰ࡚ࡋヨ㦂

ຮᙉࡳ⤌ࡾྲྀࡢ᪉ࡸᚰᵓࡵࡁ࡛ࡲࡿࡓ࠸࠼⣽࡞ᣦᑟࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 

○ᖹᡂ 21 ᖺ 3 ᭶ 15 ᪥➨୍ᮇ⏕ࢆ㏦ࡾฟྠࠋࡓࡋᖺ 3 ᭶ 22 ᪥ᐇࡓࢀࡉ➨ 23 ᅇ

⟶⌮ᰤ㣴ኈᅜᐙヨ㦂 93 ྡ㸦94 1ࠊࡋࢆࡳ㎸ࡋ⏦ࡀྡ  ࠋࡓࡋ㦂ཷࡀḞᖍ㸧ࡀྡ

65ࠊᯝ⤖ࡢࡑ ᰤ㣴ኈ㣴ᡂㄢ⛬㸦᪂⌮⟶ࠊࡣᯝ⤖ࡢࡇࠋࡓࡗ࡞᱁㸦69.9㸣㸧ྜࡀྡ

༞㸧ࡢᖹᆒྜ᱁⋡ 74.2㸣ࡎࢃࡣཬࠊࡢࡢࡶ࠸࡞ࡤᖹᡂ 17 ᖺࡽ᪂ࡓ㛤Ꮫࡋ

Ꮫ㸦⟶⌮ᰤ㣴ኈ㣴ᡂᰯ㸧8❧⚾ࡓ ࣉࢵࢺࡶ⋠᱁ྜࡧ᱁⪅ᩘཬྜࠊࡣ࡚࠸࠾ᰯ

 ࠋࡓࡗ࠶࡛⦼ᡂࡢ

○⟶⌮ᰤ㣴ኈᅜᐙヨ㦂ᑐ⟇ࠊࡣ࡚ࡋᖺ 7 ᅇ㸦ᴗ⪅ᶍヨ 5 ᅇࠊᏛෆᩍ⫱⫋ဨసᡂᶍヨ 2

ᅇ㸧ࡢᶍᨃヨ㦂ཷࢆ㦂ࠊࡏࡉ㞺ᅖẼࡇࡿࢀ័Ꮫෆཬࡧᅜ࡛ࡢ⮬ศࡢᡂ⦼

ᖹᡂࠊ➼ࡿࡏࡉᢕᥱࢆ⨨ 20 ᖺᗘࡣ࡚࠸࠾ḟࡢᑐ⟇ࠊࡾ࠾࡚ࡗ⾜ࢆᘬྜࡁ⥆ࡁ᱁⋡

 ࠋࡿࡍࡇࡿࡍດຊ࡚ࡋᣦ┠ࢆࣉࢵࡢ

࣭ᅜᐙヨ㦂ᑐ⟇ࡢ࡚ࡋᤵᴗࢆ 4 ᖺḟ₇ྜ⥲ࠕ⩦ϩࠖࡢ㛫ᯟࡢ୰㸦㐌 1 ࡽ 2 ࢥ

ࠊ࠾࡞ࠋࡓࡗ⾜ࢆᤵᴗࡢ➼ゎㄝࡀᤵᴗᢸᙜᩍဨࡁࡘ┠⛉ᅜᐙヨ㦂ࠊࡋ㸧࡛㛤ㅮ࣐

࡚ᯝ⤖ࡢᶍᨃヨ㦂ࢆࢫࣛࢡ 3 ┠⛉ࡢࡑࢆゎㄝࡓࡏࢃྜἣ≦ࡢࢫࣛࢡࠊࡅศࡘ

ᢸᙜᩍ⫱⫋ဨࡀᢸᙜࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

࣭እ㒊ࡽᅜᐙヨ㦂ᑐ⟇ヲ࠸ࡋㅮᖌࢆࠊࡧㅮ₇ࡸၥ㢟ゎㄝࢆ㛤ദࡓࡋ㸦4 ᅇ/

ᖺ㸧ࠋ 

࣭ᅜᐙヨ㦂ྜ᱁⪅㸦ᖺᗘࡣᮏᏛ⛉ࡢຓᡭ㸧ヨ㦂ྜ᱁ࡢ࡛ࡲᕤኵࡸຮᙉ᪉ἲ➼ࡘ

 ࠋࡓࡗࡽࡶ࡚ࡋࢆヰࡢ࡚࠸

࣭᪥ᖖࡢᤵᴗࡢᡂ⦼Ⰻ⪅ཬ₇ྜ⥲ࠕࡧ⩦ϩࠖࡢฟᖍⰋ⪅ᑐ࡚ࡋ㠃᥋ࡸ⿵ㅮࢆ⾜

 ࠋࡓࡗ

࣭Ꮫ⏕ᑐྛࠊ࡚ࡋᩍ⫱⫋ဨ㸦ຓᡭࡴྵࢆ㸧ࢆᅜᐙヨ㦂ᑐ⟇࡚ࡋ࣮ࢨࣂࢻࡢ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆᣦᑟ࡞⣽ࡵࡁࡾࡼࠊࡾࡾ

࣭᪥ᖖࡢᤵᴗࡢᡂ⦼Ⰻ⪅ཬ₇ྜ⥲ࠕࡧ⩦ϩࠖࡢฟᖍⰋ⪅ᑐࠊ࡚ࡋಖㆤ⪅ᐄᡭ

⣬ࢆ㏦ࠊࡾᏛᰯࠊᏛ⏕ࠊᐙᗞ୍ࡀయࠊ࡚ࡗ࡞ᅜᐙヨ㦂࠾ࢆࡇࡴ⮫㢪ࠋࡓࡋ࠸ 

 

 ࠖ⟇᪉ࡓࡅྥᨵၿࡢᚋࠕ

⟶⌮ᰤ㣴ኈᅜᐙヨ㦂ᑐ⟇ࡢᐇດྜࠊࡵ᱁⋡ࣉࢵࡢດࡿࡵᚲせࠋࡿ࠶ࡀ 
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㸦4㸧ࢸࣥࣛ࣎άື 

 

 Ⅼ᳨࣭ホ౯ࠖࡧཬ≦⌧ࠕ

࡚ࡋ┠⛉ᚲಟࡢ⛉Ꮫࠊࡣ࡚࠸ࡘㄽࠖࢸࣥࣛ࣎ࠕ ① 1 ᖺḟ๓ᮇ࣮ࢱࢫ࣓ࢭ㓄

࡚ࡋ┠⛉Ꮫᚲಟࠊ㛤Ꮫᙜึࠊࡣ࡚࠸ࡘάືࠖࢸࣥࣛ࣎ࠕࠊࡶࡿࡍ⨨

㓄⨨ࠊࡋ 8࣭9 ᭶ࡢኟᏘఇᬤࢆ⏝ࢸ࡚ࣥࣛ࣎ࡋάືࢆṇㄢࠊࡀࡓࡋ▷ᮇ

㛫࡛ಶࡢࠎᏛ⏕ࢸࣥࣛ࣎ࡢᑐ࠼⪄ࡿࡍ᪉ࢆᚭᗏࠊࡋᏛ⏕ࢸࣥࣛ࣎άື

ࠊྲཱྀࡽࡇࡓࡗ࠶ᅔ㞴࡛ࡀࡇࡿࡍႏ㉳ࢆពḧࡿࡍᑐ ࡢᅋయࡸタࡢඛࢀධࡅ

ᑐᛂⱞ៖ࠋࡓࡗ࠶ࡶࡇࡓࡋ 

 

࠸࡞ࡣάື࡛ࡃᇶ࡙ᛶ࣭⮬Ⓨᛶ⮬ࡢಶேࠊᮏ᮶ࠊࡣάືࢸࣥࣛ࣎ࠊࡓࡲ ②

ᖹᡂࠊ࠼ࡲ㋃ࡶពぢࡢ 18 ᖺᗘࢸࣥࣛ࣎ࠕࡣࡽάື ࠊࡀࡓࡋ⾜⛣┠⛉㑅ᢥࠖࢆ

㑅ᢥ⛉┠ࠊࡶ࡚ࡋ⾜⛣ᚲಟ⛉┠࡛ࢸࣥࣛ࣎ࠕࡿ࠶ㄽࠖࢸࣥࣛ࣎ࠊ࡚࠸࠾

άືࡢ࡚࠸ࡘၨⓎάືࢆᅗࡽࡇࡿ࠸࡚ࡗᏛ⏕ᩘ༙ࡢ௨ୖࢸࣥࣛ࣎ࠕࡀά

 ࠋࡿ࠶ἣ≦ࡿ࠸࡚ࡋᒚಟࢆࠖື

 

③ ᐇ㝿ࢸࣥࣛ࣎ࡓࢀࢃ⾜άືࡢሙࡸෆᐜ➼ࠊࡣ㝔࣭ ࠊ་⒪ᶵ㛵ࡢ➼࣮ࢱࣥࢭ⾑⫣

⪁ேタࡸㆤタ➼ࡢ⚟♴タࠊಖ⫱ᅬཬࡧ㟷ᑡᖺタ➼࡛ࠊࡾ࠶ᮇ㛫ࡣ 3 ᪥㛫

ࡽ 1 㐌㛫௨ୖ࡞ᵝࡢࡇࠊࡓࡲࠋࡓࡗ࠶࡛ࠎᤵᴗ⛉┠ᑐࡿࡍᏛ⏕ࡢ‶㊊ᗘࡣ㧗ࠊࡃ

ᢸᙜᩍဨࡢホ౯ࡶⰋዲ࡛ࠋࡿ࠶ 

 

 ࠖ⟇᪉ࡓࡅྥᨵၿ࣭ᨵ㠉ࡢᚋࠕ

㝔࣭⊩⾑ࡢ࣮ࢱࣥࢭ་⒪ಖ㛵ಀࡢ⫋ሙ࡛ࡣᵝࢸࣥࣛ࣎࡞ࠎάືࠊࡾ࠾࡚ࢀࢃ⾜ࡀ

༞ᴗᚋാࡃ⫋ሙࢸ࡚ࣥࣛ࣎࠸࠾᥋ࡿࡍᶵࡀከࢸࣥࣛ࣎ࡽࡇ࠸άື

άືࠖࢸࣥࣛ࣎ࠕࡀ⏕Ꮫࡢࡃከࡅࡔࡿࡁ࡛ࡵࡓࡿࡵ῝ࢆゎ⌮ࡢෆᐜࡢࡑࡧព⩏ཬࡢ

 ࠋࡿࡍࡇࡿᅗࢆ▱࿘࠺ࡼࡿࡍᒚಟࢆ┠⛉ࡢ

 

㸦5㸧ᤵᴗᙧែ༢ࡢ㛵ಀ 

 

 Ⅼ᳨࣭ホ౯ࠖࡧཬ≦⌧ࠕ

㸦Ꮫ⛉ඹ㏻㡯㸧 

① ᮏᏛࡢᤵᴗᙧែࡣㅮ⩏ࠊ⩦₇ࠊᐇ㦂ཬࡧᐇ⩦1ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ ༢ࡢᤵᴗ⛉┠ࡣ 4 

㛫ࡢᏛಟࢆᚲせࡿࡍෆᐜ࡚ࡗࡶࢆᵓᡂࢆࡇࡿࡍᶆ‽ࠊࡋㅮ⩏࣭₇⩦ࡣ࡚࠸ࡘ

15㹼30 㛫ࠊᐇ㦂࣭ᐇ⩦ࡣ࡚࠸ࡘ 30㹼45 㛫ࡋಶࡢࠎᤵᴗ⛉┠ࡈᤵᴗ㛫

 ࠋࡿ࠸࡚ࡵᐃࢆ

 

② ඹ㏻⛉┠ࡢᤵᴗᙧែࡣḟࠋࡿ࠶࡛ࡾ࠾ࡢ 

ඹ㏻⛉┠ࡢ 45 ⛉┠୰₇ࠊ⩦㸦30 㛫㸧ࡣ 1 ᐇ⩦㸦30ࠊ┠⛉ 㛫㸧ࡣ 2  ࠊࡾ࠶࡛┠⛉

ṧࡢࡾ 42 ࡵ༨ࢆᅽಽⓗከᩘࡀ┠⛉ࡢㅮ⩏ᙧែࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞┠⛉⩏ㅮ࡚ࡍࡣ┠⛉

 ࠋࡿ࠸࡚

 

㸦┳ㆤᏛ⛉㸧 

① ᤵᴗ⛉┠ࡢ 1 ༢ࡢ㛫ᩘࠊࡣㅮ⩏⛉┠ࡀ 15㹼30 㛫࡛ 1 ༢₇ࠊ⩦ཬࡧᐇ⩦⛉┠

ࡣ 30㹼45 㛫࡛ 1 ༢࡛1ࠋࡿ࠶ ༢ࡢ㛫タᐃࠊࡣᤵᴗ⛉┠࣭ෆᐜࡢ≉ᚩ㛵㐃⛉
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ࡋ៖⪄ࢆࡾࡀ࡞ࡘࡢ┠ 1 ༢ 15 㛫࡛ 7 㐌1ࠊ ༢ 30 㛫࡛ 14 㐌ࡢᤵᴗタᐃࢆ⾜

ࡣ┠⛉⩦ᐇࠋࡿ࠸࡚ࡋタᐃูࡣヨ㦂᪥࠸ 1 ༢ 45 㛫タᐃࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

ࠋࡿ࠸࡚ࡋᒎ㛤ࡅศࢫࣛࢡ2ࢆᏛᖺࠊ࠸ࡽࡡࢆᑡேᩘᤵᴗࠊࡣ࡚࠸࠾┠⛉ᑓ㛛≉ ②

ࠊࡋศࣉ࣮ࣝࢢ4㹼10ࢆᏛᖺ᭦ࠊࡣ࡚࠸࠾⩦ᢏ⾡₇ࡧཬࢡ࣮࣡ࣉ࣮ࣝࢢࠊࡓࡲ

༑ศ࡞ᣦᑟ࠺ࡼࡿ࠼⾜ࡀᕤኵࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

㸦་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉㸧 

ᑓ㛛⛉┠ࠝᑓ㛛ᇶ♏ศ㔝ᑓ㛛ᛂ⏝ࠞ65ࠊࡣᩘ┠⛉⥲ࡓࡏࢃྜࢆ ⛉┠࣭100 ༢࡛ࡑࠊ

ࡣᩘ┠⛉⥲ࡿࡵ༨ࡀ㸧ࡿࡵྵࢆ┠⛉㑅ᢥ┠⛉ᐇ㦂࣭ᐇ⩦ᙧᘧ㸦ᚲಟࡕ࠺ࡢ 23 ⛉┠࣭25

༢₇ࠊࠊ⩦ᙧᘧ㸦⥲ྜ₇⩦Ϩ࣭ϩ㸧2ࠊ ⛉┠࣭2 ༢ࠊ༞ᴗ◊✲㸦㑅ᢥ⛉┠㸧1 ⛉┠࣭4

༢ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉ࠊࡣᐇ㦂࣭ᐇ⩦ࡢᤵᴗࡀከࡃ㛤ㅮࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉඹ㏻

⛉┠࣭ᑓ㛛⛉┠࣭㑅ᢥ⛉┠ࡢࡾศࡅཬࡢ┠⛉ྛࡧᒚಟᏛᖺࡢጇᙜᛶ᳨ࡀ࡞ウㄢ㢟

 ࠋࡿ࠶࡛࡛

○እ㒊ㅮᖌᣍ⪸࡚࠸ࡘ 

ᙜᏛ⛉࡛ࠊࡣᢸᙜᩍ⫱⫋ဨࡀእ㒊ᣍ⪸ㅮᖌࢆ౫㢗ࡿࡍሙྜࠊཎ๎࡚ࡋ 15 ᅇᤵᴗࡢ

ሙྜࡣ 2 ᅇ7ࠊ ᅇᤵᴗࡢሙྜࡣ 1 ᅇࡢ௦ㅮࠋࡿ࠸࡚ࡋ⬟ྍࢆᖹᡂ 20 ᖺᗘ22ࠊࡣ ⛉┠

54ࠊ࡛ ࡛ࡇ࠸᭷㞴ࡣࡢࡿࡅ㡬ࢆ⩏ㅮඛ⏕᪉ࡢᑓ㛛ࡾࡼࠋࡓࡗ⾜ࢆᣍ⪸౫㢗ࡢ࣐ࢥ

 ࠋࡿ࠶ᙜ࡛┦ࡀࡇ࠺⾜ࢆ⩏ㅮࡀᢸᙜᑓ௵ᩍ⫱⫋ဨࡿࡍ៖⪄ࢆႠᨭ⤒ࠊࡀࡿ࠶ࡣ

○Ꮫෆᅾᒆ࡚࠸ࡘ 

Ꮫእฟࡿሙྜࡢࡑࠊࡣ㒔ᗘᏛ⛉㛗ࡢᢲ༳ࡓࢀࡉฟᙇᒆࡢᥦฟࢆ⩏ົࠋࡿ࠸࡚ࡅ་

⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉ࠊࡣ࡚࠸࠾ᖹᡂ 20 ᖺᗘࡢฟᙇ≧ἣࠊࡣᖺ㛫 20 ே㸦ຓᡭࡴྵࢆ㸧ࡢᩍ⫱

⫋ဨࡀ⥲ィ 200 ᪥௨ୖ㸦104 ᅇ㸧ࡢฟᙇ࡛Ꮫእฟ࡚ࡢࡇࠋࡓ࠸ࠊ◊ಟᒆࠊවᴗᒆ

ᨭ㞀ᤵᴗࠊࡣ࡚ࡗ࠶ሙྜࡿࡍᅾࠊ࠾࡞ࠋࡿ࠸࡚ࡅົ⩏ᵝྠࡶᥦฟࡢ࡞

ࡇ࠺⾜ࢆㅮ⿵ࠊࡣሙྜࡿࡍఇㅮࡎᚓࢆࡴṆࠊࡶࡿࡵດ࠺ࡼ࠸࡞ࡽ࡞

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

 

㸦་⒪ሗᏛ⛉㸧 

་⒪ሗᏛ⛉ࡢᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠ 61 ⛉┠୰₇ࠊ⩦㸦30 㛫㸧ࡣ 10 ᐇ㦂࣭ᐇ⩦㸦45ࠊ┠⛉ 

㛫㸧5 ࡢࡾṧࠊ࡛┠⛉ 46 ࡣ࡛ࡳࡢ⩏ㅮࠊࡕ࠺ࡢ┠⛉⩏ㅮࠋࡿ࠶࡛┠⛉⩏ㅮ࡚ࡍࡣ┠⛉

⌮ゎࡀᅔ㞴ࡀ┠⛉⩦₇ࡣ┠⛉ࡿࢀࡉุ᩿㐃ື࡞࠺ࡼࡿࡍ⛉┠ᵓᡂࠋࡿ࠸࡚ࡗࢆ 

 

 ࠖ⟇᪉ࡓࡅྥᨵၿ࣭ᨵ㠉ࡢᚋࠕ

ㅮ⩏⛉┠1ࠊࡣ࡚࠸ࡘ ༢ 15 㛫ࡣ࡚࠸ࡘࡇࡿࡍၥ㢟ࠊ⩦₇ࠊࡓࡲࠋ࠸࡞ࡀᐇ

㦂ཬࡧᐇ⩦ࡢࡑࠊࡣ࡚࠸ࡘᤵᴗෆᐜࡾࡼ 1 ༢ࡢ㛫ᩘࢆ 30 㛫ཬࡧ 45 㛫⛉

㛫ᩘ࡛ศࡓࢀࡽࡵᐃࠊ࠼ࡲ㋃ࡶᯝ⤖ࡓࡋᐇࢆᤵᴗᐇ㝿ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡵᐃࡈ┠

 ࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡃ࠸࡚ࡋド᳨ࠊ࡚࠸ࡘ࠺ࡓࡆୖࢆᩍ⫱ຠᯝ࡞

 

㸦6㸧༢࣭༢ㄆᐃ 

 

 Ⅼ᳨࣭ホ౯ࠖࡧཬ≦⌧ࠕ

① ᮏᏛ࡛ࡣ⌧ᅾᏛ➼ࡢ༢ࠊࡀ࠸࡞࠸࡚ࡗ⾜ࡣᚋࠊ✚ᴟⓗ᳨ウࢆ㐍ࡿࡵ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋࡇ
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② ༢ㄆᐃࠊࡣ࡚࠸ࡘᏛ๎ᇶ࡙ࡁධᏛ๓Ꮫ➼࡛ಟᚓࡓࡋ༢ࢆᮏᏛࡅ࠾

᪤ಟᚓ༢ࠕୗࡢᩍົጤဨࠊࡣලయⓗࠋࡿ࠶ࡀㄆᐃไᗘࡿࡵㄆ᪤ಟᚓ༢ࡿ

ᑓ㛛ጤဨࠖࢆタ⨨ࠊࡋᏛ⏕ࡽᥦฟࡓࢀࡉ⏦ㄳ᭩ཬࡧ㛵ಀ᭩㢮➼ࢆᑂᰝ࡚ࡋ༢ࡢ

ㄆᐃࠊ࠸⾜ࢆᩍົጤဨࡢ㆟ࢆ⤒࡚ྛᏛ⛉㛗༳ࡢᤫ༳ࡓࢀࡉ᭩㢮ࢆᥦฟࠊࡋᏛ㛗ࡀ༢

ㄆᐃࡢᢎㄆࠋࡿ࠸࡚ࡋࡇ࠺⾜ࢆ 

ᖹᡂࠊࡣㄆᐃ⤖ᯝࡢ࡛ࡲࢀࡇ○ 17 ᖺᗘ㸸ㄆᐃ⪅ᩘ 7 ᩘ┠⛉ㄆᐃࠊྡ ᖹᡂࠊ44 18 ᖺᗘ㸸

ㄆᐃ⪅ᩘ 5 ேࠊㄆᐃ⛉┠ᩘ ᖹᡂࠊ22 19 ᖺᗘ㸸ㄆᐃ⪅ᩘ 1 ேࠊㄆᐃ⛉┠ᩘ ᖹᡂࠊ4 20

ᖺᗘ㸸ㄆᐃ⪅ᩘ 1 ேࠊㄆᐃ⛉┠ᩘ 6 ࠊࠗࡣᡂ⦼ホ౯ࡢ┠⛉ㄆᐃࠊ࠾࡞ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ ㄆ

ᐃ࠘ࠊࡋC ホ౯㸦60 Ⅼ㸧ࠋࡿ࡞    

 

 ࠖ⟇᪉ࡓࡅྥᨵၿ࣭ᨵ㠉ࡢᚋࠕ

① Ꮫ๎ୖࠊࡣᅾᏛ୰ᏛཬࡧᏛ௨እࡢᩍ⫱タ➼࡛ಟᚓࡓࡋᏛಟࢆᮏᏛࡿࡅ࠾

ᤵᴗ⛉┠ࡢᒚಟࠊࡸࡇࡍ࡞ࡳᏛ➼ࡢ༢༠ᐃࡿࡼ༢ㄆᐃࡇ࠺⾜ࡶ

༢୰ᚰࢆ┠⛉ᩍ㣴⯡୍ࡢ୰ࡢ┠⛉ඹ㏻ࡣᚋࠊࡾ࠾࡚ࡋࡇࡿࡁ࡛ࡀ

 ࠋࡿ࠶ࡀᚲせ࠺⾜ࢆウ᳨࡚࠸ࡘ

 

ࡶ࡚࠸ࡘ㐃ᦠࡢᏛ㛫࠸ᖜᗈࡢᩍ⫱◊✲㠃࡛ࠊࡎࡽ㝈⤖⥾ࡢ༢༠ᐃࠊࡓࡲ ②

✚ᴟⓗ᳨ウ࠺⾜ࢆᚲせࠋࡿ࠶ࡀ 

 

㸦7㸧㛤タᤵᴗ⛉┠ࡿࡅ࠾ᑓ௵࣭ව௵ẚ⋡ 

 

 Ⅼ᳨࣭ホ౯ࠖࡧཬ≦⌧ࠕ

㸦ඹ㏻⛉┠㸧 

௵ᑓࡢ┠⛉㑅ᢥࡢ࡞┠⛉እᅜㄒࡸᩍ㣴⯡୍ࠊࡣ࡚࠸࠾ᩍ⫱ศ㔝ࠖࡢே㛫࣭ࡕࡢ࠸ࠕ

ẚ⋡ࡀ 25.9㸣పࠕࠊࡀ࠸་⒪ࣥࣙࢩ࣮ࣞ࣎ࣛࢥࡢᩍ⫱ศ㔝ࠖࡿࡅ࠾ᑓ௵ࡢẚ⋡ࡣ

60.0㸣㧗ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡃ 

㸦⾲ 23 ་⒪ಖᏛ㒊ᤵᴗ⛉┠ࡿࡅ࠾ᑓ௵࣭ව௵ᢸᙜ⛉┠ᩘ㸧 

 

㸦┳ㆤᏛ⛉㸧 

① ᮏᏛ⛉యࡢᩍဨ⤌⧊ࡡࡴ࠾࠾ࡣ࡚ࡋᑓ௵ᩍဨࡀᑐᛂࠋࡿ࠸࡚ࡋ┳ㆤᑓ㛛ࡿࡅ࠾

せ࡞ᤵᴗ⛉┠ࡣ࡚࠸ࡘᑓ௵ᩍဨ㸦ᩍᤵࠊᩍᤵࠊㅮᖌ㸧ࡀᢸᙜࠊࡾ࠾࡚ࡋ㓄⨨≧

ἣࡣᩍ⫱ㄢ⛬ࡢ㠃ࡶࡽ㐺ษ࡛ࠊࡓࡲࠋࡿ࠼࠸ࡿ࠶ᑓ㛛ᛶࡢ㧗࠸་Ꮫ▱㆑࣭άື➼

ࢆᢸᙜᇦࡢᑓ௵ᩍဨࡀࡿ࠸࡚ࡋ౫㢗ࢆ㠀ᖖㅮᖌ࡚ࡋ㒊ศᢸᙜࡣ࡚ࡗࡼෆᐜࡢ

㉸ࠋ࠸࡞ࡣࡇࡿ࠼ 

 

ࠊࡣ࡚࠸ࡘᢸᙜᩍဨࡢ࡛⩦ᆅᐇ⮫ࡸᙧែࡿࡍᑡேᩘ࡛ᒎ㛤࡞࠺ࡼࡢ⩦ᢏ⾡₇ࠊࡋࡋ ②

ᐇ⩦タࡿ࠶࡛ᩘ「ࡀሙྜࡣᑓ௵ᩍဨࡢ㈇ᢸࡀࠊ࠾࡞ࠋࡿ࠶࡛≦⌧࠸ࡁᩍဨࡢḞဨ

ࡅ࠾⫱ᩍࡢ⛉ᮏᏛ࡚ࡗࡼ௵වࠊࡀࡿ࠶ࡶሙྜࡿ࠸࡚ࡋ㠀ᖖ࡛ᑐᛂࡾࡼἣ≦ࡢ

 ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡌ⏕ࡣᨭ㞀ࡿ

 

㸦་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉㸧 

① ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉ࠊࡣ࡚࠸࠾་⒪⣔⛉┠➼࡚࠸ࡘᖜᗈ࠸ศ㔝ࡢᩍ⫱ࠊࡵࡓ࠺⾜ࢆᏛእ

ᑓ㛛ᐙ㠀ᖖㅮᖌ࡚ࡋᣦᑟࢆ௮ࡀࡇࡄከࠋ࠸ᚋࠊࡣᑓ௵ᩍဨࡢᑓ㛛࣭ᑓᨷ㡿

ᇦ᳨ࢆウࠊࡋᩍ⫱⫋ဨ㓄⨨➼ࡢ㐺ṇࢆᅗࠊࡶࡿᢸᙜᤵᴗ㛫ᩘࡢㄪᩚࡵྵࢆ
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ᑓ௵࣭ව௵ẚ⋡᳨࡚ࡋ⥆⥅࡚࠸ࡘウࡿࡍᚲせࠋࡿ࠶ࡀ 

 

② せ࡞ᤵᴗ⛉┠ࡣ࡚࠸ࡘᑓ௵ᩍဨ㸦ᩍᤵࠊᩍᤵࠊㅮᖌ㸧ࡀᢸᙜࠊࡢࡢࡶࡿ࠸࡚ࡋ

 ࠋࡿ࠶ㄢ㢟࡛ࡀࡇࡿ࠶࡛ࢫࣥࣛࣂࣥࡣ➼ᢸᙜᤵᴗ㛫ᩘࠊᩍဨ㓄⨨ᵓᡂࡢࡑ

 

③ ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉ࠊࡣ࡚࠸࠾ᑓ㛛⛉┠ࡣ 65 ࡣ┠⛉ᚲಟࠊࡾ࠶┠⛉ 49 ࡣ┠⛉㑅ᢥࠊ┠⛉

16 㣗ရ⾨⏕⟶⌮⪅ཬࠊࡣ㑅ᢥᚲಟࠊࡵࡓࡢ㈨᱁ྲྀᚓࠊࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞┠⛉

ᰤ㣴ᩍㅍ୍✀චࠊ㸦ㄆᐃ㈨᱁㸧ࢺࢫࣜࣕࢩ࣌ࢫࢻ࣮ࣇࠊ㣗ရ⾨⏕┘どဨ㸦௵⏝㈨᱁㸧ࡧ

チ≧ྲྀᚓࠊࢀࡒࢀࡑࡵࡓࡢ㑅ᢥᚲಟ⛉┠ࡀ 3 5ࠊ┠⛉ 15ࠊ┠⛉ ≉ࡢࡑࠊࡀࡪཬ┠⛉

Ṧᛶࠊࡵࡓࡢእ㒊ㅮᖌ౫㢗ࡀከࡃව௵ẚ⋡ࡣ㧗ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡃ 

 

④ ᑓ㛛⛉┠ࡿࡅ࠾ᚲಟ⛉┠ࡢ࡚࠸ࡘᑓ௵࣭ව௵ᢸᙜẚ⋡ࠊࡣ 49 ࡕ࠺ࡢ┠⛉ 21 ⛉

┠㸦43㸣㸧࡛ࠊࡾ࠶㑅ᢥ⛉┠ࡣ࡚࠸ࡘୗ⾲୍࠺ࡼࡢᒙࠊᑓ௵࣭ව௵ᢸᙜẚ⋡ࡣ㧗

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡃ

 

⾲ 24 ᖹᡂ 20 ᖺᗘ㠀ᖖㅮᖌ౫㢗≧ἣ 

 3 ศࡢ 1௨ୖ㠀ᖖㅮᖌศᢸ⛉┠ 1㹼2 ᅇࡢ≉ูᣍ⪸ㅮᖌ౫㢗⛉┠ ྜ  ィ  㸦㸣㸧 

ᚲಟ⛉┠㸦49 ⛉┠㸧 10 ⛉┠ 11 ⛉┠ 21 ⛉┠  43㸣 

㑅ᢥ⛉┠㸦16 ⛉┠㸧 8 ⛉┠ 2 ⛉┠ 10 ⛉┠  62㸣 

㑅ᢥᚲಟ⛉┠㸦23 ⛉┠㸧 14 ⛉┠ 1 ⛉┠ 15 ⛉┠  65㸣 

 

㸦་⒪ሗᏛ⛉㸧 

་⒪ሗᏛ⛉ࡢᑓ㛛⫋ࡢᩍ⫱ࠊࡣ┠⛉ࡿࡅ࠾ᑓ㛛ᛶࡀᚲせ࡛ࡀ┠⛉ࡿ࠶ከࠊࡃව௵ᩍ

ဨከࢆࡃ౫㢗୍ࠋࡿ࠸࡚ࡋ᪉ࠊࡢᑓ㛛⛉┠ࡢᇶ♏┠⛉ࡿ࡞㛵ࠊࡣ࡚ࡋᴟຊᑓ௵

ᩍဨࡀᩍ⫱ࠋࡿ࠸࡚ࡋࡇ࠺⾜ࢆ 

 

 ࠖ⟇᪉ࡓࡅྥᨵၿ࣭ᨵ㠉ࡢᚋࠕ

ඹ㏻⛉┠࣭ࡕࡢ࠸ࠕࡢே㛫ࡢᩍ⫱ศ㔝 ࠊࡃከࡀ┠⛉࡞ᩍ㣴ⓗ⯡୍ࡵጞࢆㄒᏛࠊࡣ࡚࠸ࡘࠖ

ᚋࡶᑓ௵ᩍဨࡢẚ⋡ࡀపࡿ࡞ࡃ≧ἣྛࠋࡿ࠶Ꮫ⛉ࡢᤵᴗ⛉┠ࡿࡅ࠾ᑓ௵࣭ව௵ᢸ

ᙜ⛉┠ࠊࡣ࡚࠸࠾ᑓ㛛⫋ࡢᩍ⫱ࡢ࡚࠸ࡘᇶ♏ࡣ࡚࠸ࡘ┠⛉ࡿ࡞ᑓ௵ᩍဨࡀᢸᙜࠊࡋ

⛉ᑓ㛛ࠊࡣᚋࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞ഴྥࡿࡍᢸᙜࡀව௵ᩍဨࡣ࡚࠸ࡘ┠⛉࠸㧗ࡢᑓ㛛ᛶࡾࡼ

࣭௵ᑓࡽࡀ࡞ࡋ຺ࢆ➼ᑓ㛛࣭ᑓᨷ㡿ᇦࡢᑓ௵ᩍဨࠊ୰࡛ࡿࡵ㐍ࢆᨵၿࡢ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡢ┠

ව௵ẚ⋡᳨ࢆウࡿࡍᚲせࠋࡿ࠶ࡀ 
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⾲ 23 ་⒪ಖᏛ㒊ᤵᴗ⛉┠ࡿࡅ࠾ᑓ௵࣭ව௵ᢸᙜ⛉┠ᩘ 

 

 ᑓ௵ᢸᙜ
 ⛉┠ᩘ(A)

 ව௵ᢸᙜ
 ⛉┠ᩘ(%)

⛉┠ᩘィ
(C)

ᑓ௵ẚ⋡㸦㸣㸧
(A/C)

ᚲࠉಟ 5 3 8 62.5

㑅ࠉᢥ 7 20 27 25.9

ィ 12 23 35 34.3

ᚲࠉಟ 6 4 10 60.0

㑅ࠉᢥ 0 1 1 0.0

ィ 6 5 11 54.5

18 28 46 39.1

ᚲࠉಟ 44 8 52 84.6

㑅ࠉᢥ 2 9 11 18.2

ィ 46 17 63 73.0

ᚲࠉಟ 45 4 49 91.8

㑅ࠉᢥ 10 6 16 62.5

ィ 55 10 65 84.6

ᚲࠉಟ 25 17 42 59.5

㑅ࠉᢥ 10 12 22 45.5

ィ 35 29 64 54.7

154 84 238 64.7

⛉ ་ ⒪  ሗ Ꮫࠉ

་
ࠉ
⒪
ࠉ
ಖ
ࠉ

ࠉ
Ꮫ
ࠉ
㒊

ィࠉᑠࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ィࠉࠉࠉࠉࠉྜ

་⒪࣮ࣞ࣎ࣛࢥࡢ
⫱ᩍࣥࣙࢩ

⛉ࠉᏛࠉㆤࠉ┳ࠉ

⛉ ་ ⒪ ᰤ 㣴 Ꮫࠉ

Ꮫ㒊࣭Ꮫ⛉


Ꮫ
⛉
ඹ
㏻

ᤵࠉᴗࠉ⛉ࠉ┠

⫱ᩍࡢே㛫࣭ࡕࡢ࠸

 

 

㸦8㸧⏕ᾭᏛ⩦ࡢᑐᛂ 

 

 Ⅼ᳨࣭ホ౯ࠖࡧཬ≦⌧ࠕ

ᮏᏛࠊࡣ࡚ࡋබ㛤ㅮᗙࢆ✚ᴟⓗᐇ࡞ࡿࡍ⏕ᾭᏛ⩦ࡢᑐᛂࠊࡀࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡣ་

⒪ಖᏛ㒊ࡢᏛኈㄢ⛬ᩍ⫱ࠊࡣ࡚࠸࠾⏕ᾭᏛ⩦ࡢᶵࢆᥦ౪ࡿࡍᥐ⨨ࠊࡢ࡚ࡋ♫

ேධᏛࠊ⦅ධᏛࠊ⛉┠➼ᒚಟ⏕ཬࡧ◊✲⏕ไᗘࡣタࠋ࠸࡞࠸࡚ࡅ 

 

 ࠖ⟇᪉ࡓࡅྥᨵၿ࣭ᨵ㠉ࡢᚋࠕ

① Ꮫኈㄢ⛬ᩍ⫱ࡿࡅ࠾⏕ᾭᏛ⩦ࡢᑐᛂࠊࡣ࡚࠸ࡘᚋ᳨ࡢウㄢ㢟࡛ࠋࡿ࠶ 

 

ࡀᚲせࡿࡍウ᳨ࢆᑐᛂࡢ࡞ࢀධࡅཷࡢ⏕Ꮫ⏕➼㠀ఏ⤫ⓗᏛ␃ࠊே♫ࠊᚋࠊࡓࡲ ②

 ࠋࡿ࠶

 

㸺Ꮫኈㄢ⛬ࡢᩍ⫱᪉ἲ➼㸼 

㸦1㸧ᩍ⫱ᨵၿࡢ⤌⧊ⓗྲྀ࡞⤌ 

 ά⏝≧ἣసᡂࡢࢫࣂࣛࢩ ①

 

 Ⅼ᳨࣭ホ౯ࠖࡧཬ≦⌧ࠕ

ᮏᏛ࡛1ࠊࡣ ᖺḟ㓄ᙜࡢᤵᴗ⛉┠ࠊࡣ࡚࠸ࡘᏛ⛉ูࡢᒚಟෆᤵᴗ⛉┠ࣂࣛࢩࡢ

2ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ㓄ᕸဨࡋᥖ㍕ࢆࢫ ᖺḟࡽ 4 ᖺḟ࡛ࡲ㓄ᙜࡢᤵᴗ⛉┠࡚࠸ࡘ

ࢥࢯࣃࡢศ⮬ࡶ࡛ࡘ࠸ࡀ⏕Ꮫࠊࡾ࠾࡚ࡋᥖ㍕㸧ࢺࢵࢿࢡࢫࢹ㸦࣒ࢸࢫࢩᏛෆሗࡣ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽᅗࡀ౽ᛶࡽࡇࡿࡁ⣴᳨࡛ࠊࡋ⏝ࢆࣥ
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ࡧᶆཬ┠ࡢ⩏ㅮࠕࠊࡣෆᐜ࡞ࠊࡋ୍⤫┠⛉ᤵᴗࡣయ࣭グ㍕ෆᐜࡢࢫࣂࣛࢩࠊ࠾࡞

ᴫせ ⏬ᤵᴗィࠕࠊࠖ ホ౯᪉ἲࠕࠊࠖ  ࠋࡿ࠸࡚ࡋཧ⪃ᅗ᭩ࠖࠕࡧཬࠖࢺࢫ࢟ࢸࠕࠊࠖ

 

 ࠖ⟇᪉ࡓࡅྥᨵၿ࣭ᨵ㠉ࡢᚋࠕ

⌧ᅾࢺࢵࢿࢡࢫࢹࠊࡣᥖ㍕ࠊࡣࢫࣂࣛࢩࡢᢸᙜᩍဨࡀ┤᥋᭩ࡁ㎸࡞ࡣ࣒ࢸࢫࢩࡿࡵ

1ࠊࡣᑗ᮶ࠊ࡛ࡢ࠸࡞࠸࡚ࡗ ᖺḟ㓄ᙜࠊࡵྵࡶࢫࣂࣛࢩࡢᢸᙜᩍဨࡀ┤᥋ࠊෆᐜࡢኚ᭦࣭

ゞṇ➼࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀ⡆⣲ཬࡧ౽ᛶࢆ㧗ࡿࡵᚲせࠋࡿ࠶ࡀ 

 

② FD άືᑐࡿࡍ⤌⧊ⓗྲྀ⤌ 

○Ꮫ⏕ࡿࡼᤵᴗホ౯ 

 

 Ⅼ᳨࣭ホ౯ࠖࡧཬ≦⌧ࠕ

࣭ᮏᏛ࡛ࠊࡣ㛤ᏛᙜึࡽᏛ㛗ࢆጤဨ㛗ࡿࡍ FD ጤဨࠊࡾࡼ㛤ㅮ⛉┠࡚࠸ࡘ 

Ꮫ⏕ࡿࡼᤵᴗホ౯ࢺ࣮ࢣࣥㄪᰝࢆᐇࡿ࠸࡚ࡋ㸦ᖹᡂ 18 ᖺᗘ௨㝆ࡣẖᖺᗘ๓ᮇ

ཬࡧᚋᮇࡢᖺ 2 ᅇᐇ㸧ࠋ 

࣭ㄪᰝࡢලయⓗ᪉ἲࠊࡣཎ๎᭱ࠊ⤊ᤵᴗ᪥ࡣࡓࡲᐃᮇヨ㦂ࡢ๓ᚋࠊᩍົ㒊ࡢ⫋ဨࡀ 

ᩍᐊฟྥࢺ࣮ࢣࣥࡁ⏝⣬ࢆ㓄ᕸࡢࡑࠊࡋሙ࡛グධୖࡢᅇࠊࡾ࠾࡚ࡋࡇࡿࡍ

ᅇ⟅⋡ࡣ 81㸣㧗ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡃ 

࡚࠸ࡘᤵᴗែᗘࡢศ⮬㌟⮬ࠊ࡚ࡋ⏕Ꮫࠕࡣ┠㉁ၥ㡯ࡢࢺ࣮ࢣ࣭ࣥ  ᤵᴗෆᐜࠕࠊࠖ

࡚࠸ࡘ ࡚࠸ࡘ᪉࠼ᩍࡢᩍဨࠕࠊࠖ ホ౯ࠖྜ⥲ࠕࡧཬ࡚ࠖ࠸ࡘጼໃࡢᩍဨࠕࠊࠖ

ᇶ࡙ྜࡓ࠸ィ 18 㡯┠࠺ࡑࠕࠊࡾࡼᛮ࠺ ࠺ᛮ࠺ࡑࡸࡸࠕࠊࠖ ࠸࡞࠼࠸ࡶࡽࡕࠕࠊࠖ ࠊࠖ

࠸࡞ࢃᛮ࠺ࡑࠕ ࠸࡞ࢃᛮ࠺ࡑࡃࠕࠊࠖ ⟆ᅇ↓ࠕࠊࠖ  ࠋࡿ࠸࡚ࡋࡇࡿࡅࡘࢆ༳○ࠖ

࣭ᖹᡂ 20 ᖺᗘࡢᐇ⤖ᯝࡢ㉁ၥ㡯┠ᖹᆒ࡛࠺ࡑࠕࡣᛮ࠺ 㸦ࠖ36.5㸣㸧ཬࡑࡸࡸࠕࡧ 

࠺ᛮ࠺ 㸦ࠖ36.2㸣㸧࡚ࡏࢃྜࢆ 72.7㸣㸦ᑐ๓ᖺᗘ 5.9㸣ࡢቑ㸧ࡢᏛ⏕ࡀᤵᴗᑐ࡚ࡋ

⫯ᐃⓗࠊࡓࡲࠋࡿࢃࡀࡇࡿ࠸࡚࠼ࡽ⮬⏤グ㏙ࠊࡣ࡚࠸ࡘᤵᴗᑐࡿࡍ⫯

ᐃⓗホ౯ࠊᤵᴗᑐࡿࡍᢈุ࣭せᮃࠊタ࣭タഛࡢ‶ࢆ࡞グ㏙ࡋࡇࡿࡍ

ഛᩚࡢᩍ⫱⎔ቃࡧᨵၿཬࡢ➼ᤵᴗෆᐜ࣭᪉ἲ࡚࠼ࡲ㋃ࢆ➼ពぢࡢࡽࢀࡇࠊࡾ࠾࡚

ᐇດࠋࡿ࠸࡚ࡋࡇࡿࡵ 

 ᙜࠊࡶࡿࡍ㓄ᕸᙜヱᩍဨࠊࡣ࡚࠸ࡘㄪᰝ⤖ᯝࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗホ౯ࠊࡓࡲ࣭

ヱᩍဨࠊ࡚࠸࠾ㄪᰝ⤖ᯝᑐࡿࡍឤࠊᤵᴗ≉࡚࠸࠾ᕤኵ➼ࠊࡇࡓࡗ⾜ࢆ

ࢺ࣮࣏ࣞࡓࡋグ㏙࡚࠸ࡘ࡞ࡍά࠺ࡼࡢᤵᴗࡢᚋࢆᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥ

ᤵᴗࢆࡢࡶࡓࡵࡲ࡚ࡋࢺ࣓ࣥࢥࢆࡽࢀࡇࡀᏛ⛉㛗ྛࠊࡋ᥋ᥦฟ┤Ꮫ⛉㛗ྛࢆ

ホ౯ࢺ࣮ࢣࣥㄪᰝ⤖ᯝ࡚ࡏࢃ࠶බ⾲ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

 ࠖ⟇᪉ࡓࡅྥᨵၿ࣭ᨵ㠉ࡢᚋࠕ

ᤵᴗホ౯ࢺ࣮ࢣࣥᑐࡿࡍᏛ⏕ࡢ⌮ゎ᥎㐍ཬࡧព㆑ၨⓎࡀᅗ࠺ࡼࡿࢀࡽດࡿࡵ

ᨵၿ࣭ࡢᤵᴗෆᐜ࣭᪉ἲࠊ࡚࠼ࡲ㋃ࢆᖺẚ㍑⤒ࡢ┠㉁ၥ㡯ྛࡿࡅ࠾ホ౯⤖ᯝࠊࡶ

ᐇᘬࡴ⤌ࡾྲྀࡁ⥆ࡁᚲせࠋࡿ࠶ࡀ 
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ᖹᡂ 20 ᖺᗘᤵᴗホ౯ࢺ࣮ࢣࣥ⤖ᯝ࡚࠸ࡘ 

 

○ᮏᏛ࡛ࠊࡣ㛤Ꮫᙜึࡢᖹᡂ 17 ᖺᗘࡽᤵᴗ⛉┠࡚࠸ࡘᏛ⏕ࡿࡼᤵᴗホ౯ࢺ࣮ࢣࣥ

㸦ᖹᡂࡍࡲ࠸࡚ࡋᐇࢆ 18 ᖺᗘࡣࡽ๓ᮇ࣭ᚋᮇࡢᖺ 2 ᅇᐇ㸧ࠋ 

 

ㄪᰝࠊᚋࡓࡋㄆ☜ࢆグ㏙ෆᐜࠊࡋ㓄ᕸᙜヱᩍဨࡣ࡚࠸ࡘᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗホ౯ࡢࡇ○

⤖ᯝᑐࡿࡍឤཬࡧᤵᴗෆᐜ࣭᪉ἲࡢᨵၿ࡚࠸ࡘࡳ⤌ࡾྲྀࡢ࡞グ㏙ࢺ࣮࣏ࣞࡓࡋ

ࠊྛࡾ࠾࡚ࡋࡇࡿࡍᥦฟ᥋ྛᏛ⛉㛗┤ࡽᩍဨྛࢆ Ꮫ⛉㛗ࠊ࡛ୖࡓࡵࡲࢆࡽࢀࡇࡣ

Ꮫ⛉㛗ࡢ࡚ࡋឤࠊࡵࡲࢆᏛ⛉㛗㆟࡛ሗ࿌ࡓࡋᚋࠊᤵᴗホ౯ࢺ࣮ࢣࣥ⤖ᯝࡏే

࡚බ⾲ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ 

 

○ᤵᴗホ౯ࢺ࣮ࢣࣥ⤖ᯝྛࡢ㉁ၥ㡯┠ูࡢ㞟ィ⤖ᯝࠊࡣ࡚࠸ࡘᖺᗘ࠺ࡑࠕࠊࡣࡽᛮ࠺ ࠊࠖ

࠺ᛮ࠺ࡑࡸࡸࠕ ࠸࡞࠼ゝࡶࡽࡕࠕࠊࠖ ࠸࡞ࢃᛮ࠺ࡑࠕࠊࠖ ↓ࠕࡧཬࠖ࠸࡞ࢃᛮ࠺ࡑࡃࠕࠊࠖ

ᅇ⟅ࠖࡢࢀࡒࢀࡑࡢࡈྜ㸦㸣㸧ࡾࡼ⾲グࠊ࡚ࡋ๓ᖺᗘࡢẚ㍑ࡿࡍࡃࡍࡸࡾࢃࡀ

ᐃⓗホ౯⫯ࡿࡍᑐᤵᴗࠕࠊࡣ࡚࠸ࡘグ㏙⏤⮬ࠊࡶ ᢈุ࣭せᮃࡿࡍᑐᤵᴗࠕࠊࠖ ࠊࠖ

ពぢ࡚ࡋグ⾲ࢆࡢࡶ࡞ࡢෆᐜࡢࡑࠊ࡚࠸ࡘࠖࡢࡑࠕࡧ‶ࠖཬࡢ➼タ࣭タഛࠕ

 ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋグ⾲࠺ࡼࡿࢃලయⓗࡀ➼

 

○ᖺᗘࠊࡣ࡚࠸࠾ᖺᗘྠᵝࡢ⾲グຍࠊ࠼㉁ၥ㡯┠ࡢࡈ⤒ᖺẚ㍑ࠊ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀ

᪂ࡓᖺᗘูࡢẚ㍑ࣇࣛࢢࢆᅗࠊࡾࡼࢀࡇࠊࡀࡓࡋࡲࡾᖹᡂ 20 ᖺᗘࡢᤵᴗホ౯⤖ᯝ

㉁ၥ㡯ࠊࡿࡳィ࡛ྜࡢྜࡢࠖ࠺ᛮ࠺ࡑࡸࡸࠕࡧཬࠖ࠺ᛮ࠺ࡑࠕࡢ⟆ᅇ࡞ᐃⓗ⫯ࡿࡅ࠾

 ࠋࡍ࡛ࡾ࠾ࡢḟࠊࡣ㡰࡛࠸㧗ࡢ㸧ࢺ࣏ࣥィ㸦ྜࡢู┠㡯ࡢࡘ㸳ࡕ࠺ࡢ┠

 

࣭Ꮫ⏕ࠊ࡚ࡋ⮬ศ⮬㌟ࡢᤵᴗែᗘ80.5% ࡚࠸ࡘ㸦ᑐ๓ᖺᗘ  ቑ㸧ࡢ3.9%

࣭ᩍဨࡢጼໃ74.3%           ࡚࠸ࡘ㸦    ྠ  6.3%ࡢቑ㸧 

࣭⥲ྜホ౯㸦ࡢࡇᤵᴗࡣ⥲ྜⓗ71.1%           㸦  ྠ 7.2%ࡢቑ㸧 

‶㊊࡛ࡓࡁᛮ࠺㸧 

࣭ᩍဨࡢᩍ࠼᪉70.9%          ࡚࠸ࡘ㸦    ྠ  7.0%ࡢቑ㸧 

࣭ᤵᴗෆᐜ69.3%                       ࡚࠸ࡘ㸦    ྠ  5.1%ࡢቑ㸧 

 

ᖹᡂࠊࡀࡍࡲ࠸࡚ࡋቑຍࡃࡁࡀࢺ࣏ࣥẚᑐ๓ᖺᗘࡶࢀࡎ࠸○ 17 ᖺᗘࡢࡽ⤒ᖺẚ㍑

ࡢᐇࢺ࣮ࢣࣥᤵᴗホ౯ࠊࡽࡇࡿ࠸࡚࠼ቑࡀࢺ࣏ࣥᐇ╔ࡶ┠㡯ྛࠊࡶ࡚ࡳࢆ

ຠᯝࡀ☜ᐇࠊࡾ࠾࡚ࡗࡀୖᏛ⏕ཬࡧᩍဨࡢ᪉ࠊⰋ࠸⤖ᯝࡿ࠸࡚ࡋࡽࡓࡶࢆホ౯ࡍ

 ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿ

 

ᢈุ࣭せᮃࡿࡍᑐᤵᴗࠕࠊࡣ࡚࠸࠾グ㏙⏤⮬ࠊࡓࡲ○ ࡢ%6.8ڸẚᑐ๓ᖺᗘࡀࠖ ࠊ37.6%

ࡢ%1.0ڸࡀࠖ‶ࡢ➼タ࣭タഛࠕ ࡀᐃⓗホ౯ࠖ⫯ࡿࡍᑐᤵᴗࠕࠊࡋῶᑡࠊ0.6% 4.9%

ቑࡢ ᩍࡧᨵၿཬࡢᤵᴗෆᐜ࣭᪉ἲࡣࢀࡇࠋࡍࡲ࠸࡚࠼ቑࡀホ౯࡞ᐃⓗ⫯ࡾ࠾࡚ࡗ࡞47.6%

⫱⎔ቃᩚࡢഛᐇࡀ㐍ࢀ⌧ࡢࡇࡿ࠸࡚ࡁ࡛ࢇ⌮ゎࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 

 

࣮ࢣࣥᤵᴗホ౯ࠊࡾࡼࡇࡿࡍ⾲බᏛෆࠊ࡚ࡗ࠾ࠊࢆ㞟ィ⤖ᯝࢺ࣮ࢣࣥࡢࡽࢀࡇ○

ᨵၿ࣭ࡢᤵᴗෆᐜ࣭᪉ἲࠊࡶࡿࢀࡽᅗࡀព㆑ၨⓎࡧゎ᥎㐍ཬ⌮ࡢ⏕Ꮫࡿࡍᑐࢺ

ᐇ୍ࡾࡼࡀᒙᅗࠋࡍࡲࢀࡉุ᩿ࡢࡶࡿࢀࡽ 

 



 

○調査対象者数  25,285人（延人数）
○総回答数　　  20,596枚（回答率 81％）

1.質問項目別集計結果（上段（）は平成19年度アンケート結果）

そうそうそうそう思思思思うううう
やややややややや

そうそうそうそう思思思思うううう
どちらともどちらともどちらともどちらとも
いえないいえないいえないいえない

そうそうそうそう
思思思思わないわないわないわない

全全全全くそうくそうくそうくそう
思思思思わないわないわないわない

無回答無回答無回答無回答 計計計計

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

(37.6) (37.1) (21.6) (2.9) (0.7) (0.1) (100)

39.9 38.7 18.9 1.9 0.5 0.1 100

(63.6) (21.4) (12.5) (1.9) (0.5) (0.1) (100)

63.2 24.9 10.1 1.4 0.3 0.1 100

(33.9) (36.1) (25.2) (3.7) (1.0) (0.1) (100)

37.1 37.6 22.0 2.4 0.7 0.2 100

(45.0) (31.6) (19.8) (2.8) (0.7) (0.1) (100)

46.8 33.7 17.0 1.9 0.5 0.1 100

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

(31.1) (39.0) (23.7) (4.5) (1.6) (0.1) (100)

34.4 40.7 20.7 3.0 1.0 0.2 100

(20.6) (37.9) (31.2) (7.9) (2.3) (0.1) (100)

24.6 39.6 28.8 5.1 1.7 0.2 100

(38.3) (34.3) (22.2) (3.8) (1.3) (0.1) (100)

40.1 37.3 19.4 2.1 0.9 0.2 100

(24.8) (30.6) (34.4) (6.4) (3.7) (0.1) (100)

26.2 34.2 31.6 4.9 2.9 0.2 100

(28.7) (35.5) (27.9) (5.6) (2.2) (0.1) (100)

31.3 38.0 25.1 3.8 1.6 0.2 100

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

(30.9) (36.4) (28.6) (2.7) (1.1) (0.3) (100)

35.1 37.4 24.9 1.6 0.7 0.3 100

(29.8) (35.5) (27.2) (5.7) (1.7) (0.1) (100)

35.0 37.8 23.4 2.7 0.9 0.2 100

(32.8) (32.4) (25.1) (6.8) (2.7) (0.2) (100)

37.5 35.2 22.0 3.7 1.3 0.3 100

(28.7) (31.9) (30.5) (6.3) (2.4) (0.2) (100)

31.6 36.3 26.8 3.8 1.3 0.2 100

(32.9) (34.3) (25.9) (4.9) (1.8) (0.2) (100)

37.1 35.8 23.2 2.4 1.3 0.2 100

(30.0) (32.5) (30.4) (5.2) (1.6) (0.3) (100)

34.5 35.6 25.7 2.7 1.2 0.3 100

(29.2) (29.7) (33.4) (4.8) (2.4) (0.5) (100)

33.9 32.8 28.2 2.8 1.5 0.8 100

(30.6) (33.3) (28.7) (5.2) (1.9) (0.3) (100)

35.0 35.9 24.9 2.8 1.2 0.2 100

　3．積極的に取り組んだと思うか。

計

ⅠⅠⅠⅠ　　　　学生学生学生学生としてとしてとしてとして、、、、自分自身自分自身自分自身自分自身のののの授業態度授業態度授業態度授業態度についてについてについてについて

平成20年度 授業評価アンケート結果

質質質質　　　　問問問問　　　　項項項項　　　　目目目目

　1．授業態度はよかったと思うか。

　2．出席率はよかったと思うか。

   ○全科目数　　236科目

　7．この授業は他学科の人等にも薦めたいと思うか。

ⅡⅡⅡⅡ　　　　授業内容授業内容授業内容授業内容についてについてについてについて

　4．授業に興味・関心が持てたと思うか。

　5．授業内容をよく理解できたと思うか。

　6．この授業内容は将来役立つと思うか。

計

　8．授業はシラバスに沿って行われたと思うか。

　9．授業に集中できる雰囲気が保たれていたと思うか。

　14．ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ等、ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱの利用は適切だったと思うか。

ⅢⅢⅢⅢ　　　　教員教員教員教員のののの教教教教ええええ方方方方についてについてについてについて

　10．教員の声や言葉は明瞭で聞き取りやすかったと思うか。

　11．教員は適切に板書を活用したと思うか。

　12．教員は教科書・プリントを適切に用いたと思うか。

　13．教員は質疑応答の機会を適切に作ったと思うか。

計
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そうそうそうそう思思思思うううう
やややややややや

そうそうそうそう思思思思うううう
どちらともどちらともどちらともどちらとも
いえないいえないいえないいえない

そうそうそうそう
思思思思わないわないわないわない

全全全全くそうくそうくそうくそう
思思思思わないわないわないわない

無回答無回答無回答無回答 計計計計

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

(34.4) (34.9) (24.7) (4.0) (1.7) (0.3) (100)

38.1 37.2 21.0 2.5 1.0 0.2 100

(39.2) (33.8) (22.3) (3.0) (1.4) (0.3) (100)

42.7 35.0 19.1 1.9 0.9 0.4 100

(27.7) (33.9) (29.7) (5.9) (2.5) (0.3) (100)

32.8 36.9 24.4 3.8 1.8 0.3 100

(33.8) (34.2) (25.6) (4.3) (1.8) (0.3) (100)

37.9 36.4 21.5 2.7 1.3 0.2 100

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

(28.0) (35.9) (26.2) (5.5) (2.3) (2.1) (100)

32.5 38.6 22.1 3.0 1.5 2.3 100

(33.0) (33.8) (26.3) (4.8) (1.8) (0.3) (100)

36.5 36.2 22.9 2.9 1.2 0.3 100

2.自由記述集計結果

○回答者件数   2,250件

件数件数件数件数

1,070

  834

   13

  333

2,250

ⅣⅣⅣⅣ　　　　教員教員教員教員のののの姿勢姿勢姿勢姿勢についてについてについてについて

　15．教員は限られた授業時間を適切に活用したと思うか。

質質質質　　　　問問問問　　　　項項項項　　　　目目目目

全質問項目全質問項目全質問項目全質問項目のののの平均平均平均平均

　18．この授業は総合的に満足できたと思うか。

主主主主なものなものなものなもの

・面白い授業だった。
・楽しく、充実した授業だった。
・熱意が伝わる授業だった。
・興味・関心が持てる授業だった。
・分かりやすく、ためになる授業だった。

　16．教員は授業に熱意を持って臨んでいたと思うか。

　17．教員は学生のレベルを把握して授業を行ったと思うか。

計

ⅤⅤⅤⅤ　　　　総合評価総合評価総合評価総合評価

・授業のスピードが速過ぎた。
・板書・説明が分かりづらかった。
・声が聞き取りにくかった(マイクを使って欲しい)。
・授業中私語が多くうるさかった(注意して欲しい)。
・教え方を統一して欲しい。

施設・設備等への不満
・教室が狭い。
・ホワイトボードが見にくい。
・空調が悪い(寒い)。

・授業変更が多すぎた。
・課題が多くて大変だった。
・内容が難しく、寝てしまった(眠たくなった)。
・丁寧な授業だったが、難しく理解出来なかった。
・実習先と大学の連携が良くなかった。
・実習ではアドバイスを貰えて良かった。

その他

計

授業に対する肯定的評価

内容内容内容内容

授業に対する批判・要望
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◆ 年度別 授業評価アンケート集計結果

◆ 年度別・質問項目別集計結果 経年比較（無回答は含まない）

そう思う
やや

そう思う
どちらとも
いえない

そう
思わない

全くそう
思わない

そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

38.9 32.5 71.4 －

40.6 34.0 74.6 +3.2

37.6 37.1 74.7 +0.1

39.9 38.7 78.6 +3.9

そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

66.9 19.2 86.1 －

66.0 20.4 86.4 +0.3

63.6 21.4 85.0 -1.4

63.2 24.9 88.1 +3.1

そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

35.0 33.3 68.3 －

36.3 34.0 70.3 +2.0

33.9 36.1 70.0 -0.3

37.1 37.6 74.7 +4.7

そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

46.9 28.3 75.2 －

47.7 29.5 77.2 +2.0

45.0 31.6 76.6 -0.6

46.8 33.7 80.5 +3.9

そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

36.4 37.0 73.4 －

33.3 37.6 70.9 -2.5

31.1 39.0 70.1 -0.8

34.4 40.7 75.1 +5.0

 1．授業態度はよかったと思うか。

 3．積極的に取り組んだと思うか。

 2．出席率はよかったと思うか。

 「計」(質問項目 1．～ 3．)

　 20 年度

 　17 年度

 　18 年度

 　19 年度

　 20 年度

 　17 年度

 　18 年度

 　19 年度

　 20 年度

  4．授業に興味・関心が持てたと思うか。

 　18 年度

 　17 年度

 　18 年度

 　17 年度

 　19 年度

　 20 年度

 　17 年度

 　18 年度

 　19 年度

 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ　　　　授業内容授業内容授業内容授業内容についてについてについてについて

20年度

19,861 人

16,732枚 (84％)

236 科目

25,285 人

20,596枚 (81％)

19年度

219 科目

25,209 人

20,558枚 (82％)

項目＼年度 18年度

162 科目

17年度

72 科目 全科目数 全科目数 全科目数 全科目数

10,594 人

4,801枚 (45％)

 延 延 延 延べべべべ調査対象者数調査対象者数調査対象者数調査対象者数

 総回答数  総回答数  総回答数  総回答数 ((((回答率回答率回答率回答率))))

 　19 年度

　 20 年度

 Ⅰ  Ⅰ  Ⅰ  Ⅰ 学生学生学生学生としてとしてとしてとして、、、、自分自身自分自身自分自身自分自身のののの授業態度授業態度授業態度授業態度についてについてについてについて

35.0%

36.3%

33.9%

37.1%

33.3%

34.0%

36.1%

37.6%

24.3%

24.5%

25.2%

22.0%

3.7%

2.4%

4.8%

3.9%

1.0%

1.0%

1.0%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

46.9%

47.7%

45.0%

46.8%

28.3%

29.5%

31.6%

33.7%

18.2%

18.8%

19.8%

17.0%

2.8%

1.9%

3.1%

3.8%

0.5%

0.7%

0.7%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

36.4%

33.3%

31.1%

34.4%

37.0%

37.6%

39.0%

40.7%

19.7%

22.4%

23.7%

20.7%

4.5%

3.0%

4.3%

4.4%

1.6%

2.0%

1.6%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

66.9%

66.0%

63.6%

63.2%

19.2%

20.4%

21.4%

24.9%

9.7%

10.8%

10.1%

12.5%

1.4%

1.9%

2.1%

2.3%

0.3%

0.5%

0.5%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

38.9%

40.6%

37.6%

39.9%

32.5%

34.0%

37.1%

38.7%

20.7%

21.2%

21.6%

18.9%

2.9%

1.9%

4.3%

3.4%

0.8%

0.7%

0.7%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

23.7 35.0 58.7 －

22.4 36.0 58.4 -0.3

20.6 37.9 58.5 +0.1

24.6 39.6 64.2 +5.7

そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

44.6 32.2 76.8 －

40.8 33.5 74.3 -2.5

38.3 34.3 72.6 -1.7

40.1 37.3 77.4 +4.8

そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

27.2 27.9 55.1 －

26.3 28.8 55.1 +0.0

24.8 30.6 55.4 +0.3

26.2 34.2 60.4 +5.0

そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

33.0 33.0 66.0 －

30.7 34.0 64.7 -1.3

28.7 35.5 64.2 -0.5

31.3 38.0 69.3 +5.1

そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

33.0 30.9 63.9 －

32.9 33.2 66.1 +2.2

30.9 36.4 67.3 +1.2

35.1 37.4 72.5 +5.2

そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

33.2 32.6 65.8 －

31.5 33.2 64.7 -1.1

29.8 35.5 65.3 +0.6

35.0 37.8 72.8 +7.5

  8．授業はシラバスに沿って行われたと思うか。

  9．授業に集中できる雰囲気が保たれていたと思うか。

 　18 年度

 　19 年度

　 20 年度

 　17 年度

 　18 年度

 　19 年度

　 20 年度

 　19 年度

 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ　　　　授業内容授業内容授業内容授業内容についてについてについてについて

  5．授業内容をよく理解できたと思うか。

  6．この授業内容は将来役立つと思うか。

  7．この授業は他学科の人等にも薦めたいと思うか。

 　17 年度

 　18 年度

 　19 年度

　 20 年度

 　17 年度

　 20 年度

 Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ　　　　教員教員教員教員のののの教教教教ええええ方方方方についてについてについてについて

 　18 年度

 　19 年度

　 20 年度

 　17 年度

 　18 年度

 　17 年度

 　18 年度

 　19 年度

  「計」(質問項目 4．～ 7．)

　 20 年度

 　17 年度

23.7%

22.4%

20.6%

24.6%

35.0%

36.0%

37.9%

39.6%

27.9%

30.1%

31.2%

28.8%

7.9%

5.1%

8.4%

8.2%

1.7%

2.3%

2.9%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

44.6%

40.8%

38.3%

40.1%

32.2%

33.5%

34.3%

37.3%

16.6%

20.1%

22.2%

19.4%

3.8%

2.1%

3.4%

3.6%

1.2%

1.8%

1.3%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

27.2%

26.3%

24.8%

26.2%

27.9%

28.8%

30.6%

34.2%

32.1%

32.9%

34.4%

31.6%

6.4%

4.9%

7.1%

6.7%

4.6%

5.0%

3.7%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

33.0%

30.7%

28.7%

31.3%

33.0%

34.0%

35.5%

38.0%

24.1%

26.4%

27.9%

25.1%

5.6%

3.8%

5.8%

5.8%

2.6%

2.9%

2.2%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

33.0%

32.9%

30.9%

35.1%

30.9%

33.2%

36.4%

37.4%

31.0%

29.4%

28.6%

24.9%

2.7%

1.6%

2.8%

2.5%

0.7%

1.1%

1.3%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

33.2%

31.5%

29.8%

35.0%

32.6%

33.2%

35.5%

37.8%

23.6%

26.0%

27.2%

23.4%

5.7%

2.7%

6.9%

6.7%

2.2%

2.4%

1.7%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

40.2 29.3 69.5 －

36.0 30.8 66.8 -2.7

32.8 32.4 65.2 -1.6

37.5 35.2 72.7 +7.5

そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

33.8 28.5 62.3 －

31.2 29.6 60.8 -1.5

28.7 31.9 60.6 -0.2

31.6 36.3 67.9 +7.3

そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

39.0 32.2 71.2 －

35.4 32.4 67.8 -3.4

32.9 34.3 67.2 -0.6

37.1 35.8 72.9 +5.7

そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

31.7 28.3 60.0 －

32.4 30.5 62.9 +2.9

30.0 32.5 62.5 -0.4

34.5 35.6 70.1 +7.6

そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

29.5 21.7 51.2 －

32.0 26.0 58.0 +6.8

29.2 29.7 58.9 +0.9

33.9 32.8 66.7 +7.8

そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

34.3 29.1 63.4 －

33.0 30.8 63.8 +0.4

30.6 33.3 63.9 +0.1

35.0 35.9 70.9 +7.0

 　19 年度

　 20 年度

 　17 年度

  「計」(質問項目 8．～ 14．)

  13．教員は質疑応答の機会を適切に作ったと思うか。

  14．ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ等、ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱの利用は適切だったと思うか。

 　17 年度

 　18 年度

 Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ　　　　教員教員教員教員のののの教教教教ええええ方方方方についてについてについてについて

 　19 年度

 　18 年度

 　19 年度

　 20 年度

　 20 年度

 　17 年度

  10．教員の声や言葉は明瞭で聞き取りやすかったと思うか。

 　17 年度

 　18 年度

　 20 年度

 　17 年度

 　18 年度

 　19 年度

  11．教員は適切に板書を活用したと思うか。

 　19 年度

　 20 年度

 　17 年度

  12．教員は教科書・プリントを適切に用いたと思うか。

 　18 年度

 　18 年度

 　19 年度

　 20 年度

40.2%

36.0%

32.8%

37.5%

29.3%

30.8%

32.4%

35.2%

19.6%

22.9%

25.1%

22.0%

6.8%

3.7%

7.2%

7.0%

1.3%

2.7%

2.9%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

33.8%

31.2%

28.7%

31.6%

28.5%

29.6%

31.9%

36.3%

25.9%

28.1%

30.5%

26.8%

6.3%

3.8%

7.6%

7.6%

1.3%

2.4%

3.2%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

39.0%

35.4%

32.9%

37.1%

32.2%

32.4%

34.3%

35.8%

20.1%

24.2%

25.9%

23.2%

4.9%

2.4%

5.4%

5.5%

1.3%

1.8%

2.3%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

31.7%

32.4%

30.0%

34.5%

28.3%

30.5%

32.5%

35.6%

29.1%

28.5%

30.4%

25.7%

5.2%

2.7%

6.9%

5.7%

2.5%

2.5%

1.6%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

29.5%

32.0%

29.2%

33.9%

21.7%

26.0%

29.7%

32.8%

37.6%

32.7%

33.4%

28.2%

4.8%

2.8%

5.1%

5.3%

1.5%

2.4%

3.0%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

34.3%

33.0%

30.6%

35.0%

29.1%

30.8%

33.3%

35.9%

26.7%

27.4%

28.7%

24.9%

5.2%

2.8%

6.0%

5.8%

2.4%

2.6%

1.9%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

42.6 31.8 74.4 －

37.7 33.5 71.2 -3.2

34.4 34.9 69.3 -1.9

38.1 37.2 75.3 +6.0

そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

46.8 31.2 78.0 －

42.9 31.7 74.6 -3.4

39.2 33.8 73.0 -1.6

42.7 35.0 77.7 +4.7

そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

32.5 30.5 63.0 －

29.7 31.7 61.4 -1.6

27.7 33.9 61.6 +0.2

32.8 36.9 69.7 +8.1

そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

40.7 31.2 71.9 －

36.8 32.3 69.1 -2.8

33.8 34.2 68.0 -1.1

37.9 36.4 74.3 +6.3

そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

32.6 33.6 66.2 －

29.6 34.4 64.0 -2.2

28.0 35.9 63.9 -0.1

32.5 38.6 71.1 +7.2

そう思う
やや

そう思う 計 対前年度

37.1 30.4 67.5 －

35.3 31.7 67.0 -0.5

33.0 33.8 66.8 -0.2

36.5 36.2 72.7 +5.9

 　19 年度

  15．教員は限られた授業時間を適切に活用したと思うか。

  16．教員は授業に熱意を持って臨んでいたと思うか。

  17．教員は学生のレベルを把握して授業を行ったと思うか。

 「計」(質問項目 15．～ 17．)

 18．この授業は総合的に満足できたと思うか。

 　18 年度

 　19 年度

　 20 年度

　 20 年度

 　17 年度

 　18 年度

 　18 年度

 　19 年度

　 20 年度

 　17 年度

 　18 年度

 全質問項目 全質問項目 全質問項目 全質問項目のののの平均平均平均平均

 　19 年度

　 20 年度

 Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ　　　　教員教員教員教員のののの姿勢姿勢姿勢姿勢についてについてについてについて

 　17 年度

 　19 年度

　 20 年度

 　17 年度

 　18 年度

 　17 年度

 　18 年度

 　19 年度

 　17 年度

　 20 年度

 Ⅴ  Ⅴ  Ⅴ  Ⅴ 総合評価総合評価総合評価総合評価

42.6%

37.7%

34.4%

38.1%

31.8%

33.5%

34.9%

37.2%

19.0%

22.1%

24.7%

21.0%

4.0%

2.5%

4.1%

3.6%

1.0%

1.7%

2.2%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

46.8%

42.9%

39.2%

42.7%

31.2%

31.7%

33.8%

35.0%

16.0%

19.9%

22.3%

19.1%

3.0%

1.9%

3.2%

3.2%

1.8%

1.9%

1.4%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

32.5%

29.7%

27.7%

32.8%

30.5%

31.7%

33.9%

36.9%

24.7%

28.2%

29.7%

24.4%

5.9%

3.8%

6.6%

7.7%

1.8%

2.5%

3.4%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40.7%

36.8%

33.8%

37.9%

31.2%

32.3%

34.2%

36.4%

19.9%

23.4%

25.6%

21.5%

4.3%

2.7%

4.8%

4.6%

2.2%

2.5%

1.8%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

32.6%

29.6%

28.0%

32.5%

33.6%

34.4%

35.9%

38.6%

22.2%

24.5%

26.2%

22.1%

5.5%

3.0%

5.7%

6.4%

1.5%

2.3%

3.0%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

37.1%

35.3%

33.0%

36.5%

30.4%

31.7%

33.8%

36.2%

23.3%

24.9%

26.3%

22.9%

4.8%

2.9%

5.4%

5.2%

2.2%

2.4%

1.8%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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◆ 年度別 自由記述集計結果

(48.7%) 1,412 (39.2%) 1,139 (1.8%) 52 (10.3%) 299

(42.7%) 1,124 (43.8%) 1,153 (1.6%) 41 (11.9%) 312

(47.6%) 1,070 (37.0%) 834 (0.6%) 13 (14.8%) 333

総件数

(100.0%)    687　

(100.0%)  2,902　

(100.0%)  2,630　

※ ※ ※

(100.0%)  2,250　

※ 17年度の分類項目別集計はなし
※ (  )内のパーセント表示は、総件数に対する項目比率を表す

※

年度＼分類項目
 授業に対する

肯定的評価
 授業に対する

批判・要望
 施設・設備等

への不満
その他

20年度

19年度

18年度

17年度

1,124件
1,070件

1,412件

834件

1,153件

1,139件

52件 41件 13件

299件 312件 333件

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

18年度 19年度 20年度

授業に対する肯定的評価

授業に対する批判・要望

施設・設備等への不満

その他

件数(件)

48.7%

42.7%

47.6%

39.2%

43.8%

37.0%

1.8%

0.6%

1.6%

10.3%

11.9%

14.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18年度

19年度

20年度

授業に対する肯定的評価

授業に対する批判・要望

施設・設備等への不満

その他

61



 62

○FD  ➼ಟ◊ࡢ

 

 Ⅼ᳨࣭ホ౯ࠖࡧཬ≦⌧ࠕ

࣭ᖹᡂ 20 ᖺᗘࠊࡣ࡚࠸࠾FD ࢆᑗ᮶ᒎᮃㄢ㢟ࡿಀ⫱ᩍࡢᮏᏛࠊ࡚ࡋࡳ⤌ࡾྲྀࡢ

࡚ࡋ࣐࣮ࢸ FD ጤဨദࠕࡾࡼᮾி་⒪ಖᏛࢆㄒࡿࠖࢆᐇࡓࡋ㸦ᖹᡂ 20

ᖺ 10 ᭶ 29 ᪥㸦Ỉ㸧㸧ࡢࡇࠋㄒࡿࠊࡣᩍဨྠ୍ࡀྛࠊࡋᏛ⛉㛗ࡽ᥎⸀ྛࡓࢀࡉ

Ꮫ⛉ㅮᖌࡣࡓࡲຓᡭྛ 1 ྡ㸦ィ 3 ྡ㸧ࡀᮏᏛࡢᩍ⫱ಀࡿㄢ㢟➼ཬࡧᤵᴗࡾྲྀࡿࡅ࠾

 ࠋࡓࢀࢃ⾜ࡀពぢࠊ࠸⾜ࢆ⾲Ⓨ࡚࠸ࡘෆᐜࡢ➼ᕤኵ࣭ࡳ⤌

࣭ᙜ᪥ࡣᩍ⫋ဨ㸦116 ྡ㸧ࡢ ࡿࡓ࠶60% 67 ࠊᯝ⤖ࡢㄪᰝࢺ࣮ࢣࣥࠊࡀࡓࡋཧຍࡀྡ

ཧຍ⪅ࡢ ࠊᚋࠋࡿ࠸࡚࠼⟆ࠖࡓࡗ࡞⪄ཧࠕࡧཬࠖࡓࡗ࡞⪄ཧ࠸ࠕࡀ90%

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋࡇࡴ⤌ࡾྲྀⓗ⧊⤌ᨵၿࡢ➼ᤵᴗෆᐜ࣭᪉ἲࠊࡁᇶ࡙ᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥ

ᖹᡂࠊࡓࡲ࣭ 20 ᖺᗘᮎ㸦21.3.5㸧ࠊࡣ┳ㆤᏛ⛉ FD ጤဨദྠࠊࡾࡼᏛ⛉ࠊ་⒪ᰤ

㣴Ꮫ⛉ཬࡧ་⒪ሗᏛ⛉ࡢᩍဨࡀཧຍࠊ࡚ࡋᩍ⫱ࡿάືሗ࿌ࢆ㛤ദࠋࡓࡋሗ࿌

ྛࠊࡣ࡚࠸࠾Ꮫ⛉ࡿࡅ࠾ᤵᴗෆᐜ࣭᪉ἲࡢᨵၿࢆᅗࡿ᪥㡭ࡢᐇ㊶ⓗࡳ⤌ࡾྲྀ࡞

ࡢ࡚࠸ࡘሗ࿌ཬࡧពぢࠊࢀࢃ⾜ࡀᚋࡢ FD άື㈨ࡿࡍሗ࿌ࠋࡓࡗ࡞ 

 

 ࠖ⟇᪉ࡓࡅྥᨵၿ࣭ᨵ㠉ࡢᚋࠕ

① FD ࠊྛࡣ࡚ࡗࡓᙜࡳ⤌ࡾྲྀࡢ ᩍဨࡢព㆑ၨⓎࢆ✚ᴟⓗࠊࡶ࠺⾜ᚋࡶ

ᤵᴗෆᐜ࣭᪉ἲ➼ࡢᨵၿ㈨ࡿࡍ◊ಟ➼ࢆ⏬࣭ᐇࡿࡍᚲせࠋࡿ࠶ࡀ 

 

FDࠊࡓࡲ ② άືࠊ࡚ࡋ⎔୍ࡢᚋࠊබ㛤ᤵᴗ➼᳨࡚࠸ࡘウ࠺⾜ࢆᚲせࠋࡿ࠶ࡀ 

 

㸦2㸧ᩍ⫱ຠᯝࡢ ᐃ 

 

 Ⅼ᳨࣭ホ౯ࠖࡧཬ≦⌧ࠕ

㸦Ꮫඹ㏻㡯㸧 

ᩍ⫱ຠᯝࡢ ᐃࠊࡣ࡚࠸ࡘࠕࠊᏛ⏕ࡿࡼᤵᴗホ౯ࢺ࣮ࢣࣥㄪᰝ ࣮ࢱࢫ࣓ࢭࠕࠊࠖ

ẖࡢᐃᮇヨ㦂ࠖࢺ࣮࣏ࣞࡣࡓࡲཬࠕࡧᤵᴗࡿࡅ࠾ᑠࠊࢺࢫࢸᑠࣞࡾࡼࠖ➼ࢺ࣮࣏⾜

ࡀ┠⛉࡞ᩍ㣴ⓗ⯡୍ࠊࡣ࡚ࡋ㛵ᩍ⫱ศ㔝ࠖࡢே㛫࣭ࡕࡢ࠸ࠕࡢ┠⛉ඹ㏻ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡗ

୰ᚰ࡛ࠊࡾ࠶Ꮫⓗ࡞ぢᆅࡽᩍ⫱ຠᯝࡢ ᐃࠕࠊࡋࡋࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗ⾜ࡣࡇࡿࡍࢆ་

⒪ࣥࣙࢩ࣮ࣞ࣎ࣛࢥࡢᩍ⫱ศ㔝ࠖྛࠊࡣ࡚࠸ࡘᏛ⛉ࡢ་⒪࣭་Ꮫศ㔝ࡢᑓ㛛ᇶ♏ⓗ࡞

ᛶ᱁ࢆᣢࠊࡕᅜᐙヨ㦂➼ࡢෆᐜಀࡢࡽࢀࡑࡽࡇࡿ࠶࡛┠⛉ࡿヨ㦂ࡢ⤖ᯝࡀᩍ⫱ຠ

ᯝࡢ ᐃࡢཧ⪃ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡿ࡞ 

 

㸦┳ㆤᏛ⛉㸧 

① ᮏᏛ⛉࡛ࡣᤵᴗࡸᐇ⩦ࡣ࡚࠸ࡘ┳ㆤྛࡢ㡿ᇦ࡛ࠊ㡿ᇦࡢᩍ⫱┠ᶆࡢ㐩ᡂࡸᡂᯝ࠶ࢆ

ホ౯ἲࡓࡋసᡂ࡚ࡋᕤኵ࡚ࡗྜࡋ㡿ᇦ࡛ヰࠊࡸࡢࡶࡿࡍᩍဨಶே࡛ᐇྛࡵࡓࡿࡆ

⛉ᮏᏛࡀࡇࡿ࠸࡚ࡗ⾜㡿ᇦ࡛ྛࠋࡿ࠸࡚ࡋ㛑◊ࡋ㡿ᇦᩍဨ㛫᳨࡛ウඹ᭷ࠊࡋᐇࢆ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄ࡢࡶࡿ࠸࡚ࡗࡀ࡞ࡘୖྥࡢᩍ⫱ຠᯝࡢ

 

ࢆウ᳨࡚࠸࠾ㆤᏛ⛉㆟┳ࠊࡣࡿࢀࡽࡆ࠶࡚ࡋၥ㢟ࡢୖ⫱㡿ᇦ࡛ᩍྛࡓࡲ ②

࠸࡚ࡗ⾜ⓗ⧊⤌ࡌ㏻ࢆㆤᏛ⛉ጤဨ┳ࡶ࡚࠸࠾ᒚಟᣦᑟࠋࡿ࠸࡚ࡗᅗࢆᨵၿ࠸⾜

 ࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍウ᳨ࢆ⟇᪉ࡿ࠶ࡢ᭷ຠᛶࡧᶵ⬟ⓗཬࡿࡍᐃ ࢆᩍ⫱ຠᯝࠊᚋࠊࡀࡿ
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㸦་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉㸧 

① ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉ࡿࡅ࠾ᩍ⫱ຠᯝࡢ ᐃࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡣ࡚࠸ࡘᢸᙜᩍဨࡢ㔞ࡗࡼ

࣮࣏ࣞࠊࢺࢫࢸᑠࠊ㉁ၥ≧ἣࡢᤵᴗ୰ࡸពḧࡳ⤌ࡾྲྀࡢᤵᴗࠊฟᖍ≧ἣࠊࡀࡿ࠸࡚

ࡢ⏕Ꮫ࡚ࡗࡼ➼㏣࣭ヨ㦂㸧ࠊᡂ⦼㸦ᮏヨ㦂ࡢࢺࢫࢸ࣮ࢱࢫ࣓ࢭᚋᮇࡧ๓ᮇཬࠊࢺ

⌮ゎᗘࢆ⥲ྜⓗ☜ㄆࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

② ᐇ㦂࣭ᐇ⩦࡞ᐇᢏᙧែࡢᤵᴗࠊࡣ࡚࠸࠾ฟᖍࢆ㔜どࡶࡿࡍᤵᴗෆᐜక࠺

ㄢ㢟࣭ࣞࢺ࣮࣏㢮ࡢᥦฟཱྀࡣ࠸ࡿ࠶㢌Ⓨ⾲ࠊど⫈ぬᶵჾ➼ࢆ⏝ࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉࡓࡋ

ࣙࣥᩍ⫱ࢆ࡞ᐇࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

③ ᮏᏛ⛉ࠊࡣ⟶⌮ᰤ㣴ኈᅜᐙ㈨᱁ྲྀࢆᚓࢆࡇࡿࡍᩍ⫱┠ⓗࡢ 1 ᩍ⫱ຠࠊࡾ࠾࡚ࡋࡘ

ᯝࡿࡍุ᩿ࢆᣦᶆࡢ 1 ᖹᡂࠊࡀࡿࢀࡽࡆᣲࡀ⋠᱁ྜࡢᅜᐙヨ㦂࡚ࡋࡘ 21 ᖺ 3 ᭶

ࡆୖࢆ⋠ᒙྜ᱁୍ࡽࡉࠊࡀࡓࢀࡉ⾲Ⓨࡀ⋠ᅜᐙヨ㦂ྜ᱁ࠊࡋฟࡾ㏦ࢆ⏕༞ᴗ࡚ࡵึ

 ࠋࡿࡍࡇࡿᅗࢆᨵၿࠊࡃࡿ

 

࠺ࡶ ④ 1 ᚩ≉࠺࠸⛉་⒪ᰤ㣴Ꮫࠋࡿ࠶࡛⋠⫋ᑵࡢᑓ㛛ศ㔝ࡢ༞ᴗᚋࠊࡣᣦᶆࡢࡘ

ศ㔝ࡿࢀࡉάࡀᑓ㛛ᛶࡢ࡚ࡋᰤ㣴ኈ⌮⟶ࠋ࠸ከࡣ⏕Ꮫࡍᚿࢆ㝔⟶⌮ᰤ㣴ኈࠊࡽ

࠾ᑵ⫋ጤဨࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡃ࠸࡚ࡋ㏣㊧᳨ウࡁ⥆ࡁᘬࠊࢆ⏕Ꮫࡓࡋ⫋ᑵ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍ࢆᑐᛂࡽࡀ࡞ࡾᅗࢆ㐃ᦠࡶ࣮ࢱࣥࢭᏛ⏕ᨭ࡚࠸

 

㸦་⒪ሗᏛ⛉㸧 

① ་⒪ሗᏛ⛉ࠕࠊࡣ࡚࠸࠾ᐃᮇヨ㦂ࢺ࣮࣏ࣞࡣࡓࡲ ẖࠊࡣ࡚࠸ࡘ⩦₇ࠊᐇ㦂ࠕࠊࠖ

ᅇࡢᐇ㦂₇ࠊ⩦ᚋࡢ⤖ᯝሗ࿌ ࠊ㝔ࠕࡧཬࠖࢺ࣮࣏ࣞࠊࢺࢫࢸᑠࡿࡅ࠾ᤵᴗࠕࠊࠖ

ᴗᐇ⩦࡛ࠊࡣ๓ࣞࠊࢺ࣮࣏ᚋሗ࿌㸦ሗ࿌Ⓨ⾲ࢺ࣮࣏ࣞ㸧ࠖ ᩍࡢ⏕Ꮫࠊ࡚࠸⏝ࢆ

⫱ຠᯝࢆ ᐃࠋࡿ࠸࡚ࡋ༞ᴗࡢᩘ「ࠊࡣᩍဨุ࡛ᐃ㆟ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 

 

IT࣭ࢱ࣮ࣞࢺࢫࢽ࣑ࢻ࣒ࢸࢫࢩ⣭ึ⏕Ꮫࠊࡓࡲ ② ་ࠊ⪅⾡ᇶᮏሗᢏࠊࢺ࣮࣏ࢫࣃ

⒪ሗᢏᖌ୪ࡧデ⒪ሗ⟶⌮ኈࡢࢀࡎ࠸ࡢ㈨᱁ヨ㦂ྜ᱁ࢆ᥎ዡࠊࡋṇつࡢᤵᴗࡢ

እ㈨᱁ヨ㦂ẖ㈨᱁ヨ㦂ᑐ⟇ㅮᗙࢆ㛤ㅮࠊࡋࡋࠋࡿ࠸࡚ࡋヨ㦂⠊ᅖࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡀ

ࡍ⤖┤⫋㈨᱁ྲྀᚓ༶ᑵࠊ࠸࡞ࢀࡉ༢ㄆᐃࡀㅮᗙࠊࡿ࠶㧗ᗘ࣭ᗈ⠊ᅖ࡛࡚࠼㉺ࢆ࣒

ࡿࡍ⏝㏻ⓗ⯡୍ࡃ་⒪ሗศ㔝࡛ᗈࠋ࠸పࡀ⋠ㅮཷࡽ⏤⌮ࡢ➼ࠊ࠸࡞ࡽ㝈ࡣࡿ

㈨᱁ࠊ࡛≦⌧࠸࡞࠸࡚ࡋ❧☜ࡀ་⒪ሗᏛ⛉ࡢᩍ⫱ຠᯝࢆ㈨᱁ヨ㦂ྜ᱁⋡࡛ ᐃࡿࡍ

 ࠋࡿ࠶ᅔ㞴࡛ࡣࡇ

㸦⾲ 25 ་⒪ሗᏛ⛉ࡿࡅ࠾㈨᱁ヨ㦂ᑐ⟇ࡢᐇ≧ἣ㸧 

㸦⾲ 26 ་⒪ሗᏛ⛉ࡿࡅ࠾㈨᱁ヨ㦂ྜ᱁⪅ᩘ㸧
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⾲ 25 ་⒪ሗᏛ⛉ࡿࡅ࠾㈨᱁ヨ㦂ᑐ⟇ࡢᐇ≧ἣ 

㈨ ᱁ ྡ ᑐ ⟇ ᐇ  ᪥ 
ཧຍேᩘ 

㸦ྡ㸧 

IT  ࣭ࢺ࣮࣏ࢫࣃ

ึ⣭࣒ࢸࢫࢩ 

 ࢺࢫࢽ࣑ࢻ

 ࢱ࣮ࣞ

ᖹᡂ 19 ᖺ  2 ᭶ 

ྠ 8 ᭶ 

ྠ  9 ᭶ 

ᖹᡂ 19 ᖺ 11 ᭶ 㹼 ᖹᡂ 20 ᖺ 3 ᭶ 

ᖹᡂ 20 ᖺ  6 ᭶ 24 ᪥ 

       ྠ  9 ᭶ 12 ᪥ 

ᖹᡂ 21 ᖺ  3 ᭶ 13 ᪥ 

50 

25 

 4 

15 

55 

18 

 2 

ᇶᮏሗᢏ⾡⪅ 

ᖹᡂ 19 ᖺ  2 ᭶ 28 ᪥ 㹼 3 ᭶ 2 ᪥ 

ྠ  9 ᭶ 3㸫5᪥ 

ᖹᡂ 20 ᖺ  3 ᭶ 3㸫5 ᪥ 

ྠ  5 ᭶ 㹼 7 ᭶ 㸦㐌 1ᅇ㸧 

       ྠ 9 ᭶ 8㸫10 ᪥ 

ᖹᡂ 21 ᖺ  3 ᭶ 2㸫3 ᪥ 

20 

7 

10 

       1 

      14 

      10 

་⒪ሗᢏᖌ 

ᖹᡂ 19 ᖺ  6 ᭶ 

ྠ  7 ᭶ 

ྠ  7 ᭶ 

ྠ  8 ᭶ 

ᖹᡂ 20 ᖺ  5 ᭶ 

ྠ  6 ᭶  7 ᪥ 

ྠ  6 ᭶ 28 ᪥ 

ྠ  7 ᭶ 15 ᪥ 

12 

10 

 6 

 5 

25 

20 

18 

 6 

デ⒪ሗ⟶⌮ኈ 

ᖹᡂ 19 ᖺ 10 ᭶  3 ᪥ࡽ  ẖ㐌Ỉ᭙᪥ࠊ 

ᖹᡂ 20 ᖺ  1 ᭶ 25 ᪥ࠊ 

2 ᭶  1 ᪥6ࠊ᪥8ࠊ᪥ 

5 ᭶ 12 ᪥19ࠊ ᪥ࠊ 

6 ᭶  2 ᪥16ࠊ ᪥30ࠊ ᪥ࠊ 

7 ᭶ 14 ᪥ࠊ 

8 ᭶  5 ᪥ࠊ 

9 ᭶  4 ᪥11ࠊ ᪥18ࠊ ᪥ࠊ 

10 ᭶  1 ᪥8 ࠊ ᪥15ࠊ ᪥22ࠊ ᪥29ࠊ ᪥ࠊ 

11 ᭶  5 ᪥12ࠊ ᪥19ࠊ ᪥ࠊ 

12 ᭶  3 ᪥10ࠊ ᪥17ࠊ ᪥24ࠊ ᪥ 

ᖹᡂ 21 ᖺ  1 ᭶ 14 ᪥21ࠊ ᪥28ࠊ ᪥2ࠊ ᭶ 9 ᪥ 

ᖹᡂ 19 ᖺࡣ 20 

ᖹᡂ 20 ᖺࡣ 42 

 

⾲ 26 ་⒪ሗᏛ⛉ࡿࡅ࠾㈨᱁ヨ㦂ྜ᱁⪅ᩘ 

 

IT  㸭ࢺ࣮࣏ࢫࣃ

ึ⣭ࢻ࣒ࢸࢫࢩ

 ࢱ࣮ࣞࢺࢫࢽ࣑

ᇶᮏሗᢏ⾡⪅ ་⒪ሗᢏᖌ デ⒪ሗ⟶⌮ኈ* 

1 ᮇ⏕ 

㸦ᖹᡂ 17ᖺධᏛ㸧 
17   ྡ       9   ྡ       3   ྡ       9   ྡ 

4 ᖺ⏕ 

㸦ᖹᡂ 18ᖺධᏛ㸧 
13        4        4        7 

3 ᖺ⏕ 

㸦ᖹᡂ 19ᖺධᏛ㸧 
  7        6        ᮍ        ᮍ 

2 ᖺ⏕ 

㸦ᖹᡂ 20ᖺධᏛ㸧 
  4        1        ᮍ        ᮍ 

※ ཧ⪃㸸ཷ㦂⪅ᩘ 38 ே㸦ᖹᡂ 19 ᖺ㸧42ࠊ ே㸦ᖹᡂ 20 ᖺ㸧ࠋ 
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 ࠖ⟇᪉ࡓࡅྥᨵၿ࣭ᨵ㠉ࡢᚋࠕ

ᩍ⫱ຠᯝࡢ ᐃࠊࡣ࡚࠸ࡘᚋࠊᅜᐙヨ㦂ཬྛࡧ✀㈨᱁ヨ㦂ཷࡢ㦂⋡ཬྜࡧ᱁⋡࡞

 ࠋࡿ࠶ࡀᚲせ࠺⾜ࢆウ᳨࡚࠼ࡲ㋃ࢆᯝ⤖ࡢ

ࢆ㆑▱࡞ⓗྜ⥲ࡸቃ⏺㡿ᇦࡢ┠⛉ྛࠊࡣ࡛ࡳࡢ┠⛉⫱ᑓ㛛ᩍࡓࡋᑓ㛛ศࡢ᪤Ꮡࠊࡓࡲ

༑ศࡣᏛ⩦࡛࠸࡞ࡁ㠃ࠊ࡛ࡢࡿ࠶ࡀ㈨᱁ヨ㦂ᑐᛂࡓࡋᑓ㛛⛉┠ࡢ㏣ຍ࠺⾜ࢆᚲせࡀ

 ࠋࡿ࠶

 

㸦3㸧ཝ᱁࡞ᡂ⦼ホ౯ࡢ⤌ࡳ 

 

 Ⅼ᳨࣭ホ౯ࠖࡧཬ≦⌧ࠕ

㸦Ꮫඹ㏻㡯㸧 

① Ꮫಟࡢᡂ⦼ホ౯ࠊࡣᏛ๎ཬࡧᒚಟつ⛬ࠊࡾࡼ➹グヨ㦂ࠊࢺ࣮࣏ࣞࠊᐇᢏཬࡧᖹ⣲ࡢ

ᡂ⦼ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋࡇ࠺⾜ࡾࡼᤵᴗࡢḞᖍࡀᐃࡓࢀࡽࡵᤵᴗᅇᩘᑐࠊ࡚ࡋ

୍⯡ㅮ⩏⛉┠ཬࡣ࡚࠸࠾┠⛉⩦₇ࡧ 3 ศࡢ ࡣ࡚࠸࠾┠⛉⩦ᐇ㦂࣭ᐇࠊ1 5 ศࡢ 1

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋཎ๎ࢆࡇ࠸࡞ࢃ⾜ࡣㄆᐃࡢ༢ࡣሙྜࡓ࠼㉸ࢆ

 

ཎ๎ࡣ㏣࣭ヨ㦂ࠊࡓࡲ ② 1 ᅇࠋࡿ࠸࡚ࡋ㏣ヨ㦂ࡢᡂ⦼᭱ࡣ㧗 80 Ⅼࠊࡋヨ㦂ࡢ

ᡂ⦼ࡣ C ࡣࡓࡲ D  ࠋࡿ࠶࡛ࡾ࠾ࡢḟࡣ࡚࠸ࡘⅬᩘ࣭ホ౯࣭༢ㄆᐃࠋࡿࡍ

Ⅼ ᩘ ホ ౯ ༢ㄆᐃ 

100 㹼 80 A ྜ 

79 㹼 70 B ྜ 

69 㹼 60 C ྜ 

60 Ⅼᮍ‶ D ྜ᱁ 

 

③ ᮏᏛ࡛ࡣ⌧ᅾᒚಟ⛉┠Ⓩ㘓ୖࡢ㝈ࡣタᐃࠊࡋࡋࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋඹ㏻⛉┠ཬྛࡧᏛ⛉ࡢ

ᑓ㛛⛉┠ࡶ㓄ᙜᖺḟࡈ࣮ࢱࢫ࣓ࢭࡀタᐃࡾ࠾࡚ࢀࡉヱᙜࡋ࡛࣮ࢱࢫ࣓ࢭࡿࡍ

㛵ಀࡢᅜᐙヨ㦂ࡢᰤ㣴ኈ⌮⟶ࡸㆤᖌ┳ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡳ⤌࠸࡞ࡁᒚಟ࡛

1ࠊࡽࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉ⨨㓄ẁ㝵ⓗࡶ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡃከࡀ┠⛉ᚲಟࡽ ෆ࣮ࢱࢫ࣓ࢭ

ᚲಟ⛉┠࡛ᙜヱࠊࡋࡔࡓࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ἣ≦࡞ᅔ㞴ࡀࡇࡿࡍࢆᒚಟࡢ┠⛉ࡢࡃከ

ᖺᗘྜ᱁࡛ࡓࡗ࡞ࡁሙྜࠊࡣᒚಟつ⛬ࡾࡼḟᖺᗘ௨㝆ᒚಟࡀࡇࡿࡍࢆㄆ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ

 

㸦ඹ㏻⛉┠㸧 

④ ඹ㏻⛉┠ࠊࡣ࡚࠸ࡘᏛయࡓࡋ୍⤫ࡢ࡚ࡋホ౯᪉ἲࡸホ౯ᇶ‽ࢆタࠊࡎࡅ⛉┠

ᢸᙜࡢᩍဨࢫࣂࣛࢩࡀホ౯᪉ἲࡸホ౯ᇶ‽ࢆබ⾲ࢀࡑࠊࡋᇶ࡙ࡁᡂ⦼ࡢホ౯ࢆ⾜

ࡍᢸᙜࢆ┠⛉୍ྠู࡛ࢫࣛࢡࡀᩍဨࡢᩘ「࡞࠺ࡼࡢ┠⛉ⱥㄒ㛵㐃ࠊࡋࡔࡓࠋࡿ࠸࡚ࡗ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆホ౯ࡅタࢆ‽ホ౯ᇶࡢᩍဨ㛫୍࡛ᐃࠊࡣ࡚࠸࠾ ሙྜࡿ

 

㸦┳ㆤᏛ⛉㸧 

① ᡂ⦼ホ౯ࠊࡣㅮ⩏₇ࠊ⩦ཬࡧ⮫ᆅᐇ⩦⛉┠࡚ࡗࡼᡂ⦼ホ౯ࡢ᪉ἲࠊࡀࡿ࡞␗ࡣヨ㦂ࠊ

㆑࣭▱࡞ฟᖍ≧ἣࠊグ㘓ࡢࡑࡧㆤᐇ㊶ཬ┳ࡿࡅ࠾⩦ᆅᐇ⮫ࠊᐇᢏヨ㦂ࠊࢺ࣮࣏ࣞ

ᢏ⾡࣭ែᗘࡢ㠃ࡽ⥲ྜⓗホ౯ࠋࡿ࠸࡚ࡋホ౯᪉ἲࡢ┠⛉ࡢࠎྛࡣᩍ⫱᪉ἲࡗࡼ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋホ౯࡚ࡏࢃྜࡳ⤌ࢆࡽࢀࡑ࡚
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② ྛᑓ㛛㡿ᇦࡢᩍဨࡢࢀࡒࢀࡑࡣᤵᴗ⛉┠ࡣ㈐௵ࢆᣢ࡚ࡗᢸᙜࠊࡋ⮫ᆅᐇ⩦ࡣ࡚࠸࠾

ᐇ⩦㛤ጞࡽ⤊࡛ࡲᏛ⏕ࠊࡋࡶࢆື⾜ᐇ⩦⌧ሙ࡛┤᥋ᣦᑟࡿࡍయไࠊࡾࢆ

Ꮫ⏕ࡢᒚಟ≧ἣࢆⓗ☜ᢕᥱࡿࡍయไࡾࢆホ౯ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆᡂ⦼ホ౯ࠊࡣᢸᙜᩍ

ဨࡢ㈐௵ࡾࡼసᡂྛࢆࡢࡶࡓࢀࡉᑓ㛛㡿ᇦ࡛↷ྜ࣭☜ㄆࢆཝ᱁ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ 

 

③ ᡂ⦼ホ౯ࡢᇶ‽ࡣᏛ๎ཬࡧᒚಟつ⛬࡛᫂☜ᐃࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵᩍဨࡾ๎ࢀࡑࡣᐇ

᫂ࢫࣂࣛࢩࡶ࡚࠸ࡘホ౯᪉ἲ࡞ලయⓗࡧෆᐜཬࠊ⏬ᤵᴗィࡢ┠⛉ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ࠺ࡼࡿࡁㄆ࡛☜ࡀ⏕Ꮫ࡚࠸࠾ࢫࣥࢲ࢞ࡢᤵᴗ㛤ㅮࡶࡿࡍ♧

 

㸦་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉㸧 

① ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉ࡿࡅ࠾ᡂ⦼ホ౯ྛࠊࡣᤵᴗᢸᙜ⪅ࠊࡾ࡞␗࡚ࡗࡼ㒊ศࡣᐃᮇヨ㦂

࡞ែᗘࡳ⤌ࡾྲྀࡢᤵᴗࠊฟᖍ≧ἣࠊᥦฟࡢࢺ࣮࣏ࣞࠊࢺࢫࢸᑠࡢᤵᴗ୰ࠊ࡚࠼ຍ

ࣛࢩࠊࡣ࡚࠸ࡘ‽ᇶࡸホ౯᪉ἲࡢᅾ⌧ࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜࡚ࡗࡼホ౯ุ࣭ᐃྜ⥲ࡢ

බᖹᛶࠊࡽࡇࡿ࠸࡚ࢀࡽᅗࡀ࿘▱ᚭᗏ⏕Ꮫ࡚ࡌ㏻ࢆ➼㛤ㅮࡢᤵᴗྛࡧཬࢫࣂ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉಖドࡣ

 

ࡢẖᅇ㸦㐌㸧ࠊࡵࡓ࠸ẚ㍑ⓗከࡀྜࡿࡵ༨ࡢ⩦୰࡛ᐇ㦂࣭ᐇࡢ┠⛉⫱ᑓ㛛ᩍࠊࡓࡲ ②

ฟᖍࠊᤵᴗែᗘ࡚ࡋࡑࠊᐇᢏヨ㦂ࡿࡍホ౯ࢆᚓ≧ἣ⩦ࡢ➼ᐇᢏࠊホ౯ᥦฟࢺ࣮࣏ࣞ

≧ἣ➼ࢆຍ࡚ࡋ⥲ྜⓗホ౯3ࠊࡋࡋࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ ᖺḟ௨㝆⮫ᆅᐇ⩦ཧຍ

ᡂ࡞ཝ᱁ࠊࡀࡿ࠶ࡶᚩ࡛≉ࡢ⛉Ꮫࡣࢀࡇࠋࡿ࠶ࡶሙྜࡿ࡞ࡃከࡀḞᖍࡢᤵᴗࠊ࡚ࡗࡼ

⦼ホ౯ࠊࡵࡓ࠺⾜ࢆḞᖍࡓࡋ㒊ศࡢෆᐜࢆ⿵ࡢࡵࡓࡿࡍ⿵ㅮ➼ྛࢆᩍဨࡀᐇࡋ

 ࠋࡿ࠸࡚

 

③ ᭦ࠊᮏᏛ⛉࡛ࡣᑓ௵ᩍဨ࣮ࢨࣂࢻࡿࡼไᗘࢆᑟධ1ࠊࡋ Ꮫᖺ㸦ᐃဨ 100 ྡ㸧

ࢆ 3 4ࠊࡋศࢫࣛࢡ ᖺ㛫ྠࡌᑓ௵ᩍဨ࡚ࡋ⥆⥅ࡀᢸᙜࡵࡁࠊࡾࡼࡇࡿࡍ⣽

ࢆ࡞ಖ☜ࡢ㉁ࡢ⏕Ꮫࡢ༞ᴗࠊࡣᚋࠋࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࢆయไࡿ࠼⾜ࡶ࡞ᒚಟᣦᑟ࡞

┠ᣦࠊࡋᅜᐙヨ㦂ྜ᱁≧ἣ➼ࢆศᯒࠊ࡛ୖࡓࡋᡂ⦼ᇶ‽➼᳨ࡶ࡚࠸ࡘウࡇ࠺⾜ࢆ

 ࠋࡿࡍ

 

㸦་⒪ሗᏛ⛉㸧 

་⒪ሗᏛ⛉ࠊࡣ࡚࠸࠾Ꮫ๎ཬࡧᒚಟつ⛬ᐃࠊࡿࡵ⛉┠ᢸᙜࡢᩍဨࢫࣂࣛࢩࡀ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆホ౯ࡢ⦼ᡂࡁᇶ࡙ࢀࡑࠊࡋ⾲බࢆ‽ホ౯ᇶࡸホ౯᪉ἲ

 

 ࠖ⟇᪉ࡓࡅྥᨵၿ࣭ᨵ㠉ࡢᚋࠕ

Ꮫಟࡢᡂ⦼ホ౯᪉ἲࡸฟᖍࡁࡍᤵᴗᅇᩘࡣᒚಟつ⛬ࡾࡼᐃྛࠊࡓࡲࠊࡾ࠾ࢀࡽࡵ⛉┠

ࡣホ౯ࠊᅾ⌧ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ᫂グ࡚࠸ࡘホ౯᪉ἲࡶ࡚࠸࠾ࢫࣂࣛࢩࡢ A࣭B࣭C࣭D ࡢ 4 ẁ

㝵࡛ࠊࡀࡿ࠶ᚋࠊࡣGPA ไᗘࡢᑟධࢆど㔝ධࠊࢀA ࢆホ౯ࡢ 2 ẁ㝵㸦100 Ⅼ㹼90 Ⅼ○㸿ࠊ

89 Ⅼ㹼80 Ⅼ A㸧ࡾࡼࠊ࡞ࡇࡿࡍཝ᱁࡞ᡂ⦼ホ౯ࡢ⤌᳨࡚࠸ࡘࡳウ࠺⾜ࢆᚲせࡀ

 ࠋࡿ࠶
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㸦4㸧ᒚಟᣦᑟ 

 

 Ⅼ᳨࣭ホ౯ࠖࡧཬ≦⌧ࠕ

㸦Ꮫඹ㏻㡯㸧 

① ᒚಟᣦᑟࠊࡣ᪂ධ⏕ᑐࠊࡣ࡚ࡋᏛཬࡧᏛ⛉ูࢫࣥࢲ࢞ࡢᩍົ㒊ཬྛࡧᏛ⛉

タࢆไᗘ࣮ࢨࣂࢻࡿࡼᑓ௵ᩍဨࡣᮏᏛࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜୰ᚰࢆᢸᙜᩍဨࡢ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆᒚಟᣦᑟࡶಶู㠃᥋ࠊࡾ࠾࡚ࡅ

 

② 2 ᖺḟ⏕ࠊࡣࡽᖺᗘึࡵᏛ⛉ࡈᏛᖺูࢆࢫࣥࢲ࢞ᐇࡢࡑࠊࡋ୰࡛ヲ⣽࡞

ᒚಟᣦᑟࠊ࠾࡞ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆᩍົ㒊ࡽᖺᗘᮎ☜ᐃࡓࡋᏛ⏕ࡢᡂ⦼ྛࢆᏛ⛉㛗

ࡽᩍဨ࣮ࢨࣂࢻࡢ⛉ᙜヱᏛ࡚ࡋᑐ⏕Ꮫ࠸ᝏࡢ༢ྲྀᚓ≧ἣࠊ≉ࠊࡋ㏦

ಶูᣦᑟ➼ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 

 

ಖドࡢ⏕Ꮫࡓࡗ࡞⪅㇟ᑐࡢ㏣࣭ヨ㦂ࠊᯝ⤖ࡢᐃᮇヨ㦂ࠊࡈ࣮ࢱࢫ࣓ࢭࠊࡓࡲ ③

ேࡢࡑ᪨ᩥࡢ᭩ࢆ㏦ࠊࡋಖドேࡶࡽᙜヱᏛ⏕ᑐ࡚ࡋ༢ྲྀᚓࡢࡵࡓࡢಟᏛࢆ

ዡບ࠺ࡼࡿࡍせㄳࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

㸦┳ㆤᏛ⛉㸧 

① ᒚಟ㛵ࠊࡣ࡚ࡋ᪂ධ⏕ࢆࢫࣥࢲ࢞ࡣ 3 ᪥㛫ࡓࡲࠊ࠸⾜࡚ࡅ 1 ᖺḟ⏕ࡽ 4 ᖺ 

ḟ⏕ࡢ๓ᮇ࣭ᚋᮇࡢ࣮ࢱࢫ࣓ࢭ㛤ጞࠊᏛᖺࡈ࡞ಟᏛࡢᑟධ⛉┠ᒚಟ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆࢫࣥࢲ࢞ࡢࡵࡓࡢ

 

② ┳ㆤᏛ⛉࣮ࢨࣂࢻࡢయไ1ࠊࡣ࡚ࡋ ᖺḟ⏕ࡣ 6  ࣉ࣮ࣝࢢྛࠊࡅศࣉ࣮ࣝࢢ

2 2ࠊࡋ⨨㓄ࢆᩍဨࡢྡ ᖺḟ⏕㹼4 ᖺḟ⏕ྛࡣᏛᖺ 2 ಟࡢ⏕Ꮫࠊࡋ⨨㓄ࢆᩍဨࡢྡ

Ꮫᨭࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆࠊᖹᡂ 17࣭㸯8࣭19 ᖺᗘධᏛ⏕Ꮫ⡠␗ື⪅ࡒࢀࡑࡶ

ࢀ 1 ྡ㹼2  ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆᨭ࡞ⓗ⥆⥅ࡢ࡛ࡲ༞ᴗࠊࡋ⨨㓄ࢆᩍဨࡢྡ

 

⾲ 27 ┳ㆤᏛ⛉ ᖹᡂ 21 ᖺᗘ࣮ࢨࣂࢻࢫࣛࢡ 

Ꮫᖺ ᩍ  ဨ  ྡ 

1G ᐑᮏ༓ὠᏊ ᩍ ᤵ㸦ᶵ㸧 ⸨ ⨾ ຓ ᡭ㸦ᇶ㸧 

2G ᮎỌ ⏤⌮ ᩍᤵ㸦ᶵ㸧 ୰ᮧ 㞞Ꮚ ຓ ᡭ㸦ᇶ㸧 

3G Ᏻ⸨ ⍞✑ ຓ ᩍ㸦ᶵ㸧 ୰ஂ႐⏫Ꮚ ᩍ ᤵ㸦ᑠ㸧 

4G 㥴Ἑ⤮⌮Ꮚ ㅮ ᖌ㸦ᇶ㸧 Ṋ⃝ ༓ᑜ ຓ ᩍ㸦ᆅ㸧 

5G ఀ⸨ ⥤Ꮚ ᩍᤵ㸦ᇶ㸧 㔝⏣ዉὠᏊ ຓ ᡭ㸦ᶵ㸧 

1 ᖺḟ⏕ 

6G ⏣୰ ༤Ꮚ ຓ ᩍ㸦ᇶ㸧 㔝⏣ዉὠᏊ ຓ ᡭ㸦ᶵ㸧 

2 ᖺḟ⏕ Ώ᭳ ╬Ꮚ ᩍᤵ㸦ᆅ㸧 ཎ⏣ ❳୕ ㅮ ᖌ㸦ᛴ㸧 

3 ᖺḟ⏕ ᐩᒸ ᬗᏊ ᩍᤵ㸦ᑠ㸧 ᒣ┿㈗Ꮚ ㅮ ᖌ㸦៏㸧 

4 ᖺḟ⏕   ⣲Ꮚ ᩍᤵ㸦⪁㸧 ⠈  ᐀୍ ㅮ ᖌ㸦⢭㸧 

ᖹᡂ 17 ᖺᗘධᏛ⏕Ꮫ⡠␗ື⪅ ⠛ᮌ ⤮⌮ ᩍᤵ㸦ᑠ㸧 ᮎỌ ⏤⌮ ᩍᤵ㸦ᶵ㸧 

ᖹᡂ 18 ᖺᗘධᏛ⏕Ꮫ⡠␗ື⪅ ୰ஂ႐⏫Ꮚ ᩍ ᤵ㸦ᑠ㸧  

ᖹᡂ 19 ᖺᗘධᏛ⏕Ꮫ⡠␗ື⪅ ᐩᒸ ᬗᏊ ᩍᤵ㸦ᑠ㸧  

ト 㸦ᶵ㸧:ᶵ⬟┳ㆤᏛࠊ 㸦ᇶ㸧:ᇶ♏┳ㆤᏛࠊ 㸦ᑠ㸧:ᑠඣ┳ㆤᏛࠊ 㸦ᆅ㸧:ᆅᇦ┳ㆤᏛࠊ 

 㸦ᛴ㸧:⮫ᗋ┳ㆤᏛᛴᛶᮇࠊ 㸦៏㸧:⮫ᗋ┳ㆤᏛ៏ᛶᮇࠊ 㸦⪁㸧:⪁ᖺ┳ㆤᏛࠊ 㸦⢭㸧:⢭⚄┳ㆤᏛ 
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③ 1 ᖺḟ⏕ᑐࠊࡣ࡚ࡋධᏛ┤ᚋࣉ࣮ࣝࢢ࣮ࢨࣂࢻࢫࣥࢲ࢞ࡢᏛ⏕ࣂࢻ

ྠࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡶᶵ࠺ྜࡾ▱ࡀᏛ⏕┦ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆࡏࢃ㢦ྜࡢᩍဨ࣮ࢨ

㛵ಀᙧᡂࡢࡵࡓࡢᏛ⛉ᑐᢠάືࡸᏛ⛉ูάືࡢ᪂ධ⏕ྜᐟ◊ಟ࡛ࡿࡍᐇ࡚࠸⥆

6ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡵດ ᭶㹼7 ᭶ࡣឤᰁண㜵ᑐ⟇࡚ࡋᐇࡿ࠸࡚ࡋᢠయ౯᳨ᰝ

⤖ᯝࢆᏛ⏕ࠊࡏࡽ▱ᚲせᛂ࡚ࡌண㜵᥋✀ࡢࡵࡓࡿࡵ່ࢆಶู㠃᥋ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

ࠋࡿ࠸࡚ࡗㄯ┦ࠊࡾྲྀࡁ⪺ࢆ࠸࡞ࡀၥ㢟࣭ㄢ㢟ࡢάୖ⏕ࠊᗣࡸ⩦Ꮫࠊ㝿ࡢࡑ

᭦10ࠊ ᭶㹼11 ᭶ࣉ࣮ࣝࢢࡶ༢࡛࣮ࢨࣂࢻᩍဨᏛ⏕ࡢゐ࠺ྜࢀᶵࢆ

タࠊࡅᏛ⏕⏕άࡢ㐺ᛂ≧ែࡸᒚಟ≧ἣ➼ࢆᢕᥱࠊࡋᚲせ࡞Ꮫ⏕ࡣ᪩ᮇᑐᛂ࡛ࡁ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡵດ࠺ࡼࡿ

 

④ Ꮫ⏕ࢆᑐ㇟࣮ࢨࣂࢻࡓࡋάືࠊࡣ࡚ࡋẖ᭶㛤ദࡿ࠸࡚ࢀࡉᣑ㡿ᇦ㈐௵⪅ 

㆟ࠊ࡚࠸࠾ᤵᴗࡢḞᖍࡿ࠸࡚࠸⥆ࡀᏛ⏕ࠊࡸయㄪⰋࢆッࡿ࠸࡚࠼Ꮫ⏕ࠊఇᏛࠊ 

Ꮫࡢ࡞Ꮫ⡠␗ືࡓࡗ࠶ࡀᏛ⏕࡚࠸ࡘሗࠊ࠸⾜ࢆᚲせᛂࢨࣂࢻ࡚ࡌ 

࣮ᩍဨࡀಶู㠃᥋ࢆᐇࠊࡋᒚಟᣦᑟࡸ┦ㄯᨭࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 

 

⑤ 㐍⣭せ௳≉ࡣ࡚࠸ࡘᐃࠊࡵࡓ࠸࡞࠸࡚ࡵᒚಟࡓࡗ࡞Ꮫ⏕ࡣḟᖺᗘࡢᚲಟ⛉┠ 

 ࡚ࡋᣦᑟ࠺ࡼࡿࡍᚓྲྀࢆ༢㛤ㅮᖺᗘࡅࡔࡿࡁ࡛ࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠶ࡀሙྜࡿ࡞㔜

 ḟᖺᗘᒚಟ⛉┠ᢸࡸᢸᙜᩍဨࡢ┠⛉ᒚಟࡀ⏕Ꮫࠊࡣሙྜࡓࡗ࡞ᒚಟࠊࡀࡿ࠸

ᙜᩍဨ┦ㄯࠊࡋ༢ྲྀᚓ࠺ࡼࡿ࡞⬟ྍࡀᒚಟ᪉ἲ➼ࢆ㓄៖ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

   

⑥ ௨ୖ࡞࠺ࡼࡢᒚಟ࣮ࢨࣂࢻࡸࢫࣥࢲ࢞άືࠊࡾࡼᏛ⏕ࡢᒚಟᣦᑟࠊࡸᏛ⏕

⏕άࡢ㐺ᛂࡸ⤒῭ⓗ⌮⏤➼ࡿࡼಟᏛᅔ㞴Ꮫ⏕ᑐࡵࡁࡣࢺ࣮࣏ࢧࡿࡍ⣽

ᐇࡿ࠸࡚ࢀࡉᛮࡀࢺ࣮࣏ࢧࡣ࡛࣮ࢨࣂࢻࠊࡀࡿࢀࢃᅔ㞴࡞Ꮫ⏕ࠊࠊࡤ࠼⢭

⚄ⓗ࡞ၥ㢟࣭ㄢ㢟ࢆᢪࡿ࠸࡚࠼Ꮫ⏕ᑐࡅཷࡀࢢࣥࣜࢭ࣮࣒ࣥ࢘࢝ࣜࢱࠊࡣ࡚ࡋ

 ࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍഛᩚࠊᚋࢆࡳ⤌ࡿࢀࡽ

 

㸦་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉㸧 

① ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉1ࠊࡣ Ꮫᖺ㸦ᐃဨ 100 ྡ㸧ࢆ 3 㸦1ࢫࣛࢡ ࢫࣛࢡ 40 ྡ௨ୗ㸧1ࠊࡋ ࢡ

ࢫࣛ 2 ே࣮ࢨࣂࢻࡢ㸦࣮ࢨࣂࢻ࣮ࢨࣂࢻ㸧ࢆ㓄⨨ࠊ࡚ࡋධᏛ

ࡢ࡛ࡲࡿ⮳༞ᴗࡽ 4 ᖺ㛫ྠ୍ᑓ௵ᩍ⫱⫋ဨࡀᢸᙜࡋಶูᣦᑟࢆᅗࠋࡿ࠸࡚ࡗ 

 

② ྛ✀㈨᱁㸦ᰤ㣴ᩍㅍㄢ⛬ࡴྵࢆ㸧ࠊࡣ࡚࠸ࡘᏛ⛉ෆࡢࢀࡒࢀࡑࡢᢸᙜᩍ⫱⫋ဨูࡀ

㏵ࢆࣥࣙࢩ࣮ࢸ࢚ࣥࣜ࢜ᐇࡢࡑࠊࡋෆᐜࡸᒚಟ᪉ἲ➼࡚࠸ࡘᣦᑟࠊ≉ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

⮫ᆅᐇ⩦ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡞Ꮫእ࡛ᐇ⩦࡛ࡿࡁ㈨㉁ࡸ⬟ຊࢆഛࡓ࠼Ꮫ⏕࡛ࢆࡇࡿ࠶ಖ

ドࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡵࡓࡿࡍᐇ⩦ࡢᒚಟせ௳ࢆタࠊ࡚ࡅ⟶⌮ᰤ㣴ኈ㈨᱁ࢆᣢࡘᩍ⫱⫋ဨ

4ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗࡓᙜᣦᑟࡵྵࢆᕠᅇᣦᑟࠊ๓࣭ᚋᣦᑟࡀ ᖺḟࡽ㛤ㅮࢀࡉ

3ࠊࡣ࡚࠸ࡘ༞ᴗ◊✲㸦㑅ᢥ㸧ࡿ ᖺḟ๓ᮇ㡭ࡽ༞ᴗ◊✲ᣦᑟᢸᙜணᐃᩍ⫱⫋ဨ

㓄៖࠺ࡼࡿࡵ⤌ࡾྲྀࡽ᪩ᮇࡵࡓࡢ༞ᴗ◊✲㑅ᢥࡀ⏕Ꮫࠊ࡚ࡋᐇࢆ➼ㄝ᫂ࡿࡼ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋࢆ

 

③ 㐍⣭せ௳≉ࠊࡣ࡚࠸ࡘᐃࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋ࠸࡞࠸࡚ࡵᒚಟࡓࡗ࡞ሙྜࠊࡣḟᖺ

ḟࡢᚲಟ⛉┠㛫ୖ㔜」ࠊࡋᒚಟ࡛ࡀࡇ࠸࡞ࡁ㉳ࡿࡇሙྜࡢࡇࠋࡿ࠶ࡶሙྜࠊࡣ

4 ᖺ㛫࡛༞ᴗ࡛ྍ࠸࡞ࡁ⬟ᛶࠊ࡛ࡢࡿ࠶ࡶᒚಟ༢ࠊࡣ㛤ㅮࡿ࠸࡚ࢀࡉᖺḟ☜ᐇ

ྲྀᚓ࠺ࡼࡿࡍᣦᑟࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 
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  ⾲ 28 ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉ᖹᡂ 21 ᖺᗘ࣮ࢨࣂࢻࢫࣛࢡ 

Ꮫᖺ ྡࢫࣛࢡ ࣮ࢨࣂࢻ ࣮ࢨࣂࢻ 

㹋1,2,3,4 ᳃ᮏ ಟ୕   ᩍ ᤵ ᑠ⃝ ၨᏊ    ຓ ᩍ 

㹋5,6,7,8 すᛕ ᖾᜨ   ᩍᤵ ⣽⏣ ᫂⨾    ຓ ᩍ 1 

㹋9,10,11,12 ᇼ  ᮁ   ᩍ ᤵ ΎỈ 㞞ᐩ    ㅮ ᖌ 

㹋1,2,3,4 ᓟᮌ┿▱Ꮚ  ᩍ ᤵ ⏕᪉ ᜨᏊ  ຓ ᡭ 

㹋5,6,7,8 ⓒⶶ  Ⰻ  ᩍᤵ ㈏ ᜨ    ຓ ᩍ 2 

㹋9,10,11,12 ୕⯚ 㝯அ   ᩍᤵ 㰻⸨࡞ࡉᜨ  ຓ ᡭ 

㹋1,2,3,4 ☄ அ㞝  ᩍ ᤵ ΎỈ 㞞ᐩ  ㅮ ᖌ 

㹋5,6,7,8 㔝ཱྀ ⋢㞝  ᩍ ᤵ ⣽⏣ ᫂⨾  ຓ ᩍ 3 

㹋9,10,11,12 ⚄⏣ ⿱Ꮚ  ᩍᤵ ⃝ᓮ ⤮⨾  ຓ ᡭ 

㹋1,2,3,4 ୖ⏣ ఙ⏨  ᩍ ᤵ ㈏ ᜨ  ຓ ᩍ 

㹋5,6,7,8 ୗ⏣ ጁᏊ  ᩍ ᤵ 㰻⸨࡞ࡉᜨ  ຓ ᡭ 4 

㹋9,10,11,12 ⯓ 㡰Ꮚ  ᩍᤵ ⏕᪉ᜨᏊ  ຓ ᡭ 

 

㸦་⒪ሗᏛ⛉㸧 

① ᪂ධ⏕ࠊࡣධᏛࡢᏛ⛉ู2ࠊࢫࣥࢲ࢞ ᖺḟ௨㝆ࡣᖺᗘጞࡵᏛᖺูࢆࢫࣥࢲ࢞

ᐇ≉ࠋࡿ࠸࡚ࡋ༢ྲྀᚓ≧ἣࡢᝏ࠸Ꮫ⏕ཬࡧฟᖍ≧ἣࡢᝏ࠸Ꮫ⏕㛵ࠊࡣ࡚ࡋ་

⒪ሗᏛ⛉࣮ࢨࣂࢻࡢᩍဨ୪ࡧᩍົጤဨࡀಶูᣦᑟࢆᐇࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

ᖹᡂࠊࡣ࣮ࢨࣂࢻࢫࣛࢡ ② 18 ᖺᗘࡣ࡛ࡲ 1 ᖺḟ⏕ࡳࡢ㓄⨨ࠊࡀࡓࡋᏛ⏕ࣇࡢ

ᖹᡂࠊࡵࡓࡿࡍࡃᡭཌࢆࣉࢵ࣮࢛ࣟ 19 ᖺᗘࡣࡽ 2 ᖺḟ⏕ࣂࢻࢫࣛࢡࡶ

3ࠊࡓࡲࠋࡓࡋ⨨㓄ࢆ࣮ࢨ ᖺḟ⏕4ࠊ ᖺḟ⏕ࢆࢫࣛࢡࡣ᭦ᑡேᩘࡓࡋ་⒪ሗࢮ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋࡇࡿࡍᣦᑟࠊ࡚ࡋ࣮ࢨࣂࢻࢫࣛࢡ༢࡛࣑

 

③ 㐍⣭せ௳≉ࠊࡣ࡚࠸ࡘᐃࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋ࠸࡞࠸࡚ࡵᒚಟࡓࡗ࡞ሙྜࠊࡣḟᖺ

ḟࡢᚲಟ⛉┠㛫ୖ㔜」ࠊࡋᒚಟ࡛ࡀࡇ࠸࡞ࡁ㉳ࡿࡇሙྜࡢࡇࠋࡿ࠶ࡶሙྜࠊࡣ

4 ᖺ㛫࡛༞ᴗ࡛ྍ࠸࡞ࡁ⬟ᛶࠊ࡛ࡢࡿ࠶ࡶᒚಟ༢ࠊࡣ㛤ㅮࡿ࠸࡚ࢀࡉᖺḟ☜ᐇ

ྲྀᚓ࠺ࡼࡿࡍᣦᑟࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 

 

⾲ 29 ་⒪ሗᏛ⛉ᖹᡂ 21 ᖺᗘ࣮ࢨࣂࢻࢫࣛࢡ 

1 ࢫࣛࢡ ᖺ 2 ᖺ 3 ᖺ 4 ᖺ 

 Ϩࢫࣛࢡ
㔝 ༤அ ຓ ᩍ 

ᒾୖ ඃ⨾ ຓ ᡭ 

బ⸨  ᆒ ᩍ ᤵ 

ᒾୖ ඃ⨾ ຓ ᡭ 
㜿㒊 ጾ㑻  ᩍ ᤵ 㜿㒊 ጾ㑻  ᩍ ᤵ 

 ϩࢫࣛࢡ
ᒣୗ ᙪ ᩍᤵ 

㥖ᓮ ಇ๛ ຓ ᩍ 

ᒣୗ ᙪ ᩍᤵ 

㥖ᓮ ಇ๛ ຓ ᩍ 
బ⸨   ᆒ  ᩍ ᤵ బ⸨   ᆒ  ᩍ ᤵ 

 Ϫࢫࣛࢡ
῝⃝ ᘯ⨾ ᩍᤵ 

す ᫂⨾ ຓ ᡭ 

῝⃝ ᘯ⨾ ᩍᤵ 

す ᫂⨾ ຓ ᡭ 
ὠᮧ   ᏹ  ᩍ ᤵ ὠᮧ   ᏹ  ᩍ ᤵ 

 ϫࢫࣛࢡ
Ἠ ୍ဢ ㅮ ᖌ 

㔠⃝ ຌᑦ ຓ ᡭ 

㜿㒊 ጾ㑻 ᩍ ᤵ 

㔠⃝ ຌᑦ ຓ ᡭ 
ẚỤᓥḠៅ ᩍ ᤵ ẚỤᓥḠៅ ᩍ ᤵ 
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ᒚಟᣦᑟࠊࡣ࡚࠸ࡘᏛⓗ4ࠊࡣ ᭶ึ᪪ྛࠊᏛ⛉ྛᏛᖺࠊ࠸⾜ࢆࢫࣥࢲ࢞ࡈ

ᙜヱᖺᗘࡢ㛤ㅮ⛉┠ࡢㄝ᫂ࡸᒚಟⓏ㘓ࡢᣦᑟࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ᪥ᖖⓗ࡞ᒚಟᣦᑟࡣ

Ꮫ⛉ࡢᑓ௵ᩍဨࢆ࣮ࢨࣂࢻࡿࡼ୰ᚰࠊࡀࡿ࠸࡚ࡗ⾜ᡂ⦼⪅ࡸᗣୖࡢ⌮⏤

ࠊࡵࡓࡿࡍᑐᛂ᪩ᮇࡾ㝈ࡿࡁ࡛ࠊࡣ࡚࠸ࡘᒚಟᣦᑟࡿࡍᑐ⏕Ꮫ࠸ከࡀḞᖍࡿࡼ

ᚋࠊࡣᏛ⏕ࡢᡂ⦼ࡿ࠸࡚ࡋ⌮⟶ࢆᩍົ㒊ࠊᗣ⟶⌮ࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆಖᐊཬࡧᙜヱᏛ⏕

 ࠋࡿ࠶ࡀᚲせ࠺⾜ࢆᒚಟᣦᑟ࡞㐺ษࡾࡼࠊࡋᐦࢆ㐃ᦠ┦ࡀᩍဨ࣮ࢨࣂࢻࡢ

 

㸺ᑵ⫋ᨭάື㸼 

 

㸦┳ㆤᏛ⛉㸧 

 Ⅼ᳨㺃ホ౯ࠖࡧཬ≦⌧ࠕ

① ┳ㆤᏛ⛉ࡢᑵ⫋ᨭάືࡣᏛ⏕ᨭ࣮ࢱࣥࢭ㐃ᦠࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜࡚ࡋ┳ㆤ⫋ࡢ࡚ࡋ

ᑵ⫋άື୍ࡣ⯡ⓗ᭱⤊Ꮫᖺࠊࡵࡓࡿࢀࢃ⾜࡚࠸࠾┳ㆤᏛ⛉ࡣ࡚࠸࠾ᖹᡂ 19 ᖺ

ᗘࡾࡼᏛ⏕ጤဨࡢᡤᤸ㡯࡚ࡋᑵ⫋ᨭάືࢆ㛤ጞࠋࡓࡋᖹᡂ 20 ᖺᗘࡣᑵ⫋

ᨭࠊࡆୖࡕ❧ࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᏛ⏕ᨭࡢ࣮ࢱࣥࢭ༠ാࠊࡶࡢᑵ⫋ᑐ⟇ᨭࢫࢩ

⾜ࢆᑵ⫋ᨭ࠸㧗ࡢ㊊ᗘ‶ࠊࡾࡼάືࡓࢀධࡾྲྀࢆせᮃࡢࡽ⏕Ꮫࡧᵓ⠏ཬࡢ࣒ࢸ

 ࠋࡓࡋᶆ┠ࢆࡇ࠺

 

② ලయⓗࠊࡣⱝᡭᩍဨࠕࡿࡼඛ㍮ࡢᑵ⫋άືయ㦂ࡃ⪺ࢆࠖ㛤ദࠊࡿࡓᐇ⩦タ

㸦4 㝔㸧ࡢࡽ㝔ㄝ᫂ࡢ㛤ദࠊᏛ⏕ࡽᕼᮃࡓࡗ࠶ࡢ㝔ࢆ୰ᚰࢫ࣮ࣈࡓࡋ

ᙧᘧࡢ㝔ㄝ᫂ࡢ㛤ദࠊ㐍㊰Ⓩ㘓ࡢࢻ࣮࢝ᨵၿࠊồேሗࡢ࡛➼ࢺࢵࢿࢡࢫࢹࡢ࿘

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ▱

 

ᖹᡂࠊࡾࡼࡽࢀࡇ ③ 20 ᖺᗘ༞ᴗ⏕ࠊࡣ࡚࠸࠾ᑵ⫋ࢆᕼᮃࡀ࡚ࡍ⪅ࡿࡍᑵ⫋ࡿࡍ

ㆤᖌ┳ࠊࡣෆヂࡢ㐍㊰ࠋࡓࡗ࡞ࡇ 92 ಖᖌࠊྡ 3 ⏘ຓࡣࡓࡲ㐍Ꮫ㸦Ꮫ㝔ࠊྡ

ᑓᨷ⛉㸧10 ࡢࡑࠊྡ 2  ࠋࡓࡗ࡞ྡ

㸦⾲ 30 ᖹᡂ 20 ᖺᗘ༞ᴗ⏕ࡢᑵ⫋ෆᐃ୍ぴ㸧 

 

④ 3 ᖺḟ⏕ᑐࠊࡣ࡚ࡋ๓ᖺᗘࡢホ౯ࠊࡅཷࢆಖᖌࢆࢫࣥࢲ࢞᪩ᮇ㛤ጞࠊࡋㄽᩥ

ῧ๐㝿࡚ࡋ┳ㆤᖌ᥇⏝ヨ㦂ࢆᛕ㢌࣐࣮ࢸ࡚࠸࠾タᐃࢆ౫㢗ࠊ࡞ࡿࡍᨵၿࡗ⾜ࢆ

ࡢ༞ᴗ๓࡚࠸࠾ࢫࣥࢲ࢞⫋ᑵࠊ࡚ࡋᴗࡢ᪂つࠊࡓࡲࠋࡓ 4 ᖺḟ⏕ᑵ⫋άື

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀධࡾྲྀࢆ⟆㉁ᛂሗ࿌ࡢ࡚࠸ࡘᐇ㝿ࡢ

 

 ࠖ⟇᪉ࡓࡅྥᨵၿ࣭ᨵ㠉ࡢᚋࠕ

① ᖹᡂ 20 ᖺᗘࡢホ౯ࡰࠊ࡚ࡋᏛ⏕ࡢᕼᮃἢࡓࡗᨭࠊࡀࡓࡁ࡛ࡀࡇ࠺⾜ࢆ

㝔ㄝ᫂ࡢ㛤ദࡀ㐜ࠊࡃᏛ⏕⮬⊃ࡀᑵ⫋άືࡓࡗ⾜ࢆᚋࡀࡇࡓࡗ࡞ㄢ㢟࡚ࡋ

 ࠋࡓࢀࡽࡆ࠶

 

② ᖹᡂ 21 ᖺᗘࠊࡣ๓ᖺᗘࡢάື3࣭4ࠊࡋ⥆⥅ࢆ ᖺḟ⏕ᑐࡿࡍᑵ⫋ࢫࣥࢲ࢞ཬࡧ

ᐇ⩦㝔ࡢࡑᏛ⏕ࡽᕼᮃࡢከࡓࡗ㝔ࢆᣍ⪸ࡢ࡚ࡋ㝔ㄝ᫂ࢆ๓ᖺᗘࡼ

ࠊࡸἣᢕᥱ≦ࡢᑵ⫋ඛ㝔ࠊ࠸⾜ࢆ㏣㊧ࡢ⏕༞ᴗࠊᚋࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ㛤ദ᭶᪩ᮇ୍ࡾ

ᑵ⫋ᨭάືࡢホ౯࠺⾜ࢆᚲせࠋࡿ࠶ࡀ 
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⾲ 30 ᖹᡂ 20 ᖺᗘ༞ᴗ⏕ࡢᑵ⫋ෆᐃ୍ぴ 

⫋✀ ✀ู 㝔࣭ᴗྡ  㸦 㸧ෆࡣෆᐃ⪅ᩘ  

ᅜබ❧ 
ᮾி㸦8㸧ࠊᶓᕷ❧㸦5㸧ࠊᮾி་⛉ṑ⛉㸦2㸧ࠊ 

༓ⴥ㸦1㸧ࠊಙᕞ㸦1㸧ࠊ᪂₲㸦1㸧 

Ꮫ㝔 

⚾  ❧ 

ᮾ㑥㸦4㸧ࠊᮾᾏ㸦2㸧ࠊ᠕⩏ሿ㸦2㸧ࠊ㔛㸦2㸧ࠊ 

㡰ኳᇽ㸦4㸧ࠊᅜ㝿་⒪⚟♴㸦1㸧ᮥࠊᯘ㸦2㸧ࠊ 

㸦3㸧ࠊᮾிឿᜨ་⛉㸦3㸧ࠊ⊂༠་⛉㸦1㸧ࠊ 

ᮾி་⛉㸦2㸧ࠊ⮬་⛉㸦4㸧ࠊ᪥ᮏ་⛉㸦4㸧ࠊ 

ᮾிዪᏊ་⛉㸦1㸧ࢼ࣐ࣥࣜ⪷ࠊ་⛉㸦1㸧 

‽බⓗ㝔 

NTT ᮾ᪥ᮏ㛵ᮾ㸦13㸧ࠊᮾி㏴ಙ㸦3㸧ࠊ 

᳃㉥༑Ꮠ㸦5㸧ࠊ᪥ᮏ㉥༑Ꮠ་⒪࣮ࢱࣥࢭ㸦1㸧ࠊ 

ᮾிཌ⏕ᖺ㔠㸦1㸧ࠊᮾி㆙ᐹ㸦1㸧ࠊࡢ㛛㸦1㸧 

┳ㆤᖌ 

ᅜබ❧㝔 

ᮾி㒔❧㸦3㸧ࠊ⚄ዉᕝ┴❧㸦1㸧ࠊ⩌㤿┴❧㸦1㸧ࠊ 

ᕝᓮᕷ❧㸦1㸧ࠊ㟼ᒸ┴❧㟼ᒸ࣮ࢱࣥࢭࢇࡀ㸦1㸧ࠊ 

ᅜ❧ᅜ㝿་⒪࣮ࢱࣥࢭ㸦1㸧ࠊ 

87 

ಖᖌ ᆅ᪉⮬య 
ᯇᡞᕷ(ಖᖌ)㸦1㸧ࠊ༊(ಖᖌ)㸦1㸧ࠊ 

㛗Ἠ⏫(ಖᖌ)㸦1㸧 
  3 

Ẹ㛫ᴗ   1 

Ꮫ㝔➼ 

Ꮫ㝔㸦3㸧 

࠙⪷㊰ຍ┳ㆤ㸦1㸧ࠊ᪥㉥┳ㆤ㸦1㸧ࠊᒣᙧ┴❧ಖ་⒪㸦1ࠚ㸧ࠊ 

ᾏ㐨ᩍ⫱ู⛉(㣴ㆤᩍㅍ)㸦1㸧ࠊ 

⪷㞔࣮ࣇࢺࢫࣜࢡ㸦1㸧 

㐍Ꮫ 

ᮏᏛຓ⏘Ꮫᑓᨷ⛉ ᮏᏛຓ⏘Ꮫᑓᨷ⛉㸦5㸧 

10 

    2ࡢࡑ

 

㸦་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉㸧 

 Ⅼ᳨㺃ホ౯ࠖࡧཬ≦⌧ࠕ

① ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉ࡿࡅ࠾ᑵ⫋ᨭάືࠊࡣᏛ⏕ᨭ࣮ࢱࣥࢭ㐃ᦠࠊ࡚ࡋ࡚ࡋᩍဨ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡾ࠾ࡢḟ࡚ࡋ㔜どࢆᕼᮃࡢ⏕Ꮫࡀ

࣭Ꮫ⏕ࡢᕼᮃࢆ 3 ᖺḟ๓ᮇࡃࡿ࡞ලయⓗࠋࡿࡍྲྀ⫈ 

࣭Ꮫ⏕ᮏேࡢᕼᮃᑐࠊࡋᮏேࡢ㐺ᛶࡢ࡛ࡲࢀࡇࡸᏛ⩦ࠊດຊࡢ㐣⛬ࢆぢ࡚ࡽࢀࡇࠊ

 ࠋ࠺⾜ࢆࢫࣂࢻࠊࡅ᪉ྥࡢᑵ⫋άືࡢ

࣭Ꮫᐤࡓࢀࡽࡏồேሗࢆᮏே㏻▱ཷ࡚ࡋ㦂ࠋࡿࡵࡍࡍࢆ 

 

② Ꮫ⏕ࡢᕼᮃࠊࡣ㝔ࡿࡅ࠾⟶⌮ᰤ㣴ኈࠊࡵࡌࡣࢆᰤ㣴ᩍㅍࠊ་⸆ရ࣓࣮ࠊ࣮࢝እ㣗

⏘ᴗࠊ⤥㣗タ࡞ከᒱΏ᭱ࠊࡾ࠾࡚ࡗ㏆ࡢ⤒῭≧ែࡽồே≧ἣࠊࡣᖺࠎῶᑡࡋ

ồேࠊ࡚ࡋ⏝άࢆዲ㛵ಀࡢ➼ᴗࠊࡣᩍဨࡿࡍᨭࢆᑵ⫋άືࠊࡀࡿ࠸࡚ࡁ࡚

ሗࡢ㞟➼ດࠋࡿ࠸࡚ࡵ 

 

᭹ࠊ㧥ᆺࡢᙜ᪥ࠊ᪉ࡅཷࡢ㠃᥋ࠊ᪉ࡁ᭩ࡢᒚṔ᭩ࠊ࡚ࡋ⎔୍ࡢᑵ⫋ᨭࠊ࠾࡞ ③

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆᣦᑟࡃ⣽࡛ࡲࡿ⮳

㸦⾲ 31 ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉ᖹᡂ 20 ᖺᗘᑵ⫋ඛ㸧 
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་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉ࡢ༞ᴗ⏕ࠊࡣဨࡀ⟶⌮ᰤ㣴ኈࡢᅜᐙヨ㦂ྜ᱁ࡋචチࢆᚓ࡚ࠊ⟶⌮ᰤ㣴

ኈࡢ࡚ࡋ⫋ሙࢆᚓࡀࡇࡿᮃࠊࡀࡿࢀࡲ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉ࠊࡣ࡚࠸࠾┤᥋⟶⌮ᰤ㣴ኈ

➼ᴗࡢඛࡓࡋ⫋ᑵࠊࡤࢀ࠶ࡀ㈨᱁ࡢࡇࠊࡶሙྜ࡛࠸࡞ࡁ࡛ࡀࡇࡃᑵሙ⫋ࡢ࡚ࡋ

⌮⟶ࠊࡽࡇࡿ࠶࡛⬟ྍࡶࡇࡿࢀࡲᜨᶵࡢ⫋㌿ࡓࡲࠊࡅ㛤ࡀ㐨ࡢ㐍࡚᪼࠸࠾

ᰤ㣴ኈᅜᐙヨ㦂ྜ᱁࠺ࡼࡿࡍᚋࡶ㐺ษ࡞ᣦᑟ࠺⾜ࢆᚲせࠋࡿ࠶ࡀ 

 

⾲ 31 ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉ᖹᡂ 20 ᖺᗘᑵ⫋ඛ 

ᑵ⫋
⪅ᩘ

୰࣭እ㣗⏘ᴗ ⟶⌮ᰤ㣴ኈ➼ 3

㣗ရ༺ ⟶⌮ᰤ㣴ኈ➼ 2

㔠⼥ ୍⯡ົ 1

ಖ⫱ᅬ࣭Ꮫᰯ ⟶⌮ᰤ㣴ኈ➼ 6

91

12

ᮾ㑥Ꮫ་⒪࣮ࢱࣥࢭ᳃㝔࣭᳃㉥༑Ꮠ㝔࣭᪥㉥་⒪࣮ࢱࣥࢭ

᫂ᒇ⏘ᴗ࣭ࣥࣙࢩ࣮࣏࣮ࣞࢥࣝࣈ࣮ࢸࢬ࣭࣡ࢢࣥࢽࢲࢻࣥࣔࣖࢲ

⌮⟶⣖ᩥ㣗ရ࣭ኴᏊᇽ࣭ࢬ࣮ࣇࢶ࢝࢜ࢺᰠᏳᮏᗑ࣭࣭࣒ࢸࢫࢩࢻ࣮ࣇ㸤ࣥࣈࢭ࣭ࢥࢵࢪࣇ

21

୕ᾆ⸨ἑಙ⏝㔠ᗜ

ࣝ࢝ࢹ࣓࣒ࢺ㸦ㆤ㸧࣭༓ⴥᕷ⫋ဨ࣭࣑ࢱ࣭࣒࣡ࢸࢫࢩሗ⏕୍➨࣭ࢶ࣮࣏ࢫࣝࣛࢺࣥࢭ

㔝ἑࡶࡇᅬ㸦2㸧࣭࣮ࣔࣥࣃࣕࢪࢢࣥࢽࣥࣛࣉࢻ㸦2㸧࣭ᩗឡᏛᅬ㸦ಖ⫱ᅬ㸧࣭ᑠᒾࡾࡳಖ⫱ᅬ

ᴗ࣭㝔ྡ

すὒࢡࢵ࣭࢜ࣞࣉ࣮ࣝࢢࢫࣃࣥࢥࢻ࣮ࣇ༡㛵ᮾ࣭ᐩኈ⏘ᴗ㸦2㸧࣭ࢫ࢛ࣇ࣓࣭ࢡࢵࢹࣥࣛࢢ

Ṋ⏣⸆ရᕤᴗ࣭ࢫࢸࣥ࣋ࣇࣀࢧ

ᴗ✀

ᡂோ㝔࣭ᮾி㒔ಖ་⒪බ♫࣭ᯈᶫ୰ኸ⥲ྜ㝔ࣉ࣮ࣝࢢ㸦2㸧࣭ᆤ࣭Ύᬛグᛕ㝔

ఫၟ࣮ࢺࢫࢢࢵࣛࢻ㸦2㸧࣭ ᐩኈ⸆ရ㸦2㸧࣭CFS

⟶⌮ᰤ㣴ኈົ⫋㝔

་⸆ရ࣓࣮࣮࢝
㹋㹐(0eGiFaO

Representative)
Ⴀᴗ

6

11
࣮ࣙࢪࢭ 㸦2㸧㺃ࢩࣚ࢟ࢺࣔࢶ࣐㸦3㸧࣭ࢢࢵࣛࢻࣥࢧ

᪥ᮏ〇⸆࣭࣭࣐࣮ࣇࣥࢭ࣭࣐࣮ࣥࣖࣇࣥࣜ࢟᪥ᮏࡇࡤࡓ⏘ᴗ(JT)

16

⡿ඵᮾ᪥ᮏ࣭ࢺࢫᮾᛴ࣭ࣥࣃࣕࢪࣝࣛࢺࣥࢭ࣮ࣛࢥ࢝ࢥ࣭ࢻ࣮ࣝࣇࢡࢵ13ࣟ
㣗ရ࣓࣮࣭࣮࢝㈍



᪥ᮏ࣭ࢫࢭࢡᒣᫍᒇ

ࢬ࣮ࣇࢫ࢘ࣁ࣮ࣥࣜࢢ㸦2㸧࣭ࢫ࢘ࣁ࣮ࣥࣜࢢ㛵ᮾ㸦2㸧࣭ࢡࢵ࢜㛵ᮾ࣭ࣞࢫࣅ࣮ࢧ࣒࣮࢚㸦4㸧࣭ࢫࣅ࣮ࢧ࣒࣮࢚

㸦ࠉ㸧ᩘࡢᏐࡣேᩘ

ࢫࢩ࢜ࢶ࣮࣏ࢫᮾᛴ࣭ࢬࣥࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉࢫࢡTBC㸦3㸧࣭࣮࣡ࢡࢵࢸࢸࢫ࢚

 ࣮ࢸ࣮ࣗࣅ㸦ࡢࡓ㸧࣭ࢺࢵࢿࣉ࣮ࢥᴗ㐃ྜ࣭࣭ࢡࢵࣛࣇᅜ❧ᗣᰤ㣴◊✲ᡤ

㸦ㆤ㸧ࢬ࢘㒊ရᮾிඹ㈍࣭➨୍⏕ಖ㝤┦♫࣭≀⏘࣭⌮✲࣭㒑౽ᒁ ᰴᘧ♫࣭ᮾி㒔⫋ဨ࣭ࢱࣚࢺ

ᢏ⾡⫋࣭Ⴀᴗ

ࡢࡑ ⟶⌮ᰤ㣴ኈ➼

ᑠᖹ୰ኸ࣭ࣜࣥࣙࢩ࣮ࢸࣜࣅࣁᡞሯඹ❧➨୍㝔࣭ᶓᕷ❧Ꮫᒓ㝔

་⸆ရ㈍ ⟶⌮ᰤ㣴ኈ

⤥㣗ጤク ⟶⌮ᰤ㣴ኈ

࣊ࢱ࣭ࣥࢳࢵ࢟J࣭ࢬ࣮ࢼࢺ࣮ࣃ࣮࣮ࣜ࢝࣋ࢻ࣮࣓࣮࣐

 

㸦་⒪ሗᏛ⛉㸧 

 Ⅼ᳨㺃ホ౯ࠖࡧཬ≦⌧ࠕ

① ་⒪ሗᏛ⛉࡛ࠊࡣᏛ⏕ᨭ࣮ࢱࣥࢭ㐃ᦠࠊ࡚ࡋᑵ⫋ᨭάື3ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ ᖺ

㸦4 ᭶㸧ࠊࡽᏛ⏕ᨭ࣮ࢼ࣑ࢭࡀ࣮ࢱࣥࢭ㸦ᑵ⫋࣮ࢼ࣐ࠊࢫࣥࢲ࢞ㅮᗙ࢚ࣥࠊ

SPIࠊసᡂࢺ࣮ࢩ࣮ࣜࢺ ヨ㦂ᑐ⟇ㅮᗙ㸧ࢆ㛤ࠊࡁᏛ⏕ࡀᑵ⫋ࢆព㆑ࠋࡍಁ࠺ࡼࡿࡍ

Ꮫ⛉࡛ྠࠊࡣᮇࠊࡈ࣑ࢮ་⒪ᚑ⪅ྥࡢࡅ་⒪ᶵჾ࣮ࣙࢩぢᏛࢀࡇࠋ࠺⾜ࢆ

ศ⮬㌟⮬ࡓࡲࠊࡢࡘ❧ᙺ࠺ᐇ㝿ࠊࡀࡇࡪ་⒪ሗᏛ⛉࡛Ꮫࡀ⏕Ꮫࠊ࡚ࡗࡼ

 ࠋࡿ࡞ࡇࡿ࠼⪄࡚࠸ࡘ㐺ᛶࡢ

 

௨㝆ࠊࡣ࡛࣮ࢱࣥࢭᏛ⏕ᨭࡓࡲ ② 3 ᖺ⏕ဨࢆᑐ㇟㠃᥋ࢆᐇ࡚ࡋᑵ⫋ᕼᮃࡢㄪ

ᰝࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ⛅㸦10 ᭶㸧௨㝆ࠊᨭྛࡀ࣮ࢱࣥࢭᴗ౫㢗ࡓࡋᴗㄝ࣭᫂

ᑵ⫋ࢆ࣮ࢼ࣑ࢭᏛ࡛㛤ദࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

③ ୍᪉ࠊᏛ⛉࡛ࡣᕼᮃ⪅ᑐ3ࠊࡣ࡚ࡋ ᖺࡢ 8 ᭶ࡽ⩣ᖺ 1 ᭶ࡢ࡛ࡲ㛫㝔ᐇ⩦࡛ࡀ

ⓗ⤊᭱ࠊ࠸⾜ࢆᴗゼၥࠊཧຍࡢㄝ᫂ࡀேྛࠊᚋࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋ᪕᩷࠺ࡼࡿࡁ

ᕼᮃᑵ⫋ඛࠋࡃ࠸࡛ࢇࡇࡾࡰࡋࢆᏛ⛉ࡢᩍဨࠊᨭࡣࣉࢵࢡࢵࣂࠊࡶ࣮ࢱࣥࢭ

ᝰࠋ࠸࡞ࡲࡋ 
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ᖹᡂࠊ࠾࡞ 20 ᖺᗘ༞ᴗ⏕ࠊࡣ࡚࠸ࡘᑵ⫋ᕼᮃ⪅ 72 ྡဨࡀᑵ⫋ࠋࡓࡋ 

㸦⾲ 32 ᖹᡂ 20 ᖺᗘ༞ᴗ⏕ࡢ㐍㊰㸧 

㸦⾲ 33 ་⒪ሗᏛ⛉ᖹᡂ 20 ᖺᗘᑵ⫋ඛ㸧 

 

⾲ 32 ᖹᡂ 20 ᖺᗘ༞ᴗ⏕ࡢ㐍㊰ 

ᑵ⫋⪅ 
ྡ 

72 ᑵ⫋ᕼᮃ⪅ 

ᮍᑵ⫋⪅       0 

␃Ꮫ       2 
㐍 Ꮫ ⪅ 

ᑓ㛛Ꮫᰯ㸦ࡢࡑ㸧       1 

          1 ࡢ ࡑ

༞ᴗᘏᮇ⪅         8 

ィ 84 

 

⾲ 33 ་⒪ሗᏛ⛉ᖹᡂ 20 ᖺᗘᑵ⫋ඛ 

ᴗ✀ ♫ྡ ேᩘ ィ ྜ 

 1 ࢫ࢘ࣆ

ఀ⸨ᛅ1 ࢬࣥࣙࢩ࣮ࣗࣜࢯࣀࢡࢸ 

NEC  3 ࢺࣇࢯ

NEC  1 ࢬࣥࣙࢩ࣮ࣗࣜࢯࢧࢡࢿ

 1 ࣥࣙࢩ࣮࣏࣮ࣞࢥࢡ࢚ࣝ

 1 ࢥ

➨୍⏕ሗ1 ࣒ࢸࢫࢩ 

ᐩኈ2 ࢺࣇࢯ 

 2 ࣥࣛࢯ

NTT  1 ࢙࣒࢘ࢥ

 1 ࢺࢫࢿ࢜

᪥❧ሗ1 ࣒ࢸࢫࢩ 

᪥ᮏ1 ࣒ࢥࢱ࣮ࢹ 

 1 ࢫࢡࢵࣜࢺ࣐ࢡࢸ

᪥ᮏ1 ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐࢚࢘ࢺࣇࢯ 

 1 ࣮ࢪࣟࣀࢡࢸሗࢭࢵࢽ

་⒪㹇㹒㛵ಀ 

 1 ࣒ࢼࣜࢡ

21 29.2% 

 1 ࣮ࣅࢫ࢚

 2 ࣝࢺࢵࣅ

 2 ࢫࣔࢫࢥࢫࣥࣛࢺ

NTT  1 ࢬ࣒ࢸࢫࢩࢱ࣮ࢹ

DTS 1 

 1 ࢬࣥࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉࢫࢡ࣮࣡

ISID㸦㟁㏻ᅜ㝿ሗࢫࣅ࣮ࢧ㸧 1 

ࣥࣀࣕ࢟ IT  2 ࢬࣥࣙࢩ࣮ࣗࣜࢯ

 1 ࣮࣡ࣃࣥࣙࢩ࣮ࣗࣜࢯࢡࢵࢸࣥ

 1 ࢫ࣎ࣛࢥ

୍⯡㹇㹒㛵ಀ 

 1 ࢺ࣮ࣝࣇ࢚

14 19.4% 
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ᴗ✀ ♫ྡ ேᩘ ィ ྜ 

 1 ࣝ࢝ࢹ࣓ࢠ࣍

 1 ࣔࣝࢸ

 㟁Ꮚ 1ࢲࢡࣇ

 ⢭ᶵ 1ࣛࢡࢧ

 1 ࣥࣃࣕࢪࢡࢵࢸࣥࣇࣛࢡࢧ

᪥ᶵ 1 

་⒪ᶵჾ࣭ᶵᮦ 

 1 ࢝ࣟࢥࢥ

 7 9.7% 

ᢇ᱓⸆ရᕤᴗ 1 

ྜྷ⏣〇⸆ 1 

ᮾி2 ࣖࣛࢧ 

 1 ࢫࢡࢵࣞࢢ

࣒ࢸࢫࢩࣝ࣋ 24 1 

་⸆ရ㸦㛤Ⓨ࣭⮫ᗋヨ㦂㸧⣔ 

ᐩኈ⸆ရ 1 

 7 9.7% 

NTT ᮾ᪥ᮏ㛵ᮾ㝔 2 

ᑠ༓㇂⥲ྜ㝔 1 

ᮾⴱࢡࢵࢽࣜࢡ㝔 1 

ᡞ⏣୰ኸ་⛉1 ࣉ࣮ࣝࢢ 

་⒪ᶵ㛵㸦㝔㸧 

ᮾி㒔ಖ་⒪බ♫㸦㒔❧ⲥཎ㝔㸧 1 

 6 8.3% 

᪥ᮏ⤒Ⴀ 1 

 ་⒪㛵ಀࡢࡢࡑ Ꮫ㤋 1ࢳࢽ

ᮾி་⒪ಖᏛ⫋ဨ 1 

 3 4.2% 

 1 ࣮࣑ࣥࣗࢥࣇࣛ

♫⚟♴ἲேṇྜྷ⚟♴ 1 ⚟♴タ 

♫⚟♴ἲேㄔᖾ 1 

 3 4.2% 

ᮾிᾏୖ᪥ືࢇࡋࢇ࠶⏕  1 

JA ඹ῭ 1 ⏕ಖ㝤࣭ᦆᐖಖ㝤 

 ᴗ㐃ྜ 1ࢺࢵࢿࣉ࣮ࢥ

 3 4.2% 

ᮾி㒔Ẹ㖟⾜ 1 㔠⼥ 
㊊ᑠᒣಙ⏝㔠ᗜ 1 

 2 2.8% 

 1 ࣮ࣝࢥ࣡

 1 ࣝࢼࣙࢩࢼ࣮ࢱࣥࢫ࢘ࣁࣂ

 1 ࢢࣥࢸࣝࢧࣥࢥࢬࣟ

HIS ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࣈࢸ࢚ࣜࢡ 1 

 1 ࢡࢵࢡ

 ࡢࡑ

 1 ࢫࣔࢫࢥ

 6 8.3% 

⥲ྜィ   72 72   

 

 ࠖ⟇᪉ࡓࡅྥᨵၿ࣭ᨵ㠉ࡢᚋࠕ

① ་⒪ሗᏛ⛉ࡢᑵ⫋ඛࠊࡣ㝔ࡀ ࣭♴⚟ࠊ8.3% ་⒪ᶵ㛵ࡀ ࡀᴗࠊ8.3% ࠋࡿ࠶83.3%࡛

ࡀᑵ⫋ෆⓗᮇࡢᴗࠊࡣࢀࡇ 3 ᖺࡢ 3 ᭶ࡽ 4 ᖺࡢ 5 ᭶ᑐࠊࡋ㝔ࡢᑵ⫋ෆᐃ

ᮇࡀ 4 ᖺࡢ 9ࠊ8 ᭶㐜ࠊࡵࡓ࠸ᴗᑵ⫋ࡢᶵࢆᤞ࡚࡚࡛ࡲ㝔ᛂເࡿࡍᏛ⏕ࡀ

ᑡࠋࡿ࠶࡛ࡽ࠸࡞ຍࠊ࡚࠼㝔࡛ᑓ㛛ᛶࡢάࡢ✀⫋ࡿࡏṇつ㞠⏝ࡢເ㞟ࡀᑡ࠸࡞

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ཎᅉࡶࡇ

 

② ୍᪉ࠊᴗࡢᑵ⫋࡛ࠊࡀࡿ࠶ᴗྡ་⒪㛵㐃♫࡛ࠊࡀ࠸࡞࠸ࡣ࡚ࡋ⛠ࡿ࠶ᐇ㝿

㸦デ⒪ሗ㓘ㄳồࡃ࡞ࡃ࡞ᑡࡣ♫ࡢሗ⣔ࡿ࠸࡚ࡋ㐍ฟศ㔝ࡢ་⒪࣭ᗣ⏘ᴗࡣ
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ࠊศᯒ➼㸧ࡢࢱ࣮ࢹデ⒪⩌ศ㢮ໟᣓホ౯DPCࠊ⏝άࡢࢱ࣮ࢹᐃᗣデ᩿≉ࠊ⢭ᰝࡢࢱ࣮ࢹ

་⒪ሗᏛ⛉ࡢᏛ⏕ᮇᚅࡀᐤࡀࡇࡿ࠸࡚ࢀࡽࡏఛࠋࡿ࠼ 

 

③ ᚋࠊ༞ᴗ⏕࡞࠺ࡼࡢࡀᦠࡢࡃ࠸࡚ࡗࢃ་⒪࣭ࢣࢫࣝ࣊ᴗ⏺ࢆྥືࡢぢ

ᤣࠊࡽࡀ࡞࠼ᑓ㛛ᛶࡢάࡿࡏᑵ⫋Ꮫ⏕ࢆᣦᑟࡃ࠸࡚ࡋᚲせࠋࡿ࠶ࡀ 
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㸺ᅜෆእࡿࡅ࠾ᩍ⫱࣭◊✲ὶ㸼 

 

 Ⅼ᳨㺃ホ౯ࠖࡧཬ≦⌧ࠕ

㸦Ꮫඹ㏻㡯㸧 

① ᮏᏛࡢᅜ㝿ὶጤဨྛࠊࡣᏛ⛉ࡢᩍဨ⤌⧊ࡀᣑࡓࢀࡉ㛤Ꮫ 2 ᖺ┠ࡢᖹᡂ 18 ᖺᗘ

タ⨨ࠋࡓࢀࡉ௨ᚋࠊ✚ᴟⓗ࡞ᅜ㝿ὶࢆᒎ㛤ࠊࡾ࠾࡚ࡁ࡚ࡋᖹᡂ 20 ᖺ 12 ᭶ 10 ᪥㛤ദ

ᐇ࣭ࡢ✲◊࣭⫱ᩍࡓࡋ㔜どࢆ㊶ᐇࠊࡁᇶ࡙ᩍ⫱┠ᶆࡢᮏᏛࠊ࡚࠸࠾Ꮫ⤒Ⴀ㆟ࡢ

Ⓨᒎࢆᅗࠊࡵࡓࡿᅜ㝿ⓗ㏻⏝ᛶࡢ㧗࠸ᩍ⫱࣭◊✲ࢆ⤌⧊ⓗ᥎㐍ࠕࠊࡋࡇࡿࡍᅜ㝿

ὶ㛵ࡿࡍᇶᮏ᪉㔪ࠖࡀไᐃࡢࡇࠊࡀࡓࢀࡉᇶᮏ᪉㔪ࡢෆᐜࡣḟࠋࡿ࠶࡛ࡾ࠾ࡢ 

○ᩍ⫋ဨ࣭Ꮫ⏕ಀࡿᾏእὴ㐵࣭ᾏእᐇ⩦ࢆ✚ᴟⓗ᥎㐍ࠊࡶࡿࡍᾏእὴ㐵࣭ᾏ

እᐇ⩦ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉᐇࢆᅗࠋࡿ 

○ᾏእࡢࡽᩍ⫋ဨ࣭Ꮫ⏕ࡅཷࡢධࢆࢀ✚ᴟⓗࢆࢀࡇࠊࡶ࠺⾜㏻࡚ࡋᮏᏛࡢᅜ

㝿ࢆ᥎㐍ࠋࡿࡍ 

○ᾏእࡢᏛ➼ࡢᅜ㝿ὶ༠ᐃࢆ⤖⥾ࡢ᥎㐍ࠋࡿࡍ 

○Ꮫⓗ࡞㔜Ⅼࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉἢ࡚ࡗᅜ㝿ඹྠ◊✲ࡢ᥎㐍ࢆᅗࠊࡶࡿᅜ㝿ⓗࣥࢩ

 ࠋࡿᅗࢆ⏬࣭ᐇࡢ➼࣒࢘ࢪ࣏

○ᅜ㝿ὶಀࡿᴗᐇཬࡧ᥎㐍కࠊࡣ࡚࠸ࡘ㈝⤒࠺⿵ຓ㔠ࡢࡑࡢእ㒊㈨㔠ࡢ

☜ಖດࠋࡿࡵ 

 

② ᮏᏛ࡛ࠊࡣ㛤Ꮫ 2 ᖺ┠ࠊࡾࡼᏛⓗࠊ࡚ࡋ࣒ࣛࢢࣟࣉ࡞┳ㆤᏛ⛉ࠊ་⒪ᰤ㣴Ꮫ⛉ཬࡧ

་⒪ሗᏛ⛉ࡢ 3 Ꮫ⛉ྜྠࡢᾏእ◊ಟࠋࡿ࠸࡚ࡋࢆ་⒪ࡿࡅ࠾⫋✀㛫ࡢ༠ാࠊࡀ

ᚋ୍ࠊᒙ㔜せᛶࢆቑ3ࠊࡽࡇࡿࢀࡽ࠼⪄ࡍ Ꮫ⛉ྜྠࡢᾏእ◊ಟࢆ㏻ࠊ࡚ࡌᅾᏛ୰

ྠࠋࡿ࠸࡚ࡋⓗ┠ࡢࡘ୍ࢆࡇࡿᅗࢆ⌮ゎ┦ࠊሗࠊࡋ㔊ᡂࢆ༠ാព㆑ࡽ

་⒪ࡢ᪥ᮏࡿࡅ࠾ᑗ᮶ࡧᅾཬ⌧ࠊࡵ῝ࢆぢ▱ࡢ࡚࠸ࡘࡳ⤌ࡾྲྀࡸ་⒪ࡢᾏእ

ࡇࡿࡍᥦ౪⏕Ꮫࢆᶵࡿ࠼⪄ど㔝࡛࠸ᗈ࡚࠸ࡘ࡞ᴗⓗྍ⬟ᛶ⫋ࡢᑗ᮶ࡢᕫ⮬ࡸ

┦ࠊࡳ㎸ࡳ⤌ࡶࢸࢫ࣒࣮࣍ࠊὶࡢ⫋་⒪ࡸ⏕Ꮫࡢᆅ⌧ࠊ᭦ࠋࡿ࠸࡚ࡋពᅗࢆ

ࡢ┤᥋ⓗࠊࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ␗ᩥ㛫ὶࠊ␗ᩥ⌮ゎཬࡧእᅜㄒࡿࡼ✚ᴟⓗࢥ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᣦ┠ࡶ㐍ಁࡢࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ

㸦⾲ 34 ᾏእ◊ಟࡢᐇ≧ἣ㸧 

 

③ ᮏᏛࡢ 3 Ꮫ⛉ྜྠᾏእ◊ಟࡢ≉ᚩࠊࡣ࡚ࡋ๓◊ಟࠊ⌧ᆅ◊ಟཬࡧᚋ◊ಟ୍ࢆ㐃ࡢ

◊ಟ࡚ࡋ⨨࡙ࠋࡿ࠶࡛ࡇࡿ࠸࡚ࡅᏛ⏕ࠊࡣ๓Ꮫࠊ࡚࠸࠾ゼၥᅜࡢ་⒪ไ

ᗘࡸ◊ಟタࡢ≉ᚩ࡞㛵࡚ࡋㅮ⩏ࠊࡅཷࢆᖐᅜᚋࡣᘬ⋡ᩍဨࢆ୰ᚰ⌧ᆅ࡛ぢ⪺ࡋ

ࡁཧຍ࡛ಟ◊ࠊࡁ㛤ࢆಟሗ࿌◊ࡢ㇟Ꮫᑐࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿࡵ῝ࢆゎ⌮ࡋ⩦ࢆࡇࡓ

ཧຍࠊࡣሗ࿌ᚋࠋࡿ࠸࡚ࡅタࢆᶵࡿࡍఏ㐩ࢆぢ▱ࡓᚓࡀ⪅ཧຍࡶ⏕Ꮫࡓࡗ࡞

ࠊ࡚᭱ࡋᥦฟࢆಟሗ࿌᭩◊ࡀ⮬ྛ⪅ ⤊ⓗ3ࠊࡣ Ꮫ⛉ྜྠࡢ◊ಟሗ࿌᭩ࢆసᡂࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ᴗ⫋ࡢᑗ᮶ࡧᏛ⩦ពḧྥୖཬࡢᏛ࡛ࡢಟᚋ◊ࠊࡣ⏕Ꮫࠊ࡚ࡌ㏻ࢆࢫࢭࣟࣉࡢࡇ

 ࠋࡿࢀࡽぢࡀ࡞ព㆑ྥୖࡢ

 

④ ᮏᏛ࡛ࠊࡣᩍ⫱┠ᶆᇶ࡙ࠊࡁᴗᐇ⩦ཬࡧ㝔ᐇ⩦࡞⌧ሙ࡛ࡢᐇ㊶ࢆ㔜どࡓࡋᩍ⫱

ᾏእὴ㐵ࡢ㛵ಀᶵ㛵ࡧᏛཬࡢᾏእࠊࡋᡂ⫱ࢆேᮦࡔࢇᐩᐇ㊶ຊࠊࡀࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

ཬࡧᾏእᐇ⩦ࢆ✚ᴟⓗ᥎㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡋ๓㏙ࠕࡢᅜ㝿ὶࡢᇶᮏ᪉㔪ࠖไᐃࠊࡾࡼᅜ

㝿ὶ༠ᐃࢆ⤖⥾ࡢ┠ᣦࠊࡋᐇ㊶ࢆ㔜どࡓࡋᩍ⫱ཬࡢ✲◊ࡧᐇ࣭Ⓨᒎࢆᅗࠊࡵࡓࡿ

ᚋࠊᅜ㝿ὶ㛵ࡿࡍᏛⓗ୍࡚࠸ࡘࡳ⤌ࡾྲྀ࡞ᒙࡢ㐍ᒎࢆᅗࡀࡇࡿᮇᚅ࡛ࠋࡿࡁ 
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㸦Ꮫ ⛉㸧 
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4.学生の受入れ 

 

＜学部における学生の受け入れ＞ 

（1）学生受け入れ方策 

本学においては、教育理念である「科学技術に基づく正確な医療保健の学問的教育・研究

及び臨床活動」、「寛容と温かみのある人間性と生命に対する畏敬の念を尊重する精神」に

則り、時代の求める豊かな人間性と教養を備え、これからの社会が抱える様々な課題に対

して、新しい視点から総合的に探求し解決することの出来る人材の育成を図ることとして

いるが、意欲と能力のある学生を受け入れるために、多様かつ複数の入学者選抜方法を実

施している。 

 

① 学生募集の組織 

「現状及び点検・評価」 

○入学者選抜に当たっては、入学試験実施委員会が、学部における入学者選抜試験の運営

を担当している。入学試験実施委員会は、大学経営会議により任命された専任教員・大

学経営会議室長・事務局長・教務部長・入試広報部長計 10 名をもって構成され、入学

試験実施委員長は大学経営会議により指名されている。委員長は、学科長会議で選任さ

れた作問委員に作問及び採点を依頼している。 

○学生募集の担当組織は、入試広報部が担当し、高校訪問・進学説明会・オープンキャン

パスの運営を行い、併せて広報媒体企画の選別を行っている。学内のオープンキャンパ

ス・進学説明会については、各学科教員との連携を図り、円滑かつ効果的な運営を行っ

ている。 

 

② 学生募集方法 

「現状及び点検・評価」 

○本学の学生募集活動は、前年度入試実績（受験者校・受験者数・入学者数及びオープン

キャンパス来場者数など）をもとに、オープンキャンパスの開催時期、進学説明会の実

施方法、広報媒体誌などについて入試広報部で検討して原案を作成し、広報担当の専任

教員との委員会、学科長会議及び大学経営会議の審議・承認を経て実施している。また、

高校訪問においては担当グループが年に 3回、オープンキャンパスのお知らせや入試説

明などについて、重点的に情報提供を行っている。 

○進学説明会の実施状況（平成 19 年度）は次のとおりである。 

・進学説明会 

高校教員対象説明会（6月実施）、高校生対象説明会（10～12 月に 3回実施）、広告

代理店が行う説明会（高校説明会（34 回）、会場形式説明会（38 回））。 

 

表 27 進学説明会来場者数（学内） 

区 分 平成 18 年度 平成 19 年度 

来場者数 378 名 430 名 
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・広報媒体等 

受験雑誌広告（28 誌）、インターネット広告（5企画）、新聞媒体（1社）。 

・オープンキャンパス（3回実施） 

学長・理事長講演、教職員による入試説明会、学科別相談会、学生支援センターに

よる寮・奨学金などの相談会、学科による模擬授業、学科による体験実習型模擬授

業、実習病院見学、応援企業による医療機器説明・体験、在学生による相談会。 

・高校訪問（961 校実施） 

各学科の紹介、入試説明、模擬授業（11 校実施）。 

・予備校訪問（67 校実施） 

各学科の紹介、入試説明。 

○オープンキャンパスでは、入学後の実習の体験授業や在学生の説明・案内など、高校生

の視点で本学の雰囲気を理解してもらうことを重点的な目標としているが、来場者のア

ンケートからも十分満足を得ていることが明らかとなっている。 

（表 28 オープンキャンパス来場者数） 

（表 29 オープンキャンパスアンケート実施結果（平成 19 年度）） 

○また新入学生についても入学時に本学志望動機などの追跡調査を行い、次年度の学生募

集活動の基礎データにして役立てている。 

（表 30 平成 20 年度入学者アンケート実施結果） 

 

表 28 オープンキャンパス来場者数 

区 分 平成 18 年度 平成 19 年度 

来場者数 1,759 名 1,890 名 

  

   表 29 オープンキャンパスアンケート実施結果（平成 19 年度） 

   ○体験授業について（回答者数 392 名） 

大変満足 満足 普通 やや不満 不満 計 

170 170 46 5 1 392 
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表 30 平成 20 年度入学者アンケート実施結果 

  （対象者数 290 名、回答者数 287 名、回答率 99.0％） 

○以下の中で、あなたがご利用されたものを教えてください。（複数回答可） 

項   目 回答数 

① 本学大学案内 214

② 本学ホームページ 236

③ 本学オープンキャンパス 141

④ 本学入試説明会 109

⑤ 本学に直接訪問 47

⑥ 高校主催の進学講演会 13

⑦ 予備校主催の進学説明会 29

⑧ 会場進学ガイダンス 19

⑨ その他     4

不明     7

合   計 819

 

○大学や学部学科を選ぶ際、情報収集にあたり参考にした手段を教えてください。 

（複数回答可） 

項   目 回答数 

① 受験情報 161

② 進学に関するインターネットサイト 109

③ 本学大学案内 170

④ 本学ホームページ 166

⑤ 本学オープンキャンパス 111

⑥ 本学への直接訪問 24

⑦ 本学主催入試説明会 43

⑧ 高校の先生 53

⑨ 塾・予備校 81

⑩ 家族（保護者） 30

⑪ 友人知人 35

⑫ 先輩 21

不明 13

合   計 1,017

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

オープンキャンパスについては、来場者が受験に結びつく傾向にあるので、今後も学生募

集に係る広報活動の重要な方策とする。 

なお、入学者のアンケートにおいても、インターネットにおける検索からホームページに

接続する例が急増していることから、本学ホームページの充実を図るとともに、ネット検

索で本学が登場する回数を増やす方策が必要である。 
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（2）入学者選抜方法 

「現状及び点検・評価」 

○入学試験実施委員会では、各学科の特性に鑑み、各学科が求める学生像を明らかにした

上で、入試方法や実施時期を検討し、入学者選抜の基準を明確にして、学科長会議及び

大学経営会議の審議・承認を経て実施している。 

○入学者選抜方法としては、①一般入学試験、②大学入試センター試験利用入学試験、③

推薦入学試験、④アドミッション・オフィス（AO）入学試験の各試験を実施している。 

（表 31 試験区分と募集定員（平成 20 年度）） 

 

① 一般入学試験 

○一般入学試験は、各学科の教育に必要な基礎学力を備えているかどうかを評価し、その

能力を備えている者を選抜する試験である。この入試は学力を重視し、優秀な学生を確

保する中心の入試として位置づけられ、そのためもっとも定員を多く確保している。 

○一般入学試験は前期・中期と 2 回実施し、本学（五反田・世田谷）のほかに地方会場（横

浜・大宮・千葉・水戸・静岡）で実施している。中期は本学及び横浜・大宮会場である。 

なお平成 19 年まで新潟会場を設置していた。前期と中期では前期の定員を多くし、ま

たこの前期試験はスカラシップ（特待生）選抜も兼ねている。 

○試験科目は、全学科共通試験とし、英語を必修とし、看護・医療栄養学科は国語（現代

文のみ）と数学Ⅰ・A、生物Ⅰと化学Ⅰの選択で、3教科試験としている。医療情報学科

は受験者が文・理系であることから、英語を必修とし、国語（現代文のみ）、数学Ⅰ・A、

生物Ⅰ、化学Ⅰから 2科目を選んだ 3教科試験としている。これらの科目は入学後のカ

リキュラム上、基礎学力として不可欠であるため、入試科目として重視している。また、

出願時に 2学科の併願を可能としている。 

 

② 大学入試センター試験利用入学試験 

○大学入試センター試験利用入試は、一般入学試験と同様に各学科に必要な基礎学力を備

えた者を選抜することを目的にすると同時に、本学を地理的な条件で受験できない地域

の受験生にも受験の機会を与える入試として位置づけている。 

○試験科目は一般入学試験と同じ科目であるが、英語はリスニングテストを含み 250 点満

点を 100 点に換算している。また医療情報学科については、学科の特性から数学Ⅱ・B、

情報関連基礎も選択できるようにして、入学後のカリキュラムと連動するように工夫し

ている。 

 

③ 推薦入学試験 

推薦入学試験は、高等学校における成績や活動歴などが優れている点を評価して選抜を 

行っている。推薦入学試験には、公募制推薦入試、指定校推薦入試及び附属・協力校推

薦入試がある。なお女子バスケットボール部を対象としたスポーツ推薦入試を指定校推

薦入試の枠内で行っている。 

○公募制推薦入試 

高等学校長から推薦された現役高校生を対象として平成 18 年度から実施している。 
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試験は小論文及び面接により行っており、高等学校の成績（評定平均値）は得点化して

いるが、小論文を重視している。 

○指定校推薦入試 

・指定校推薦入試は一般入学試験で実績のある高等学校を指定校とし、高等学校長より

推薦された者を評価する選抜方式である。本学の場合、出願に当たっては高等学校の

成績に条件を与え、小論文と面接試験を実施している。 

・指定校の選出に当たっては、前年の一般入学試験の入学者数を中心にして、入学試験

実施委員会で慎重に選出し、学科長会議を経て大学経営会議で決定する。 

・そのため、基本的には指定校は実績がなければ毎年更新される。なお女子バスケット

ボール部についても、大会実績などを加味するが学力条件などは、他の指定校選抜方

法と同一である。 

○附属・協力校推薦入試 

・附属校とは本学と関係の深い、渋谷教育学園・多摩大学附属校など学園グループを形

成している 6校を指す。また協力校とは、指定校の中でも毎年入学者が安定して継続

している高等学校及び開学時に協力的であった高等学校であり、他の指定校と異なり

毎年指定を見直さない高等学校を協力校と呼んでいる。 

・この推薦入試は、今後の高大連携も視野に入れて模擬授業の受講レポートを小論文の

代わりに提出させ、本学の理念・教育目標、各学科の目指すところや授業内容などを

十分に理解することを目的としている。 

・また附属・協力校推薦入試で合格した者についても入学後の基礎学力維持のために、

12 月より事前教育学習プログラムを実施し、モチベーションの維持と入学後必要な

基礎学力の維持を図っている。事前教育学習プログラムの主な内容は、通信添削と 3

ヶ月のスクーリングの実施である。 

 

④ アドミッション・オフィス（AO）入学試験 

○本学における AO 入学試験は、主に意欲的・活動的で個性的な学生を選抜することを目

的としている。そのため選抜方法は、基礎学力ではなく、本学及び各学科のアドミッシ

ョンポリシーに適合しているかどうかを、自己推薦書、面接（共通）、事前課題論文（各

学科別）の 3点から総合的に判断して選抜を行っている。 

○本学のアドミッションポリシーは医療の現場で必要な生命への畏敬・協調性・積極的な

問題解決能力などを備えた学生を求めている。また各学科においてもアドミッションポ

リシーにおいて、その求める学生像を明らかにしているが、共通するのは、「チーム医 

療」の現場に求められる協働に対し、積極的に問題解決を図り、更に豊かな協調性を持

って実践するという意欲と能力を兼ね備えた個性的な人材を選抜している。 

○そのため、自己推薦書では意欲と活動を、事前課題論文では自ら調べ自ら問題を解決す

る能力を、面接では人間性を重視して客観的にかつ総合的に評価を行って選抜している。

事前課題論文は各学科別の内容であり、入学後のカリキュラムと関連するようなテーマ

で実施している。 

○なお募集に当たっては学生募集要項に、看護学科及び医療栄養学科は「生物Ⅰ」・「化学

Ⅰ」を履修していることが望ましいという条件を提示して、入学後とのカリキュラムと
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関連づけている。また入学後の基礎学力維持のために、12 月から事前教育学習プログラ

ムを実施し、モチベーションの維持と入学後必要な基礎学力の維持を図っているが、事

前教育学習プログラムの主な内容は、通信添削と 3 ヶ月のスクーリングの実施である。 

 

表 31 試験区分と募集定員（平成 20 年度） 

区   分 定  員 試験会場 

一般入学試験 前期日程 

看護： 40 

栄養： 40 

情報： 20 

東京（世田谷・五反田）

千葉・大宮 

横浜・水戸 

静岡/新潟 

一般入学試験 中期日程 

看護： 12 

栄養： 12 

情報： 12 

東京（世田谷・五反田）

横浜・大宮 

千葉・水戸 

センター試験利用型 前期日程 

看護： 15 

栄養： 15 

情報： 10 

－ 

センター試験利用型 後期日程 

看護：  3 

栄養：  3 

情報：  3 

－ 

推薦（公募制）入学試験 

看護： 10 

栄養： 10 

情報： 10 

東京 

（五反田） 

推薦（附属系列Ⅰ期・指定校） 

入学試験 

看護： 10 

栄養： 10 

情報： 10 

東京 

（五反田） 

推薦（附属系列Ⅱ期）入学試験 情報：若干名
東京 

（五反田） 

AO 入学試験 

看護： 10 

栄養： 10 

情報： 15 

東京 

（五反田） 

合   計 

看護：100 

栄養：100 

情報： 80  

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

（1）一般入試については、入試日程が適切であるか、学生募集上の影響などを考慮して今

後定める必要がある。 

 

（2）大学入試センター試験利用入試においては、前年度の成績及び今後過去 3年間の成 

績利用が可能になるが、本学ではそれには対応していないことから、システムを含 

めて検討する必要がある。 

 

（3）公募制推薦入試では、調査書・小論文試験・面接のうち、小論文試験に比重を置いて

いるが、これは調査書が学校間やコース間で基準が異なっているためである。この調
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査書の評価については今後も受験生に公平になるよう、その扱いについて検討するこ

ととする。 

 

（4）附属校・協力校及び指定校推薦入試では、受験生はややもすれば早く入学を決めたい

という風潮があるので、志願者が本当に第 1志望であるかどうかの確認を行って、入

学後の進路変更などの問題が起きないように、選抜方法を工夫する必要がある。 

 

（5）AO 入試については、学力検査を含めるかどうか検討を行っているが、まず「学力」の

定義を明らかにする必要がある。学力を「基礎学力」と定義するのか、または「大学

教育を受けるに当たって最低限度の学力」と定義づけるかによって異なり、前者は高

校までに履修する、いわゆる基礎学力であるが、後者は大学教育が目的とする問題発

見及び解決能力であるとするならば、後者を AO 入試で問うことには意義がある。その

ためには、入学後の追跡調査が重要となることから、今後十分検討を行う必要がある。 

 

（3）入学者選抜の仕組み 

 

「現状及び点検・評価」 

① 入学者選抜試験実施体制の適切性 

○入学者選抜試験実施体制としては、入学試験実施委員会が中心となって入試広報部入

試事務課と協同して、試験監督や運営担当など適切に人員配置を行って準備を進めて

いる。運用に関しては、入学試験実施委員長を最高責任者とする全学体制を整備し、

各学科入試委員と事務局が地方試験会場の責任者となり試験の実施運営を行ってい

る。 

○試験の実施運営については、大学入試センター試験における実施要領・監督要領など

を参考に全学統一した実施要領（試験監督要領・事務運営要領、緊急事態対応マニュ

アル含む）に基づき運営している。 

  

② 入学者選抜基準の透明性 

○入学者選抜方法について、まず入試問題（入学者選抜基準）は大学入試センター試験

のような基礎的な問題を出題するよう作成依頼を行い、履修範囲の逸脱や難問奇問が

ないよう、作成者と査読校正者を分け二重にチェックを行っている。また、良問を出

題すること、問題にミスがないこと、平均点が概ね 60 点になることに留意して作問

を行っているところであり、全体的には開学以来得点調整などを行うような事態は起

きていない。 

○入試問題については、終了後問題集を作成し、公表を行っている。採点についてはマ

ークシート式を導入し、機械読み取りとして、更にその結果についても事務的に十分

チェックを行っている。 

○また面接や小論文の採点についても客観性を保つよう努力し、採点者の平均点が 60

点になるよう、採点基準・質問項目を明示し、またその理解を促進するためにも事前

に説明会を何度も開き、採点者の意識統一を図り、受験生に不利益にならないよう、
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入学試験実施委員会が中心となって公平性の維持に努めている。 

○したがって、本学の入試体制については公正かつ透明性をもって運営されており、 

またデータも大学案内に公表していることから、公平性・透明性を保っていると評価

することができる。 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

（1）本学は開学して日が浅いので、現在、基礎データの作成に努力している。まず入学者

については広報ツールの妥当性を検証するため、アンケートを採り分析を行っている。

一方、入試関連では入学者に対しプレイスメントテストを行い、入試方法別での学力

差、また学年比較の推移データを作成している。更に現在入学後の学内成績との関連

を調査して基礎データの作成を行うこととしている。 

 

（2）まだデータの蓄積が少ないが、基礎学力の欠如が心配される AO 入学試験の入学者 

が最終学年時に成績上位者になる例が各学科で見られるので、今後この入試方法の 

長所を更に発展させることとし、データを分析してこの入試方法の改良に努めること

が必要である。 

 

（3）また在学生の文章能力が劣ることが懸念されているので、一般入学試験及び大学入試

センター試験利用型の入学者についても、今後試験方法の見直しが求められる。 

なお、入学試験の運用に当たっては、誤字・脱字などの入試問題のミスが生じないよ

うに徹底を図るとともに、今後も良問の作成に努めることが必要である。 

 

（4）定員管理 

「現状及び点検・評価」 

① 本学の学生収容定員と在籍学生数の比率及び入学定員と入学者の比率では、各年度と

も全体で 1.2 倍を超えていないところから大学全体としての定員管理は適正と考えら

れる。 

 

② なお、平成 20 年度においては、医療情報学科の入学者数が入学定員を下回り、比率が

0.85 となったことから、平成 21 年度に向けては、指定校推薦枠の追加を行うとともに、

本学入学案内、ホームページ、オープンキャンパス及び学校訪問等において医療情報

学科の特性を強くアピールするなどの対策を講じており、入学定員の確保に努めるこ

ととしている。 
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表 32 学生収容定員と在籍学生数の比率（在籍学生数/収容定員） 

学  科 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 

看  護 1.06 1.07 1.11 1.13 

医療栄養 1.14 1.14 1.13 1.11 

医療情報 1.06 1.04   1.00 0.96 

大学全体 1.09 1.08 1.08 1.07 

 

表 33 入学定員と入学者数の比率（入学者数/入学定員） 

学  科 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 

看  護 1.07 1.09 1.24 1.17 

医療栄養 1.18 1.2 1.13 1.05 

医療情報 1.16 1.06 1.08 0.85 

大学全体 1.14 1.12 1.15 1.02 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

① 看護学科においては看護師学校等養成所指定規則に定める教育課程における実習を円

滑に実施する上からも入学定員の比率を 1.1～1.15 程度に保つことが必要と考えられ

る。 

 

② 医療栄養学科においては、管理栄養士の指定科目は原則 40 名以下の人数で行なうこと

が定められており、再履修者（過年度学生）が配当年次の学生と一緒に履修する場合

が想定されることから、入学定員の比率を 1.1 程度に保つことが必要である。そのた

めには、受験生の動向を的確に把握した上で、過去のデータ等を参考にして合格者の

数を適正なものに決定することが望まれる。 

 

③ 医療情報学科においては、社会において必要とされる実践的な医療情報コミュニケー

ターの育成を図るため、高校生・保護者等への PR を積極的に行い、入学定員の確保に

努める必要がある。 

 

（5）退学者 

「現状及び点検・評価」 

在学学生数に対する退学者率は、平成17年度は0.04％、18年度は0.02％、19年度は0.02％

とこれまでのところ比較的低い割合で推移している。 

なお、退学理由については、「進路変更」（他大学受験を含む）が半数以上を占め、続いて

「一身上の都合」、「病気」となっている。 
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表 34 退学者の年度別状況（平成 17 年度～平成 20.8.1 現在） 

学  科 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 小 計 

看  護    1    1    5    0    7 

医療栄養    4    6    2    0 12 

医療情報    8    4 11    0 23 

計 13 11 18    0 42 

 

表 35 退学理由内訳 

退 学 理 由 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 小 計 

進路変更    9    8 10    0 27 

一身上の都合    4    2    5    0 11 

病気    0    1    3    0    4 

計 13 11 18    0 42 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

① 学生が退学を希望する場合の現在の手続きは次のとおりである。 

・学科のアドバイザー教員が当該学生と面談を行う。 

・アドバイザー教員は、退学理由等についての聴取や就学継続の指導等を行った結果を

学科長に報告する。 

・学科長が退学は止むを得ないと判断した場合は、当該学生から「退学願」を提出させ

る。 

・学科教授会にはかりその結果を文書で学長に提出する。 

・学長からの「退学許可」を得て正式に退学が認められる。 

 

② 退学に至る学生の場合、授業の長期欠席や保健室を度々利用するなどの兆候が見られ

ることが多いことから、アドバイザー教員を始め、保健室、学生支援センター、教務

部等、学生の指導に関わる部署が連携を密にして早期に対応することにより、できる

限り就学を継続できるよう支援することが必要である。また、退学理由等の情報を当

該学科の教員等で共有することにより、日常の教育活動の中で学生へのより適切な指

導を行う必要がある。 
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＜大学院医療保健学研究科（修士課程）における学生の受け入れ＞ 

 

「現状及び点検・評価」 

（1）学生受け入れ方策 

本研究科（修士課程）は、現場における実践能力と研究・教育・管理能力を併せ持つ

高度職業人を育成することを目的としている。入学者は原則として現場における実践

経験がある社会人とし、大学卒業者及び本大学院において大学を卒業した者と同等以

上の学力があると認めた者のうち、大学院教育を修得しうる能力を有する者を受け入

れることとしている。 

 

① 学生募集の組織 

○入学者選抜に当たっては、大学院入試事務室が大学院における入学者選抜試験の

運営を担当している。また、入試面接者は研究科長会議で選任している。 

○学生募集の担当組織は、大学院入試事務室が担当し広報媒体企画の選別を行って

おり、研究テーマの事前相談などについては、各コースの教員との連携を図り、

入試個別相談会を実施し対応している。 

○入試個別相談会等の実施状況（平成 19 年度）は次のとおりである。 

・入試個別相談会 

     9 月に 2回実施。 

・その他学生の希望日に合わせた教員個別相談 

9 月に 5回実施。 

 

② 学生募集方法 

○本学の学生募集活動は、広報媒体と大学院資料請求者（ホームページ、メールな

どによる資料請求）への入試情報提供などにより実施している。 

○学生募集については、平成 20 年度では収容定員 40 名を超える 51 名を確保してお

り、本学の広報活動方策の成果であると評価している。 

 （表 36 大学院医療保健学研究科（修士課程）の在籍学生数（平成 20 年度）） 

 

（2）入学者選抜方法等 

① 本研究科のアドミッション・ポリシーに基づいて、選抜の方針を明確に定め実施し

ている。入試は、専任教員と事務職員でそれぞれ役割を定め、入試業務が厳正な環

境で安全に実施できるように努めている。                      

○入学試験 

秋季入試（10 月）と春季入試（2月）を実施。 

募集定員は全体で 20 名、春季入試では企業派遣者を中心に若干名を募集。 

 

② 入学者選抜方法は、学力試験（英語の辞書・電子辞書持込可）、面接及び書類審査

により、大学院進学の目的と研究計画並びに人物等について、多面的かつ総合的に

審査・評価を行っている。 
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③ 評価方法は、採点項目を学力試験、自己推薦書・研究計画書・業績調書の提出書類（以下

自己推薦書等と言う）及び面接とし、それぞれの配点の合計評価点を参考として総合的に

評価する。 

 

④ 採点者及び採点方法は、4 名（うち 1 名は学長）が自己推薦書等と面接の採点者となる。面

接者 1 名が自己推薦書等と面接でそれぞれ評価点をつけ、面接者 4 名の合計を受験生の

評価点としている。 

 

⑤ 以上のことから、入学者選抜については厳正かつ公正に運営されていると評価するこ

とができる。 

 

表 36 大学院医療保健学研究科（修士課程）の在籍学生数（平成 20 年度） 

研 究 科 コ ー ス 名 入学定員（名） 収容定員（名） 在籍学生数（名）

医療保健学研究科 

（修士課程） 

看護マネジメント学

全体で 20 全体で 40 

23 

感染制御学 20 

医療栄養学     5 

医療保健情報学     3 

合     計 20 40 51 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

（1）学生募集に当たっては、引き続き広報活動の充実に努めるとともに、社会の要請及び

時代の変化に機敏に対応して工夫を行うなど、今後も入学定員の確保に努める必要が

ある。 

 

（2）平成 21 年度の博士課程（感染制御学）設置に向けて、認可申請を行っているが、今

後、本学が感染制御学の分野において人材養成に関する先端的な役割を果たすことが

期待される。 
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5.教員組織 

 

「現状及び点検・評価」 

（1）本学は、教育基本法に基づき学校教育法の定める大学として、また私立学校法に従い、

知識社会が実現すると予想される 21 世紀において、建学の精神である「科学技術に基づ

く正確な医療保健の学問的教育・研究及び臨床活動」、「寛容と温かみのある人間性と生

命に対する畏敬の念を尊重する精神」に則り、医療分野において特色ある教育研究を実

践することで、時代の求める豊かな人間性と教養を備え、これからの社会が抱える様々

な課題に対し、新しい視点から総合的に探求し解決することのできる人材の育成を図る

ため医療保健学部に看護学科、医療栄養学科及び医療情報学科の 3学科を設置している。 

 

（2）看護学科は「現場に立脚した看護師・保健師の育成」を、医療栄養学科は「医療や保健

の最前線で活躍する臨床に強い管理栄養士の育成」を、医療情報学科は「医療現場と密

接にかかわる診療情報管理士など医療情報のスペシャリストとして医療の IT 化に貢献

する人材の育成」を教育目的としており、これらの実現を図るため、教員組織（平成 19

年 5 月 1 日現在）については、専任教員 81 名（教授 25、准教授 12、講師 18、助手 26）

及び兼任講師 117 名で構成している。 

 

（3）教育課程の編成に当たっては、主要な授業科目（必修科目）は原則として専任教員が担

当することとしており、3学科平均の専任教員（除く助手）1人当たりの学生数は、16.9

人（平成 19 年度）と少なく、教育効果を高めるために適切な教員配置が行われている。 

（表 37 教員組織と専任教員 1人当たりの学生数） 

 

（4）専任教員の年齢構成は、各学科によって、そのバランスが異なっているが開学時におい

ては、分野により教育研究経験の豊富な人材に着目して採用したことによるものである。 

（表 38 教員の年齢構成（平成 19 年 4 月現在）） 

 

（5）教員の採用に当たっては、開学以来、大学設置基準に定める教員資格を有する人材の確

保が必要であったことから、公募を含め幅広く人材の登用を図っているが、任用に当た

っては、「東京医療保健大学教員選考規程」により厳正かつ透明に審査を行い選考を行っ

ている。また、教員の採用、昇任、退職等に係る人事については、学科長会議において

教育研究業績等に基づき審議を行った後、大学経営会議における審議・承認を経て、実

施しているが、採用及び昇任については完成年度を迎えた平成 20 年度までは、文部科学

省大学設置・学校法人審議会における教員審査の判定結果を条件として発令を行うなど

教員選考手続は適切に行われている。 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

教員の年齢構成については、学科によってバランスが異なっているが、今後、退職等に伴う専

任教員の欠員補充を行う際には、バランスのとれた配置を考慮する必要がある。 
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表 37 教員組織と専任教員 1人当たりの学生数 

学  科 年  度 
専  任  教  員 

専任合計 
兼任 

教員 

在籍 

学生数 

専任教員 

(除く助手)

1 名当たり

の学生数 教 授 准教授 講 師 助 手 

看  護 

平成17年度 (4) 5 (6) 7 (5) 6 (7) 7 (22)25 27 107 5.9 

平成18年度 (7) 8 (9)10 (12)13 (13)13 (41)44 35 215 6.9 

平成19年度 (7) 8 (9)10 (12)13 (14)14 (42)45 37 338 10.9 

医療栄養 

平成17年度 (2) 4 (0) 0 (1) 2 (1) 1 (4) 7 26 118 19.7 

平成18年度 (4)10 (0) 1 (3) 4 (3) 4 (10)19 34 234 15.6 

平成19年度 (4)10 (0) 1 (3) 4 (6) 7 (13)22 42 341 22.7 

医療情報 

平成17年度 (0) 2 (0) 0 (0) 1 (1) 2 (1) 5 27 93 31 

平成18年度 (1) 7 (0) 0 (1) 2 (3) 3 (5)12 32 170 18.9 

平成19年度 (1) 7 (0) 1 (1) 1 (3) 5 (5)14 38 251 27.9 

合  計 

平成17年度 (6)11 (6) 7 (6) 9 (9)10 (27)37 80 318 11.8 

平成18年度 (12)25 (9)11 (16)19 (19)20 (56)75 101 619 11.3 

平成19年度 (12)25 (9)12 (16)18 (23)26 (60)81 117 930 16.9 

注 ( )は内数で女性教員の数である。 

 

表 38 教員の年齢構成（平成 19 年 4 月現在） 

学  科 職 位 
66 歳～ 

70 歳 

61 歳～ 

65 歳 

56 歳～

60 歳

51 歳～

55 歳

46 歳～

50 歳

41 歳～

45 歳

36 歳～ 

40 歳 

31 歳～

35 歳
計 

看  護 

教 授 2  3 1 2  8

准教授   1 4 1 3 1 10

講 師     1 4 4 4 13

計 
2  4 5 2 9 5 4 31

6.5％  12.9％ 16.1％ 6.5％ 29.0％ 16.1％ 12.9％ 100％

医療栄養 

教 授 2 3 3 2  10

准教授   1  1

講 師   1 2 1 4

計 
2 3 3 3 1 2 1 15

13.3％ 20.0％ 20.0％ 20.0％ 6.7％ 13.3％ 6.7％ 100％

医療情報 

教 授  1 4 2  7

准教授    1 1

講 師   1  1

計 
 1 4 2 1  1 9

 11.1％ 44.5％ 22.2％ 11.1％  11.1％ 100％

合  計 
4 4 11 10 3 10 7 6 55

7.3％ 7.3％ 20.0％ 18.2％ 5.4％ 18.2％ 12.7％ 10.9％ 100％
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6.研究活動と研究環境 

 

（1）研究活動 

 

「現状及び点検・評価」 

① 本学専任教員の研究活動の振興と円滑化を促し、その研究成果発表のため毎年度「東

京医療保健大学紀要」を発刊している。 

 

② 平成17年 11月に東京医療保健大学紀要規程及び東京医療保健大学紀要委員会規程を

定め、紀要委員会（学長を委員長とし、専任教員 7名、大学経営会議室長、事務局長、

教務部長計 11 名で構成）において紀要の編集方針及び発行について審議を行い、紀

要投稿規程、査読要領その他紀要の編集と発行に必要な事項を定めている。 

○投稿規程としては、投稿資格を本学専任教員（助手を含む）及び本学専任教員の共

同研究者とし、その他の投稿は紀要委員会の承認を要すること、また、原稿の種類

を「論説」、「総説」、「原著論文」、「研究報告」及び「資料」とすること、他誌に既

に発表・投稿されていないものに限ること、更に、同一著者による投稿は 2編を限

度とすることとした。 

○投稿原稿は原則として和文及び英文とし、原稿は A4 版横書で和文・英文それぞれ

に字数を決め、原稿の種類により、本文・文献・図表を含めた枚数を定めるととも

に、オリジナル原稿も含め 3部を提出することとした。 

 

③ 投稿論文の募集は1月中旬に行い、投稿希望者から1月末までに投稿申請を受け付け、

投稿原稿の締切は 3月下旬、その後、査読を経て、修正等を行い本稿の提出は 5月下

旬、発刊は 9月としている。 

○査読については、紀要委員会委員長が依頼した複数の査読者が、テーマの重要性・

有用度、研究の新規性及び論理の構成など 5つの視点により「論文査読意見書」の

判定項目に従って査読を行い、紀要委員会委員長宛に提出する。 

○提出された査読結果は紀要委員会から投稿者に通知され、その内容に従い、投稿者

は原稿を修正する。 

 

④ 紀要には、当該年度における投稿論文の外、本学専任教員による原著論文、総説、著

書及び学会・研究会への参加状況等をまとめた教員業績一覧を掲載しており、専任教

員の研究活動の振興に資するものとなっている。 
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表 39 紀要の掲載論文等について 

○第 1巻 第 1号（平成 18 年 9 月発刊） 

 タ イ ト ル 著   者 

原

著 

転倒予防のための高齢者の足部異常改善による身体

機能の向上に関する研究 
Enhancement of Physical Functions for Falling 

Prevention through Care of Abnormal Feet and Nailson 

the Elderly 

医療情報学科 講 師 山下和彦 

他 7名 

ダチョウの卵で作ったプリンの品質 －熱凝固性－ 
Qualities of the pudding prepared an Ostrich 

egg(Struthio camelus domesticus)  

- thermal coagulation - 

医療栄養学科 教 授 峯木真知子 

医療栄養学科 助 手 棚橋伸子 

インシデントの量的分析を補完する事例分析の有用

性の検討－転倒転落事故を例にして－ 
An Examination of Effectiveness of Qualitative Site 

Analysis to Complement A Quantitative Analysis of Fall 

Incidents 

看護学科   教 授 貝瀬友子 

医療情報学科 助 手 駒崎俊剛 

看護学科   教 授 坂本すが  

他 2 名 

高速液体クロマトグラフ法による各種清涼飲料水中

の L-アスコルビン酸含有量の検討 
On the Quantity of L-Ascorbic acid Content in Soft 

Drinks by the Method of High Performance Liquid 

Chromatograph 

医療栄養学科 准教授 五百藏良 

総合系医療情報システム導入における効果と課題 

－看護管理者のアンケート調査結果から－ 
A Survey to Nursing Administrators Regarding the Total 

Healthcare Information System Implementation 

看護学科   教 授 坂本すが 

総

説 

WHO を中心とした健康関連に関する QOL・スピリチュ

アリティ研究活動の概観 
The Outline of QOL Spirituality Research Activities 

Relating to Health Based on WHO 

看護学科   教 授 石井八惠子 

そ

の

他 

平成 17 年度 東京医療保健大学教員業績一覧 

平成 17 年度 公開講座実施状況 

平成 17 年度 FD 講演会実施状況 

大学設立の経緯 

 

○第 2巻 第 1号（平成 19 年 9 月発刊） 

 タ イ ト ル 著   者 

原

著 

伝統食品フグ肝の復活 
Revival of Traditional Food “Pufferfish Liver” 

医療栄養学科 助 手 大貫和恵 

医療栄養学科 教 授 野口玉雄 

市販飲料に対する学生の嗜好と摂取状況 

－第 2報－ 
A Survey on the Preference and Intakes of Various Drinks 

on the Market among the University Students 

医療栄養学科 助 手 大貫和恵 

医療栄養学科 助 手 棚橋伸子 

医療栄養学科 教 授 峯木真知子  

他 1 名 

真空調理によるりんごコンポート（未加熱）の調製 
The Study of Preparation of Apple Compote by Unheated 

Vacuum Cooking 

医療栄養学科 講 師 西念幸江 

医療栄養学科 助 手 小澤啓子 

医療栄養学科 助 手 棚橋伸子 

医療栄養学科 教 授 峯木真知子 
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 タ イ ト ル 著   者 

原

著 

女子学生を対象とした Quality of life および栄養 

素等摂取量に及ぼす短期間運動プログラムの効果 
Effect of Short-Term Exercise Program on Quality of life 

and nutrient intake in Female College Students 

医療栄養学科 教 授 下田妙子 

女子大学生の栄養素等摂取量と欠食との関連 
Association between energy and nutrient intake and 

skipping meals in female university students 

医療栄養学科 助 手 齋藤さな恵 

医療栄養学科 教 授 下田妙子 

月経前症候群の精神症状におよぼすエクオール産生能の

影響 
The influence of equol production causes to mental 

complaints in premenstrual syndrome. 

医療栄養学科 講 師 神田裕子 

医療栄養学科 教 授 豊田元 

SDA 法による高齢者と若年者の姿勢制御能の評価 
Evaluation of postural control between aged and young using 

stabilogram-diffusion analysis 

医療情報学科 准教授 山下和彦  

他 4 名 

総

説 

電子診療録の国際比較 
International Comparative Research of Electronic Health 

Record 

医療情報学科 講 師 深澤弘美 

医療情報学科 助 手 岩上優美 

研

究

報

告 

小児初期救急医療センター電話相談内容にみる家庭内事

故の現状 
The states of children's injury at home,those are shown on 

the pediatric telephone triage records at the primary 

emergency room. 

看護学科   准教授 篠木絵理 

看護学科   講 師 富岡晶子 

看護学科   助 手 樋貝繁香 

看護学科   教 授 中久喜町子 

β-カロテン異性体の分析及び抽出方法の検討 
Examination of the extracting method and analysis of the 

β-carotene isomer. 

医療栄養学科 講 師 神田裕子 

医療栄養学科 教 授 豊田元 

資

料 

栄養士養成における呼吸代謝測定装置 VO2000 を用いた

エネルギー代謝測定の授業への適応 
Adaptation in the lesson of energy metabolism measurement 

using a portable metabolic testing system VO2000 in 

dietitian cultivation 

医療栄養学科 講 師 大舘順子 

そ
の
他 

平成 18 年度 東京医療保健大学教員業績一覧 

 

○第 3巻 第 1号（平成 20 年 9 月発刊） 

 タ イ ト ル 著   者 

原

著 

真空調理によるりんごコンポート(加熱・凍結)の調製 
Preparation of Apple Compote (Heating・Freezing) by Vacuum 

Cooking 

医療栄養学科 講 師 西念幸江 

医療栄養学科 助 手 小澤啓子 

医療栄養学科 教 授 峯木真知子 

下肢筋力から見た高転倒リスク高齢者のスクリーニング

手法の開発 
Development of screening method for the elderly with high 

fall risk viewpoint from lower limb muscular strength 

医療情報学科 准教授 山下和彦 

医療情報学科 助 手 今泉一哉 

医療情報学科 助 手 岩上優美 

看護学科   准教授 比江島欣愼 

他 4 名 
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 タ イ ト ル 著   者 

原

著 

開放性循環水槽において 2006 年および 2007 年から 2 年

間養殖されたトラフグの肝臓の無毒再確認と栄養機能 
Reconfirmation of non-toxicity of the liver and 

nutritional function of its lipid, of the pufferfish 

cultivated for 2 years in 2006 and 2007 respectively, in 

the open system of circular aquarium 

医療栄養学科 助 手 大貫和恵 

医療栄養学科 教 授 野口玉雄 

出芽酵母におけるアジドグリセロールにより誘導される

突然変異へのレスベラトロールの影響 
The effect of resveratrol on mutagenesis induced by 

azidoglycerol in Saccharomyces cerevisiae 7B 

医療栄養学科 助 手 清水雅富 

医療栄養学科 教 授 碓井之雄  

他 1 名 

総

説 
医療情報分野へ期待させる統計教育 
Healthcare Informatics and Statistical Education 

医療情報学科 講 師 深澤弘美 

看護学科   准教授 比江島欣愼 

研

究

報

告 

東京地区の大学生の食意識と食の選択行動の実態 
The Situation between the Awareness on Eating of Student 

in Tokyo Metropolitan Area and their Behavior of Food 

Choice 

医療栄養学科 教 授 峯木真知子 

医療栄養学科 助 手 生方恵梨子  

他 1 名 

そ

の

他 

平成 19 年度 東京医療保健大学教員業績一覧 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

紀要に関しての論文の募集時期、投稿方法、査読及び校正等発刊までの手順については

学内に周知されてきたので、今後、より多くの教員が研究論文等を投稿できるよう各学

科において研究環境を整備するとともに大学全体として研究活動に対する啓発を積極的

に進める必要がある。 
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（2）研究環境 

 

「現状及び点検・評価」 

① 教員の個人研究費については、研究実施に必要な経費、図書費、学会参加の出張費な

どに使用することとし、役職により年間予算を配分しており、平成 20 年度の配分予

算総額は 34,400 千円である。この予算を有効に使用するため予算上限額を設定し、

予算の翌年度繰延べを認めている。 

                              （単位：千円） 

 教  授 准 教 授 講  師 助  手 

単年度予算額 650 550 450 150 

予 算 上 限 額 1,000 850 700 250 

 

② 各学科の特別研究費（学科別の年間予算 1,000 千円、予算総額 3,000 千円）は、研究

分野に関するもの及び研修費（国内、海外）などに使用することとし、各学科内の予

算配分は学科長の裁量により行い、予算の執行に当たっては学科から申請があった案

件について理事長が決裁を行っている。なお、翌年度繰延べについては、前年度予算

1,000 千円を上限に繰り延べを認めている。 

 

③ 研究活動の拠点となる教員研究室は各キャンパスにおいて個室または準個室（共同研

究室をパーティションで区切っている）を設置しているが、世田谷キャンパスでは演

習あるいは卒論指導ができるゼミ室の拡充を求める意見がある。 

 

④ 教員の研究時間や研修機会を確保するために、本学では就業規則に基づき勤務時間等

の特例として、裁量労働制を設けており、勤務時間については教員の裁量に委ねてい

る。また、研究発表等の学会に参加する場合については、授業等に支障がない限り出

張を許可しており、更に夏季及び冬季休業期間中については、研修届を提出すること

によって、研修参加ができることとしていることから、研究活動等遂行に係る配慮は

十分行われている。 

 

⑤ 競争的な研究環境創出のための措置としては、科学研究費補助金の申請を行っている

が、平成 17 年度においては、本学として最初の科学研究費補助金の申請を行うため、

平成 17 年 10 月に文部科学省の専門官を講師に招いて国士舘大学と共催で平成 18 年

度科学研究費補助金公募要領等説明会を実施した。その後、学内講師により毎年説明

会等を実施している。なお、応募書類提出までの学内手続きはおおむね次のとおりで

ある。 

・10 月初旬    公募要領等の説明会の実施 

・10 月中・下旬  応募書類受付期間 

・10 月下旬    応募書類の研究倫理審査委員会審査 

・11 月初旬    応募書類学内取りまとめ 

・11 月中旬    応募書類の提出 
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（表 40 科学研究費補助金の申請及び採択状況） 

（表 41 科学研究費補助金の採択内容（平成 18 年度～平成 20 年度）） 

 

 ⑥ 研究倫理面においては、本学の教員及び研究者が行う「ヒトを直接対象とする研究」

について、生命の尊重、個人の尊厳の保護等に関する倫理的配慮及び個人情報保護を

図る観点から、研究者の申請に基づき「ヒトに関する研究倫理委員会」（学長、3学科

長、各学科教授各 1名、個人情報保護委員会委員 1名計 8名で構成）において、調査

審議を行い、その研究の可否について判定することとしている。 

 

⑦ なお、平成 20 年度から、「ヒトに関する研究倫理委員会」の調査審議に当たっては、

外部の意見等を反映することにより透明性を図り、もって社会に対する説明責任を果

たす観点から、学内委員 8名に加え、新たに有識者若干名を委員とすることとした（弁

護士 1名及び他大学教授 1名計 2名に委嘱）ことは評価することができる。 

 

⑧ また、平成 20 年度においては、「東京医療保健大学研究倫理基準」及び「東京医療保

健大学ヒトに関する研究倫理基準」を定めたことに伴い、本学の学術研究の信頼性と

公正性を確保するため研究を遂行する上で求められる研究者に係る倫理基準、ヒトに

関する研究を遂行する上で求められる研究者の行動・態度及び研究計画の審査に関す

る研究倫理基準の周知徹底を図っている。 

 

表 40 科学研究費補助金の申請及び採択状況 

学    科 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 

申請 

件数（A） 

採択 

件数（B） 

採択率 

B/A(%)

申請 

件数（A）

採択 

件数（B）

採択率 

B/A(%)

申請 

件数（A） 

採択 

件数（B）

採択率 

B/A(%)

看    護 7 1 14.3 10 3 30.0 5 1 20.0 

医 療 栄 養 1 0 0   8 0 0 4 1 25.0 

医 療 情 報 3 1 33.3 3 0 0 1 0 0 

   計 11 2 18.2 21 3 14.3 10 2 20.0 

 

表 41 科学研究費補助金の採択内容（平成 18 年度～平成 20 年度） 

平成 18 年度 

研究種目 学  科 職 名 氏  名 研 究 課 題 

交付金額（千円）

直接 

経費 

間接 

経費 

若手 B 看  護 講 師 末永 由理
外来看護師の技とその形

成要因の探索 
  500 － 

若手 B 医療情報 講 師 山下 和彦

高齢者の下肢筋力評価の

ための臀部・大腿部筋力

計測器の開発 

  900 － 

 2 件  合 計  1,400 － 
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平成 19 年度 

研究種目 学  科 職 名 氏  名 研 究 課 題 

交付金額（千円）

直接 

経費 

間接 

経費 

基盤 C 看  護 講 師 島田 智織

母性看護学領域における

e-learning システム内で

の協調学習に関する研究 

1,700 510 

若手 B 看  護 講 師 富岡 晶子

慢性疾患の子どもをもつ

家族の支援における評価

指標の開発 

  600 － 

若手 B 看  護 講 師 山田  緑

地域を基盤とした心臓リ

ハビリテーションシステ

ムにおける継続的支援の

実施と評価 

  500 － 

 3 件  合 計  2,800 510 

 

平成 20 年度 

研究種目 学  科 職 名 氏  名 研 究 課 題 

交付金額（千円）

直接 

経費 

間接 

経費 

若手 B 看  護 講 師 渡會 睦子

『生きるための心の教育

（性教育）』を用いた若年

層の性問題予防地域シス

テムの開発 

1,000   300 

若手 B 医療栄養 助 手 清水 雅富

酵母テスター株を用いた

食品、天然物由来の抗老

化物質の探索 

1,600   480 

 2 件  合 計 2,600   780 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

経常的な研究条件の整備に引き続き努めることとするが、競争的な研究環境創出のため

には、科学研究費補助金の申請件数及び採択件数とも低いことから、申請件数の増を目

指すことが課題であるが、そのため、学内説明会の実施及びデスクネットの活用により

各教員の意識啓発及び周知徹底を図る必要がある。また、あわせて、研究助成財団など

への研究助成金への申請も今後積極的に行う必要がある。 
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7.施設・設備等 

 

「現状及び点検・評価」 

（1）施設・設備等の整備状況 

① 施設 

○本学は、東京都品川区に所在する五反田キャンパス及び東京都世田谷区に所在する世

田谷キャンパスに分かれている。本部のある五反田キャンパスは、JR 山手線五反田駅

から徒歩約8分と便利な位置にあり看護学科1年次後期から4年次生までの学生が通

学している。キャンパスに隣接して実習提携先の NTT 東日本関東病院があり、看護学

科としては恵まれた実習環境となっている。 

○世田谷キャンパスは、東急田園都市線三軒茶屋駅から東急世田谷線上町（かみまち）

駅まで約 8分、同駅からは徒歩 2分と便利な場所にあり、看護学科 1年次前期、医療

栄養学科及び医療情報学科の学生が通学している。 

○大学の校舎面積は 11,808 ㎡で、五反田キャンパスは 5,009 ㎡、専用の講義室・演習

室が 12 室・実習室 3 室が配置されている。世田谷キャンパスは、本別館学生ホール

併せて 6,799 ㎡で主に医療栄養学科及び医療情報学科の授業等のために専用講義室・

演習室 18 室・実験実習室 9 室・情報処理学習室 4 室を配置している。各キャンパス

の施設及び主な利用状況は以下のとおりである。 

・五反田キャンパス本館 

大学の中心となる校舎で、地上 4 階建てで体育館を併設しており、1 階には大学事

務局・看護実習室 2 室・演習室 5 室・学生ロッカー室・倉庫、2 階には理事長室・

非常勤講師室・助手室 2 室・講師研究室・保健室・会議室・講義室 4 室・演習室 1

室、3 階には大講義室 2 室・看護実習室 1 室・図書館・倉庫、4 階には書類保管室

を配置している。 

・五反田キャンパス別館（大学院及び研究棟） 

五反田校舎本館と公道を挟んで建っており、地上 4階建ての研究棟と大学院講義室

がある低層棟と繋がっている。研究棟の 1階には院生ラウンジ・院生研究室・印刷

室、2階には学長室・3学科長の研究室・会議室、3階には教授研究室 6室、4階に

は准教授及び講師研究室 12 室をそれぞれ配置している。 

・世田谷キャンパス本館 

地上階、地下 1階建て校舎で、地下に研究室・マルチメディア室・図書館を配置し

ている。1階には講義室 3室・事務室・学生ホール、2階には講義室 1室・演習室 5

室・非常勤講師室等、3 階はアリーナ（体育館）となっている。校舎は学校法人青

葉学園青葉幼稚園の園舎と建物内で区分けされている。 

・世田谷キャンパス別館 

昭和 41 年に建設された地上 4階建て校舎で、平成 16 年に耐震補強工事を完了して

いる。1 階には調理学実習室・給食経営管理実習室・学生ホール 2 ヵ所・学生支援

センター、2 階には学生ロッカー室・講義室 2 室・実習室 3 室・研究室 4 室・学友

会室、3 階には講義室 3 室・実験実習室 2 室・研究室 3 室・共同研究室 2 室、4 階

には講義室 2室・情報実験室 1室・実験実習室 2室・研究室 4室・共同研究室 1室

を配置している。 
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・世田谷キャンパス学生ホール 

世田谷キャンパス学生ホールは、別館敷地内に地下 1階、地上 1階の 601 ㎡の建物

であり、地下は講義室兼 AV ホール、1階には学生食堂を配置している。 

・和敬寮（わけいりょう） 

昭和 59 年建設の学生寮で三軒茶屋駅から徒歩 10 分、閑静な住宅地に建っており世

田谷キャンパスまでは自転車で 15 分と好立地、好環境にある。建物は、地上 2 階

建てで 1階には浴室・管理人室、1～2階には 23 名が収容できる個室（洋室 19 ㎡）

が設けられている。 

現在は、22 名が入寮している。入寮条件は、女子であること以外は特に定めておら

ず希望する学生は広く受け入れている。入寮費は、月額 80,000 円であり食費月額

は 18,000 円となっている。（なでしこ寮も同条件） 

・なでしこ寮 

平成 7 年建設の学生寮で、和敬寮と公道を挟んで向かい合わせに建っている。1 階

には浴室・管理人室が配置され、1階～2階には 18 名が収容できる個室（洋室 15.80

㎡）が設けられている。管理人は和敬寮に常駐しており、なでしこ寮も併せて管理

している。現状は、18 名が入寮し満室となっている。 

 

② 学科の設備・備品の整備状況 

教育目標を達成するために必要な設備・備品を整備しており、主な設備・備品は、次

のとおりである。 

○看護学科 

・看護実習室 1 

成人用ベッド 21 台・オーバーテーブル 21 台・ベッドサイドキャビネット 21 台・

折りたたみイス 21 台・ストレッチャー5 台・車椅子 10 台・米式担架 1 台・歩行補

助器 1台・万能型実習モデルさくら 9体・水銀血圧計 30 台・デジタル血圧計 4 台・

輸液ポンプ 5台・製氷機 1台・人体解剖模型 1台・頭骨分解模型 1台・頭部断面模

型 1台・脳模型 1台・神経系・循環系・門脈系模型 1台等。 

・学生ホール（2階） 

人体解剖模型 1台・頭骨分解模型 1台・頭部断面模型 1台・脳模型 1台・神経系・

循環系・門脈系模型 1台等。 

・看護実習室 2 

在宅看護実習機器 1式・3人用デスク 42 台・チェアー126 台・プロジェクター1台。 

・看護実習室 3 

一般用ベッド 4台・電動リモートコントロールベッド 2台・小児用ベッド 5台・新

生児ベッド 10 台・ICU ベッド 1台・整形外科用フレームベッド 1台・心電図付動く

心臓模型 1体・デフィブトレーナーシステム 1台・コーケンベビー19 体・輸血ポン

プ 4台等。 

○医療栄養学科 

・生理学実験室 

生理学実験用具（薬さじ・試験管立て・試験管ミキサー・試験管ハサミ・ピペット

ホルダー・安全ピペッター・温度計・試験管ブラシ・タイマー等）8 式・解剖用具
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（外科剪刀（直尖刀・片尖刀・両鈍）・眼科剪刀 直・金冠鋏 直・替刃ホルダー・

替刃メス・マッチュ持針器・ピンセット先細（160 ㎜・130 ㎜・110 ㎜・歯科）・両

頭鋭匙・消息子 小）13 式・ガス代謝測定装置 1 式・顕微鏡 44 台・電気冷蔵庫 1

台・実験台 6台・師範用実験台 1台・薬品庫 3台・組織標本 1台・人体模型 1体・

電気泳動装置 3台・パソコン 1台等。 

・理化学実験室 

理化学実験用具（ピペットスタンド・試験管バサミ・セルスタンド・セラミック金

網・原子量表・PH 色見本表・ビュレットスタンド・ガスバーナー・ガスコンロ・両

手鍋・試験管立て等）9 式・電気乾燥機 1 台・電気恒温槽 8 台・純又は蒸留水採取

器 1台・電気炉 1台・分光光度計 1台・窒素定量装置 1台・脂肪定量装置 1台・ガ

ラス電極水素イオン測定器 1 台・遠心分離機 1 台・高速遠心分離機 1 台・実験台 8

台・重金属廃液処理装置 1台等。 

・食品加工実習室 

食品加工実習用具（トング・調理ハサミ・軍手・ミトン・天秤・ストップウォッチ・

計量カップ・計量スプーン・外輪鍋・雪平なべ・片手鍋・半寸胴鍋・台はかり・寸

胴鍋・ストレーナー・テフロンフライパン・フライパン他）8 式・食用微生物実習

用具（三角フラスコ・メスシリンダー・ビーカー・ステンレス製 1000ml 容ビーカ

ー・試験管・試験管立て・10ml 容駒込ピペット・ステンレス製薬匙・ガラス製撹拌

棒・温度計）8 式・凍結乾燥機 1 台・遠心分離機 1 台・実習台 8 台・製氷機 1 台・

冷凍冷蔵庫 1台等。 

・調理実習室 

調理実習台 8台・調理実習準備台 1台・師範用調理実習台 1台・調理実習用具（電

子計り・タイマー・計量カップ・計量スプーン・外輪鍋・片手鍋・半寸胴鍋等）10

式・電気冷蔵庫 2 台・オーブンレンジ 10 台・硬度計 1 台・粘度計 2 台・デジタル

温度計 8台・炊飯器 10 台・製氷機 1台・洗濯機 2台・真空包装機・スチコン等。 

・栄養教育実習室 

机（3人がけ）12 台・椅子 36 脚・調理台 1台・栄養計算ソフト・統計ソフト 40 式・

パソコン 40 台・栄養教育用フードモデル 1式・視聴覚機器 1式等。 

・臨床栄養学関係 

計測用機器 1式・検査用器具（電子電圧計・導尿バック・精密尿量計・膀胱留置用

カテーテル・個人用血糖測定セット・メディセーフチップ・メディセーフチップ針）

1 式・健康増進関連機器 1 式・体力・疲労検査用器具 1 式・エネルギー消費の測定

機器 1式・要介護者等に対する食事介護等の機器及び器具 1式・経腸・静脈栄養用

具（経腸栄養ポンプ・経腸栄養ポンプ用チューブセット・栄養カテーテル・経腸栄

養用セット・IVH カテーテルキット）1 式・ベッド 2 台・パソコン 1 台・標本及び

模型 1式等。 

・給食経営管理実習室 

品質管理測定機器 1式・作業管理測定機器 1式・冷温配膳設備 1式・コンビオーブ

ン 1台・真空包装器 1台・給食実習用具（寸胴鍋・雪平鍋・打ち出し鍋・フライパ

ン・計量スプーン・計量カップ他）1 式・合成調理機 1 台・洗米器 1 台・炊飯器 1

台・揚物器 1台・食器洗浄機 1台・食器消毒機 1台・冷凍冷蔵庫 1台・厨房レンジ
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1 台・調理台 2台・準備作業台 2台・配膳台 1台等。 

・精密機器室 

炎光光度計 1台・分光光電光度計 1台・蛍光光度計 1台・ガスクロマトグラフィー

装置 1台・液体クロマトグラフィー装置 1台等。 

○医療情報学科 

・情報実験室 

     ラックマウント形サーバー46 台・ラックマウント L3 スイッチ 48 台・マックサーバ

ー1台・ラック 10 台・ラック大 1台・ディスプレー22 台・プロジェクター1台。 

   ・研究実験室 

     脳波計 1台・心電計 1台・大型プリンター1台・波形入力コンピューター1台。 

 

（3）施設・設備等を維持管理するための責任体制 

① キャンパス内の施設・設備等の維持・管理は総務人事部で行っているが、法令等に

基づく設備の点検・整備業務（防災設備、エレベーター、電気設備等）はそれぞれ

専門の業者に外部委託し、衛生・安全の確保を行っている。更に、世田谷キャン 

パスには、施設担当職員を専属で配置し不備・不具合等に迅速に対応できる体制を

整備している。 

 

② 実験・実習室への入室及び施設・設備の使用時は、担当教員の許可及び立会いを原

則として、実験・実習室の鍵及び施設・設備使用のための鍵等も担当教員の下で厳

重に管理されており、施設・設備面での責任体制については、十分な配慮が行われ

ている。 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

① 世田谷校舎は本別館とも平成 16 年に大幅な増改築工事を行い、別館については、耐震補

強工事を完了している。平成 19 年夏には本館体育館の雨漏り補修と外壁補修を実施した

が、別館の空調設備のほとんどが設置後 18 年以上経過していることから、今後、順次改

修を実施する必要がある。 

 

② 五反田キャンパス本館併設の体育館に関しては、雨漏りがひどくなっていることから、

今後、雨漏り補修を行う必要がある。 
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8.図書館及び図書・電子媒体等 

 

（1）本学では、附属世田谷図書館（平成 17 年 4 月開設）及び附属五反田図書館（平成 18 年 4月

開設）を設置しており、本学の設立の趣旨及び教育理念・教育目標を達成するため次のとお

り図書館の整備・維持及び学術情報提供システムの整備充実を図ることとしている。 

 

① 蔵書の充実。 

本学の学部及び大学院教育に必要な国内外の図書、学術雑誌、視聴覚資料及び電子媒体を

収集し、蔵書の充実を図る。 

 

② 施設・設備の整備。 

十分な閲覧席の確保、書庫の整備及び利用しやすい資料配架を図る。 

 

③ 利用者サービスの向上、ネットワーク化の推進及び図書館ホームページの充実。 

・学生の情報リテラシー（蔵書検索、レファレンスブックの活用、各種データベースの検

索、図書館ホームページの活用）能力を高める。 

・入館者数、図書・学術雑誌等の貸出冊数、データベースアクセス件数及び図書館間相互

利用件数の増を図る。 

・図書館ホームページについては、図書館利用に役立つコンテンツの充実を図る。 

 

④ 図書館の地域への開放。 

大学の使命である社会貢献・地域貢献を推進するため、本学図書館の利用に関する地域開

放の拡充を図る。 

 

（2）図書、学術雑誌、視聴覚資料及び電子媒体等の教育研究上必要な資料の体系的及び量的整備 

について 

 

「現状及び点検・評価」 

① 図書館資料は、医療、栄養、健康、食品、福祉、情報、衛生、教育・教職等に関する専門

分野及び教養分野の資料等 49,536 冊を所蔵している。 

・看護学科の専門図書の多くは附属五反田図書館に配架されている。 

・分類法は、国内の図書館で広く利用されている NDC（日本十進分類法）を採用している。 

・看護の図書の一部は、NDC 記号と日本看護協会看護学図書分類表の記号を付与し、開架式

で整備をしている。 

・参考図書は、0類（総記）から 9類（文学）まで、約 3,000 冊の基本図書を所蔵（青葉学

園短期大学図書館蔵書を引継ぐ）している。 
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表 42 図書館資料の所蔵数（平成 20 年 5 月 1 日） 

図書館名 図書の冊数（冊） 
学術雑誌（冊） 視聴覚資料の 

所蔵数（点数） 

電子ジャーナル

（種類） 内国誌 外国誌 

附属世田谷 40,527 147 57 1,081 1,050 

附属五反田 9,009 213 65 564    － 

合   計 49,536 360 122 1,645 1,050 

注 電子ジャーナルは、附属世田谷図書館で集中管理。 

 

表 43 図書館資料の受け入れ状況 

図書館名 
過去 3年間の図書受け入れ状況（冊）   

平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

附属世田谷 2,737 2,284 1,236 

附属五反田    － 3,096 4,558 

合   計 2,737 5,380 5,794 

 

② 収書については、各学科の図書館委員会委員を中心に、学科教育の指針に基づき購入図書

の選書を行っている。 

・各年度における図書の購入に当たっては、各学科において図書館資料費を計上すること

としている。 

・図書館では、各学科に関連する専門図書、参考図書及び教養図書等を専任司書が選書し、

ゼミ、卒業研究、各種資格試験問題集及び就職対策等の図書は複数購入しており、授業

計画（シラバス）に示されている推薦図書やテキスト、学生及び教職員からの購入希望

図書も購入している。また、教員の個人研究費による図書等については、予算内で随時

受け付けている。 

・看護学科は学外での施設で看護実習を長期間にわたって実習する教育課程を組んでおり、

実習施設で学習するための図書が必要となるため看護学科の図書館委員会委員と図書館

が協議して、図書の扱い及び管理方法の申し合わせを行って運用している。 

 

表 44 図書館資料費 

図書館名 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

附属世田谷 19,597 千円 22,144 千円 18,549 千円 

附属五反田 － 7,628 千円 25,755 千円 

合   計 19,597 千円 29,772 千円 44,304 千円 

 

③ 学術雑誌（482 種類（和雑誌 360 種類、洋雑誌 122 種類））については、学術雑誌の選定基

準（各学科の購読希望が基本）に基づき購入している。 

・継続購入及び新規購入に関しては、各学科と図書館が協議して年 1 回、見直し作業を行

っている。 
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・製本雑誌は、手動集中書架に開架雑誌と同様な配架で自由に閲覧できるようにしている。 

 

④ 視聴覚資料（1,645 点を所蔵）については、学生及び教職員が常時利用できるように視聴

覚コーナーに配架している。 

・視聴覚資料の館外貸出は、著作権者に許諾を受けなければ貸出しができないため、平成

17 年度以降購入した分は、購入時に許諾を得て著作権処理済のビデオの貸出しを行って

いる。 

・ビデオ、CD 及び DVD の予約制を導入するとともに、館内に AV コーナーを設けて、各学科

の枠を超えた利用に応えている。  

 

⑤ 電子媒体の電子ジャーナルは、1,050 種類が利用できるようにしており、有料データベー

スとして医中誌 WEB、J-DreamⅡ、メディカルオンラインライブラリー、聞蔵Ⅱ（朝日新聞

オンライン記事データベース）、日経テレコン 21 の 5 種を導入している。 

・CiNii、NACSIS Webcat、国立国会図書館蔵書検索システム（NDL-OPAC）、国立国会図書

館雑誌記事検索、PubMed、J-STAGE も導入しており、LAN 上からの接続を前提とし、図

書館内だけでなく各教室及び各研究室からの利用も可能としており、利用度の高いもの

については、複数同時接続を可能にしている。 

 

⑥ 両図書館が所蔵している図書館資料の利用に当たっては、スクールバス便（世田谷キャン

パスと五反田キャンパスを 1日 1往復）を活用して、その日のうちに利用者に提供するよ

うにしている。  

 

⑦ 各学科の専門の図書館資料の選書は、学科要求の予算のもと、学科単位で全ての教員が関

わって進められ、特定主題に偏るのを防止し、教員の選定眼を収書に反映させており、図

書館は各学科に共通する図書、参考図書及び教養図書等を集中的に収集するよう努めてい

るが、今後、各学科専門資料の更なる量・質面での充実を図る必要がある。 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

① 文化情報資源の維持と発展には、継続性が重要である。高度情報化社会において、図書館

は歴史的転換期にあり、従来型の図書館機能と電子図書館機能のどちらを優先的に発展さ

せるかの検討が行われている。本学図書館は、当面両者を有機的に結合した図書館を目指

す方向で整備を進めているが、今後の重要な検討課題である。 

 

② なお、本学は開学時に青葉学園短期大学（平成 18 年 3 月閉校）の蔵書を引き継いでいる

が、その蔵書の「情報館 AL」（図書館管理システム）への登録など、実在の図書館資料と

の整合性が不十分である。開館時に BDS（Book Detection System）を導入していなかった

ことから、多くの蔵書にタトルテープが付与されていないため早急な対策が必要であり、

同時に蔵書点検を行う必要がある。 
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（3）図書館施設の規模及び機器・備品の整備状況について 

 

「現状及び点検・評価」 

① 附属世田谷図書館及び附属五反田図書館の施設概況は次のとおりである。 

○世田谷図書館は、本館地下に位置し、専有延床面積 914 ㎡、収蔵能力 53,000 冊数、座数

84 席である。 

・閲覧机として 6人掛け、4人掛け、1人掛け席が備わっている。 

・AV コーナーには、ビデオ・DVD の視聴のために 5台の機器を備えている。 

○五反田図書館は、本館 3階に位置し、専有延床面積 227 ㎡、収蔵能力 20,800 冊数、座数

72 席である。 

・閲覧机として 8人掛け、6人掛け、4人掛け、1人掛け席が備わっている。 

・AV コーナーには、ビデオ・DVD の視聴のために 7台の機器を備えている。 

○両図書館入口には、BDS（Book Detection System）を設置（附属世田谷図書館は平成 17

年 10 月、附属五反田図書館は平成 19 年 4 月）していることから、貸出し手続が済んで

いない図書等の持ち出しはできないことになっている。 

○両図書館には、蔵書検索用・情報検索用として、パソコンが 2 台設置されているが、学

生・教職員については各自パーソナル・コンピューターを使用していることから利用上

の支障は生じていない。 

 

② 図書館の業務システムとして、「情報館 5.0」から「情報館 AL」に、平成 17 年 10 月移行

した。これを契機に国立情報学研究所の NACSIS-ILL に参加し、また、NACSIS-CAT（目録

所在情報サービス)の利用を開始している。 

 

③ 附属図書館ホームページの運用は、本学ホームページの一部として運用しており、ホーム 

ページ上では、蔵書検索をはじめ、利用案内、開館日カレンダー、各種データベース及び 

リンク等を利用することができる。 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

図書館の業務システムについては、「情報館 AL」（図書館管理システム）を導入しているが、

その円滑な運用を図るため、引き続き検討を行う必要がある。 

 

（4）学生閲覧室の座席数、スタッフ数、年間開館日数・時間、年間利用者数、年間貸出冊数及 

び図書館ネットワークの整備等の状況について  

 

「現状及び点検・評価」 

（1）附属図書館の利用概況は次のとおりである。 

・両図書館の学生閲覧座席総数は、現在 156 席であり、試験期間中は 1人掛け机を利用す

るため並んで開館を待つ光景が見られる。 

・開館時間は平日午前 9時～午後 8時（土曜日午前 9時～午後 5時）である。平日の午後 5
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時以降と土曜の午前 9時～午後 5時までの勤務は、図書館員 1人の勤務である。 

・附属世田谷図書館は、業務委託者 2名が配置され、附属五反田図書館は、業務委託者 4

名による運営である。 

・平成 19 年度の図書館の利用者数は、年間延べ総入館者数は 65,008 人であり、少しずつ

であるが伸びている。 

・年間貸出し冊数は、附属五反田図書館が学生数の割合からみて順調に伸びている。 

（表 45 学生閲覧室等） 

（表 46 スタッフ数・年間開館日数・開館時間） 

（表 47 年間利用者数（延べ数）・年間貸出し冊数） 

 

（2）学生・教職員は、図書館ホームページから、蔵書検索（OPAC）、情報検索及び電子ジャ

ーナル等の利用を行うことができる。また国立情報学研究所のデータベース検索が行え

るようになり、より一層の利用者サービスの充実を図っている。 

 

（3）レファレンス・サービスは、閲覧カウンターを中心に所蔵調査、文献複写、図書館相互

利用及び他の図書館への紹介状作成等を行っている。 

 

（4）新入学生への図書館オリエンテーションは、全新入学生を対象に学科単位で、基本的な

図書館利用ルール、文献の探し方、蔵書検索（OPAC）及びデータベース等についての説

明を行うとともに、1組 25 名程度による図書館ツアーも実施している。 

 

（5）また、1 学年前期に履修する全学科共通の必修科目においては「情報リテラシー」の授

業科目を開講し、図書館活用法や情報検索法（データベース検索）に関する授業を行っ

ており、図書館利用及び情報に関する興味関心を高める方策を推進していることは評価

できる。 

 

表 45 学生閲覧室等 

図書館名 学生閲覧室座席数（名） 学生収容定員（名）
収容定員に対する

座席数の割合（％）

附属世田谷 84 820 10.2 

附属五反田 72 340 21.2 

合  計 156 1,160 13.4 
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表 46 スタッフ数・年間開館日数・開館時間 

図書館名 
専任 

スタッフ数 

非常勤 

（業務委託）

スタッフ数 

年間 

開館日数
開 館 時 間 

附属世田谷  2  2 268 月 ～ 金  9 ： 00 ～ 20 ： 00

土  9 ： 00 ～ 17 ： 00

夏休み等期間 9 ： 00 ～ 17 ： 00附属五反田  0  4 272 

注 専任及び非常勤（業務委託）スタッフはいずれも司書の資格を有している。 

 

表 47 年間利用者数（延べ数）・年間貸出し冊数 

図書館の名称 
年間利用者数（延べ数） 年間貸出冊数 

平成 17 年 平成 18 年 平成 19 年 平成 17 年 平成 18 年 平成 19 年

附属世田谷 

 

名 

24,970 

 

名

38,232 

 

名

39,171 

2,792 冊 

教員 335

職員 158

学生2,299

3,923 冊 

教員 599 

職員 499 

学生2,825 

4,584 冊 

教員 563

職員 165

学生3,856

附属五反田 － － 25,837 － 

1,619 

教員 340 

職員  13 

学生1,266 

5,611 

教員 925

職員  23

学生4,663

計 24,970 38,232 65,008 2,792 5,542 10,195 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

図書館利用に関する教職員及び学生からの相談は適切に行われており、今後も資料の選定及 

び収集等利用者のニーズに応じたサービスの提供に留意する必要がある。 

 

（5）図書館の地域開放の状況について 

 

「現状及び点検・評価」 

① 附属図書館においては、開学当初から NTT 東日本関東病院図書館との間で相互利用の協定

を締結しており、教職員及び学生の円滑な利用が図られている。 

 

② また、すでに閉校となった青葉学園短期大学の卒業生・教職員及び東日本電信電話株式会 

社関東病院附属高等看護学院の卒業生・教職員についても図書館の利用ができることとし

ている。 

 

③ 地域開放の取り組みとしては、開学当初から世田谷区教育委員会との連携及び教育活動等

支援事業の推進を図っているが、新たに、世田谷区教育委員会と覚書を締結し、平成 20

年10月から、20歳以上の世田谷区民であって世田谷区立図書館の利用登録者については、 
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本学が定める利用手続きにより附属世田谷図書館を利用することができることとしたこ

とは評価することができる。 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

大学の使命である社会貢献・地域貢献を推進するため、今後も地域に開かれた大学として図

書館利用の拡充を図る必要がある。 

 

（6）学術情報の処理・提供システムの整備状況及び他大学との参加協力の状況について 

 

「現状及び点検・評価」 

① 蔵書検索システムの整備は、図書館管理システム（情報館 AL）により、館内資料は全て、

コンピューター検索ができるように整備しており、図書館の検索端末だけでなく学内 LAN

を利用することにより図書館以外の場所からの検索が可能である。また、蔵書は本学のホ

ームページ上でも公開しており、学外からでもインターネット等により広く蔵書検索がで

きる環境を整えている。 

 

② 情報の検索システムとして、医中誌 WEB、J-DreamⅡ、メディカルオンラインライブラリー、

聞蔵Ⅱ（朝日新聞オンライン記事データベース）、日経テレコン 21、CiNii、NACSIS Webcat、

国立国会図書館蔵書検索（NDL-OPAC）、国立国会図書館雑誌記事検索、PubMed、J-STAGE の

各サービスを提供している。 

 

③ 文献複写・現物貸借サービス利用は、教育研究を支える上で不可欠であることから、他大

学・機関との間での文献複写サービスを実施しているが、今後も利用拡大が期待される。 

（表 48 文献複写件数） 

 

④ 他大学・関係団体との図書館ネットワークへの参加協力では、日本図書館協会、私立大学

図書館協会及び日本看護図書館協会などの各種団体に加盟し、関係機関との連携を重視し、

研修会にも積極的に参加している。特に国立情報学研究所との間では、NACSIS-CAT に所蔵

情報を登録し、同システム参加館との相互利用を可能としている。 
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表 48 文献複写件数 

【学内 → 学外へ依頼】 

図書館名 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

附属世田谷  422   12   41 

附属五反田  －  281  395 

計  422  293  436 

【学外 → 学内へ依頼】 

図書館名 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

附属世田谷    0   14    7 

附属五反田    －    0    0 

計    0   14    7 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

学術情報の処理・提供システムの整備状況としては、蔵書検索システムの整備が中核となっ

て学内外からの利用に対して利便性を持っており、また、データベース利用面では、種類・

アクセス数の面で年々利便性の向上を図っているが、今後もその充実を図る必要がある。 
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9.社会貢献 

 

「現状及び点検・評価」 

（1）本学においては、社会貢献は教育、研究とともに大学の重要な使命の 1 つとし

て位置付けているが、本学は、社会の医療、健康、保健を支える専門的な人材

を養成する教育機関であることから、特に健康・保健面での社会貢献を積極的

に進めることとしている。 

 

（2）公開講座の開催 

① 公開講座は、本学の教育と研究の成果を公開し、地域住民に医療・健康・保

健に関する情報を広く提供し、健康生活へのニーズに応えること、併せて保

健医療関係者の資質向上に寄与することを目的として平成 17 年度開学時に、

公開講座規程を定めるとともに、公開講座委員会において（委員は看護学科、

医療栄養学科及び医療情報学科各教員 2名、教務部長、企画部長 8名で構成）

公開講座の企画立案等を行い、円滑な運営を図っている。 

 

② 本学は、世田谷キャンパス（主に医療栄養学科及び医療情報学科）及び五反

田キャンパス（主に看護学科及び大学院）において、教育研究を行っている

が、平成 18 年度から世田谷区との共催による公開講座を毎年度実施するとと

もに、大学単独の主催による公開講座においては、平成 19 年度では品川区後

援とするなど地域住民に医療・健康・保健に関する情報を広く提供し、健康

生活へのニーズに応えるとする公開講座の目的に則って積極的に毎年度実施

していることは評価できる。 

 （表 49 世田谷区との共催による公開講座実施状況） 

 （表 50 公開講座実施状況） 

 

③ 公開講座実施後のアンケート結果では、ほとんどの参加者がいずれも「とて

も分かりやすかった」、「とてもためになった」、「とても良かった」と回答し

高い評価を得ていることから、今後も健康生活へのニーズに応え興味と関心

を持つ講座の企画実施が望まれる。また、公開講座の実施に当たっては、世

田谷区報に掲載し、チラシ・ポスターを世田谷区及び品川区の協力により各

所に配布するとともに、大学ホームページでの PR を行うなど積極的な広報を

行っているが、世田谷区及び品川区以外にも広報を積極的に行い幅広く参加

者を募ることとする。 

 

④ 大学院医療保健学研究科においては、平成 18 年度から毎年度概ね 8月下旬か

ら 9 月上旬の 6 日間にわたって本学五反田キャンパスにおいて「将来の感染

制御学分野で指導的な役割を果たす人材を育成することを目的とし、時代に



 92

即した新しい課題や問題点を中心とした講習会」として本学主催による大学

院教育協議会開催しており、毎年度 20 名弱の参加者を得ている。また、大学

院の研究への取り組み及び最新の研究成果を広く社会に紹介することを目的

として大学院公開講座を開催しているが、毎回概ね 200 名の参加者があり、

好評である。 

（表 51 大学院教育協議会実施状況） 

（表 52 大学院公開講座実施状況） 

 

⑤ 各学科の教員においては、大学主催による公開講座だけではなく、幅広く学

外の施設等において教育研究の成果発表などの公開講座を開催している事例

があるが、今後も機会をとらえて積極的に教育研究の取り組みについて社会

への PR を行うことが望まれる。 

 

（3）学生の地域活動への参加 

① 企業・病院等における実習経験及び成果をもとに、地域社会等の求めに応じ

て学生がボランティア活動を積極的に行えるよう奨励するとともに情報提供

を行っている。 

 

  ② ボランティア活動の状況としては、児童養護施設等における介助、高齢者・

障害者への介助及び支援、地元の行事等に参加して地域との交流を深める活

動、医療に関わる活動・参加など多様な実施内容となっているが、医療看護

系の大学で学ぶ学生にとっては、ボランティア活動によって勉学意欲の向上

に資するとともに社会貢献・社会参加の重要性を認識する有意義な機会とな

っていると判断される。 

   （表 53 学生によるボランティア活動の状況について） 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

（1）公開講座については、今後、参加者数の増を図るため、幅広い年齢層を対象と

した講座を企画実施するとともに、広報活動の拡充が必要である。なお、大学

院の公開講座については、平成 21 年度に我が国ではまだ分野の少ない感染制御

学分野の博士課程が設置されることから、講座の一層の充実が期待される。 

 

（2）学生の地域活動への参加については、勉学意欲の向上を図り、社会貢献・社会

参加の重要性を認識する好機であることから今後も積極的に参加するよう奨励

する必要がある。 
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表 49 世田谷区との共催による公開講座実施状況 

 

 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

共    催 世田谷区社会福祉事業団 世田谷区立高齢者センター新樹苑 世田谷区立高齢者センター新樹苑 

回    数 3 回 2 回 1 回 

実 施 日 時

第 1回 18.3. 4（土） 9：00～12：00 

第 2 回 18.3.11（土） 9：00～12：00 

第 3 回 18.3.18（土） 9：00～12：00 

第 1 回 18.10.22（日） 10：00～11：30 

第 2 回 18.11.19（日） 10：00～11：30 

 

19.10.14（日） 10：00～11：30 

 

参 加 者 数
51 名 

（第 1回 15 名、第 2回 24 名、第 3回 12 名）
112 名 69 名 

受  講  料 各回 1,000 円 無料 無料 

 

 

 

 

講座名及び講師

第 1 回 「やってみよう！足の機能計測と転

倒予防体操」 

医療情報学科講師 山下 和彦 

第 2回 「健康寿命をのばすための食生活 

-生活習慣病はコントロールできる-」

医療栄養学科教授 下田 妙子 

「高齢者にやさしい体力づくり」 

医療栄養学科教授 荒木 祐治 

第 3回 「認知症を理解しよう」 

看護学科助教授 福田 珠恵 

非常勤講師 渕田 英津子 

 

第 1 回 「より豊かに生きるための食と運動」

医療栄養学科教授 上田 伸男 

第 2回 「心と身体の健康 

-ストレスとメタボリックシンドロ 

ーム（内臓脂肪症候群）の予防法-」

看護学科助教授 日下 和代 

 

 

 

 

「安心して健康に暮らせる地域をめざして 

-家庭における応急手当について-」 

看護学科准教授 古家 明子 
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 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

アンケート回答者数

 

性    別 

 

年    代 

 

 

 

在    住 

 

 

感    想 

 

 

講座を知った方法

49 名 

 

女性 29 名、男性 20 名 

 

70 歳以上        36.7％ 

50－69 歳        44.9％ 

49 歳以下        18.4％ 

 

世田谷区           53.1％ 

その他の区等       47.9％ 

 

とてもためになった   69％ 

ためになった      31％ 

 

チラシ・ポスター     61％ 

大学のＨＰ        8％ 

その他               31％ 

 

56 名 

 

女性 45 名、男性 11 名 

 

70 歳以上        48.2％ 

50－69 歳        21.4％ 

49 歳以下        30.4％ 

 

世田谷区        71.4％ 

その他の区等       28.6％ 

 

とても良かった     84％ 

 

 

チラシ・ポスター     50％ 

世田谷区報           23％ 

大学のＨＰ        5％ 

その他         22％ 

37 名 

 

女性 30 名、男性 7 名 

 

70 歳以上        37.8％ 

50－69 歳        51.4％ 

49 歳以下        10.8％ 

 

世田谷区         81.1％ 

その他の区等       18.9％ 

 

とてもためになった   84％ 

とても分かりやすかった 73％ 

 

世田谷区報           49％ 

チラシ・ポスター     32％ 

その他         19％ 

 



 95

表 50 公 開 講 座 実 施 状 況 

 

 
平成 18 年度 平成 19 年度 

第 1回 第 2回 第 1回 第 2回 

後    援 ― ― 品川区後援 

実 施 日 時 19.3.10（土） 9：30～12：30 19.3.17（土） 9：30～12：30 20.3.15（土） 13：00～16：00 20.3.22（土） 13：00～16：00 

実 施 場 所 世田谷校舎 〃 五反田校舎 〃 

受 講 料 1,000 円 1,500 円 1,000 円 1,000 円 

講 座 名 「ナイスパパ、やさしいおじいちゃんのためのスマートライフ」 健康実践講座 

講 座 の 内 容

「デジカメ写真の加工とアルバ

ムの作成―photo shop Elements

入門編」 

「簡単料理教室」 「足の健康と若返り」 「認知症の理解と予防」 

講    師
医療情報学科講師 

深澤 弘美 

医療栄養学科講師 

西念 幸江 

医療情報学科准教授 

山下 和彦 

看護学科講師 

渕田 英津子 

参 加 者 数 9名 6 名 22 名 27 名 

アンケート回答者数

 

性    別 

 

年    代 

 

 

在    住 

 

 

感    想 

 

 

講座を知った方法

アンケートは行わなかった 21 名 

 

女性 17 名、男性 4名 

 

70 歳以上        71.4％

50－69 歳        28.6％

 

品川区         95.4％

その他の区等            4.6％

 

とてもためになった   100％ 

とてもわかりやすかった 95.2％

 

チラシ・ポスター       57％ 

友人知人           24％ 

施設・クラブ等        19％ 

27 名 

 

女性 23 名、男性 4名 

 

70 歳以上             77.8％ 

50－69 歳             22.2％ 

 

品川区              96.3％ 

その他の区等            3.7％ 

 

とてもためになった    93％ 

とてもわかりやすかった  93％ 

 

チラシ・ポスター       56％ 

友人知人           30％ 

施設・クラブ等        14％ 
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表 51 大 学 院 教 育 協 議 会 実 施 状 況 

 

 
第 1 回 第 2回 第 3回 

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 

実  施  日  時 
18.8.28（月）～18.9.2（土） 

9：00～17：50 

19.8.27（月）～19.9.1（土） 

9：00～17：50 

20.9.1（月）～20.9.6（土） 

9：00～17：50 

実  施  場  所 五反田校舎 別館 五反田校舎 別館 五反田校舎 別館 

受    講    料 50,000 円 50,000 円 50,000 円 

講    座    名 感染制御大学院教育協議会 感染制御大学院教育協議会 感染制御大学院教育協議会 

講   座   の   内   容 

将来の感染制御学分野で指導的な役割を果

たす人材を育成することを目的とし、時代に

即した新しい課題や問題点を中心とした講

習会を開催する。 

同   左 同   左 

講        師 

感染制御大学院教育協議会メンバー 

・木村 哲 

（国立国際医療センターエイズ治療・研究開

発センター長。現職：東京逓信病院院長）

・小池 和彦 

（東京大学大学院医学系研究科教授） 

・小林 寬伊 

（東京医療保健大学長、NTT 東日本関東病院

名誉院長） 

・大久保 憲 

（東京医療保健大学医療情報学科長） 

・遠藤 英子（東邦大学医学部教授） 他 

総数 14 名 

同左を含め講師総数 20 名 同左を含め講師総数 23 名 

参  加  者  数 20 名 11 名 13 名 
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表 52 大 学 院 公 開 講 座 実 施 状 況 

 

 
第 1 回 第 2回 

平成 18 年度 平成 20 年度 

実  施  日  時 19.1.20（土） 13：30～16：30 20.7.5（土） 13：00～16：30 

実  施  場  所 学術総合センター一ツ橋講堂 東京ステーションコンファレンス 

受    講    料 無料 1,000 円 

講    座    名 「次世代のチーム医療」 「感染制御の歩む道」 

講   座   の   内   容 
21 世紀医療に関する新しい方向性について及びアメリ

カにおける consumer informatics について。 

感染制御学コースの大学院生の研究成果を軸に、感染制御に関

わるトピックスを解説。 

講        師 

小林 寬伊 （東京医療保健大学長） 

大久保 憲 （東京医療保健大学医療情報学科長） 

坂本 すが （東京医療保健大学看護学科長） 

下田 妙子 （東京医療保健大学医療栄養学科教授） 

柳田 洋一郎（東京マタニティクリニック院長） 

小林 寬伊 （東京医療保健大学長） 

大久保 憲 （東京医療保健大学医療情報学科長） 

東京医療保健大学大学院生 9名 

参  加  者  数 205 名 187 名 

アンケート回答者数 

講座を知った方法 

 

 

公開講座の時間 

 

 

公開講座の内容 

アンケートは行わなかった 125 名 

勤務先等からの案内              67％ 

大学院のホームページ             24％ 

チラシ・ポスター・雑誌             9％ 

 

ちょうど良い                 93％ 

長い                      2％ 

短い                      5％ 

 

妥当                     67％ 

難しい                    22％ 

もう少し専門的でも良い            11％ 
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表 53 学生によるボランティア活動の状況について（平成 18 年度～平成 20 年度） 

 

活動内容 活動場所 実施時期 参加者数 目的・効果 

1.児童養護施設等に

おける介助活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.高齢者・障害者への

介助及び支援活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.地元の行事等に参 

加して地域との交

流を深める活動 

 

 

 

中里学園児童養護 

施設（横浜市） 

 

 

 

 

たんぽぽクラブ 

（江東区）での介助 

支援 

 

 

 

キッズエナジー大阪

サマーキャンプ 

（大阪ユニバーサル

スタジオ(大阪市)） 

 

デイ・ホーム野沢 

（世田谷区）での介助

支援 

 

 

中延複合施設（品川

区）のくつろぎ祭り 

 

 

 

社会福祉法人 三徳会

（品川区）の成幸ホー

ムの成幸まつり 

 

社会福祉法人 三徳会 

荏原ホーム（品川区）

の荏原まつり 

 

世田谷プレイパーク 

（世田谷ボランティ

ア協会主催）ボランテ

ィア活動 

 

世田谷ボランティア

センターにおけるボ

ランティア活動 

 

 

 

東五反田児童センタ

ー（品川区）主催によ

るこども祭り（ハロー

フレンドフェスタ） 

参加 

毎月第 4土曜日 

 

 

 

 

 

18. 8. 2（水）～ 

8.31（木） 

 

 

 

 

19. 8.24（金）～ 

8.25（土） 

 

  

 

18. 9.11（月）～ 

9.14（木） 

 

 

 

・19. 9. 1（土） 

・20. 9. 6（土） 

 

 

 

・19. 9.15（土） 

・20. 8.30（土） 

 

 

20. 8.16（土） 

 

 

 

18. 8.28（月）～ 

8.31（木） 

 

 

 

18. 9. 8（金）～ 

9.10（日） 

 

 

 

 

18.11.11（土） 

 

ボランティアサ

ークル員 40 名

が 5～6 名単位

に分かれて活動

を行う 

 

2 名 

 

 

 

 

 

1 名 

 

 

 

 

3 名 

 

 

 

 

13 名 

      4 名 

 

 

 

5 名 

7 名 

 

 

14 名 

 

 

 

3 名 

 

 

 

 

1 名 

 

 

 

 

 

8 名 

発達に遅れのある児童の外

出時の引率、食事等の介助

を通して、その重要性を体

験することができた。 

 

 

発達遅れのある児童、生徒

の遊び相手、外出時の引率、

プールでの介助等を通し

て、その重要性を体験する

ことができた。 

 

多糖症候群の子供達の引

率、食事等の介助を通して、

その重要性を体験すること

ができた。 

 

高齢者の話し相手、食事介

助、外出時の誘導等を通し

て介護の深みを体験するこ

とができた。 

 

祭りの当日、高齢者・障害

者の食事等の支援活動によ

り介護の深みを体験するこ

とができた。 

 

〃 

〃 

 

 

〃 

 

 

 

子供達との交流を通して地

域住民との交流・コミュニ

ケーションを円滑に行える

ようになった。 

 

英国の高校生の出迎え、都

内観光、日本文化の紹介を

通して、国際交流の意義を

理解するとともに自己啓発

に役立った。 

 

子供達との交流を通して地

域住民との交流・コミュニ

ケーションを円滑に行える

ようになった。 
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活動内容 活動場所 実施時期 参加者数 目的・効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.医療に関わる活

動・参加 

世田谷線沿線駅周辺

と商店街クリーン大

作戦（世田谷駅周辺） 

 

 

 

世田谷八幡宮例大祭

における神輿担ぎ等 

 

 

 

 

楽市楽座（地域振興祭

り）（世田谷区） 

 

せたがや・環境行動

DAY2007エコサタデー 

 

NTT 東日本関東病院

（品川区）ふれあいフ

ェスティバル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世田谷区立太子堂小

学校1年生及び2年生

の遠足引率 

 

 

 

NTT 東日本関東病院

（品川区）におけるト

リアージ訓練 

 

 

日本赤十字社が実施

する駅等における献

血の呼びかけ等の支

援活動 

・平成 18 年度  

新宿駅周辺 

・平成 19 年度  

横浜市 

・18. 9. 3（日） 

・19. 9. 2（日） 

 

 

 

 

19. 9.15（土）～ 

9.16（日） 

 

 

 

 

19.11. 3（土）～ 

11. 4（日） 

 

19.11.17（土） 

 

 

18.10.13（金） 

 

 

 

 

 

・19. 5.26（土） 

・20. 5.24（土） 

 

 

 

 

 

20. 6. 5（木） 

 

 

 

 

 

・18.10.11（水） 

・19.11. 8（木） 

 

 

 

 

・18. 8.30（水）～ 

     9. 2（土） 

・19.10.21（日） 

7 名 

8 名 

 

 

 

 

5 名 

 

 

 

 

 

6 名 

 

 

 2 名 

 

 

11 名 

 

 

 

 

 

12 名 

11 名 

 

 

 

 

 

 5 名 

 

 

 

 

 

21 名 

48 名 

 

 

 

 

19 名 

       

5 名 

大学所在地の地元の活動に

積極的に参加することによ

り、住民との交流・コミュ

ニケーションを円滑に行え

るようになった。 

 

大学所在地の地元の活動に

積極的に参加することによ

り、住民との交流・コミュ

ニケーションを円滑に行え

るようになった。 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

・オータムコンサート実施

に伴い、誘導等の担当に

よって地域住民、患者様

との円滑な交流に寄与す

ることができた（平成 18

年度）。 

・チアダンスサークルがダ

ンスを披露することによ

って地域住民、患者様と

の円滑な交流に寄与する

ことができた（平成 19・

20 年度）。 

 

地元の小学生への支援を通

して教員及び父母の信頼を

得るとともに参加した学生

の勉学意欲を一層増加する

機会となった。 

 

大事故、災害時における救

命の順序を決める訓練に参

加し、医療看護系の大学で

学ぶ学生としてその重要性

を認識する機会となった。 

 

医療看護系の大学で学ぶ学

生として献血の重要性を認

識する機会となった。 
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10.学生生活 

 

（1）学習援助 

「現状及び点検・評価」 

  ① 学科別ガイダンスについて 

前期セメスター開講までにすべての新入学生が大学生活にスムースに移行できるよう、

毎年 4月第 1週に 2日間新入学生ガイダンスを実施している。このガイダンスでは、各

学科の 4年間の学びの内容をはじめ、4年後の卒業に向けて目標とするところを具体的

に各学科の教員が説明し、今後の大学生活の過ごし方を学生に考えさせている。 

 

② 新入学生合宿研修について 

開学以来、4月当初に 1泊 2日で新入学生合宿研修を実施しており、学習活動への動機

付けを行うとともに、寝食を共にすることを通じて、互いに語り合い・学び合い・支え

合う学習集団の形成を目指して、学長講話・講演・学科別活動・レクリエーション等を

行っている。近年、国立赤城青少年交流の家（群馬県）において実施しているが、実施

時期及び実施場所ついて変更を求める意見等がある。 

 

③ アドバイザーグループ制度について 

1 年次から卒業するまで、学生生活の相談に応じ、修学指導を行うアドバイザーグルー

プ制度を設けている。学生は、入学後グループに分かれて、アドバイザー（各学科専任

教員）の助言やサポートスタッフ（事務職員）の支援の下に学生生活や修学上の悩み等

について解決を図っている。 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

新入学生合宿研修の実施時期及び実施場所については、今後、授業スケジュール・立地

条件・所要時間・経費・施設設備内容等を総合的に考慮して検討を行う必要がある。 

 

（2）経済的援助 

 

「現状及び点検・評価」 

① 本学独自スカラシップ 

○本学は、成績優秀者に対して独自のスカラシップ制度を設けている。1 年次生に対し

ては、一般入学試験前期日程における成績最上位者 5 名程度に対して入学金並びに授

業料を全額免除するKMCスカラシップ及びそれに続く成績上位者10名程度に対して1

年間の授業料の半額を免除する THCU スカラシップである。年度別給付者数は次のとお

りである。スカラシップの 1年次生に対する給付者数は、平成 17 年度（4名）及び平

成 18 年度（3名）と少なかったが、これは一般入学試験前期日程の給付対象となる成

績上位者が、入学手続きを取らなかったためである。 
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  平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度

KMC スカラシップ 2 名 1 名 3 名 5 名 

THCU スカラシップ     2    2 11 8 

計 4 3 14 13 

○2 年次生以降に対しては、各学科、各学年ともに、前年度の成績最上位者 2 名に授業

料全額を免除する KMC スカラシップ、それに続く成績優秀者 3 名に授業料の半額を免

除する THCU スカラシップを給付している。2年次生以降に対するスカラシップの給付

状況は、毎年規定どおり各学年・各学科別に KMC スカラシップ 2名、THCU スカラシッ

プ 3名に給付を行っている。 

 

② 日本学生支援機構の奨学金 

○一般の学生に対しては、日本学生支援機構の奨学金を斡旋しているが、無利子で貸与

される第 1 種奨学金と有利子で貸与される第 2 種奨学金の 2 種類からなる。年度別 1

年次生貸与者数は次のとおりである。 

  平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 

第 1種 11  名 13  名 14  名 14  名 

第 2 種 83 85 88 104 

1 種・2種併用    2    4    1 8 

計 96 102 103 126 

○貸与者数は、平成 17 年度の 90 名台から平成 20 年度の 120 名台へ漸増しているが、毎

年、貸与を希望した学生全員に斡旋することができている。 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

① 1 年生に対するスカラシップの給付については、毎年給付予定者数に満たないことから、

今後も受験生に機会ある毎にこの制度を十分広報して、優秀な入学生を確保することが

望まれる。 

  

② 日本学生支援機構の奨学金については、前述のとおり毎年貸与を希望した学生全員に斡

旋することができており、その他の奨学金としては、看護学科学生対象の東京都看護師

等修学資金の情報提供を行っているが、今後はこれら以外の団体の奨学金に関する情報

収集・提供を行う必要がある。 

 

（3）課外活動 

 

「現状及び点検・評価」 

  ① 学友会活動 

○スポーツ大会 

・平成 17 年度及び 18 年度は千葉県市川市の NTT 千葉総合運動場で行い、平成 19 年度
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及び 20 年度は東京都足立区綾瀬にある東京武道館で実施した。学内に適切な施設が

ないことから、外部施設を借用することを前提に考えなければならない。 

・天候に左右されず実施できるという点から、体育館が望ましいが、大学が望む日程

では外部の体育館が借用できる保証がなく、また現在実施している東京武道館は大

学から遠いという難点がある。 

○大学祭 

大学祭は「医愛祭」と名称を定め、毎年 11 月上旬に実施している。大学祭の目的は、

健康や医療に対する社会的関心が高まっている中で、医療系大学としての本学の教

育・研究活動の成果を広く地域社会に公開し、本学に対する地域社会の理解を深める

場とすること及び学友会並びにクラブ・サークル等学生の自主的な課外活動の日頃の

成果を発表し、学生・教職員の親睦と交流を図る場とすることである。 

○クラブ・サークル活動 

・クラブ・サークル活動は、学内活動を中心として行い学友会から活動支援を受ける

ことができるサークル、サークルの中で上部連盟に加入し体育会系運動部として活

動するクラブ及びサークルに準じて活動するが学友会から活動支援を受けることの

できない同好会の 3種類の区分で活動している。活動団体数は次のとおりである。 

  平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 

クラブ 18 
（平成 17 年度はクラ

ブ・サークル・同好会

の区分がなかった） 

      1  団体       1  団体 2  団体

サークル 27 20 19 

同好会  6 11  4 

・クラブ・サークル活動は、活動内容が曖昧なサークルや、活動場所が学内に求めら

れないサークルもあり、すべてのクラブ・サークルが活発に活動しているとは言え

ない。 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

○スポーツ大会の実施場所については、大学に近い体育館を借用できるよう努めることと

する。クラブ・サークル活動の振興のためには、活動場所を確保・調整する必要がある

が、平成 20 年 8 月に世田谷にある本学の桜グラウンドを多目的グラウンドに改修するこ

とから、活動場所の拡大につながると考えられる。今後、学外の施設の借用を含め、活

動場所の確保に努める必要がある。 

 

（4）卒業後の進路に関する援助 

 

「現状及び点検・評価」 

 平成 19 年度から 3年次生を対象にした就職支援活動を行っている。支援活動内容は次のと

おりである。 

 ① 個人面接の実施 

   医療栄養学科及び医療情報学科の 3年次生全員に対し、前期・後期に 1 回ずつ面接を実

施し、自己分析や企業研究を促し、就職活動の進め方等について個別の指導・助言を行

っている。看護学科では教員が希望学生と面接を実施している。 
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② 総合ガイダンスの実施 

   各学科別に前期・後期に 1回ずつ、就職活動の進め方に関する包括的な説明を行った。 

 

 ③ 就職支援講座の実施 

エントリーシートの書き方講座、ビジネスマナー講座、面接対策講座、履歴書・自己紹

介書の書き方講座及び小論文・作文対策講座の就職支援講座を実施している。 

  

  ④ E Testing の実施 

○「E Testing」は、自分のパソコンを通じて、各種就職対策模擬試験をインターネット

上で繰り返し受験し、受験履歴等を自己管理できる WEB 型就職支援システムであるが、

全学科の学生が取り組めるよう大学において登録している。 

○また、E Testing の「まとめと解説」講座を毎月 1 回、年間全 8 回、学科別に外部講

師を招いて実施した。 

 

⑤ 企業研究講座の実施 

平成 19 年 10 月から平成 20 年１月にかけて、本学に企業（49 社）の人事採用担当者を

招き、業界・企業の現状と展望、企業文化、採用情報等を医療栄養学科（110 名）及び

医療情報学科（85 名）の 3 年次生を対象に話をしていただき、学生が進路選択を考え

る機会としたが、学科の専門性や学生の志望から離れている企業の講座には学生の参加

が少ない状況であった。 

 

⑥ 病院就職説明会の実施 

看護学科 4年次生（105 名）を対象に、実習病院の関係者を平成 20 年 6 月本学に招き、

実習病院就職説明会を看護学科主催により開催した。また、平成 20 年 7 月には就職希

望がある 15 病院・施設を招き病院就職説明会を実施したが、参加者は 63 名と学生総数

の 6割程度であったことから、今後は多くの学生の参加を促す必要がある。 

 

⑦ 就職担当職員による企業・病院等就職先情報の収集 

就職担当職員が平成 19 年 5 月から 7月にかけて東京・神奈川・埼玉・千葉の 224 病院 

を訪問し、看護師・管理栄養士・診療情報管理士に関する採用情報を収集するとともに 

平成 19 年 9 月から平成 20 年 1 月にかけて民間企業 151 社を訪問し、採用情報の収集・ 

求人票の送付等を依頼した。 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

① 卒業後の進路について「何をやりたいのかがわからない」という学生がおり、そうした

学生は「自分に自信の持てない」状況にある。このような学生については、じっくり時 

間をかけ個別相談を行い、その学生の本質を引き出し、自己分析を促し、その学生に合

った求人情報を提供していく必要がある。 
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② 就職支援講座や E Testing への取り組みについては、総合ガイダンスや面接の際に学生

にその意義を十分説明して、積極的に取り組むよう促すこととする。 

     

③ 企業研究講座については、学科の専門性や学生の志望に合わせた企業を招聘するととも

に、学生が広い視野に立って職業選択について考える場となるよう工夫する。 

     

④ 病院就職説明会については、7月上旬に実施したことから、既に志望病院の方向性が固

まっている学生がかなり見られたので、開催時期を繰り上げて実施する必要がある。 

     

⑤ 就職に関するガイダンスについては、現在 3年次生を対象として実施しているが、でき

るだけ早期から意識啓発を図るため、今後は2年次若しくは1年次から行う必要がある。 

 

（5）学生援助に関する体制・条件 

 

「現状及び点検・評価」 

① 学生委員会 

本学の学生の課外活動、福利、厚生及び生活援助等学生生活全般の援助に関することに

ついては、学生委員会において基本的な方向性の審議を行っている。 

 

② 学生の心身の健康に関する相談活動 

○保健室への相談内容の概要及び相談件数は次のとおりであり、総件数で見ると初年度

から 3年目へほぼ正比例して増加している。これは、学生数の増加に見合っていると

いえる。 

  相 談 等 の 内 容 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

病気・ケガ等に対する対応 276 486 665 

健康問題に関する相談 101 161 214 

精神的問題に関する相談 14 65 112 

その他の相談 75 139 404 

計 466 851 1,395 

注 その他の相談の半数以上は臨地実習に伴うものである。 

 

○学年別相談件数からみて、新入学生は入学時に宿泊研修を実施していることから、学

生相互及び教職員との交流を通して円滑に大学生活に移行できている。 

 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度

1年次生 448 420 361

2 年次生     － 365 553

3 年次生     －     － 352

計 448 785 1,266
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○保健室ではこの他に毎年定期健康診断、BLS 講習会、ツベルクリン反応検査、インフ

ルエンザ予防接種、血液抗体検査を実施している。20 年度定期健康診断受診率は休学

者も含めても 99.2％と高率であった。 

 

③ オピニオンボックスの設置 

学生のキャンパスライフの改善を図るために、オピニオンボックスを設置して日常的に

学生の声を吸い上げるとともに、その対応を速やかに図り、意見及び対応等についての

掲示を行っている。 

 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度

投書件数 44 件 98 件 79 件 

 

④ 学内生活で発生した事故等に対する補償について 

大学生活の中で発生した事故や災害に対して補償が得られる学生教育研究災害保険へ

の加入を医療栄養学科及び医療情報学科の学生に義務付けるとともに、看護学科の学生

には、看護実習中の傷害、賠償責任及び微生物による感染事故などに対して補償が得ら

れる日本看護学校協議会共済会の会員対象保険への加入を義務付けている。 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

① 精神面での相談については、現在、教員によるカウンセリングを行っているが、今後、

学外からのカウンセラーの要請、または、開業カウンセラーとの提携を図る必要がある。 

 

② オピニオンボックスによる学生からの要望等については、今後も真摯に受けとめ、対応

することとする。 
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11.管理運営 

 

「現状及び点検・評価」 

（1）本学の理念・目的・教育目標を達成するための管理運営については、学則の他、人事関

係 14、組織運営関係 6、教学関係 13、研究関係 8、学生支援関係 4 及び大学院関係 4 計

50 の規程（平成 20 年 7 月末現在）を整備して適切に行われている。 

 

（2）管理運営に関する全学組織としては、大学経営に関する重要な事項を審議するため大学

経営会議を置いている。 

○大学経営会議は、理事長が議長となり、理事及び評議員の中から理事長が指名する者 4

名及び教授会構成員の中から学長を含む理事長が指名する者（学長及び 3名の学科長）

計 9名をもって組織しており、大学経営会議において審議・承認された大学経営に関す

る重要な事項については、必要に応じて、理事会及び評議員会において報告し、審議を

いただいている。 

○大学経営会議において審議を行う事項は、次のとおりである。 

中長期計画の策定に関する事項、学則その他重要な規則の制定改廃に関する事項、大 

学予算案の作成及び決算処理の方針に関する事項、教員人事に関する事項、学部・学 

科その他重要な施設・組織の設置改廃に関する事項、学生の定員に関する事項及びそ 

の他全学に関する重要な事項及び理事会の諮問に関する事項。 

 

（3）また、大学全体の教学上の重要事項の企画・審議を行うとともに各学科間の連絡調整を

行い、大学経営会議に提案するため学科長会議を置いている。 

○学科長会議は、学長が議長となり、3名の学科長、大学経営会議室長及び事務局長等を

もって組織しており、夏季休業期間等を除き原則として毎週水曜日に開催している。 

○学科長会議において審議を行う事項は、次のとおりである。 

年度計画に関する事項のうち教育研究に関するもの、学則（教育研究に関する部分に 

限る）その他教育研究に係る重要な規程の制定又は改廃に関する事項、教員人事に関 

する事項、学生の円滑な就学等を支援するために必要な助言・指導その他の援助に関 

する事項、学生の在籍に関する方針及び学位の授与に関する方針に係る事項、各学科 

間の教育研究に係る連絡及び調整、学長選考委員の選出に関する事項及びその他教育 

研究に関する重要事項。 

○学科長会議の議事要録については、学科長会議の確認を経た後、毎回全教職員に配布し

ており、審議・報告事項等の周知を図っている。 

 

（4）本学は 1 学部・3 学科の小規模大学であることから、学部教授会を置かず、各学科に各

学科の教育上の変更事項を審議するため教授会を置いている。 

○教授会は、学科長、専任の教授をもって組織しており、次の事項を審議する。 

入学･休学･復学･留学･編入学･転入学･再入学･転学科･転学･退学及び除籍に関する事 

項、教育課程及び試験に関する事項、学生の補導及び賞罰に関する事項、研究及び教 

育に関する事項、教授会の運営に関する事項及びその他教育及び研究上必要な事項。 
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  ○なお、各学科においては、教員全員を構成員とする各学科の会議を定期的に開催すると

ともに各種委員会を設置して、教学関係事項等について学科内への周知徹底を図ってい

る。 

 

（5）大学院の管理運営については、研究科長会議を設置し、教育上の重要事項を審議し、大

学経営会議に提案することとしている。 

○研究科長会議は、学長（研究科長を兼務）、3 名の学科長、大学経営会議室長、事務局

長及び大学院事務長等をもって組織しており、次の事項を審議する。なお、会議の開催

は学科長会議終了後行うこととしている。 

○研究科長会議において審議を行う事項は、次のとおりである。 

年度計画に関する事項のうち教育研究に関するもの、学則（教育研究に関する部分 

に限る）その他教育研究に係る重要な規程の制定又は改廃に関する事項、教員人事に 

関する事項、学生の円滑な就学等を支援するために必要な助言・指導その他の援助に 

関する事項、学生の在籍に関する方針及び学位の授与に関する方針に係る事項、各コ 

―スの教育研究に係る連絡及び調整、研究科長選考委員の選出に関する事項及びその 

他教育研究に関する重要事項。 

 

（6）以上のとおり、各学科及び大学院における教育上の重要事項については、各学科の教授

会を経て学科長会議、大学院研究科長会議において審議を行うとともに、大学経営会議

において審議を行うこととしており、それぞれの役割が明確となっていることから大学

の管理運営組織は適切に整備され機能していると言える。 

 

（7）学長選考に関しては、学則に基づき、大学経営会議の諮問機関として「学長選考委員会

を置くこととし、理事・評議員の中から大学経営会議議長が指名した 3 名及び教授会構

成員の中から選出された者 2 名（学科長会議において決定）計 5 名で組織している（学

長は同委員会の構成員となることはできない）。 

○学長選考委員会は、大学経営会議の諮問を受け、学長の選考・解任について審議を行い、

理事長に答申する。理事長は答申に基づき理事会に学長候補者の推薦を行うこととし、

理事会によって学長が決定される。 

 

（8）学科長選考に関しては、大学経営会議において教員人事に関する事項の審議を行うこと

から、大学経営会議において選考を行うこととし、審議・承認を経て理事長が任命する。 

 

（9）大学の教育研究等の遂行に当たり喫緊の課題に迅速に対応するため、平成 20 年度に 3

名の学長補佐を新たに設置した。 

○学長補佐は学長が学科長会議に報告の上、命ずることとし、今後も必要に応じて担当分

野を定めて命ずることができることとされた（任期 1年、再任可）。 

○学長補佐の担当内容は、「自己点検・評価及び認証評価担当」、「FD 担当」及び「質の高

い大学教育推進プログラム担当」である。 

・「自己点検・評価及び認証評価担当」は、このたびの自己点検・評価の企画・実施・
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とりまとめの中心的な役割を果たしており、「FD 担当」は本学の教育に係る課題と将

来展望について話し合う「東京医療保健大学を語る会」（平成 20 年 10 月 29 日（水））

の企画・実施を行うなど、FD の推進を図ることとしている。また、「質の高い大学教

育推進プログラム担当」は本学の教育に係る優れた取り組みについて、文部科学省及

び財団法人等への積極的な申請を行うこととし、その取りまとめを担当している。 

○学長補佐は、担当分野についての企画立案を行うとともに、必要に応じて学科長会議及

び関係する委員会に出席して意見等を述べることとし、各学科との連絡調整も行うこと

から、その役割が大いに期待されている。 

 

（10）学外有識者のご提言をお聞きし、管理運営に資することを目的として、開学当初からス

クリュー委員会を設置している（スクリューは「船のスクリュー（推進機）」）、「改修（改

善）のネジ」の意）。 

○委員会は、製薬会社など企業の代表者 6名及び本学関係者 5名（理事長、学長、大学経

営会議室長、事務局長、企画部長）計 11 名をもって構成しており、定期的に委員会を

開催している（概ね年 5回程度）が、本学における教育研究関連課題を社会的側面から

検討することにより、本学が医療保健分野において将来の社会に大きく貢献できるよう

建学の理念を推進するとともに、評価改善を図ることを主な目的としている。 

○委員会においては、企業の代表者からは、学生の受入れ及び学生生活に関すること、イ

ンターンシップの実施に関すること、就職支援に関すること及び公開講座実施に関する

ことなど、教育研究等実施に係わる課題等について、社会の視点から幅広く貴重なご提

言をいただいており、本学の充実発展を担う重要な役割を果たしていると言える。 

 

（11）管理運営に係る法令遵守等については、研究倫理面では、生命の尊重、個人の尊厳の保

護等に関する倫理的配慮及び個人情報保護を図る観点から「ヒトに関する研究倫理委員

会」（学長等学内委員 8名及び学外有識者 2名計 10 名で構成）を置くとともに「研究倫

理基準」を定め教員への周知徹底を図っている。また、個人情報の保護に関しては、「個

人情報保護に関する規程」を置き、その適正な保護を図ることとしている。なお、平成

20 年度においては、学校法人の公共性に鑑み、社会的責務として財務情報や大学の教

育研究活動に関する情報を公開するため「情報公開規程」を定めるとともに、公益通報

者保護法に基づき、社会的信頼の維持及び業務運営の公正性の確保を図るため「公益通

報に関する規程」を定めている。 

 

「今後の改善・改革に向けての方策」 

管理運営面においては、開学以降、教育研究の推進を図るため諸規程の整備を行うととも

に、大学の意思決定の進め方についても円滑に機能していることから特に問題はないと言

える。なお、今後、研究活動の進展に伴い、知的財産に関する取り扱いなど含めた産学連

携体制の整備・充実を図っていく必要がある。  
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12.財 務 

 

（1）教育研究と財政 

「現状及び点検・評価」 

① 本学は、平成 17 年度に開学しており、入学定員を確実に確保し、安定的に学納金収

入を見込める財務体質とすることが必要であり、現時点では医療保健学部としての定

員は安定的に確保していることから良好といえる。平成 20 年度においては入学定員

280人に対し、志願者数は 2,351 人と倍率は 8.4倍となり、入学者は 291人となった。

学科別にみると、看護学科は、定員 100 人に対し 118 人、医療栄養学科は、定員 100

人に対し 105 人と定員を確保しているものの、医療情報学科は、定員 80 人に対し 68

人と定員割れになったことから、平成 21 年度に向けては高校生・保護者等への広報

活動等を積極的に行い、定員確保に努めているところでありその成果が望まれる。 

 

② 消費収支の推移（表）のとおり、本学が平成 17 年度に開学し、学納金収入が 2 学年

分であるにも関わらず教員の大半が就任した平成 18 年度が収支面で一番マイナス幅

が大きい年度であった。平成 19 年度は、学生が 3学年となり、減価償却費を除けば、

帰属収支差額は 22 百万円のプラスとなり、キャッシュフローでは安定してきたと言

える。平成 20 年度以降は、4 学年が揃うことにより帰属収支差額は更に増加する見

込であるが、そのためには、各学科の入学定員を確実に確保することが必要である。 

 

表 54 消費収支の推移 

（単位：千円） 

科     目 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度

帰 

属 

収 

入 
学生生徒等納付金 795,380 1,051,373 1,528,799 

手数料 81,105 73,937 71,671 

補助金 116,810 237,339 417,733 

その他 539,306 241,266 104,757 

合    計 1,532,601 1,603,915 2,122,960 

消 

費 

支 

出 

人件費 834,317 1,165,613 1,303,052 

教育研究経費（除減価償却費） 164,787 299,895 498,204 

管理経費（除減価償却費） 292,113 289,564 266,549 

借入金等利息 15,113 14,909 17,634 

資産処分差額 3,320 4,826 15,242 

減価償却費 138,576 142,317 181,287 

その他  2  2  3 

合    計 1,448,228 1,917,126 2,281,971 

帰属収支差額（除減価償却費） 222,949 ▲170,894 22,276 
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（2）外部資金等 

「現状及び点検・評価」 

① 本学においては、学納金収入だけではなく特色ある教育の推進による特別補助金及び

寄付金等の外部資金の確保を図ることとしているが、現時点においては、十分とは言

えないことから、引き続き努力する必要がある。 

 

② なお、本学の教育に関する優れた取り組みについては、今後、文部科学省の「質の高

い大学教育推進プログラム」に申請を行うとともに財団法人等において公募する事業

等にも積極的に申請を行うこととしており、本学の取り組みをアピールし理解を得て

採択されることにより、外部資金の獲得を図ることとする。 

 

③ また、各学科における特色ある研究（シーズ）と企業等社会の需要（ニーズ）をつな

ぐ役割を果たす産学連携コーディネーターの配置を検討しているが、コーディネータ

ーの配置に伴い関係企業等に積極的に働きかけを行い、各学科と企業等との共同研究

及び受託研究の件数を増やすことにより、研究費の直接経費及び間接経費を確保する

ことが必要である。 

 

    表 55 外部資金の受け入れ状況 

（単位：千円） 

補助金・寄付金 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

特別補助金 34,662 48,037 63,718 

科学研究費補助金 4,557 23,370 22,130 

一般寄付金 900 2,000 2,000 

特別寄付金 0 0 5,700 

合   計 40,119 73,407 93,548 

 

（3）予算の配分と執行 

「現状及び点検・評価」 

① 本学の予算案については、以下の資料をもとに作成した編成方針案を、経理財務部で

収支のバランス確保と財務の健全性の観点から整理を行った後、理事会において審議

を行い承認を経て決定している。 

・各学科の予算担当責任者が次年度の備品、図書の予算計画を作成。 

・人件費については、総務人事部において次年度採用計画及び人件費の計画を作成。 

・教育研究経費及び管理経費は、前年度の計数をもとに次年度の予算を経理財務部に

おいて作成。 

・各担当部署より、次年度の事業計画を聴取。 

 

② 予算の執行については、50 千円未満の物品購入の場合は事務局長決裁とし、50 千円

以上の物品購入の場合は稟議書を作成し、理事長決裁としている。支出については、 

金額の多寡にかかわらず、経理財務部の承認を経た後、理事長決裁とするなど不正あ
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るいは不適切な支出を未然に防止することとしている。 

③ また、学校経営の健全化を図るため、教育研究経費及び管理経費等の見直しを絶えず

行い、節減に向けた不断の努力を行うことが必要である。 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

平成 20 年度までは、開学に伴う教育施設・設備の充実が最重要課題であり、これを優先

的に配分したが、平成 21 年度以降については、一定の教育環境は整備されたことにより、

各教育・研究事業の内容を評価・検証するとともに、本学にとって重要な事業から選択

し、優先的及び重点的に配分する方策が必要である。 

 

（4）財務監査 

「現状及び点検・評価」 

現在、監査法人による監査は毎年 6～8回行っている。また監事による監査も定期的に行

われている。監査では、学校法人会計に準拠した会計処理がなされているか、理事会及

び評議員会の議事録、稟議書、契約書、請求書、領収書などが整備されているかなど厳

格な監査が行われているが、公認会計士からは、開学以降平成 20 年度まで計算書類は適

正に処理されているとの監査報告書を受けている。 

 

「今後の改善・改革に向けた施策」 

監事は、業務監査と会計監査を行うこととされているが、会計監査に当たっては、監査

法人との連携を一層図っていただくことにより、本学の財務監査の充実を図ることが必

要である。 

 

（5）財政の財務比率 

「現状及び点検・評価」 

① 本学の財務比率の主な項目について全国私立大学平均値との比較で消費収支計算書

等関係比率をみると次のとおりである。 

（表 56 消費収支計算書関係比率の推移） 

○人件費比率及び人件費依存率 

本学は平成 17 年度に開学したが、教員の大半が就任した平成 18 年度は学納金収入

が 2 学年分であったことから、人件費比率は 81.2％と大幅に上昇したが、平成 19

年度からは 61.8％に減少し、4学年が揃う平成 20 年度（完成年度）は私大平均並み

となる見込である。 

○教育研究経費比率 

開学年度の平成 17 年度は、1学年だけであり、教育研究経費比率も 17.9％と低かっ

たが、平成 18 年度において私大平均（30.7％）並みの 30.2％となり、平成 19 年度 

は 33.7％と比率は上昇している。特に、本学は開学時から、教育面の充実を図るこ

ととしており、学生及び教員からの教育上の需要に応えるよう努力しているところ

である。 
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○管理経費比率 

管理経費比率は、固定費のウェイトが高いため、学納金収入の増加に伴って減少し

ているが、4 学年が揃う平成 20 年度には、私大平均（8.5％）並みとなる見込であ

る。 

○帰属収支差額 

平成 18 年度及び平成 19 年度においては、帰属収支差額比率はマイナスであるが、4

学年が揃う平成 20 年度には私大平均（2.6％）以上は確保出来る見込である。 

○消費収支比率 

4 学年が揃う平成 20 年度には、私大平均（113.6％）を下回る見込である。 

○補助金比率 

平成 19 年度の補助金比率は 17.1％であり、平成 18 年度の私大平均（13.4％）より

高くなっているが、特別補助金のウェイトを高めるよう努力していることによるも

のである。 

○減価償却費比率 

減価償却費比率（平成 18 年度 7.9％）は、私大平均（12.5％）よりも低い数値とな

っている。 

 

② 法人全体の貸借対照表関係比率では、次のとおりである。 

（表 57 貸借対照表関係比率の推移（法人全体）） 

○固定資産構成比率・流動資産構成比率 

流動資産構成比率（平成 18 年度 12.9％）は、私大平均（19.5％）より下回ってい

るが、この要因は開学に伴い、施設・設備の充実を図ったため現預金の支出により

減少していることによるものである。今後、学納金が増加することにより比率は上

昇する見込である。なお固定資産構成比率（平成18年度87.1％）は私大平均（80.5％）

より高くなっている。 

○固定負債構成比率・流動負債構成比率 

固定負債構成比率（平成 18 年度 9.7％）は、私大平均（11.0％）より下回っており

良好といえる。しかし流動負債構成比率（平成 18 年度 10.4％、平成 19 年度 15.3％）

は私大平均（6.5％）より高くなっている。この要因は、施設・設備の充実を図るた

めの未払金の増加に伴うものである。 

○自己資金構成比率 

自己資金構成比率（平成 18 年度 89.6％）は、私大平均（82.5％）を上回っており

良好と言える。 

○消費収支差額構成比率 

消費収支差額構成比率（平成 18 年度▲7.5％）は、私大平均（▲14.5％）より下回

っているが、マイナス収支となっている。これは、開学による施設・設備の充実で

1号基本金を組入れたこと及び4学年分の学納金収入が見込めなかったことによる。

平成 20 年度には、4学年の学納金収入が見込めることから、今後、改善していく見

込みである。 
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○前受金保有率 

前受金保有率（平成 18 年度 164.3％）は、私大平均（546.5％）を大幅に下回って

いるが、この要因は、開学に伴い、施設・設備の充実を図ったため現預金の支出に

より減少していることによるものである。4 学年が揃い、今後、学納金が増加すれ

ば好転していく見込みである。 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

 平成20年度に4学年が揃ったことにより安定的に学納金収入を見込めることになったが、

引き続き入学定員の確保に努めること、外部資金の導入を積極的に行うこと及び経費の

見直しに伴う節減を行うことにより財務改善を図っていくことが必要である。 

  



（単位：％）

比    率 算   式（＊100） 平成17年度 平成18年度 平成19年度
平成18年度
私大平均

人  件  費

帰 属 収 入 

人  件  費

学生生徒等納付金

教育研究経費

帰 属 収 入

管 理 経 費

帰 属 収 入

借入金等利息

帰 属 収 入

帰属収入－消費支出

    0.9     0.8    0.0

   33.7

   27.8    23.4    13.2

   17.9    30.2

1 人 件 費 比 率

2 人 件 費 依 存 率

   61.8

   96.1   110.4    81.3

   50.9    81.2

5 借 入 金 等 利 息 比 率

3 教 育 研 究 経 費 比 率

4 管 理 経 費 比 率

    0.4

表56　消費収支計算書関係比率の推移

   55.6

   73.2

   30.7

    8.5

帰属収入 消費支出

帰属収入

消 費 支 出

消 費 収 入

学生生徒等納付金

帰 属 収 入

寄  付  金

帰 属 収 入

補  助  金

帰 属 収 入

基本金組入額

帰 属 収 入

減価償却費

消 費 支 出

　

   17.1

   35.3    16.5    11.1

    6.7    14.9

   29.0     0.1     0.5

  123.3

   53.0    73.6    75.9

  149.8   163.1

  ▲9.6    3.2  ▲36.26 帰 属 収 支 差 額 比 率

11 基 本 金 組 入 率

10 補 助 金 比 率

7 消 費 収 支 比 率

8 学生生徒等納付金比率

12 減 価 償 却 費 比 率

   14.2

    2.6

  113.6

    8.9     7.9     8.7    12.5

   76.0

    1.7

   13.4

寄 付 金 比 率9

注 大学は、17年度開学のため、15、16年度の計数は計上していない。

注 表中の18年度私大平均は、日本私立学校振興・共済事業団発行の『今日の私学行政（平成19  

年度版）』掲載の平成18年度財務比率表（規模別）－大学部門－の学生数1～2千人区分の数
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（単位：％）

比    率 算    式　（＊100） 平成17年度 平成18年度 平成19年度
平成18年度
私大平均

固 定 資 産

総   資   産

流 動 資 産

総  資   産

固 定 負 債

総   資   金

流 動 負 債

総   資   金

自 己 資 金

総  資  金

消 費 収 支 差 額

総 資 金
  ▲3.8   ▲7.5

   89.7

   17.4    12.9    10.3

 ▲14.5

    6.5

5 自 己 資 金 構 成 比 率

4 流 動 負 債 構 成 比 率

   82.5   89.7

    8.7    10.4    15.3

    9.0

   82.6    87.1

    9.7     9.6

6 消費収支差額構成比率   ▲5.2

   84.3    89.6

表57　貸借対照表関係比率の推移（法人全体）

1 固 定 資 産 構 成 比 率

2 流 動 資 産 構 成 比 率

3 固 定 負 債 構 成 比 率

   80.5

   19.5

   11.0

総  資  金

固 定 資 産

自 己 資 金

固 定 資 産

自己資金＋固定負債

流 動 資 産

流 動 負 債

総  負  債

総  資  産

総  負  債

自 己 資 金

現 金 預 金

前  受  金

退職給与引当特定預金（資産）

退職給与引当金

基  本  金

基本金要組入額

減価償却累計額

    0.0

   90.1    89.5    85.5

    0.0     0.0

   20.1    24.9

   27.7

  262.1   164.3   147.9

  100.0

   88.5    87.8    90.4

   98.0    97.2

   95.6

  546.5 

   37.2

  151.4

13 退職給与引当預金率

12 前 受 金 保 有 率

14 基 本 金 比 率

   17.8

   86.1

  300.0

11 負 債 比 率

10 総 負 債 比 率

   21.1    22.4

   17.5

   21.1

   97.5

9 流 動 比 率

8 固 定 長 期 適 合 率

  199.4   123.9

7 固 定 比 率

減価償却累計額

減価償却資産取得価格（図書を除く）

   16.8    46.1   15.1    15.815 減 価 償 却 比 率
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13.事務組織 

 

「現状及び点検・評価」 

（1）本学の事務組織は、平成 17 年 4 月 1 日に大学開学と同時に大学経営会議室に事務局

を置くこととし、法人本部機能と大学事務局を兼務する組織としている。事務組織は、

事務局に、企画部、教務部、総務人事部、経理財務部、学生支援センター及び入試広

報部を置き、この外、図書館事務及び大学院事務室をもって構成しており、事務職員

は現在 37 名を配置している。 

 

（2）本学は、五反田キャンパスと世田谷キャンパスに分れており、事務組織が分散される

ことから両キャンパスにおいては学内 LAN を整備し、デスクネットを活用して全教職

員のスケジュール管理、各種会議の通知、各種資料の作成・送付・保存、学生に対す

る情報伝達等を行うなど事務の効率化及び能率化に努めている。また、夏季期間等を

除き、毎日、五反田キャンパスと世田谷キャンパスを 1日 1回往復するスクールバス

を運行し、教職員・学生の利用の便を図るとともに、各種文書等の授受等の事務連絡

に活用するなど効率的な運用を図っている。 

 

（3）事務職員については、大学の管理運営に携わるとともに、実践的な教育研究活動の支

援を行う重要な役割を担っており、大学経営をめぐる課題が高度化・複雑化する中で、

職員の職能開発（スタッフ・ディベロップメント（SD））を行うことが必要不可欠と

なっていることから、本学では、平成 18 年度から年 2 回（9 月及び 3 月の各 1 日）、

全事務職員を一同に集め、事務職員研修会を実施している。 

 

（4）この研修会では高等教育を取り巻く状況、本学が取り組んでいる課題及び検討状況等

について、理事長・大学経営会議室長・各部等及び必要に応じて本学教員が講師とし

て説明を行うとともに、意見交換を行っており、職員 1人 1人が課題等を自らのこと

としてとらえ、仕事に反映するとしていることから自己啓発の有意義な機会となって

いることは評価できる。 

 

（5）また、事務局内の意見疎通を図ることを目的として、原則として月 2回、事務局各部

長等をメンバーとする部長会を開催し、学科長会議・大学経営会議・理事会等の審議

事項・報告事項及び事務局各部等における懸案事項等について連絡調整及び意見交換

を行っており、円滑な大学運営を図っている。 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

事務職員の資質の向上を図るため、外部機関主催の諸会議及び研修事業への積極的な参

加を促すとともに職能開発及び自己啓発に資する事務職員研修会の一層の充実を図るこ

ととする。 
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14.自己点検・評価 

 

「現状及び点検・評価」 

（1）本学全体の教育研究水準の向上を図り、大学の理念・目的及び社会的使命を達成するた

め、平成 17 年 4 月 1 日に東京医療保健大学自己点検・評価委員会を設置した。自己点

検・評価委員会は学長が委員長を務め、看護学科、医療栄養学科及び医療情報学科の各

学科長・各学科教員各 1名、大学経営会議室長、事務局長、企画部長、教務部長をもっ

て構成している。 

 

（2）自己点検・評価委員会の任務は、本学の教育研究に関する全学の活動状況並びに組織、

施設・設備、運営の状況等について、全学的観点に立って自己点検・評価を行い、その

結果を公表することであり、主な審議事項は自己点検・評価の実施方法、自己点検・評

価結果の分析・改善、公表に関すること、認証評価に関することである。 

 

（3）自己点検・評価に関する業務の円滑な実施を図るため、平成 20 年 4 月 23 日には新たに

自己点検・評価及び認証評価担当の学長補佐を設置するとともに、学長補佐を主査とし、

各学科長以外の各学科自己点検・評価委員会委員及び企画部長をメンバーとする自己点

検・評価ワーキンググループを設置した。 

 

（4）このように、本学では自ら点検・評価するための恒常的な組織体制を整備するとともに、

迅速かつ機動的に自己点検・評価を実施するために学長補佐を設置し、自己点検・評価

ワーキンググループを編成したことは評価できると考える。 

 

（5）本学では、平成 23 年度に大学基準協会（以下「協会」という）の認証評価を受審する

予定であるが、認証評価の申請に当たっては協会が定める主要点検・評価項目により点

検・評価を実施することとされていることから、完成年度を迎えた平成 20 年度におい

て初めて行う自己点検・評価は、これらの項目に基づき実施することとしたが、教職員

全員が点検・評価に関わり、各担当領域の点検・評価を行うことの意義及び重要性を共

有することができたことは平成 23 年度の認証評価受審に向けての意識啓発に資するも

のであったと評価することができる。 

 

（6）また、自己点検・評価結果を積極的に学内外に公表することとし、自己点検・評価結果

についての忌憚のないご意見、ご叱正を基に教育研究等のより一層の充実発展を図るこ

ととしているが、大学経営の透明性を高め、社会に対する説明責任を果たす観点からも

極めて重要なことである。 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

自己点検・評価に関する規程、委員会等の構成については、特に問題はないと考える。今

後は今回の自己点検・評価結果に伴う改善・改革状況について検証を行うとともに、教職

員 1 人 1 人が自己点検・評価を一過性ではなく、継続的に取り組むべき課題であることに

ついて機会をとらえて周知を図っていくこととする。 
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15．情報公開・説明責任 

 

「現状及び点検・評価」 

（1）開かれた大学運営や社会的な責任の履行が求められている現状に鑑み、大学の

理念・教育目標及びそれに伴う教育研究活動等に関する情報を公開し、社会か

らの一段の理解と支持を得ることは極めて重要であり、財務状況等についても

広く情報を提供することが社会的責務であると認識している。 

 

（2）このことを踏まえ、平成 20 年度において大学が保有する文書等の積極的な公開

に関してその手続等を定める「情報公開規程」及び学内文書の保有期間等に関

して定める「文書保管規程」を整備するとともに、併せて、学校法人として社

会に対する説明責任を果たすため、財務書類の公開に関する細則を定めること

とした。なお、財務の決算状況については、毎年度本学学報「こころ」（年 2回

発刊、実践的な教育研究活動等大学の最新の動きを紹介）に掲載している。 

 

（3）また、本学ホームページにおいては、大学案内、入学試験情報、各学科のカリ

キュラム内容、オープンキャンパス及び公開講座に関する情報、教員の担当科

目・研究テーマ・業績等に関する最新の情報を受験生・在学生・保護者・企業

向けにそれぞれ積極的に公開していることは評価できる。 

 

「今後の改善・改革に向けた方策」 

学校法人としての公共性に鑑み、今後も財務状況や教育研究活動に関する情報を積

極的に公開し、説明責任を果たすことが必要である。 
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平成 20 年度東京医療保健大学自己点検・評価委員会 

 

 

 

委 員 長   小 林 寬 伊 （学長、研究科長） 

委員長代理   野 口 玉 雄 （学長補佐、医療栄養学科教授） 

委   員   坂 本 す が （看護学科長） 

            豊 田   元 （医療栄養学科長） 

            大 久 保 憲 （医療情報学科長） 

            箆伊 久美子  （看護学科教授） 

            阿 部 威 郎 （医療情報学科教授） 

神 田 裕 子 （医療栄養学科講師） 

田 村 聡 明 （大学経営会議室長） 

島 津 正 數 （事務局長） 

荒 木   長 （企画部長） 

木 原 英 三 （教務部長） 


